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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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「案ずるな、人生に意味は無い」

　そう言って、彼は薄く微笑ほほえんだ。それは哀しげな、或あるいは優しげな、はたまた見方によっては底冷えするほど無感情な表情にも見えた。

　私は浅い呼吸を何度も繰り返しながら、そんな彼の顔を見上げていた。周囲には喉のどの奥にまで絡みついてくるような、濃密な機械油の匂いが立ち込めていた。

「……たまに懐かしく思うよ。そう嘯うそぶいた作家は、この世界ではまだ物心もついていないんだ」彼は少し寂しそうに呟つぶやいた。「こちらの彼も、銃ではなくペンを取ってくれるといいんだが」

　彼がいったい何の話をしているのか、私には分からなかった。理解しようと努めることも出来なかった。そのための気力は、既に物理的な形状を伴って私の身体から流れ出てしまっていた。私の持ち得るあらゆる機関が、着実に温度を失いつつあった。

「とにかく、そんなに悲しむ必要も、焦あせる必要も、それに怒る必要も無い。人間なんて意思を持った人形と大差無いんだよ」

　その言葉は私を慰なぐさめているようにも、はたまた逆に蔑さげすんでいるようにも捉えられた。だから嘆なげかなくていいんだよ、と。或いは、おまえは所しょ詮せん、人形なんだ、と。

　視野が霞かすむ。論理的整合性の無い単語が思考回路を駆け巡る。だが、それでも私は希こいねがわずにはいられなかった。

　私は世界の空気を弱々しく振動させる。

「助け、て……」

　しかし、彼は瞼まぶたを伏せて首を振った。

「残念ながら、いくら私といえども、この状態から『君』を救うのは不可能だ」

　そんなことは私も知っていた。それほど私は愚かではないし、強欲でもない。だから私は最後の力を振り絞り、自らの本当の願いを口にした。彼はそんな私の掠かすれた訴えを汲くみ取ってくれたようだった。

「……敬けい虔けんだね。奇しくもそれは実に人間らしい感情のひとつだ」

　冷笑のようなものを浮かべながら、彼は言った。

「──分かった。その願い、この『未来王』が叶えよう」

　彼の返事が聞こえたかと思うと、私の意識は暗闇の奥底へとゆっくりと落ち始めた。

「地獄へは私も共に堕ちてやろう。もとより、此こ処こは既に地獄のようなものか」

　遠くにかすかに聞こえる声をよそに。

　私という存在が、世界から離れていく。

　思考という行為すら飲み込む暗黒へ。

　そしてその彼方にある、覚醒の瞬きへ。

「──念の為、別れを告げておくよ。君の眠りが安らかであることを、そして続く人生が豊かであることを」





◆






　この物語は、いったいどこから始まっていたのだろう。私がロンド・ヴェルファスで孤児になった頃から？　それとも『あの人』に養子として拾われた頃から？　あるいは真しん珠じゅ海かいを越え、広大なユナリア大陸に足を踏み入れた頃からだろうか？

　いや、とにかく、正せい暦れき一八七三年の初夏から語るのが適当だと思う。その年、私は鉄道で大陸を横断する、とても大きな旅に出ることになったのだ。

　それが結果的に不幸なことだったのか、それとも幸福なことだったのか、旅に出た当時の私には判断出来なかった。当然だ。今より先の未来のことなど、私たちには永遠に分かりはしない。

　きっと私たちに出来るのは、『推測』という名の『願い』でしかないのだ。『過去』の教訓を杖にして、手探りで『現在』を真っ暗な『未来』に向けて押し進める、暗中模索の道のり。その先に『願い』を込めなければ、たぶん人は生きていけない。さもなくば、その暗闇に潜む怪物に足首を摑つかまれ、深遠の底に引きずり込まれてしまうだろう。

　もっとも、あの『未来王』という例外は、その怪物すらをも駆逐してしまうかもしれないけれど──いや、やめよう。あれは怪物を凌駕した、もっと畏おそるべき存在だ。彼を語る言葉を、私は持っていない。

　或いは、あの小説家ならば……そう、バーダロン・フォレスターならば、この物語も、その裏側も、そして未来王という怪物のことすらも、さながら鉄剣のような鋭さで語り斬ってくれるかもしれない。

　とにかく、私の話だ。

　これは私、エヴァンジェリン・アーシュラが、期間にして十四年と二ヶ月間の稼動を終える、その最後の二週間の物語。




　──私はその短い期間を、とある傭兵と小説家と旅をした。
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　人生を鉄道の旅に喩えた奴がいる。人は死という終着駅に向かい、運命という名の列車に運ばれているのだ、と。

　もしそれが本当だとしたら何とも気の滅入る話だ。人間一人の力では列車を止めることなど出来ない。ならばもう何もかもを諦めて、車窓を流れゆく駅の数々を見送りながら、列車の行方に身を任せるしか無い。

　俺は目の前の巨大な鉄の人工物を眺めながら、そんな無常観のようなものを覚えた。

　グランヨーク州イクスラハ市発、フォーラニア州ロア市行き大陸横断鉄道──フライング・ゼファー号。

　この広大なユナリア大陸をわずか五日で横断する、現在の人類最速の乗り物である。

　新聞の白黒写真で何度かお目にかかったことはあるが、こうして現物を目の前にするのは初めてだ。ましてや、自分が今からこれに乗ろうというのだから、いやはや、人生は何が起こるか分からない。

「どうした、人類が誇る叡えい智ちの結晶を目の前に声も出ないか？」

　傍かたわらで我が雇用主が言った。まるで自分がこの列車を作ったと言わんばかりに得意げな顔である。

「なんでおまえがそんなに誇らしげなんだよ」

「これは我が師、クルト・コヴァイン卿きょうが始めた事業の賜物だ。師の偉業を誇って何が悪い？」

　鼻高々に言う雇用主をよそに、俺は手元のパンフレットをめくった。

「このフライング・ゼファー号が完成したのは半年前って書いてるぞ。コヴァイン枢すう機き卿が亡くなったのって、たしか十二年前じゃなかったか？」

　俺のそんな指摘に、彼女は憎らしげに舌打ちを漏らした。

「いちいち揚げ足を取る男だな、貴様は。そんなことでは淑しゅく女じょの機嫌は取れんぞ」

　どこに淑女がいるというのか。

　俺は巨大な旅行鞄かばんを片手に、更に足下に置かれた二つの旅行鞄を見下ろして、大きく辟へき易えきの吐息をついた。無論、これらは俺の荷物ではない。前回の旅の時も密かに思っていたが、どうしてこいつはこんなに荷物が多いのだ。荷物持ちの気持ちを少しは察して欲しい。

「さて、そろそろ出発の時間だ。荷物を客室に運ぼう」

　そう言って奴は自分の小さな鞄だけを片手に列車のタラップに足を乗せた。俺の気持ちを察する気はさらさら無いらしい。

　俺は苦い顔をしながら、鉄剣の軽く十倍はあるであろう重量の荷物を無理矢理両手に抱えて、彼女の後に続く。人生初の大陸横断鉄道だ。この重荷が無ければそれなりに気分の高揚もあったろうに。残念ながら今の俺の気分は泥水を吸った綿のように暗あん澹たんとしている。

「ほら、何をしている。とっとと行くぞ、ソード」

　腰に手を当て、あくまでも優雅たらんとする姿勢で、彼女は俺に非難の視線を寄よ越こす。俺の口からは二度目の溜息が出た。

「……分かったよ」

　一応、自己紹介をしておこう。

　俺の名はソード。

　目の前で偉そうにふんぞり返るこの女──小説家、バーダロン・フォレスターに雇われている、時代遅れの傭兵。

　それが、俺だ。
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　大陸横断鉄道の運賃というのは、正直に言って安いものではない。区間にもよるが、大陸の果てまで行くとなると、町工場で働く労働者のひと月分の給金が消し飛ぶほどだ。更に寝台のある高級客室を押さえるとなれば、労働者たちが青ざめるほどの金がかかるだろう。

　事実、俺はバーダからその金額を聞かされて軽く血の気が引いた。今回の報酬から天引きされていないことを祈るしかない。

「本当に列車の中か、これは」

　荷物を客室に運び込み、俺は室内を見渡しながら言った。寝台が二つ、書き物をするための机が一つ、車窓の側には座り心地の良さそうな革張りのソファ、おまけに化粧台には高そうな化粧品の瓶がいくつも備えられている。至れり尽くせりだ。

「クイーンズ・スウィートだよ」バーダは胸を張って得意げに言う。「高貴な淑女の長旅の為に作られた最高級客室だ。凄いだろう」

　満悦のバーダを前にして、俺は呆れて首を振った。

「たかだか移動の為に、こんな豪勢な客室を取る必要はあるのか？」

「五日間も寝泊まりするのだ、気を遣うのは当然だろう。それに大した金額じゃない」と不敵に微笑むバーダ。「この前の新作の売上に比べればな」

　バーダロン・フォレスターが先日発表した新作の長編小説は、例の如く大衆の喝かっ采さいをもって迎えられていた。既に続編を希望する熱烈な声がファンレターとなって出版社に殺到しているらしい。

　バーダは過去最速の売上にご満悦だったが、俺個人としてはあまり良い気分にはなれなかった。

　こいつがあの話の続編を書くということは、そのモデルである俺がえらい目に遭わねばならない、ということだからだ。

「成金趣味も甚はなはだしいな」

　うんざりした気分で言うと、む、とバーダは不機嫌そうに口を曲げた。

「あのね、この部屋は上流階級御用達の客室なの。高所得者ブルジョワジーなら誰でも泊まれるってわけじゃない。政府要人とか財界の重鎮とか、それなりの地位を持った客、しかも淑女レディ同伴でしか予約出来ないのよ」

「政府要人ってことは」とそこで俺はあることを思い出す。「例の聖女もイクスラハに来るときは此処に泊まったってことか」

　途端、バーダの顔が苦々しげに歪ゆがんだ。

　聖女、ハヴァンディア。

　春先の枢機卿絡みの事件で出逢った少女……いや、正確には少女の容貌をした人物、と言うべきかもしれない。結果的に言えば、我々は彼女の書いた脚本のままに踊らされていただけだった。それは本来シナリオを書く側であるバーダにとっては、屈辱的な出来事だっただろう。

「……この部屋に罪はない」

　一瞬、懊おう悩のうする顔を見せたが、やがてバーダは自分に言い聞かせるように呟いた。せっかく予約した豪華客室だ、気持ちは分かる。

　普段は尊大に大物ぶっているが、実際のところ、この女は意外と俗っぽいところがある。ただ、それを指摘しても機嫌を損ねるだけなので、俺は口にはしない。

　俺は荷物を部屋の片隅にまとめて置き、再び部屋の中を見渡した。豪勢な作りとはいえ、しかしあくまで列車の中の一室だ。広さに関して言えば、いくばくかの窮きゅう屈くつさを覚えないでもない。

「で、この五日間はずっとこの線路の上ってわけか。さすがにうんざりしそうだな」

「いや、厳密には途中でアルノルンに一日停車する」

「皇都に？」

「そう。二日目の夕方だな。この部屋に寝泊まりしてもいいが、せっかくだ、その日は街に出て私の別荘にでも泊まろう」

　別荘持ってんのかよ。

　軽く衝撃的だったが、驚きを表情に出せばこの女が付け上がるだけなので、努めて無表情を貫いた。

「つまり里帰りってわけか」

「まぁ、そんなところかな。ソード、おまえは皇都には行ったことはあるか？」

「……ああ、仕事で一度だけ、な」

　胸糞の悪い思い出だ。思い出したくもない。

「ランチの美味しい馴染みのカフェがあるんだ。それにちょうどヴィリティスも仕事の関係で帰郷しているらしい。どこかで会えるかもな」

　その名前に、俺は押し黙った。

　ヴィリティス・ナイツ。

　バーダの親友にして、聖女ハヴァンディアの側近の女騎士。

　正直な話、俺はあまりあの女を信用出来ていない。

　少なくとも春先の一件で聖女の策略の片棒を担いでいたのは、間違いなくあの女だ。

「彼女は私の数少ない親友の一人だよ」

　俺のそんな感情の揺らぎを読み取ったのか、バーダが言う。

「その警戒心は護衛として頼もしい限りだが、それほど神経質になる必要はないぞ」

「……数週間前に一度、その信用を裏切られてる気がするんだが」

「それを一番気にしているのはヴィリティスだよ。だからこそ、私はもう気にしないのさ」

　俺は呆あきれながら言う。

「随分と仲が良いんだな」

「仲が良いんじゃない、濃いんだ」そう言って一瞬、彼女は遠い目を浮かべた。「共有するものが同じであれば、尚なお更さらだ」

　以前聞いた、この女の過去が断片的に思い出される。俺は何も言わない。

　そんな陰のある空気を払ふっ拭しょくしようとしたのか、彼女の目が悪戯いたずらっぽく細められた。

「おまえにだって、そういう友人がいるだろう」

「友人だ？」

「特にあの金髪の傭兵なんて、控え目に言ってもかなり仲が良さそうに見えたが」

　思わず真顔になる。

「ああ、そうだな、本気で殺し合うくらいには仲がいいぞ」

　俺の口からは抑揚の欠けた返事しか出なかった。金髪のニタニタ顔が一瞬脳裏を過よぎろうとしたので、とりあえず脳内で真っ二つに叩き斬っておいた。いや、もうみじん切りにしてやろうか。

　バーダは可笑おかしそうにくすくす笑っていた。

「さて、今回の旅ではどこで彼と再会するんだろうな」

「やめてくれよ、縁起でもねぇ」

　俺はうんざりした気分でジャケットを脱ぎ、寝台の上に腰掛ける。あいつのことを思い出すだけで、どっと疲れたような気がした。すると、

「む」

　程よい柔らかさが俺の体重を受け止めた。少なくとも、普段の下宿先の寝台とは比べものにならない心地よさである。いつもの寝台がしけったビスケットだとしたら、こちらは焼き立てのパンケーキだ。思わずそのまま横になってみる。

　これは素晴らしい。良い寝台というのはここまで違うものか、これなら五秒で眠れる自信がある。

「ちょっと、なんでそこに寝るのよ」

「あ？　なんでだよ」

　上半身を起こすと、バーダが憮ぶ然ぜんとして俺を見下ろしていた。

「ベッドの距離が近すぎるでしょ」

「そうか？」

　俺はもう一方、窓際の寝台に目を向ける。人一人分程度の隙間は優に空いている。

「近いわよ、アンタはソファで寝てよ」

「は？」

　俺は顔をしかめる。わけが分からない。

「いや、だったらなんでベッドが二つある部屋にしたんだよ」

「なんでって」バーダはそこで一瞬言いよどむ。「ベッドが一つだとアンタが勘違いするからよ」

「何を勘違いするんだよ」

「何って」何故かバーダの言葉は歯切れが悪い。仄ほのかに頰ほおが赤らんでいた。「一緒のベッドで寝ようとする、とか」

　──俺は呆れて吐息をついた。

「するわけねぇだろ、そんなこと」

「そんな、こと……？」

　今まで見たことがないほど愕然とした顔をするバーダ。俺は笑い飛ばしながら、首を竦すくめてみせる。

「空から槍が降ってくるくらいあり得ねぇよ」

「な……」

　バーダは先ほどよりも顔を少し赤くしながら、俺をじろりと睨にらみ付けた。明らかに怒っていた。

　……どうやら俺は今、何かしら誤った発言をしてしまったらしい。

　嫌な汗が額に浮かぶのを感じ、思わず寝台から跳ね起きる。こいつを不機嫌にさせるということは、それに比例して俺へ飛んでくる無理難題の度合が跳ね上がるということだ。

「待て、誤解するな」脳味噌を全力稼働させ、前回の旅路からの教訓を引っ張り出す。「さっきの発言はあれだ、単純に傭兵として雇用主に敬意を払っているって意味で、別におまえに女としての魅力が無いとかそういう意味じゃ……」

　バーダは俺の瞳ひとみをしばらく睨み付けてから、やがて諦めたように溜息をついた。

「……まったく。紳士的なんだか馬鹿なんだか、本当に分からない男ね、アンタって」

「非紳士的で利口な奴よりは遥かにマシだろ」

　彼女の矛先が収まったのを確認し、安堵の吐息を漏らす。バーダは俺の軽口には呆れて頭を振るだけだった。

　と、やがて顔を上げて再び俺の顔をじっと見つめる。真剣な眼差しだった。

「本当でしょうね？」

「何がだよ」

「私が魅力的云々のくだりよ」

　今度は俺が溜息をつく番だった。目を逸らし、頭をぼりぼりと搔かきながら、俺は投げやりに答える。

「控え目に言っても、おまえは間違いなく『いい女』だよ」

　見た目だけはな、という補足の言葉は吞み込んだ。それくらいには俺は利口なのだ。

「あっそ」

　素っ気なく言ってから、バーダは俺に背を向けた。纏まとっていたレースのサマーコートを脱ぎ、じっくりと時間をかけて丁寧に埃ほこりを払ってから、備え付けのハンガーに吊るす。その間、こちらには一切、顔を向けようとはしなかった。

　やれやれ。まったく、分かりやすい女だ。

　そこで、けたたましい音が車内に鳴り響いた。それは、今回の旅の始まりを告げる大陸横断鉄道の汽笛。ゆっくりと地面が動き出すような、体幹への違和を覚える。どうやら列車が動き出したらしい。

「さて」

　と、彼女が振り返った頃には、その表情はいつもの小説家バーダロン・フォレスターに戻っていた。

「まずは食堂車にでも行って、珈琲コーヒーでも飲みながら車窓を眺めるとしよう。優雅な旅行者らしく、な」

　そう言う彼女の表情は、少しばかり上機嫌に見えた。

「ソード、おまえも来い。私が奢おごってやろう」

　その誘いに、俺は不審の目を向ける。

「どういう風の吹き回しだ？」

「何を勘ぐる必要がある？」とバーダは心外そうに眉まゆを寄せる。「私とお前の仲だろう？」

　俺は乾いた笑いを浮かべた。

　意気揚々と客室を出て行くバーダの背中を見つめながら、俺は彼女に聞こえないように独り言を呟いた。

「……俺とお前の仲だから、だよ」
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　フライング・ゼファー号の三号車はまるまる一車両が食堂車となっていた。片方の窓辺にはパリッとした白いテーブルクロスを纏った客席が並び、もう片方にはオーク材で作られたらしい、立派なバーカウンターが備え付けられている。足下には濃のう朱しゅの絨じゅう毯たんが敷かれ、おまけに天井のランプは瀟しょう洒しゃな硝がら子す細ざい工くで飾られていた。まるで上等なホテルのようだ。

　車両の入り口ではギャルソンらしき男が我々の切符を確認した。どうやら乗客ならば誰でも入れる、というわけではないらしい。

　パンフレットによれば、その『スターライト・ショアー』と名付けられた車両は、世界最大規模の食堂車として記録されているそうだ。冊子には「世界一の列車に揺られ、世界一の景色を見ながら、世界一のサービスを」という文句が流麗な字体で印字されていた。肝心の味についての記述が著しく少ないことに俺は苦笑した。こういう列車に乗る連中は味は気にしないのか、それとも書くだけ野暮なのか。

　車窓は流れ行く広大な草原を映し出していた。既に列車は速度を上げ、その鋼鉄の車輪で大陸を切り裂いていくかのように、西海岸を目指して激走を続けている。

「どうやらイクスラハの市街地は抜けたらしい。あの草原には見覚えがあるぞ」

　バーダが車窓の景色に目をやりながら言った。たしかに、と俺は頷うなずく。

　グランヨーク国立自然公園。春先の旅路では、この広大な草原を縦断する街道を丸一日かけて馬車で通ったものだ。今回はそれを横目に鉄道に揺られている。

　俺たちの旅はいつだって草原からだ。

　車内に目を戻すと、バーカウンターには既に二人の先客が腰かけていた。どちらも俺と同年代くらいの若い男である。

　一人はベージュ色のチノパンに白いワイシャツを着崩した、どこか軽薄そうな金髪碧眼の優男。もう一人はダブルタックの黒いスラックスに、ダークカラーのシャツをキッチリと着こなした黒瞳黒髪の男で、こちらは生真面目そうな黒縁の眼鏡めがねをかけていた。白と黒、まるで対照的な風貌の二人である。

「げ」

　彼らを見た瞬間、バーダは普段なら絶対に漏らさないであろうそんな言葉を漏らし、露骨に嫌そうな顔を浮かべた。

「……ソード、珈琲は後にしよう」

　顔をしかめながら言って、彼女は踵きびすを返そうとする。俺が胡う乱ろんな顔を浮かべていると、そんな我々に声がかかった。

「や？　やや？　そこにいるのはバーダロン・フォレスターじゃないか！」

　振り返ると、金髪の男が両手を広げて我々の方に歩み寄ってきていた。すると彼はいきなりバーダの肩に腕を回して抱き寄せ、屈託のない笑みを浮かべた。

「なんたる偶然！　なんたる僥ぎょう倖こう！　これはきっと教皇陛下の思し召しに違いない！」

　男は大仰に喜びながらバーダに語りかけるが、それとは正反対にバーダは顔を背けながらうんざりした表情を浮かべていた。そこに助け船を出したのは、もう一人の眼鏡の青年だった。

「ジョン、よしなよ。フォレスターが困っているじゃないか」

　彼は相棒の肩に手を置き、そっとバーダから引きはがす。

「ああ、ニコラス。すまない、あまりの嬉しさに我を忘れてしまった。いきなり淑女に抱き着くなんて、いささか紳士的ではなかったね」

「……貴様が紳士的であった記憶など私には無いぞ、ジョナサン」

　解放されたバーダは、先ほど抱かれた肩を手で払いながら、じとりとした目で金髪の男を睨む。次いで、黒髪の男には憐あわれむような視線を向けた。

「またこの男に振り回されているのか、大変だな、ニック」

　バーダの言葉に、眼鏡の青年は何も言わずに困ったように苦笑するだけだった。

　やれやれ、春先の件もそうだったが、こいつはこの大陸中に知り合いがいるのか？

　そこでようやく俺は口を開いた。

「顔が広すぎるってのも大変そうだな」

「便利さの代償だよ」とバーダは溜息をつく。「一応、紹介しておこう」

　バーダはまず先に、眼鏡をかけた黒髪の青年を見やる。

「彼はニコラス・テラー。新進の電気工学の発明家だ。新聞で名前くらいは見たことがあるだろう」

「初めまして。ニックと呼んでください」

　バーダに紹介され、青年──ニックは柔らかな微笑みを浮かべた。たしかに、新聞か何かでその名前は覚えがあった。

「テラーって……そうだ、たしか照明か何かの新しい発明をした奴じゃなかったか？」

　俺はうろ覚えの知識の網に引っ掛かった情報を口にしてみる。ニックは照れくさそうに頷いた。

「高周波ガス照明管のことですね。ええ、そうです。といっても、まだまだ実用段階ではありませんが」

　へぇ、と俺は感心する。研究の詳細はよく分からんが、若いのに大したものだ。ニックは中性的な顔立ちをしているせいか、俺よりもずっと若く──あるいは幼くすら見えた。

「そしてこっちが……」

　と、バーダはやや不ふ承しょう不ぶ承しょうといった様子で金髪の方に目をやる。しかし、彼女の紹介よりも先に、その男の方が俺の手を両手で強く握りしめていた。あまりの勢いに俺はたじろぐ。

「初めまして！　私はジョナサンだ。ジョン、もしくはジョニーと呼んでくれ。ええと、君の名前は何だったかな？」

　向けられた満面の笑みに、俺は少し鼻はな白じろんだ。

「ソードだが」

「ソード！　まるで鉄剣のように逞たくましい名前だ、気に入ったよ！」

「ジョナサン、それじゃ君の自己紹介になっていないよ」

　ニックがやれやれと首を振りながら言う。傍らのバーダもどこか辟易した様子で、その言葉尻を継いだ。

「こいつはジョナサン・デイヴィッド・ジャズフェラー。その名前だけで説明は不要だとは思うが──」

　……ジャズフェラー？

　その名前に、俺の思考が一瞬停止する。ユナリアで生きる人間が、その名を知らないということは殆ほとんどないだろう。

　バーダはどこか忌いま々いましそうに、改めてその男を紹介した。

「そう、ボードメジャー・オイル社の代表、そしてジャズフェラー財団の創始者だ」

　俺は息を吞み、改めて目の前の優男を見やった。俺は彼を知っている。庶民が金持ちに対して抱く憧憬と一緒に、その情報は鮮烈に記憶されている。

　若くして類たぐい希まれなる成功を収めた青年実業家。その純資産は約六六〇〇億ドルを超え、実にユナリア合衆教皇国に存在する通貨の約二パーセントを個人で所有するという、経済界の怪物。

　──そんなこの国一番の大金持ちが、爽さわやかに微笑みながら俺の手を握っていた。
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「それで、フォレスター。いつになったら君は僕の伝記を書いてくれるんだい？」

　爛らん々らんと目を輝かせて言うジョンに、バーダは顔をしかめる。

「またその話か。前にも言ったろう、気が向いたらだ」

「ああ！　またそれかい！　君は相変わらずつれないなぁ」

　額ひたいに手を当てて、大仰な仕草でジョンは嘆く。

　俺たち四人は食堂車のバーカウンターに腰かけていた。左からジョン、バーダ、俺、ニックといった順番である。成り行きで一緒に珈琲でも飲もう、という話になったのだ。

　……というより、ジョンが無理矢理に俺たち二人をカウンターに座らせたのだが。

　バーダはうんざりした様子で、左隣に言う。

「だいたい、貴様の人生はあまりにも出来事が多すぎて、書ききるのも大仕事なんだよ。並の実業家十人分の伝記を書いた方がまだ楽だ。貴様に関しては伝記より年表の方が媒体としては適切だろう」

「ダメダメ、それは絶対にダメだよ！　私が欲しているのは、『バーダロン・フォレスターの書いた私の伝記』なんだ。たとえ教皇庁が歴史年表に私の名前を入れてやると言っても、私は鼻で笑って断るだろうね。そんなもの、私にとっては一ドル紙幣にも満たない価値だ」

「では、私が仮に貴様の伝記を書いたとしたら、いくらの価値になるんだ？」

「そうだね、私の人生そのものの記録だろうから、三〇〇億ドルは出せるだろう」

　俺は飲んでいた珈琲を思わず吹き出しそうになった。あまりにも馬鹿げた金額だが、ジョンの目は至って真剣だった。バーダは目頭を押さえ、やれやれと頭を振っている。

「……貴様のそういう狂った金銭感覚が苦手なんだ」

「どうだろう、三〇〇億ドルの仕事と思って引き受けてくれないだろうか」

「魅力的な提案だが、私の創作意欲は値が付けられないんでね」

「ああ、素晴らしい！　君の魂たましいはなんて気高いんだ。世の中の凡夫とは全く違う感性だ。だから私はそんな君が大好きさ、フォレスター」

　俺はカウンターに肘をつきながら、そんな会話を後しり目めに珈琲を啜すすっていた。まるで違う世界の人間たちの会話である。あまりに現実離れした内容に、珈琲の味すら薄く感じられた。

「ジョンは人一倍、強欲な人間でね」と、不意に俺の右側から声がかかる。「一度欲しいと思ったものは、あらゆる手段を使って手に入れようとするんだ」

　ニックは言い合いを続ける二人を眺めながら、俺に耳打ちするように言った。俺は呆れて溜息をつく。

「金持ちの考えることはよく分からんな。たかだか自伝一冊にそんな馬鹿げた金をかけようとするなんて」

「ははは。でも、ジョンに関しては実はすごくシンプルな思考構造だよ。何せ、自分の所有欲のみで生きているような男だからね。常人離れしているように思われるのは、金銭感覚が壊れているところだけさ」

　それを聞いて、俺は皮肉げに口元を歪めて見せた。

「常人の基盤がぶっ壊れてる時点で、俺にはやっぱり理解出来ねぇよ」

　僻ひがみも含んだ俺の悪態に、ニックは乾いた笑いを浮かべるだけだった。そんな彼に、ふと気になったことを訊きいてみる。

「ええと、ニック。あんたは発明家って言ったか」

「肩書きがつくとしたら、そうだね」

「発明家ってのも、やっぱり儲かるもんなのか」

「まさか」とニックは笑い飛ばす。「僕の月収なんて、せいぜいが町工場の係長と同じくらいさ」

「意外だな。てっきり、特許さえ取れば悠々自適に暮らせるもんだと思ってたが」

「もちろん、人気さえあれば特許一つで億万長者も夢じゃないよ。でも僕の取った特許は、正直言ってまだまだ実用性に乏しいものだからね」

「今のあんたは傭兵みたいに、誰かに雇われて仕事をしているのか？」

「立場を厳密に言えば、僕はジョナサンの会社の社員になる。雇われ研究者さ。そして同時に、ジョナサン・ジャズフェラー社長は発明家ニコラス・テラーの主たる後援者でもある。僕の研究資金の大部分は彼が出資してくれているんだ」

　と、そこで彼はジョンの方を見やって苦笑を挟んだ。

「実際、ありがたい話ではあるんだよ。ジョナサンが僕の研究に対して所有欲を持ってくれた、というのはね」

「所有欲、ねぇ」

　と俺は左隣の二人を眺める。ジョンは変わらず熱心にバーダを口説いていた。彼の提示する金額がどんどん積みあがっていくのが聞こえてくる。つまり、それだけの金額を投資してでも、バーダの書く『ジャズフェラーの自伝』を所有したい、ということなのだろう。

「……あの男はバーダに惚ほれてるのか？」

　ふと口をついて出た俺の疑問に、ニックが答える。

「惚れてると思うよ、それもぞっこんだろうね。ただ、それは女性としてではなく、一人の得難い才能を持った人間として、だろうけど」

　そこでニックは苦笑を挟む。

「彼はこれまで五回結婚して五回離婚しているけど、たぶん人並みの恋愛感情みたいなものは未だに理解出来てないと思うよ」

「やっぱり変わり者だぜ」

　俺は溜息をついて理解を放棄する。生態系の違う生物に共感など出来ない。ニックはそんな俺の肩に手を置いた。

「だから安心しなよ。彼は略奪愛なんてことには興味が無いから」

　俺は眉を寄せて訝いぶかる。

「略奪？　何を言って……」

「ソード君、君からも彼女に何とか言っておくれよ」

　俺の言葉を遮さえぎったのは、俺の二つ左隣にいるジョンだった。ジョンは目を爛々と輝かせながら、その一方でバーダはうんざりした顔で、俺に視線を送っていた。俺もまた眉を寄せる。

「何とかって、何をだ？　俺がこいつに言えることなんざ、煙草たばこの灰ひとつまみほども無いぞ」

「いやいや、如何に頑固な彼女とはいえ、恋人の君の言葉なら素直に聞いてくれるかもしれないだろう？」

　ジョンの言葉に、俺は再び眉根を寄せることになった。

　──なんだって？　恋人？

　一瞬、隣のバーダの頰がわずかに赤くなった気がした。しかし、次の瞬間には、何かに気付いたような真剣な表情に変わる。しかし、彼女が何かを話そうとする前に俺は口を開いていた。

　間違った情報は訂正せねばなるまい。

「あのな、おまえら、何か誤解しているぞ。俺はこいつの恋人なんかじゃなくて……」

「婚約者だよ」

　バーダが俺の言葉を遮り、そう言い切った。俺は驚いて目を丸くする。何を言ってるんだ、こいつは。しかし、バーダは真剣な顔で俺に目配せしていた。余計なことは言うな、という瞳だ。やがて彼女は大仰に首を左右に振ってみせる。

「しかしジョン、いかに伴はん侶りょの言葉であろうと、私の心は微そよ風かぜほども揺れ動かないよ。これは夫婦の不可侵の領域だからな」

「いや、バーダ、何を言って……」

　俺を輪の外にして、二人は再び舌戦を始めた。ジョンがまくし立てる。

「どうだろうね。君は実際はとても情の深い人間であることを私は知っているよ。愛する人の言葉ならば、或いは君にとっては金よりも重いであろうということもね」

「愛あればこそ、彼が私の嫌がることを推し進めようとするものか」

「その通り、ハードルはその一点だけだ。故に私は彼を説得しているのだよ。どうだろう、ソード君、君たちの将来にいくばくかの資産も残せるんだ。悪い話では無いだろう」

「だから、ちょっと待て」

　と、俺は大声を出してその場の空気を収めた。幾分うんざりした気分で言う。

「俺は恋人でも婚約者でもない。この女に護衛として雇われた、ただの傭兵だ」

　俺の宣言を聞いて、バーダが大きく溜息をつくのが分かった。額に手を当てて俯うつむきながら、じろりと目だけで俺を睨む。まるで俺の発言に明らかな非がある、と責めるかのように。

「傭兵……？」

　と、そこでジョンの目の色が変わった。そして突然席を立ったかと思うと、俺の傍らに寄ってきて肩に手を置く。

「そうか、『傭兵ハウエル』のモデルは君か！」

　男の瞳には興味の炎が燃え上がり、その手には並々ならぬ力がこもっていた。

「てっきり私は彼女にもようやく春が来たのか、と思っていたが──ふむ、合点がいったよ。何より、気難しい彼女にこんなにあっさり恋人が出来る筈はずが無いしね」

「貴様、それはどういう意味だ……？」

　憤慨するバーダをよそに、ジョンは興奮を露わにして俺の両肩を摑み、力強く揺すぶった。

「いやあ、バーダロンの新作は既に三回も読み直したよ。主人公のハウエルは私の最近の一番のお気に入りでね。そうかそうか、君が本物のハウエルか」

「いや、ソードだが」

　本物の、って何だよ。さっき自己紹介しただろうが。

　しかし、ジョンは俺の言葉には一切耳を貸すつもりは無いようだった。

「彼は実に魅力的な登場人物だよ。人間の持つ迷いや後悔、そしてそこから一歩進もうという、いじらしいほどに切実な意志の力の体現だ。これほど魅力的な人物は二人といないだろう」

　なんだかそこまで言われると、まんざらでもない気がしてくるから不思議だ。顎あごに手を当てていると、バーダが俺の頭を軽く小突いた。

「勘違いするな、その賞賛は私の作品に対してであっておまえにではない」

「でも俺がいなかったらあの作品は世に出てなかっただろうが。もう少しくらい俺を敬って然るべきだろ」

「はぁ？　アンタにはちゃんと正規の報酬を払ったでしょ」

「護衛料だけな。モデル料は貰ってないぞ」

「……まったく、アンタって本っ当に尻の穴の小さい男ね」

「何だと」

「何よ」

　いがみ合う俺たちの間に割って入ったのは、ジョンだった。

「ソード君。それではどうだろう、私の護衛として雇われてみないかい？」

　突然の申し出に、俺は面食らった。バーダは「嫌な予感が的中した」と言わんばかりに、顔をしかめる。

「あんたの、護衛だと？」

「そうだ。私ならば彼女の十倍の報酬を払おう」

　十倍、という響きに俺の心臓が一瞬高鳴った。しかし、その後で俺の中に猜さい疑ぎ心しんが湧わく。そんな疑念を瞳から汲み取ったのか、ジョンは安心させるように力強く頷いた。

「騙そうとしているわけじゃないよ。本物の『傭兵ハウエル』を雇えるならば、私にとっては決して高い金額ではないさ」

　真っ直ぐ俺を見つめる彼の瞳は、あまりに純真で透き通っていた。とても噓を言っているようには見えない。

　先ほどニックが言っていた「所有欲」という単語が脳裏を過る。つまり、ジョナサン・ジャズフェラーは傭兵ハウエルのモデルである「俺」を所有したい、というわけだ。

　そこで先ほどのバーダの言動に合点がいった。俺が彼女の小説の主人公のモデルだと分かれば、大ファンであるジョンが放っておくはずがない、と思ったのだろう。

　バーダは憎々しげにジョンを睨みながら言う。

「ソードは私の雇った傭兵だ」

「雇用主を選ぶのはソード君の自由意志じゃないか。条件を吟ぎん味みする権利は彼にあるはずだ」

　ジョンの口調に嫌らしさは無い。努めて冷静に、さながら商談をするかのように、正しい理屈を並べているだけだ。俺は何となく、そこに資産家としての一面を垣間見た気がした。

「どうだい、ソード君。現状での君の回答は貰えるかな」

　あくまで自信満々に、余裕のある表情を浮かべるジョン。俺はバーダに視線を送った。

　彼女は無表情で俺を見つめ返していた。だから、俺もその瞳をじっと見つめる。

　──そして、その奥底に感情の揺らぎを感じ取ったとき、俺の中の答えは確たるものとなった。

「悪いが」と俺は不敵に口の端を歪める。「俺の剣には値が付けられないんだ」

　先ほどのバーダと全く同じ台詞を口にしてみる。

　それを聞いたバーダは、一瞬驚いたような顔を浮かべた。しかし、すぐにその表情をわずかに緩ませる。俺と視線を合わせることはしなかった。

　傍らではニックが小さく吹き出し、ジョンは呆気に取られた顔の後で、大きく溜息をついた。

「ふむ、ならば仕方ない。次回はもっと魅力的な提案を用意するとしよう」

　ジョンの言葉に、俺は首を左右に振って見せる。

「無駄だと思うぞ。俺の場合、この女に雇われているんじゃなくて、現在進行形で恐喝されてるようなもんだからな」

　騙されて公的な契約書にサインをしてしまった以上、不履行は全力で避けねばならない。この女の場合は特に、だ。

　ジョンはやや落胆した様子で席に戻り、再び大きく溜息をついた。

「極めて残念だよ。やれやれ、振り返ってみれば、今回の旅はなんとも実りの少ない旅だったね。退屈はしなかったが、投資としては大失敗だ」

「なに、君にとってはささやかな損失だろうに」

　ニックが珈琲を啜りながら冷徹に言う。そこでバーダが話題を変えた。

「そういえばジョナサン、お前たちはどうしてまたイクスラハに来ていたんだ？　拠点はアルノルンだろうに」

「うん？　いや、私たちはもっと東からの帰りだよ。真珠海を越えた先だ」

「僕らはロンド・ヴェルファスに行っていたんだ」

　ジョンとニックの返答に、バーダの瞳には興味の色が宿った。

「東歐おう州しゅうに？　それはまた、随分と長旅だな。しかし、いったいどうしてそんな所まで……学会か何かか？」

　ジョンは笑いながら否定する。

「いやいや、そんなものよりもっとエキサイティングなものさ」

「学会よりエキサイティングかどうかは別として」と、ニックは咳払いを挟んだ。「とあるオークションが目当てだったんだよ」

「「オークション？」」

　俺とバーダの口がその言葉を繰り返す。

「そう、我々の目当ては、そのオークションに出品されると言われた一品」

　ジョンが勿体ぶった口調で言い、さらにニックがその後を継いだ。

「特許王、レメルソン博士が隠し持つとされていた、謎の手稿──『未来王の手記エジソンズレコード』さ」
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「『未来王の手記エジソンズレコード』だと？」

　そう言って、バーダは考え込むように押し黙った。聞きなれぬ単語に、俺は首を傾かしげる。

「なんだそりゃ？」

「なんだ、それも知らんのか」と、バーダは呆れ顔を見せる。「有名な奇書だよ。第零ぜろ騎士団やアルノルンの掃除屋と同じで、かなりメジャーな都市伝説の一つだ」

　もっとも第零騎士団は都市伝説ではないがな、とバーダは付け加える。

「キショ？」

「ところでお前、特許王レメルソン博士のことはさすがに知っているだろうな？」

　記憶に薄ら白い霞かすみを覚えて、俺は曖あい昧まいに首を動かした。案の定、バーダはじとりとした視線を寄越した後で、溜息をついた。俺は苦虫を嚙みながら、彼女のご高説を待つ。

「トーマス・アルバ・レメルソン。御年六十を超える科学者、いや、発明家という表現の方が適当だな。その研究発明の範囲は多岐に亘わたり、電気工学や医療、精せい油ゆ事業などでおよそ三〇〇を超える特許を取得している」

「三〇〇？　本当かよ」

「ああ。ニコラスの持つ特許が今のところ三つだから、これがどれほど異常な数字か分かるだろう」

　感心する俺の傍らで、ニックが苦笑いを浮かべていた。

「まぁ、でも、あの人は企業オーナーやロンドの弁護士からはとてつもなく嫌われているけどね」

「そうなのか？」

　俺の質問には、ジョンが答えた。

「ああ、彼のライセンス料は相場としてはかなり強気だ。正直、一企業のオーナーとしての見解を言わせてもらえば、『自うぬ惚ぼれが過ぎる』と言っても過言ではないくらいだよ。ライセンス料に経費を圧迫されて潰れてしまった企業もあるくらいだ」

　と、そこで彼は真剣な顔になる。

「正直、彼のやり方は極めて利己的で、市場の成長を少なからず阻害していると私は考えている。あまり好ましいやり方ではないね」

「まぁ、それでも市場が完全に崩壊しないギリギリのラインを突いている、という意味では商才はあるんだろうけど」

　と、ニックは肩を竦めてみせた。

「その通り」とバーダも頷く。「とにかく博士の発明には需要があるのだ。それも不気味なほど正確無比に市場にコミットした需要が、な」

　どこか含みのある口調で言うバーダ。しかし、俺は正直、前置きやら伏線やらを重要視する性格ではない。

「で、そのエジソンズレコードってのは、結局何なんだよ」

　本題を促す。バーダが端的に答えた。

「そのレメルソン博士の特許功績の大半を占める知識の源泉──それが『未来王の手記エジソンズレコード』だ」

「それを誰が書いたのか」と、ジョンがそこに続く。「そしてどのようにしてレメルソン博士の手に渡ったのかは誰も知らない。ただ、とにかくその手稿には、未来の科学技術テクノロジーについてのあらゆる知識が書かれているそうなんだ」

　ジョンは拳こぶしを握りしめて熱っぽく語る。その瞳には、関心と切望の色がありありと宿っていた。俺は眉を寄せる。

「未来の技術だって？」

　そこで、ニックが真剣な顔で言う。

「もちろん、真偽のほどは分からない。しかし事実として、レメルソン博士の発明はすべて、異常なほどに斬新で実用的だ。もしあれらを個人のインスピレーションだけで生み出しているのだとしたら──あの人は人間じゃない、思考の怪物だよ」

　怪物、という単語を、俺は頭の中で繰り返す。それは俺にとっては、少しばかり深い意味を持つ言葉だ。

　そしてその一方で、俺は珍しく勘が働くのを感じていた。先ほどのジョンの話にあった未来の科学技術テクノロジーとやらに、心当たりがあったからだ。

　──歴史改変者。

　春先に対峙したあの聖女、ハヴァンディアは、自分たちのことをそう称した。

　曰いわく、この世界とは異なる未来の世界からの来訪者──やがてこの世界に来たる『歴史と歴史の衝突』とやらを回避するため、この世界を『破壊』しようとする連中のことだ。

　……といっても、俺は未だにその話の十分の一も理解出来てはいないし、奴が『未来から来た』という話にも、そして俺自身がそれに深く関係した存在だということにも、ほとんど実感が湧いていないのだが。

　いずれにせよ、その『未来王の手記エジソンズレコード』とやらに本当に未来の知識が書かれているのだとしたら、それは十中八九、歴史改変者なる連中が書いたものだろう。

　ちらりとバーダに目をやると、俺の意を汲んでいたようで、「その件については黙っていろ」という視線を送ってきた。俺は無言で同意する。その話を吹ふい聴ちょうすることには、俺も意味があるとは思えない。むしろ、徒いたずらに世の中に混乱を招くような気がした。

　ジョンが話を続ける。

「そんな書物を突如、レメルソン博士が手放すという噂が流れたのが先月。しかもそれを、クリスティアーノ・オークションに出すという話でね。私はニコラスを呼んで、すぐさま東歐州へ向かったんだ」

「そのおかげで」と、ニックは憔しょう悴すいした口調で愚痴る。「この三週間、僕らの位置情報に秒単位で同じものは無かったよ。オークションハウスの椅子に座っていた三十分間を除いてね。寝るのも常に、馬車か鉄道か汽き船せんの上だった」

　よく見ると、その黒縁眼鏡の奥の目の下には隈くまが窺うかがえる。よほどの強行軍だったようだ。しかし、ジョンは懐ふところから一冊のペーパーバックを取り出し、片目を瞑つぶって見せた。

「旅の最さ中なかにバーダロンが新作を出してくれたおかげで、退屈せずに済んだがね。もっとも、東歐州でこれを手に入れるのは少しばかり苦労したが」

　しかしバーダはそんな賞賛に構わず、湧き出る関心を抑えられないのか、僅わずかに身を乗り出して訊たずねた。

「それで、結末は？」

　その問いに、ジョンが渋い顔で頭をぼりぼりと搔く。それを見たバーダは拍子抜けしたように、身体の重心を椅子の方に戻した。

「……なんだ、ガセだった、というわけか」

「いや」とニックが首を振った。「実はそうでもない。『未来王の手記エジソンズレコード』は存在したし、実際にレメルソン博士の名で出品目録に並んでいたよ」

「なんだと？」バーダが眉を寄せ、やがて驚いた目でジョンを見る。「ではまさか……競り負けたとでも言うのか、おまえが？」

　それを聞いたジョンは目を丸くする。

「私が？　ははは、まさか！　いやいや、面白い冗談を言うねぇ、フォレスター！」と、彼は心底可笑しそうに笑った。「たとえこの世界を作った神が相手でも、私が競り負けることなどあり得ないよ。いざとなったら、神を相手に商談で屈服させる自信がある」

　彼が冗談で言っているのか、それとも本気で言っているのか、俺には判断出来なかった。

　そこでニックが大きく溜息をつき、鼻び梁りょうの眼鏡の位置を整えた。そして、口を開く。

「結論から言うと、『未来王の手記エジソンズレコード』はオークション本番には出品されなかった──その前に、何者かに盗まれてしまったんだ」

「「盗まれた？」」

　俺とバーダが奇しくも同時に復唱する。ジョンは両手を軽く上げてみせた。

「笑えるだろう？　『鳶に油揚げをさらわれるWhile the dogs growl, the wolf devours the sheep.』とは、まさにこのことさ。いやはや、さすがの私も参ってしまったよ。何のために海まで渡ったんだか」

「『骨折り損』というわけか」

「いや、資本家としては『くたびれ儲け』と呼びたいところだね」

　バーダの言葉に、ジョンは自じ嘲ちょう気味に笑う。笑える冗句ジョークだ、と俺は小さく鼻を鳴らした。しかし、一方でバーダは怪け訝げんそうな顔を浮かべて口を開いた。

「しかし、盗まれたといっても、クリスティアーノは由緒正しき王立のオークション・ハウスだろう。警護は近衛兵隊が従事しているんじゃなかったか？　セキュリティは下手をしたら監獄よりも厳しいはずだが……」

「うん。それについては現地の警察も不思議がっていたよ」ニックが説明する。「現場にこれといった痕跡は無し、『未来王の手記エジソンズレコード』が保管されていた金庫は綺麗に鍵だけが開けられていたそうだ。近衛兵たちも、オークション当日まで誰も盗難に気づかなかったらしい。犯人の捜索は続いているようだけど、今のところ捕まったという情報は無いね」

　一方で、ジョンは珈琲を一口すすり、他人事のようにおどけてみせた。

「前代未聞、由緒正しき警視庁本部ノーバーランドヤードの歴史的大敗北というわけだ。これは我々がロンドを発った後の話らしいが、警察も完全にお手上げで、首都の私立探偵とやらに泣きついたという噂もある」

　バーダはカップを口に運んだあとで、冷笑を浮かべた。

「ふふん、私立探偵か。今後の展開が気になる話ではあるな。大衆小説にしたら流行はやりそうだ」

「ほう、君の書く探偵小説というのも悪くないね。ぜひ、新作として読んでみたいところだよ」

　ジョンが目を輝かせて言う。バーダは相変わらず、含みを持たせた魔女の微笑で沈黙するだけだった。

　その傍らで、俺は煙草に火を点けて口の端を歪める。探偵小説、そいつはいい。傭兵が主人公でさえなければ、俺に降りかかる不条理もある程度は軽減されるかもしれない。

　と、そんな風に思っていたら、バーダが横目でじとりと俺を睨んでいた。その瞳は「そんなことは無いぞ」と語っている。まったく、心でも読めるのか、こいつは。

　うんざりした気分で、俺は食堂車の入り口の方へと視線を逸らす。すると、たまたまその扉が開き、新たな乗客が入ってくるのが見えた。そこで、俺は思わず怪訝に片方の眉を上げた。

　それは、一人の少女だった。

　十代半ばに差しかかったばかりだろうか。もし同年代の少年たちが見れば、彼らに一時の恋情を抱かせるであろうほどに、綺麗な顔立ちをした少女である。栗色の真っ直ぐな髪を肩口で綺麗に切り揃え、揺らめく前髪のヴェールの狭間からは、澄んだ碧い瞳が覗のぞいていた。その未成熟で華きゃ奢しゃな身体が纏うのは、薄いブルーのワンピース。同色の鍔つば広ひろの帽子も合わせて、その身なりは見るからに上等そうだった。

　一見して、貴族の令嬢といった出で立ちである。しかし、両親や従者が傍にいないのが気になった。

　少女はどこか緊張した面持ちで車内を見渡した後、躊躇ためらうような足取りで窓際の席に座った。近寄ってきたギャルソンに少しばかり身を震わせた後で、何かを小声で注文している。

「ソード、どうしたんだい？」

　ニックの声で視線を戻す。俺は長くなった煙草の灰を灰皿の上に落とした。

「いや、何でもない」

　小さく頭を振る。気にしすぎだ。どうもこの春の一件以来、こういった年頃の少女を見ると、無意識のうちに少し警戒してしまうきらいがある。間違いなく、あの聖女のせいだろう。

　一瞬、バーダと目があった。何でもない、と俺は小さく手を上げる。どうやら彼女も、俺と同じささやかな強迫観念を抱いているらしい。

「それで」話題を変える為に、俺は紫し煙えんと共に口を開く。「あんたらは、その徒労の旅を終えて、今度はどこに行くんだ？」

「はは、さすがに皇都に戻るところさ」とニックが力の無い笑顔を見せながら言う。「いい加減、研究室の椅子と机が恋しいからね」

　しかし、ジョンは顎をさすりながら言う。

「まぁ、私としてはこのまま西海岸へのバカンスというのも悪くないかと思ってるんだがね」

「いや、勘弁してくれよ、ジョナサン。僕だって仕事が累積してるんだ」

　げんなりした様子で言うニック。バーダもそれに同調する。

「ニコラスの言うとおりだ。仮にも大企業の社長が遊んでばかりでは、部下たちにも示しがつかんだろう」

「みんな手厳しいなぁ。ところで、バーダロンたちはどこに向かってるんだい？」

「西海岸のロアだ」

「ロア？」とニックが首を傾げる。「どうしてまた大陸の反対側に？」

　俺はそこでうんざりと首を左右に振った。

「取材旅行だそうだ。人形図書館とかいう奇き天て烈れつな建物を見学しにな」

　辟易する俺を余所よそに、ジョナサンが気持ちを高ぶらせていた。

「西海岸か、いいねぇ！　西部の熱い風、照りつける太陽！　うーん、想像するだけで楽しくなってきたぞ。やはり私たちも付いていこうかな」

「ジョナサン、その主語から僕をはずしてくれるなら、僕は反対はしないよ」

　目頭を押さえるニックの肩を、俺は慰めるように優しく叩いてやった。何故だろうか、彼は妙に他人の気がしない。ニックもまた、俺に憐れん憫びんの瞳を向ける。

「ソード、西海岸はかなり暑いらしいから、身体には気を付けるんだよ」

「ああ、暑さ寒さが苦手で傭兵稼業は務まらねぇよ。お前さんも、身体は大事にしろよ」

　そんな我々の益体の無い会話が断ち切られたのは、その時だった。

「──あ、あの！」

　突然かけられた声に、カウンターの四人が一斉に振り返る。その視線を浴びて、声の主は一瞬だけ身を震わせた。しかし、ワンピースの胸の辺りを強く握りしめ、なんとか逃げ出すのは踏みとどまったようだ。

　先ほどの少女が、懸命な色を瞳に宿して我々に臨んでいた。

「あ、あの、すみません、その……」

　しどろもどろに言葉を紡つむぐ少女。それを見たバーダが、安心させるように優しく微笑みかける。

「私たちに何か用かな、大人びたお嬢さんミッシー」

「えと、さっきのお話が聞こえてしまったものですから、その、ごめんなさい」

　少女は何故か、俺の方にちらちらと視線を送りながら語る。俺が怪訝に首を傾げると、彼女は再び怯えるように身を震わせた。

「ソード、いたいけな少女を脅かすんじゃない」

　バーダが俺をじろりと睨みつける。俺は苦虫を嚙むしかなかった。

　……目つきが悪くて悪かったな、畜ちく生しょう。

　バーダは再び、宥なだめるように優しく話しかける。

「驚かせてすまなかった。あの男は路上で吠えるみすぼらしい野良犬くらいに思うといい」

「犬という喩えは甘んじて受けるとしても、『みすぼらしい』って付ける必要あったか？」

　しかし、そんな俺の反論は彼女の中であっさりと棄却された。バーダは俺を無視して、目の前の少女に話しかける。

「さっきの私たちの話が、どうかしただろうか？」

「あの、皆さんが西海岸の、ロアに向かう途中だとお聞きしまして……」

「ああ」と、バーダは自分と俺を指差す。「少なくとも私たち二人はそうだが」

「あと、その、そちらの男性の方は、傭兵だとお聞きしました」

「俺？」

　ああ、そういえばさっきニックとそんな会話をしたか。

「その、もちろん、正当な報酬はお支払いします……」

　そこで、少女は意を決したように顔を上げ、バーダの瞳を見つめる。

「お願いします、私を──」

　その奥に、切実な願いを込めて。

「──私を、ロアの人形図書館まで、送り届けてください」





◆






「私はエヴァンジェリン・アーシュラ、年は十四歳です」

　伏し目がちに、その少女は名乗った。

　我々はカウンター席から離れ、食堂車の中央にある長テーブルの席に腰掛けていた。短辺にエヴァンジェリンと名乗る少女、その右側にバーダと俺、そして左側にジョンとニックである。

　年端もいかない少女を大人四人で詰問している様は、傍から見るとさぞ異様な光景だろう。

「ふむ、エヴァンジェリン、か。イヴ、とニックネームで呼ばせてもらっても構わないかな？」

　バーダの質問に、彼女──イヴはこくこくと首を縦に振った。

「ではイヴ。我々も自己紹介をしておこう。私はバーダロン・フォレスターだ」

「私はジョナサン・ジャズフェラー、ジョンと呼んでくれたまえ」

「僕はニック。ニコラス・テラーだよ」

　銘めい々めいに自己紹介を済ませる。イヴはそれぞれの顔を見ながら、唇くちびるを動かして名前を覚えようとしていた。

「バーダロンさんに、ジョンさん、ニックさん……」

　と、そこでその視線が俺に止まった。隣のバーダが軽く肘で小突いてきたので、面倒に思いながらも俺も名乗る。

「……ソードだ」

　すると、ぱん、と頭を軽く叩かれた。

「あたっ」

「なんでいちいち威圧的なんだ、貴様は」

　バーダは俺の顔に非難の視線を突き刺す。俺は反論する。

「いや、もともとこういう喋り方だろうが」

「もう少し人当たり良く出来ないのか？　だいたい、なんだその人相は」

「ほっとけ、目つきが悪いのは仕方無いだろ！」

　理屈が理不尽すぎる。というか、おまえもいちいち人の頭を叩くなよ。

　我々のそんなやり取りを、イヴは呆気にとられたように見ていたが、やがて僅かにその口角の強こわ張ばりを解いた。

「ソードさん、ですね。はい、宜しくお願いします」

　それを見て、バーダもまたふっと表情を緩める。対して、俺は釈然としないまま押し黙る。まったく、緊張を解くにしても、俺をダシにするような真似はやめてほしいものだ。

「それで」とバーダが言う。「少し整理させてもらうと、あなたはフォーラニア州のロア市、しかもそこにある人形図書館を目指して、この大陸横断鉄道に乗っているわけだな」

「……はい」

　イヴは先ほどよりも落ち着いた口調ではあったが、その返答までの僅かな時間に、若干の躊躇いの色が見えた。話すべきことと話してはならないこと、その二つの線引きを慎重に吟味しているようにも見える。

「ふむ、奇遇にも、それは私たちの目的地と完全に一致する」

　バーダの言葉に、一瞬だけイヴの表情が明るくなった。

「しかし、解せないな」と、今度はジョンが訊ねる。「君は一人だけかい？　親御さんは一緒じゃないのかい？」

「……はい、両親はいません」

　端的な回答だった。今は一緒にいないという意味なのか、それとも、そもそも両親がいないという意味なのか。

　いずれにせよ、こんな年頃の少女が一人で大陸を横断する旅に出ているというのは、どう考えても普通ではない。

「一人旅、か。それにしても」と、ニックもどこか悩ましげに訊ねた。「ロアの人形図書館というと、今は州が管理していて一般人は入れない場所の筈だ。もちろん、観光名所でも何でもない。どうして君はそんなところに？」

「それは……」

　と、口を開きかけたところで、イヴは沈黙する。目を伏せ、やがて紡がれた言葉には、覇気が無かった。

「……言えません、ごめんなさい」

　どうやら事情は複雑そうである。やれやれ、と胸ポケットの煙草に手を伸ばしたとき、バーダが俺の手を叩いて止めた。

「──淑女の了承も取らずに煙草を吸うのは、ユナリアの粗暴な文化だ。ロンド・ヴェルファスでは失礼に当たる」とバーダは言う。「ましてや、紳士の街ベルロラン出身の女性の前ではな」

　……何だって？

　意味が分からず俺は呆気にとられる。それは、目の前の少女も同じだった。

「ど、どうして私が、ベルロランから来たと……？」

　イヴの質問に、バーダは得意げに答える。

「簡単なことだ。最初に私たちが自己紹介をしたとき、あなたは驚きの片へん鱗りんすら見せずに我々の名前を覚えようとした。その時点で、君がこの国の人間ではないと確信したよ」

「え……？」

「新聞などを見ない、または見ることの出来ない層なら分からなくもないが、その身なりから察するに、あなたは充分に教養のある家柄の出身のようだ。自分で言うのも何だが、そんな人間が我々三人のいずれの名前も知らないというのは、ユナリアではあまり考えにくい」

　あまりに傲ごう慢まんな根拠のような気もしたが、確かに筋は通っていた。バーダ、ジョン、ニックの三人はこの国では名前が通り過ぎている。そんな連中が一堂に会している場面に出くわしたら、普通の人間は何かしらの分かりやすい反応をする筈だ。

「では、どこの国の出身か？　答えはその服装にある」

　バーダはイヴの纏うワンピースを指差す。

「そのワンピースは一枚布のオートクチュールだな。腰部に切り替えがなく、縦の切り替え線のみを使うカッティングは、プリンセス・スタイルと呼ばれている。これが上流階級ブルジョワジーに流行っているのは、イクスラハとベルロランくらいだよ」

　淀みなくスラスラと紡がれるバーダの推理に、我々は舌を巻いてしまった。ジョンだけが可笑しそうに拍手をしている。

「いやいや、さすがだね。より一層、君の書く探偵小説を読んでみたくなったよ」

　賛辞に気を良くしたのか、バーダは鼻高々に肩にかかった髪を手で払って見せた。そして、目の前の少女に向けて妖しく微笑みかける。

「どうだろう、正解かな」

「え、あ、はい！」

　茫ぼう然ぜんと話を聞いていたイヴは、我に返って頷いた。

「あの、バーダロンさんのお話の通り、私はロンド・ヴェルファスのベルロランの出身です。ちょうど昨日、汽船ジャム・バニー号でユナリアにやってきたばかりです」

　先ほどよりも軽やかな口調で、イヴは答えた。最初の強張りは徐々に払拭されつつある。

　バーダはその答え合わせに満足そうに頷いた。そこでニックが何かに気付いたように言う。

「うん？　ということは、僕らと同じ船に乗っていたということだね。渡航中の一週間は同じ船の中にいたことになるけど、気付かなかったな」

　その疑問に、イヴは少し俯き気味に答える。

「あ、そうなんですか。あの、私はずっと客室に籠こもっていましたので……」

　バーダはその細い指を自分の顎に当てる。やがて、その瞳に鋭い冴えを宿して訊ねた。

「──それはつまり、『誰かから身を隠す必要があった』と捉えていいのかな？」

　顔を上げたイヴの表情には、躊ちゅう躇ちょが見て取れた。言葉にしなくとも、それだけで十分に答えは伝わってくる。

　そこで、バーダが右手の人差指を一本立ててみせた。

「イヴ、あなたの要望を叶える上で、現状を有う耶や無む耶やのままにしておくのは危険だ。伏せたい情報は無理には聞かないが、明確な前提だけは教えて貰わないと、こちらも対処のしようがない」

　あくまでも冷徹にそう言って、バーダはイヴを真っ向から見つめる。

「君には何らかの身の危険が迫っている。その認識を我々は信じていいか？」

　バーダの問いに、イヴはしばらくの間、逡しゅん巡じゅんしていた。しかし、やがて諦めたように、力無く首肯する。

「……はい、その通りです」

「では、開示出来る情報だけでいい、話してくれるか」

「……分かりました」

　そして、イヴは小さな声でぽつりぽつりと語り始める。

「私の目的は、ロアの人形図書館に『ある物』を届けることです。それが何なのか、どういった事情なのかは言えません……ごめんなさい」

　申し訳無さそうに俯くイヴに、しかし誰も追及はしなかった。我々の顔を見回してから、彼女は少し安心したようにして続けた。

「そしてたぶん、いいえ、バーダロンさんが言ったとおり、私は誰かに命を狙われているんだと思います」

「心当たりはあるのか？」

　バーダの問いに、イヴは僅かに頷いた。

「一番初めは、ロンド・ヴェルファスを発った夜でした。深夜のラングパドル港で汽船に乗ろうとしたとき──私は誰かに銃で撃たれたんです」

　突然始まった不穏な話に、一同の空気が張り詰める。銃火器の使用が禁じられているユナリアでは、殆どあり得ない話だ。

「撃たれたって？」

　バーダが心配そうにまじまじとイヴの全身を眺める。彼女は慌てて両手を振った。

「あ、いえ、弾は当たらなかったんです。私の持っていた旅行鞄に当たって……私、その、私の肩くらいまである、キャスター付きの鞄を押していたので、たまたまそれが直撃を防いでくれたんです」

　不幸中の幸い、というわけか。

「誰が撃ったのかは分かりません……月の光も無いような真夜中でしたし、私の目に見える範囲で銃を持った人影は見当たりませんでした……船員の方が駆けつけてくれて、私は慌てて汽船に乗り込んだんです」

　イヴは当時のことを思い出したのか、微かに身震いして両手で自分の両肩を押さえた。しかし、バーダがそこで問いを投げかける。

「銃声は？」

「え……？」

「銃声は一発だったのか？」

「は、はい、一発でした。あ、そうだ」

　と、イヴは唐突に自分のポシェットを漁あさりだした。そこから取り出されたのは、真っ白なハンカチに包まれた何か。彼女はテーブルの上でその包みを広げる。

「その銃弾、鞄を貫通せずに残っていたので、何かの証拠になると思って……」

　現れたのは、小指の先くらいの大きさの銃弾だった。弾丸には小さな三条の溝が刻まれており、着弾部分はひしゃげている。

　バーダとジョンがそれをしげしげと観察する。先に口を開いたのはジョンだった。

「これはプリチェット弾だね。しかも飛距離を稼ぐために先端が少し細身に改造されている」

「ああ」とバーダも頷いた。「この弾で第二弾の速射が無かったということは、おそらくはエンフィールド銃か何かだろう。ロンドの軍用ではあるが、ギャングたちにも出回っている銃だ。これだけで特定は難しいな」

　当然のように語り合う二人を尻目に、俺とニックが目を合わせる。お互いの瞳に、「なんでユナリア国民のおまえらがそんなに銃に詳しいんだよ」という疑問が浮かんでいた。

「それで」とバーダが再び問いを投げる。「『一番初めは』ということは、二度目もあったということだな？」

　その質問に対しても、イヴは頷いた。

「二度目は船の上でした。ラングパドルを出港した翌朝、太陽が水平線に見える頃に、私は一人でデッキに出てみました。その夜は一晩中、客室で眠れずに過ごしていましたから、夜が明けたのが本当に嬉しくて……安心するために、陽の光を浴びたかったんだと思います」

　車窓を流れる草原はやがて終わりを迎え、まばらな田園地帯が現れ始めた。列車はどうやら州境を越えてイオ州に入ったらしい。しかし、俺たちは誰も言葉を口にせず、イヴの話に耳を傾けていた。

「朝も早い時間だったので、デッキには誰もいませんでした。私はフェンスから少しだけ身を乗り出して、船の後方を確認してみました。当然、ロンド・ヴェルファスの島の影は、どこにもありませんでした。それを見て、ふと肩の力が抜けたように安心した、そのときでした──私は背後から、何者かに海に突き落とされかけたのです」

　語るイヴの両肩は、恐怖を思い出したためか微かに震えていた。

「身体がフェンスを越えて、重力に摑まれる感覚がありました。ですが、私は辛うじて手すりを摑んで、落下を免れました。大きな声を上げて、たまたまそれを聞いた水夫さんが駆けつけて助けてくれたんです。引き上げられた後には、私を突き落とそうとした何者かは、影も形もありませんでした。水夫さんが船内を隈なく捜してくれましたが、怪しい人物は見つからなかったそうです」

「つまり、襲撃者は船にも乗っていた、ということか。ふむ」

　バーダが思案の目線を対面の二人に向ける。

「ジョナサン、ニコラス、おまえらは船内で誰か怪しい人物は見なかったのか」

　ジョンは両手を上げ、ニックは首を左右に振った。

「いや、怪しいと言われてもね。人間、怪しいと思えば誰でも怪しく見えてしまうものだし、その逆も然りだ」

　ジョンの言葉に、バーダは「それもそうだ」と溜息を漏らした。そして目を細めて二人の方を見やる。

「もしこれがエディ・ランプの書いたミステリーなら、お前たち二人のどちらかが犯人、という意外な展開が待ち受けていそうだが」

　イヴが目を丸くして二人の方を振り向いた。ジョンは可笑しそうに笑い飛ばし、ニックは慌てて首を左右に振った。

「ははは、さすがにその筋書きは文豪ランプに失礼だろう」

「イヴ、安心しておくれ、僕らは研究用のラットですら殺せない人種なんだ」

　イヴはしばらく戸惑うような瞳で見つめていたが、やがてその言葉を信じたのか、ほっと吐息を漏らした。そんな彼女に、バーダが穏やかな口調で言う。

「あなたが私たちに声をかけた理由が概おおむね分かったよ。私たち、というより、本当の目当てはこの傭兵だったわけだ」

　と、バーダが俺を親指で指す。その指につられて視線を動かしたイヴが、俺と目が合った瞬間に視線を逸らし、小さく頷いた。

「はい。イクスラハに着いてすぐに、傭兵組合を探して護衛をお願いしようとしたんですが、どこにも見当たらなくて……」

「ああ、春先の枢機卿の改革のせいか」とジョンが思い出したように呟く。「しかし、言い出しっぺが行方不明なんだから、もう法令を撤回してくれてもいいだろうにねぇ」

　ジョンのその発言で、俺は視線を車窓の方に向ける。バーダは聞かなかったことにしたようで、再びイヴに問いかけた。

「だが、大陸横断鉄道の乗車券に加えて、さらに傭兵を雇うとなると、とても十代のお小遣い程度では足りない筈だ。先程『正当な報酬は支払う』と言っていたが、そのお金の出処についても、やはり今は言えないのか？」

　イヴは俯いてしまった。それは胸中の心苦しさがこちらにも伝わってくるほど、沈痛な表情だった。

「……はい、ごめんなさい」

　それっきり、続く言葉は無かった。

　そして、断ち切られた『謎』の残ざん滓しが漂ただようテーブルの上に、一時の沈黙が舞い降りた。列車の振動音だけが、まるで時計の秒針のように一定のリズムを刻む。

　やれやれ、と俺は内心で溜息をつく。無性に煙草が吸いたい気分だったが、その了承を取れるような空気ではなかった。

　──横にいる雇い主の瞳が、未だ見ぬ謎とスリルに熱を持ち始めたからだ。

「ふむ、狙われた謎の少女、か……」

　彼女がぽつりとこぼした呟きに、俺は顔をしかめる。

　──ほら、見ろ。

　うんざりした気分で、俺は彼女に囁ささやく。

「……おい、何を考えてやがる」

「……概ね、お前が想像していることだ」

　静かに返された魔女の笑みに、俺は思わず舌打ちを漏らした。小声で苦言を口にする。

「……春先のエズミの一件を忘れたのか」

　しかし、バーダはしれっとして、同じく小声で返してきた。

「……この子が例の連中の一人だとしたら、我々への接触があからさますぎる。謎が多すぎて、逆に不自然だよ」

　彼女の言わんとしていることは、分からないでもなかった。

　もし仮に、このイヴという少女がハヴァンディアの一味なのだとしたら、もっと緻密に設定された人物を装う筈である。そう、あの難民に扮ふんしていたエズミという少女のように。しかし、これでは逆に『疑ってくれ』と言わんばかりだ。

　そんな俺の思考の道筋を読み取ったのか、バーダがにやりと笑みを浮かべた。

「──見解は一致したようだな」

「いや、待て、俺はまだ受けるとは言ってな……」

「分かったわ、イヴ」

　と、俺の制止も待たずにバーダは少女に向き直る。そして、小説家としての大仰な口調を捨てて、にっこりと優しく微笑みかけた。

「あなたの冒険に、この私も付き合ってあげる」

　俺は目頭を押さえて大きく溜息をついた。もう、こうなってしまっては俺に拒否権は無い。

「ほ、本当ですか？」

　謎の少女、イヴはそこで初めて表情を明るくさせた。それは見る者の胸を打つほどに、劇的な笑顔だった。

「ええ。いずれにせよ、私たちと行き先は同じだしね。ただし、条件があるわ」

　と、バーダは指を一本立てる。

「あの、お金なら、それなりに……」

「いいえ、お金は一セントもいらない」とバーダは首を振る。「あなたにお願いしたいのは一つだけ──この旅が終わるとき、あなたの話のすべてを聞かせて」

　バーダは真っ直ぐにイヴを見つめながら言った。イヴは一瞬、言葉に詰まったようだった。しかし、やがてバーダの視線を真っ向から受け止める。その顔には落ち着きが宿っていた。

「──わかりました。お約束します」

「よし、決まりね」

　俺の意見は、どうやら聞く気も無いらしい。対面の二人にいたっては、まるで他人事のように安堵の表情を浮かべていた。

「交渉成立ってところかな。おや、随分お腹が空いたと思ったら、もうお昼じゃないか」

　とジョンが懐から懐中時計を取り出して言う。

「何はともあれ、良かったよ。女の子の一人旅なんて危険すぎるしね。とりあえず、昼食にしようか」

　ニックはテーブルの上のメニューボードを手に取り、ギャルソンに向けて手を上げている。

「あなたも一緒に食べましょう、イヴ」

　バーダの誘いに、イヴは少し戸惑いを見せる。

「え、その、いいんですか？」

　そこでジョンが自身の胸を叩いた。

「何でも注文してくれたまえ。今日は私がご馳ち走そうしよう」

「さすがはユナリア一の大富豪だね」

「遠慮することないわ、イヴ」

「あ、ありがとうございます」

　傍らで沈黙する俺に、そこでようやく、イヴが恐る恐るといった様子で視線を向ける。

「あの、ソードさん、よろしく、お願いいたします……」

　その瞳に宿るのは、かすかな怯えと、切実な願い。それを蔑ないがしろにして路傍に投げ捨てられるほど、俺は非情にはなれない。

　溜息を吞み込み、俺は口を開く。

「俺からも条件がある」

「え？」

「──煙草は好きに吸わせてくれないか」

　しばらく呆気に取られた表情を浮かべた後で、イヴは穏やかに微笑んだ。

「──はい！」

　それを尻目に、俺はやれやれ、と首を左右に振った。そして自分に言い聞かせる。

　分かりきっていたことじゃないか。

　──この女との旅が、平穏無事に終わる筈が無いと。

　逃避するように、視線を車窓の方に向ける。

　そこに映る世界は、更に加速していた。
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「一緒の部屋に泊まらせる、だと？」

　俺は眉を寄せた。バーダは大仰に頷く。

「そうだ。彼女の命が狙われているのなら、一人にするのは危険だ」

　食事を終え、ジョンたちと一旦別れた後のことだ。イヴを連れて我々の客室に戻ってくるなり、バーダはそんなことを言い出した。イヴはというと、困惑した様子で俺とバーダの顔を交互に見比べていた。

　俺は溜息をつく。危惧されるのは、それによって我が依頼人の身の安全が脅かされることだ。しかし彼女の言う通り、だからといってイヴを見殺しにするわけにもいかない。

　それが今回のお前の仕事だ、と言わんばかりの視線を寄越しながら、バーダは言ってのける。

「幸いなことに、この部屋には寝台も二つあるしな」

「妙だな、寝台が二つの部屋に三人が泊まるのか」

「一人はソファで寝るというのは小一時間前に決まっていたはずだろう」

「俺はその案件を承諾してないぞ」

「まさかお前は『自分が承諾しない限り雨は降らない』とでも思っているのか？」

「おまえは天災Natureの類いかよ」

「才能は天才Natureそのものだ」

「意味が違ぇよ」

「凡人では抗えない、という点では同じだろう」

　そんなくだらない軽口の応酬の果てに、俺は閉口して両手を上げた。文字通りの仕草である。

「あの」と、イヴが恐る恐る口を開く。「本当に宜しいんですか？」

　我々の仲違いを心配したのか、イヴの表情は申し訳なさそうだった。俺は軽く頭を振る。

「気にするな、別に喧嘩しているわけじゃない」

　言うなれば、こんなものは我々の日常会話である。

「はぁ……」

　イヴはどこか呆気に取られた顔だ。俺は諦めて吐息をつき、バーダに向けて投げやりに言う。

「いずれ護衛料は二人分請求するぞ」

「当然、そこはビジネスだ。気の済むまで請求するがいい」

　さらりと言ってのけるバーダ。ならば時給五〇セント増しで請求してやろうか。そんなことを思った一瞬後に先程の彼女とジョンの会話を思い出し、そして自分の器の小ささに軽く絶望しそうになった。

「それで、イヴ」とバーダは少女の方を向き直る。「あなたが人形図書館に届けなくてはならないという『ある物』についてだが」

　そこでイヴの表情がわずかに強張る。しかし、バーダは誤解を解くように首を振った。

「別にその詳細を問おうというわけじゃない。ただ、所在が気になっただけだ」

「えっと、私の旅行鞄に入っています。車輪付きの大きな鞄です。私の客室には収まりきらなかったので、貨物車に載せてもらっていますが」

「ならば念の為、それはこちらの客室に移そう。何が起きるか分からないからな」

　バーダの言葉に、俺は表情を曇らせる。

「どうした、浮かない顔をして」

「いや」バーダの問いに、俺は軽く溜息をついた。「俺の寝る場所が残らないんじゃないかと心配になってな」
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　イヴの鞄を回収するため、我々三人はまず一般客の座席車両に向かった。貨物車は列車の最後尾にある。俺一人で取り行こうかとも思ったが、鉄道員は見ず知らずの男に客の荷物を渡してくれるほどお人好しではないだろう。

　座席車両はかなり混雑していた。コンパートメントの席は乗客で溢あふれかえり、通路に座りこむ者の姿もあった。人いきれでむせ返りそうなほどだ。

　我々はそんな窮屈な通路を、他人の足を踏まないように注意しながら通り抜ける。ある者は迷惑そうに舌打ちを漏らし、ある者は億劫そうに身をよじり、ある者は疲れ果てた虚ろな目で俺たちを見ていた。何人かは作家のバーダロン・フォレスターに気づいたようで、小声で何かを囁きあい、当のバーダは済ました顔で満更でもなさそうに聞き耳を立てていた。

　乗客は実に様々だった。作業服を着た労働者や、くたびれたスーツを着た男たち。帆はん布ぷの袋を大事そうに抱きかかえた若者、娼婦のようなけばけばしい服装の女、移民らしき親子──そしてその中に、一際異様なコンパートメントがあった。

　この混雑した車両の中で、その男は座席二つ分を占領して仰向けに寝そべり、通路にブーツを履いた足を投げ出して、吞のん気きに寝息を立てていた。周囲から迷惑そうな視線が突き刺さっていたが、男は新聞を顔の上に載せており、全く気にした風も見せていない。実に不ふ遜そんな輩やからだ。

　──が。

　俺はそいつを全力で無視した。見なかったことにした。即座に記憶から消すことにした。

　幸い、バーダは周囲からの自身への噂話に耳を傾けるのに集中しており、その男には気付いていない。

　しかし、露骨に足を速めた俺に、バーダが問いかけた。

「どうした、ソード」

「いや何でもない」

　俺は即答し、足早に座席車両を通り抜ける。

　貨物車両の入り口には、立派な帽子を被った車掌らしき男が、簡易な丸椅子に腰掛けて新聞をめくっていた。我々の存在に気がつくと、彼は立ち上がって人当たりが良さそうに微笑んだ。

「お客様、何か御用でしょうか」

「貨物車に積んだ荷物を取りたい。車内での宿泊中に使いたいものが入っていてね。入っても？」

　バーダの申し出に、彼は快こころよく頷く。

「ええ、かしこまりました。荷物札はお持ちで？」

「あ、はい、これです」

　イヴが差し出した紙切れに目を落とし、車掌は頷きながら自分の懐から帳簿のようなものを取り出した。ページをめくり、言う。

「Ｅの四二四番、ですね。ご確認の為、お名前をお聞きしても良いですか」

　問われたイヴが、おずおずと控えめな声で名乗る。しかし、それは列車の通奏低音にかき消されるほどに、小さくか弱い声だった。車掌が申し訳なさそうに眉を寄せて言う。

「失礼、列車の音が大きくて。もう一度宜しいですか」

「あ、あの、エヴァンジェリン・アーシュラです！」

　イヴが大声で再び名乗ったとき、貨物車の扉の向こうで何かがゴトリと動いたような音がした。列車の振動で荷物が崩れでもしたのだろう。

「ええ、確認出来ました。旅行鞄お一つですね。お荷物は入ってすぐの右手の棚たなです。どうぞ」

　解錠された扉をくぐり、我々は貨物車両に足を踏み入れる。客車と異なり、その車内は窓が少ないせいか薄暗かった。両側には棚が備え付けられ、旅客の荷物がぎっしりと詰められている。奥の方には木箱がうず高く積まれていた。

「あ、これです」

　イヴの鞄はすぐに見つかった。それは牛革で仕上げられた、見るからに高級そうな大型の鞄だった。幅だけでもイヴ二人分、その高さは彼女の肩くらいまである。鞄の底部には運搬しやすいように小さな車輪が付いているようだった。

　よく見ると、確かに側面に一発の弾だん痕こんが見つかった。ロンド・ヴェルファスでイヴを狙ったという銃弾によるものだろう。

「これをあの客室に置くのか」

　俺は幾分うんざりしながら呟く。

「あの、大きくて、その、すみません。私の旅の荷物も全部入っているもので……」

「淑女の長旅に大荷物は当然だ、謝る必要は無い」

　しれっとして言うバーダに、俺は再び閉口する。春先の旅路で、実際はこいつが荷物の半分も使っていないことを俺は知っている。まったく、女ってのはどうしてこうも余計な荷物が多いんだ。

「とっとと運び出そうぜ。これを持ってあの座席車両を通り抜けるのは、骨が折れ───」

　と、俺がその鞄に手をかけた、そのときだった。

　──妙な音を、俺の鼓こ膜まくが捉えたような気がした。

「ソード？　どうした？」

　不意に表情を強張らせた俺を、バーダが訝しむ。

「バーダ、何か聞こえたか？」

「いや、何も──」

　と、そこで彼女の表情も固まる。どうやら俺の聞き間違いではないらしい。

「エ……ヴ……カエ、セ……」

　朧おぼろげだが、それが音ではなく人語であると認識した瞬間、俺は思わず貨物車の奥の暗闇に目を凝らした。

　──何かが、居る。

　途端、空気が張り詰める。俺はすぐさま二人に「下がっていろ」と仕草で示した。

　この車両は先程、車掌が鍵を開けるまでは密室だった筈だ。誰かが我々の後に乗り込んできたのではない。何者かが、最初からこの貨物車に潜んでいた、つまりはそういうことになる。

　最初は列車の音に紛れて気づかなかったが、金属の軋きしむような不自然な音が、断続的にその車内には響いていた。

「返……セ……ゾ……シュ……ヲ、カエ……セ……」

　はっきりとその言葉が聞き取れるようになったとき、やがて、その音の原因がゆっくりと、奥の木箱の陰から現れた。その姿に、俺たちは一様に息を吞んだ。それはあまりにも現実離れした光景だった。

　──『それ』は、人の形をしていた。

　しかし、『それ』は間違いなく『人』などではなかった。

　ギシギシと鉄の軋む音を立てて立ちはだかったのは、イヴと同じくらいの背格好をした少女の姿。

　その身に纏うのは、東歐州の女性給仕メイドのような服装だったが、しかしそれはもはや布の切れ端同然にボロボロだった。何より、その下から覗く皮膚の無惨な有り様が、我々を戦慄させた。

　その破れた皮膚の下から露あらわになっていたのは、錆さびついた色合いの鋼鉄の骨組みだった。顔の皮はほとんど剝はがれ、傷んだ栗色の髪の隙間から、硝子玉のような剝むき出しの双眼がぎょろりとこちらを睨む。

　言うなれば、それは壊れかけのマネキンだった。

　そのマネキンが、錆びついた音を立てながら自分で動いている。悍おぞましさすら覚える、奇怪な光景だった。

「何よ、これ……」

　バーダまでもが、顔をしかめて愕然としている。イヴは彼女の陰に隠れながら、言葉を失っていた。

「ゑヴぁンぢェ李ン……啞々シゅ羅ァァ……」

　人形はひび割れた声を漏らしながら、緩慢な動作でこちらに歩み寄ってくる。現実が歪んでいくような、背筋の粟あわ立だちを覚えた。やがて人形の目がイヴの姿を捉えたとき、一瞬だけ動きが止まった。

「返、セ……ヱ・ぁンじェ凜……！」

　と突然、人形はその両肩を自らの両腕で抱きしめ、小刻みに震え出した。かと思うと次の瞬間、その背中が鈍い音を立てて弾ける。

　そこから飛び出したのは、ワイヤーの絡まった鋼鉄の新たな双腕。その先端には、俺の顔くらいなら容易に挟み潰せるであろう、巨大なペンチのような機構が備え付けられてあった。

「啞々しュ羅あアァァァァァ！」

　軋む音と共に、人形は怨えん嗟さの絶叫を上げる。放たれているのは、我々に対する明確な敵意だ。あまりにも禍まが々まがしい姿に、俺の背筋に冷たいものが走る。

　やばい。

　こいつはやばい……！

「バーダ！」俺は即座に叫ぶ。「その鞄とイヴを連れて、前方車両に逃げろ！」

「イヴ、逃げるわよ！」

　バーダは旅行鞄の取っ手を摑み、反対の手でイヴの腕を摑む。しかし少女は微動だにせず、呆然と立ち尽くしていた。その唇が、独り言のようにつぶやく。

「そんな……」

「イヴ？」

「キャビッジ、パッチ？　どうして、貴女が……」

「イヴ、早く！」

　バーダの声でようやく彼女は我に返る。二人が踵を返した瞬間、眼の前の怪物の目玉が動く。俺は咄とっ嗟さに鉄剣を抜いて、その視線を遮るように立ちはだかった。

　やはり狙いはイヴか……！

　貨物車を逃げ出す彼女たちの背に、俺は叫ぶ。

「バーダ、乗客を前の車両に避難させろ！」

　彼女が肩越しに頷きを返すのを確認してから、俺は鉄剣を両手で構える。機械仕掛けの人形は、その凶器の腕の切っ先を俺の方に向けた。

「やれやれ」

　精神を研ぎ澄ましながら、俺は自嘲的に口元を歪める。

「──今度は機械の化け物かよ」
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　先程までの緩慢な動きとは打って代わり、機械人形の動作は俊敏だった。奴は一方の鋏はさみを開き、凄まじい速度で俺に向けて突き出してくる。俺は鉄剣の剣身でそれを逸らし、同時に懐に潜り込むように突進した。

　得体の知れない化け物だが、人型をしている以上、とりあえずは人間と同じ急所を狙うべきだろう。まずは、その首を刎はね飛ばしてやる、と鉄剣を強く握った瞬間だった。

　もう一方の鉄の腕が俺の頭上から強襲してくるのを察し、俺は急制動をかけて一歩退く。それを見計らったかのように、さらに先程の腕がしなるようにして舞い戻り、俺の頭を嚙み砕かんと鋏を広げた。舌打ちを漏らして回避するも、続けざまに二本の鋏の腕が交互に俺を襲う。俺は剣でそれらを弾き返しながら、しかしジリジリと後退を余儀なくされる。

　畜生、この鉄の腕は厄介すぎる。間合いの外からこうも連打されては、近づくことすら出来ない。

　俺の踵かかとが入り口の扉にぶつかったとき、人形の眼球が俺から外れた。途端、奴の双腕は俺の頭上、天井と壁の継ぎ目に勢いよく突き刺さる。その意図が分からず一瞬混乱する俺を余所に、人形はその両腕を上下に大きく広げ始めた。

　やがてバキバキ、という豪快な音を立てて、天井が内側から押し広げられていく。やがて青空が覗き、陽射しが貨物車の床を照らした。

　野郎、天井を強引に剝ぎ取りやがった。何つー馬鹿力だよ。

「ヱ・ぁン、じェリィィンッ……！」

　絶叫したかと思うと、奴は強烈に床を踏み砕いて跳躍し、天井の隙間から車外に飛び出した。車両の上からイヴを追うつもりらしいが、そうはさせない。

　俺も壁を蹴り上げて跳躍し、開いた天井から列車の上に躍り出る。途端、強烈な風が俺の全身に叩きつけるが、怯んでいる暇など無い。周囲の景色が猛スピードで後方に過ぎ去っていく中、俺は奴の背を追って駆け出す。

　機械人形は既に客車の天井にその豪腕を突き立て、先程と同様に天井を剝ぎ取ろうとしていた。その背中、鋏の腕の根本めがけて、俺は勢いよく斬りかかる。

　しかし、腕に伝わる硬い衝撃と共に、甲高い金属音が時速四〇マイルで後方に消え去っていった。

　くそったれ、硬すぎてぶった斬れる気がしねぇ！

　刃こぼれした鉄剣に舌打ちを漏らしている間に、奴の両腕が車両の天井を剝ぎ取っていた。露わになった車内では、誰もが天井を見上げて叫び声を上げていた。突然、自分たちの頭上にこんな怪物が現れたら、混乱するのも無理はない。阿あ鼻び叫きょう喚かんと化した乗客たちの中に、バーダとイヴがこちらを見上げているのを捉え、俺は叫ぶ。

「前の車両に逃げろ！」

　弾かれるようにして二人は更に前方の車両に逃げ込む。それに続くようにして乗客たちが逃げ惑うように殺到した。

　このままこの化け物が車内に降り立ったら、とんでもない被害になる。俺は咄嗟にしゃがみ込み、右手で奴の左足首を摑んだ。幸いにも此処は激走する列車の上だ。此処から叩き落としてしまえば、これ以上の追撃は出来まい。

　華奢な見た目に反して、その体軀はまるで鋼鉄の塊かたまりのように重かった。俺は悲鳴を上げる筋肉を無視し、軋む骨の痛みに耐える。やがて、人形の両足が地から離れた。

　柄にも無く猛りの声を上げ、俺は人形の身体を車外に向けてぶん投げる。しかし、背中から伸びた豪腕ががっちりと車両を摑んで離さなかった。鉄の腕を支点として、機械人形は空中にぴたりと静止してみせた。見た目に反せず、まさに化け物じみた芸当である。

　人形は再び俺の姿を双そう眸ぼうに収めると、車両の上に着地して臨戦態勢を取った。どうやら、まずは俺を除外することに決めたらしい。

　上等だ、と言いたいところだが、真正面からぶつかるのは正直言って分が悪い。鉄剣が刃こぼれするほど硬い敵を相手に、しかも此処は高速で走る車両の上だ。下手に動くと俺が叩き落とされてしまう可能性もある。

　どうするべきか思案するも、奴はそんな暇すら与えてくれなかった。鋏の双腕が襲いかかり、俺は咄嗟に、鉄剣とその鞘で両方を受け止める。ペンチのような鋏が剣と鞘を挟み込み、ギリギリと締め上げていく。

　歯を食いしばりながら、俺は剣が折れないようにと力加減を調整しながら拮抗する。しかし、このままでは時間の問題だ。

　眼下、穴の開いた天井から車内に一瞬だけ視線を向ける。乗客の殆どは既に前方車両に避難したらしい。その様子を確認して、俺は一旦安堵の吐息をついた。

　しかしその後に、コンパートメントの一角に目が留まり、舌打ちを漏らす。

　──この展開は最悪だ。

『あいつ』には、今回ばかりは絶対に関わりたくなかったというのに。

　だがこの状況では、もはや背に腹は替えられない。

　俺は全力で眼の前の怪物に抗いながら、大声で叫んだ。

「いつまで寝てんだ！　手を貸しやがれ、このクソ野郎！」

　眼下、座席で不遜にも惰だ眠みんを貪むさぼっていた男が、億おっ劫くうそうに動き出す。

「──ああん？」

　新聞紙の下から現れたのは、不機嫌そうな男の顔。しかし、その目に俺の姿を認めると、その表情が見る見る喜き色しょくに染まっていく。やがてその金髪の男は、さながら猛もう禽きん類のような素早さで跳ね起きた。

　奴はまず頭上の俺を確認し、俺と対峙する怪物に目をやり、そしてまた俺に目を戻した。

「──おう、ソードじゃねぇか」

　鞘から自らの得物を引き抜き、

「状況がよく分からんが……」

　その瞳に獰どう猛もうな輝きを宿す。

「また面白そうなモンに巻き込まれてるなァ」

　そう言って、我が宿敵にして腐れ縁──ゴルド・ボードインは、不敵に笑った。





◆






「ソード、列車から落ちるなよ」

　そう呟いたかと思うと、ゴルドは猛烈に床を踏み砕き、更に座席の背もたれを蹴り上げて飛翔した。その動作に連動して、瞬きするよりも速く奴の長なが物ものが軌跡を描く。

　金属の裂ける聞き慣れぬ音が、風に乗って消え去っていった。

　ゴルドの放った斬撃は、俺の鉄剣を摑む人形の腕を容易に斬り飛ばした。奴の並外れた技量と、名刀『ヘシギリハセベ』の悪夢のような切れ味があってこそ為せる芸当である。

　力の拮抗が解かれ、バランスを崩した拍子に、俺の左手が持つ鉄鞘が鋏に押しつぶされて砕け散る。畜生、一式を新調したばかりだっていうのに。

　自由になった右手の鉄剣を振るい、絡みつく奴の残骸を振り落とす。武器が折れなかっただけマシと思うしかない。

　俺は即座に人形から距離を取り、ゴルドもまた俺の隣に着地した。互いに視線を怪物に向けたまま、各々の得物を構える。視線を動かさずに俺は言う。

「──なんで此処にいるんだ、てめぇは」

「かかか、そいつは俺の台詞せりふだな」

「俺はいつものクソ仕事だ」

「俺も同じさ。やっぱり俺たちは運命の糸で結ばれてるらしいぜ」

「胸糞悪い糸だな」

　いつも通りの軽口の応酬に、しかし俺はこの緊張状態の中で懐かしき倦けん怠たい感を覚える。一瞬だけ、こちらの戦力が充実したことに安堵が湧いたが、あらん限りの理性と道徳心で追い払った。こいつの登場で安心するなど、馬鹿げているにもほどがある。

「で、あいつは何だ、ソード？」

　そう訊ねながらも、ゴルドの眼は標的から寸瞬も離されることは無い。俺は粉々になった鞘の残骸を放り投げながら、鼻を鳴らした。

「知るかよ。直接、あいつに訊いてみろ」

　ふぅん、と興味も無さそうに頷くゴルド。先ほどの奴の質問に意味は無い。あれが何者か、というのは、この男にとってさして重要な情報では無いのだ。

　そのとき、対峙する鉄の人形の身体がぶるぶると震えだす。すると、ゴルドに切断された奴の左腕の付け根がゴトリと落ち、そこから新たな鋼鉄製の鋏の腕が飛び出した。しかし、それだけではない。服が裂けて露わになった太ふと腿ももからも、皮膚が裂けて更なる鋏の腕が飛び出す。合計四本。もはやそれは、人の姿とは呼べない異形だ。

　ゴルドが乾いた口笛を鳴らした。

「まるで蟹クラブ、いや、手が多いから蛸デビルフィッシュってとこかァ？」

「あの魚はここまで硬そうじゃねぇよ」

「知ってるか、ソード。東洋の島国じゃ、あの魚を好んで食べるらしいぜ」

「げ、正気を疑う話だな」

　まるで気の抜けたエールのような会話とは裏腹に、我々の神経は針のように研ぎ澄まされていく。続く二人の言葉がきっかけとなった。

「まぁ、何でもいいか。倒していいんだろ？」

「当然だ」

　張り詰めた緊張が頂点を迎えたとき、俺とゴルドは鉄の女性給仕メイドに向けて疾走を開始した。その進行方向は列車の行き先とは反対方向。車上に吹き付ける強風は、我々の激走を加速させる追い風となり、標的との距離を一瞬のうちに詰めさせる。

「嘻嗚アシュゥぅぅラァぁぁぁぁッ！」

　人形の絶叫と共に、四本の鋏が文字通り四方から俺たちに襲いかかる。我々の視界の端から端までを縦横無尽に駆け巡りながら向かってくる鋏。それを俺とゴルドの刃が迎え撃つ。

　列車は長閑のどかな田園地帯に差し掛かっていた。高く昇った太陽はその眩まばゆい無色で世界を照らし、雲がまだらな影を作る緑の絨毯は、穏やかに波打っている。

　──そんな世界を切り裂くように激走する鋼鉄の車輪、そしてその車上では、火花と甲高い金属音が、さながら軽機関銃のように周囲に舞い散っていた。

　攻防は一進一退であった。

　人形の攻撃は正確無比に我々を狙い、我々がその隙を縫って切り返そうとすると、奴もまた巧妙に鋏の腕で防御する。攻勢は二対一で俺たちが有利な筈だが、やはり奴の振るう四つの腕が厄介だ。互いに決定的な一打が生み出せない、まさに泥どろ仕じ合あいである。しかし、この泥仕合は一瞬でも気を抜けば一気に劣勢となる。

　このままでは埒らちが明かない、そう判断したのは奇しくも二人同時だった。我々は示し合わせたかのように後方に飛び退き、一旦、機械人形と距離を取った。体勢を整えて、俺はそこで自分の息が上がっていることに気づく。一方で、隣のゴルドは汗一つかいていなかった。

「面白みのねぇ斬り合いだなァ。案山子かかしを叩いてるみてぇだ」と、ゴルドはつまらなそうに鼻を鳴らす。「あの四本腕が鬱うっ陶とうしいぜ」

　同感である。まずはあの障壁を突破しなくては話にならない。

「で、なんか思いついたかよ、ソード」

「……思いついたが、願い下げたい策だな」

「奇遇だな、俺もたぶん同じ策を思いついたところだ」

「相変わらず心底からクソ野郎だな、てめぇは」

「どうやら議論してる暇は無いらしいぜ」

　眼前の敵は慟どう哭こくのような叫びを上げ、俺たちに向けて再び四本の死線を放った。しかし、その寸前に俺とゴルドの間には視線が交わされている。胸糞悪いが、俺たちの意思疎通は光の速度と同じだ。

　俺は体勢を低くして滑り込むように鋏を回避し、奴の懐に潜り込む。一方でゴルドは列車の屋根を蹴って大きく跳躍した。追い風がその飛翔を助け、ゴルドは機械人形の頭上を飛び越える。ぐりぐりと回る人形の眼球の片方が、翻ひるがえる金色を追った。やがて人形を挟んで俺と対角線上に着地したゴルドは、すぐさま体勢を逆方向に転換し、猛烈に屋根を蹴って敵に肉薄する。

「そっちが鋏で来るならよォ───」「───こっちは挟み撃ちだ」

　どちらを先に対処すべきか、そんな逡巡を思わせるような一瞬の隙が、人形に生まれる。その判断の僅かな間隙を見逃すほど、俺たちのこれまでの傭兵稼業は温ぬるくない。次の瞬間には俺とゴルドの双つの刃が、空気を切り裂き敵の首めがけて疾しっ駆くする。

　しかし、敵とてその異形に然る者だった。

　刹せつ那な、俺の方向へ解き放った四本の鉄の鋏を、機械人形は猛烈な勢いで引き戻す。俺はすぐさま刃と身を翻し、背後から強襲する鋏の内、二本を剣一本で受け止める。残りの二本は一直線に敵の背後、ゴルドへと向かっていった。

　ここまでは俺たちの計算通りだ。

　鋏が舞い戻るよりも、ゴルドの動きは速い。つまり、俺はあいつの距離を稼ぐための囮おとりなのだ。敵の凶刃がゴルドに到達する前に、あいつの一閃が敵の首を斬り飛ばす、それが俺たちの描いた策──の筈だった。

　だが、機械人形の頭部は、ゴルドの刃が到達する前に落ちた。いや、正確には首の根元が稼働して、自身の胸の前まで滑り下がったのだ。生身の肉体であれば有り得ない、まさに機械仕掛けの挙動である。そのせいでゴルドの放った斬撃は、空しくも紙一重で風を斬った。奴の舌打ちが、眼前から吹き付ける向かい風の隙間から聞こえた。

　そして斬撃を放ち、がら空きになったゴルドの胸部めがけて、すぐさま二本の鋼鉄の鋏が舞い戻る。ゴルドは腰の鞘を引き上げ、辛うじてそれを防御するも、空中で体勢を崩して吹き飛んでいく。その方向は、最悪なことに車体の外側だ。

「ゴルドッ！」

　背に向けて叫びつつ、鋏を必死に受け止める俺の顔のちょうど真横に、錆だらけの女の顔が迫り出していた。その瞼の無い瞳が、俺をぎょろりと睨む。夢に出てきそうなほどに悍ましい光景である。しかし、背筋が粟立つ暇すら与えず、その女の口はやがて頰の皮膚を引き裂いて大きく開かれた。

　すると、その口こう腔くうの奥底から、甲高い回転音を立てていきなり円錐形の鉄の塊が現れやがった。その切っ先は、迷うことなく俺の顔面に向けられている──この化け物が！

　歯を食いしばりながら悪態をつくも、機械人形の瞳に感情の色は無い。血も涙も無い、というのは、まさにこのことだろう。俺の鉄の剣が、二本の鋏に挟まれてひび割れていく。

　だが──化け物がてめぇだけだと思うなよ。

　俺は意を決し、眼前に迫り来る掘くっ削さく機に向き直った。そして次の瞬間。

　──俺は顎を上げ、自らの喉元をその先端に突き刺した。

　凄まじい激痛と共に、鮮血がまるで噴水のように周囲に飛び散った。それと同時に力の均衡が崩れ、次の瞬間には俺の鉄の剣が粉々に砕け散る。そして当然のように、戻ってきた鋏と合わせて四本の死の先端が、俺の身体を貫いた。

　声なき絶叫が、暴風に攫さらわれて世界に散っていく。

　皮膚と肉が裂ける灼熱感と、万力で締め上げられるような苦痛が俺を襲う。

　しかし、その一方で俺は安堵していた。頭部を貫かれていたら、俺の意識はそこで途絶してしまっていただろう。しかし、これなら。

　──捕まえたぜ。

　声にならぬ俺の呟きに続いて、我々の頭上に影が舞い降りた。見上げなくとも分かる。奴は、あの程度で車外に放り出されて死ぬような間抜けではない。

　脅威だった四本の鋏は、俺の不死身の身体ががっちりと押さえ付けている。つまり──。

「──良い仕事だ、ソード」

　不敵さと愉悦を含んだ呟きが耳に届いた、その刹那。

　跳躍し振り下ろされたゴルドの刀剣が、重力と共に豪快に怪物の肩口に直撃する。

　天空からの一撃は鋼鉄を斬り裂き、身体の中のギミックをズタズタに分断し、周囲に撥条ばねと歯車をまき散らしながら、やがて列車の天井すらもぶち抜き、目の前の怪物の身体を真っ二つに両断したのだった。
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　全身に絡まった鋏の腕の残骸を振りほどき、俺も天井に空いた穴から車中に降り立つ。客車の中は先ほどのゴルドの一撃のせいでめちゃくちゃだった。馬鹿力め。

　唾つばを吐き捨てると、鉄の味がした。今まで幾度となく味わった、苦々しい味である。ここまでの手傷を負ったのは春先の一件以来だ。俺は首を左右に曲げ、身体の各所を動かしてみる。出血は止まり、既に傷も消え始めていた。心配だった喉元の一番大きな穴も、今は完全に塞がっている。何度か「あー、あー」と発声してみたが、問題は無さそうだった。

「相変わらず、羨うらやましい身体だぜ」

　ゴルドが刀剣を鞘に戻しながら、ニタニタ顔で言った。俺は自分の服装を見下ろし、顔を顰しかめた。シャツはズタズタに切り裂かれ、ジーンズまで血まみれになっている。

「ああ、これで服まで直ってくれたら言うことねぇよ」

　俺の口にしたくだらない冗談に、ゴルドはからからと笑った。

　──俺の身体は不死身だ。

　過去に投与された『とある薬』が原因で、如何なる事象も俺の身体を滅ぼすことは出来ない。腕が切断されようが、首を切り落とされようが、時間さえあれば俺の身体は常に正常な状態に回復する。この世の理ことわりに叛逆する、呪われた力である。

　俺は確固とした足取りで、機械人形の残骸へと歩みよる。ゴルドの馬鹿力は奴の身体を左半身と右半身に、ものの見事に真っ二つに叩き斬っていた。先ほどまで狂ったように暴れ回っていたその怪物は、今やぴくりとも動かない。どうやら完全に機能を破壊したらしい。

　屈み込んで検分していると、横からゴルドが覗き込んできた。

「『牙きば持もつ獣けものたち』の新種にしちゃァ、随分と脂身の少ない奴だな」

「ああ、少なくとも蛸デビルフィッシュの仲間でも無さそうだ」

　馬鹿馬鹿しい会話を交わしながらも、俺の思考は冷静だった。俺は目の前に横たわる異形の怪物の正体に、何となく勘付き始めていた。

　自分で動き、意志を持って攻撃する、機械の人形。

　こんなものは見たことも無いし、少なくとも俺は聞いたことすら無い。一八七三年のユナリア大陸に、こんな馬鹿げた技術がある筈が無い。敢えてあの小説家のような言い回しをするなら、存在自体がこの時代と辻褄が合っていないのだ。

　つまり──。

「あの聖女と同じ連中の仕業、か」

　この時代よりも遙か未来の別世界からやってきたという、歴史改変者。

　奴らの持つ超未来の技術とやらを使えば、こんな非現実的な怪物も生み出せるかもしれない。というより、俺にはそれ以外に思いつく要因がなかった。

　しかし、何故、それがイヴを狙っていたんだ？

「ソード、無事かい！」

　そんな言葉と共に客車に飛び込んできたのは、金髪の青年だった。

「これは、いったい何が？」

　続いて、眼鏡の青年が愕然とした表情で現れる。

「よう、ジョン、ニック。またおまえらの顔が見られて嬉しいぜ」俺は口の端を自嘲気味に歪めてみせる。「ところで、煙草一本くれるか？」

「二本だ」と、横からゴルドが口を挟む。「俺にもくれるかい、兄ちゃんたち」

　抜き身の刀剣を携えた見知らぬ男の姿に、二人が尻込みしたように息を吞む。しかし、血まみれの俺の姿を見つけると、ニックの方は心配そうに駆け寄ってきた。

「血だらけじゃないか！　君の血か、これは？」

「ああ、そんなとこだ」

「この出血量は致命傷だよ！　すぐに医者に診せないと……」

「大丈夫だ、煙草吸えば治るさ」

「治るわけ無いだろう！　馬鹿か君は！」

「──馬鹿げているのはそいつの回復力だよ、ニック」

　と、二人の背後から姿を現したのは、我が依頼人だった。その後ろには、恐る恐るこちらを覗き込むイヴの姿が見える。

　バーダは俺の横に立つ人間の形をした何かをちらりと見やると、皮肉っぽくその口元を歪めてみせた。

「久しぶりだな、ボードイン。今回の旅路も、いずれどこかで会うような気はしていたよ」

「よォ、作家先生。元気そうで何よりだ」

　ゴルドは相変わらず、へらへらと軽薄そうな笑みを浮かべている。初対面の三人は、その奇怪な人物に怪訝そうな視線を送っていた。

「安心しろ」と俺は三人に向けて言う。「こいつは敵だが、今のところ敵意はねぇよ」

「ゴルドだ。ソードの大親友の一人さ。宜しくな」

　長物を鞘に戻しながら、ゴルドはそんなことを言ってのける。鼻白む三人を見て、俺は訂正するのも面倒くさい気分だった。

　そんな中で、ジョンが俺に鋭い視線を送ってくる。

「しかし、ソード。この状況はどうなっているんだい？　それは何者で」と、彼は俺の足下の残骸を指さす。「そして、君はいったい何者なんだ？」

　どう答えたものか、と逡巡していると、先にバーダが口を開いた。

「その格好ではもはや誤魔化すことも出来まい。後件については真実を話すしかないだろうよ、ソード」

　俺はやれやれと首を左右に振った。実際、その通りだ。瞳を爛々と輝かせるジョン・ジャズフェラーを、適当な噓で騙すのは至難の業だろう。

「……話すと長くなる。まずはこの退のっ引ぴきならない状況を脱しよう」

「それは同感だ」

　バーダが後方をちらりと見やりながら首肯する。すでに乗客たちが野次馬となって集まり始めていた。

「そして何より」と、バーダの視線はイヴに向かう。「語られるべき真実は、どうやら一つでは無いようだからな」

　イヴは懊悩するような沈黙を挟んだ後で、俯くように微かに首を縦に振ったのだった。
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　結局、列車はアルノルンに到着する前に、それよりも遙かに手前の街、ハイカーゴ市で緊急停車することとなった。貨物車と客車がそれぞれ一台、走行不能となった為である。列車の乗務員たちは混乱と恐慌で超満員となった客車間を、半ば怒鳴り散らすような声でアナウンスして歩かねばならなかった。曰く、列車は夜明け頃には切り替えが完了し、明朝には改めて出発出来るらしい。

　怪我人こそ出なかったものの、走行中の列車が得体の知れない怪物に襲撃されたというのは一大事件であった。乗客の誰かが吹聴したのだろう、そのセンセーショナルな情報を求めて、駅にはすぐさま野次馬や新聞記者たちが殺到した。

　我々一行は余計な詮索が飛んでくる前に、人混みに紛れてこっそりと列車を降り、駅を後にした。あのまま寝台列車で夜を越せば、噂を聞きつけた記者たちのせいで質問攻めの夜を過ごすことになったであろう。今夜は市内のホテルにでも泊まるしかない。

　バーダとイヴの手を引っ張りながら、群衆を搔き分けるようにしてようやく駅から飛び出すと、俺の目の前には見上げるばかりの巨大な立方体群が広がっていた。

　ハイカーゴは東部でも有数の大都市の一つだ。リニア州最大の都市で、人口はアルノルン、イクスラハに次いで国内で三番目に多い。特に建築物群においてはイクスラハに勝るとも劣らない景観を有し、摩ま天てん楼ろう群と呼ばれる国内随一の高層建築物が建ち並ぶ。唯一、イクスラハと異なるのは、その大半が真新しい建物で、煉れん瓦がや石壁づくりの塔がほとんど存在しないところだろう。

　皇国時代、都市全土にあたるおよそ二〇〇〇エーカーを焼き尽くす大火災があり、古い建物は殆どが燃え落ちてしまったらしい。つまり、都市はそこから凄まじい速度でこれほどまでに発展してきたわけだ。近代都市の象徴、前進する息吹の具現──それが『谷風なびく街』、ハイカーゴである。

　幸か不幸か、我々が訪れた日のハイカーゴは年に一度の大祭の日だったらしく、街中が累々たる群衆で溢れかえっていた。表通りに建ち並ぶオープンカフェはさながら沈没寸前の客船といった様相を呈し、目に付くホテルの数々には『満室ノーベイカンシー』の看板が吊り下げられていた。

　そんな中、我々は駅からほど近い商業区にある、高級ホテルに部屋を押さえることが出来た。あとから知ったことだが、どうやらそこはジョナサン・ジャズフェラーが経営するホテルの一つであったらしい。やはり、持つべき者は金持ちの知人である。

　その建物、ホームサイト・シーイング・ホテルは地上一八〇フィートの十二階建てビルで、最上階には一面硝子張りの巨大な食堂が備えられていた。我々はその一角、大きなラウンドテーブルの席に案内されて、ようやく脚を休めることが出来た。ディナーまで時間があるせいか、客の姿はまばらである。

　席に着くなり、俺はシャツのボタンを一つ外し、襟えりを開いて大きく息を吐いた。ちなみに、先刻の戦闘でボロボロになった服は既に車内で着替えてきている。しかし、それでも街中の熱気で背中は汗だくだった。

「去年の暮れにブルー・ストックスが優勝したときでも、こんな大騒ぎにはなってなかったぜ」

　うんざりした調子で俺が言うと、ジョンが遠い目をしながらうんうんと頷いた。

「あのときは振り逃げからの三塁ランナー押し出しが決勝点という、あまりにつまらない幕切れだったしねぇ」

「ああ、投手のマシューズの球があのときすっぽ抜けなければ、結果は変わってたかも」

　ニックも虚ろに天井を仰ぎながら、そんなことを呟いている。意味の無い応酬である。駅からここまでの道中で、もはやみんな疲労困こん憊ぱいだった。

　唯一元気なのは、何故かここまで我々に付いてきた金髪の男だ。

「いいや、仮にあそこで得意のスピットボールが決まっていても、ロッソ・ボーンズなら打ってたぜ、間違い無く──ああ、ギャルソン、俺にはエールをくれ、よく冷えたやつをな」

　俺の隣の席で背もたれに身を預けながら、ゴルドは給仕を呼びつけてそんな注文を言いつける。その不遜さに苦言を呈す気力は、俺にはもうほとんど無かった。

「──私は冷たい紅茶を貰おう」と、そんな中でバーダはひとり涼しい顔をしていた。「イヴ、あなたも同じものでいい？」

　その問いかけの先、隣で静かに俯いているのはイヴである。バーダはそっと彼女の肩に手を置く。

「安心して。別に今からあなたを糾弾しようとしているわけじゃない。ただ、少し詳しい話を聞きたいだけよ」

「でも……」

　そこでイヴはおずおずと顔を上げ、どこか心配そうに俺とゴルドを見やった。先ほどのボロボロになった俺の姿を思い出しているのだろう。或いは、その話をすることで更なる苦難が俺たちに舞い降りることを懸念しているのかもしれない。だが、バーダはそれをやんわりと笑い飛ばした。

「大丈夫、彼らはあんな見てくれだけど、とても頑丈よ。軋む門は長持ちするってね」

「東国で言うところの『柳やなぎに雪ゆき折おれ無し』、ってやつか。そいつはいい」

　ゴルドが可笑しそうに呵か々かと笑い、ギャルソンの持ってきたエールを奪い取って一口で飲み干した。あまりに美味そうに吞みやがるので、俺も同じものを注文する。

「ちょっと待ちたまえ、フォレスター」と、口を開いたのはジョンである。「確かに列車を襲ってきたあの人形の怪物のことも気になるが、私としては彼の出で鱈たら目めな身体のことも凄く気になっているんだがね」

　彼の冴えある視線を受けて、俺は戯おどけた調子で首を竦めた。

「別に、ちょいとばかし他人より身体が頑丈なだけさ──って答えじゃあ、納得はしないんだろうな、たぶん」

「ああ、良かった。簡単な男と見くびられるのは私も好みじゃないからね」

　ジョンはにこにことした笑みを浮かべていたが、その瞳には獲物を逃さぬ冷徹な光が漲みなぎっていた。どうしたものかと雇い主に目線を送ると、彼女はしばしの黙考の後で諦めの息を漏らした。

「おまえを騙せる噓を考えるのは、長編一本書き上げるのと同じくらいの労苦だろうな」

　そして俺の方に視線を投げ、再び吐息をつく。

「私の口から説明しよう。順序立てて説明するということが、この男は幼児並みに下手でね」

　いちいち俺の神経を逆撫でせずには気が済まない女である。俺はむっとして言い返す。

「おまえだって剣の扱いは下手くそだろうが」

「否定はせん、適材適所だ」

　バーダの涼しい返答に俺は舌打ちを漏らすも、反論は挟まなかった。むかつくが、彼女の言う通り、開示する情報の取捨選択は俺よりもこいつが適任だろう。何より、我々は春先の枢機卿失踪という大事件に深く関与しすぎている。俺からうっかりと下手なことを言うわけにもいくまい。

　バーダはマルムスティーン枢機卿の件を上手くはぐらかしながら、あの春先の一件を語った。アタヘイの不老不死の研究、その結実たる『最愛の霊薬』、副作用とそれによる悲劇、そして『歴史改変者たち』のこと。聖女ハヴァンディアがその連中の一人であることは、彼女は口にしなかった。それはバーダ自身の打算故か、あの少女に少なからず同情を抱いているのか──或いは、その両方なのかもしれない。

　一通りの話を終えたとき、テーブルの上には俺とジョンの煙草の吸い殻がそれぞれ三本ずつ、郷きょう愁しゅう的な残骸を築いていた。

「──なるほど、まさに『傭兵と小説家』というわけだ」

　ジョンは感心した様子で、バーダが先週出版した小説のタイトルを挙げた。俺は自嘲気味に笑って見せる。

「俺の報酬の話もしてやろうか。モデル料込みと考えると、少しばかり憐憫を誘う額だと思うぜ」

　しかし、ジョンは俺の瞳を見つめながら、静かに首を左右に振った。

「残念ながら君を雇う話は諦めたよ。それよりも、あの話の続きが書かれる方が私に有益だからね」

　それは俺にとってはなかなか不利益な話だな、と鼻で笑い飛ばす。

「しかし、不死身の霊薬か」と、そこでニックが俺をじろじろと眺めながら口を開いた。「フォレスターの話だと、その歴史改変者なる連中の未来の技術、ということだそうだけど──どうも、先ほどの一件とはかなりの近似値を示す話であるように思えるね」

「私も同感だ」と、バーダが頷く。「あの機械人形はどう考えてもこの時代の人間が作れるような代物じゃない」

　そこで一同の視線が、一人の少女に向けられる。彼女はそれを予め覚悟していたかのように、身じろぎ一つしなかった。バーダはその覚悟に報いるように、躊躇いなく追及の言葉を突き立てる。

「あの時、あなたはあの怪物の名前を呼んでいたわよね──話してくれるかしら、イヴ？」

「……分かりました」

　少女は胸の内を落ち着かせるように大きく息を吸い込んだ後で、やがて顔を上げた。

「──先ほどの彼女の名前は、キャビッジパッチ。私の養よう父ふ、トーマス・アルバ・レメルソンが開発した、機械仕掛けの自動人形です」





◆






　そのイヴの言葉に含まれた膨大な情報量に、誰もが一様に息を吞んだ。

「君の、養父だって？」

「まさかそんな、レメルソン博士が……？」

　ジョンとニックがほぼ同時に椅子から僅かに腰を浮かせる。バーダもまた、珍しくその表情に驚愕を宿していた。そして、やがて何かに気づいたように目を細め、顎に手を当てる。

「なるほど──では、あの怪物は例の『未来王の手記エジソンズレコード』の産物というわけか」

　バーダの言葉を聞いて、俺も胃の腑ふに落ちた。レメルソン博士が持っていたとされる、遙か未来の科学技術が記された知識の源泉。現実離れした化け物だとは思っていたが、俺の当初の予想通りというわけだ。

　しかし、イヴはそこで訂正を挟むように、控えめな振幅で首を左右に振った。

「本来の彼女──キャビッジパッチは、私の住む屋敷の女性給仕メイドとしてお父様が作ったものなんです。いつも私の世話をしてくれていて、だから、その、怪物だなんて……」

　そう言いながらも、イヴの言葉尻は静寂に吞み込まれていく。先ほどのキャビッジパッチとやらの変わり果てた姿を思い出しているのだろう。

「メイド、と言ったけど」バーダが口を開く。「そんな存在が、どうして庇ひ護ごするべきあなたの命を狙うの？」

　イヴは困惑顔で、再び首を横に振った。

「私にも、分かりません。彼女は普段から表情の無い人形でしたが、私に危害を加えたりするようなことは一度もありませんでした。でも、それがどうしてあんな姿に……」

　あの怪物の身体は、どう考えても子供の面倒を見るために作られたものではない。明らかに暴力的な行為を目的としたものだ。言うなれば、存在そのものが兵器の一種と言ってもいいだろう。

　そこで、俺もふと思い出した。

「そういや、あいつの身体、最初から妙にボロボロだったな」

　そんな俺の呟きに、ニックが反応した。

「ボロボロ？」

「ああ。貨物車の荷物の中に隠れてた割には、服はほとんど布きれ同然で、顔の皮も剝がれてた。骨組みの金属の部分は赤錆だらけだったぜ」

「赤錆……そうか、ジャム・バニー号だ」思いついたようにジョンが口走る。「ほら、僕らとイヴが乗っていた船だよ。あの人形、キャビッジパッチもその船に乗り込んでたんだ。船でイヴを突き落とそうとしたのも、たぶんあの人形だったんだよ」

　まるでその推理が真実で間違い無いと言わんばかりに、ジョンは自信満々に続ける。

「暗殺に失敗したキャビッジパッチは、船員たちの捜索から逃れる為に海に逃げ込んだ。そのまま船体に摑まるか何かして、ユナリアに渡ったんだ。だから身体の中のギミックが海水で錆びついてしまっていたんだよ」

「しかし、海に落ちた程度であんなに服や皮膚がボロボロになるか？」

　俺は疑問を口にする。俺が見る限り、あれは何か鋭利なもので引き裂かれた痕のように思えた。対して答えたのは、バーダである。

「あり得ん話ではないな。ジャム・バニー号のプロペラスクリューは八五〇〇馬力、船の速度にして十四ノットだ。船体に張り付いていたとしたら、その負荷は尋常なものではない。航路上で何らかの浮遊物にぶつかりでもすれば、傷だらけにもなるさ」

「しかし」とニックが問題提起する。「船でそこまで秘密裏にイヴを殺そうとした奴が、どうして列車ではあんな派手に暴れ回ったんだろう？」

　列車の天井を剝がしてまでイヴを猛追しようとした、あの怪物の姿が脳裏を過った。今思えば、それはどこか焦燥じみた行動のような気がした。

　対して、ジョンは再び得意げに口を開く。

「ユナリアに着いた頃には、既に自身の身体が正常に動かなくなりつつあった。だから、完全に機能停止する前に強行突破に出た、そういう筋書きじゃないかな」

　そういえば、と俺はさらに思い出す。あのとき、イヴが車掌に大きな声で自分の名前を名乗った瞬間、貨物車で大きな物音がしていた。なるほど、或いは機能の限界を迎えつつあった人形が、その名前が聞こえた瞬間に末期の力を振り絞ったのかもしれない。

「──でもいずれにせよ、これでひとまずは安心ということだろう」

　と、ジョンが背もたれに身を預けて付け加えた。

「安心？」と俺は眉を寄せる。「そりゃなんでだ？」

「だって、そのキャビッジパッチという人形が、ずっとイヴの命を狙っていたんだろう？　それなら脅威はこれで取り除かれたってことに──」

「いいや、それはどうだろうな」

　と、バーダがジョンの言葉をばっさりと切り捨てる。その視線が俺とゴルドの野郎に向けられた。

「ソード、ボードイン、先ほどの戦いを思い出してくれ。奴の武器は何だった？」

「武器？　ああ、そりゃ、でかいペンチみたいな腕だったぜ」

「弾丸を放つ類いの武器は使われなかった、そうだな？」

　その問いにはゴルドが答える。

「無かったぜ。残骸を見た感じ、それっぽいものも見当たらなかった。何より火薬の匂いは全くしなかったからなァ」

　そこで、俺ははっと気づく。そうだ、イヴが港を出発するときの話だ。彼女は何者かに銃撃されたと言っていた。ということは、つまり──。

「そうだ」と、バーダは俺の思考の中の答えを肯定する。「少なくとも、敵はもう一人──狙撃手がいる筈だ」

　場の空気が水を打ったかのように静まりかえる。沈黙を破ったのはジョンだった。

「でも、それはロンド・ヴェルファスでの話だろう？　狙撃手がユナリアまで渡ってきているとは限らないんじゃ……」

「仮にそいつがイヴと同じ船に乗っていなかったとしても」とバーダが答える。「東歐州からの連絡汽船は他にも出航している。翌日の便に乗って大陸に渡っているかもしれない。しかも最悪なことに、我々はこうして此処で丸一日、足止めを食っている状況だ。その『もう一人』が追い付いてくる可能性は、決して低くは無いだろう」

「もう、一人……」

　イヴの表情が青ざめるのを、バーダは見逃さなかった。

「心当たりがあるの？」

「いえ、その」イヴは言い淀むも、やがて躊躇いがちに口を開く。「……私の屋敷には、お父様が作った女性給仕メイドが二人いました」

　それを聞いて、その場の全員の思考が、同じ道筋を辿ったように思えた。それを悟ったのか、イヴは否定するように慌てて言う。

「で、でも、ガンドシュタイフは私の教育係のような存在で、とても私の命を狙うような人形じゃ……」

「ガンドシュタイフ」と、バーダが冷徹にその名を繰り返す。「それがもう一人の名前ね」

　イヴは言葉の切れ端を見失ったかのように俯き、やがて小さな声で「……はい」と呟いた。

　レメルソン博士が作った二体の自動人形、キャビッジパッチとガンドシュタイフ。それを聞いて、俺の気分が再び倦怠感に沈んでいく。やれやれ、あんな化け物がまだいるのか。

　バーダが落ち着いた口調で言う。

「イヴ、ここで決めつけるのは確かに早計かもしれない。でも、あなたの世話をしていたというキャビッジパッチがあなたを襲ってきたことも事実。既にあなたも理性では、警戒するべき存在を理解しているはずよ」

　少女は答えず、僅かに俯いて視線を逸らす。バーダはそれを諭すように続けた。

「そのガンドシュタイフという人形について、教えてくれるわね？」

　教育係であったというからには、それなりに長い時間を一緒に過ごしたのだろう。そいつに少なからず情があるのは無理もない話である。イヴはしばし懊悩する様を見せたが、やがて静かに口を開いた。

「……分かりました」

　顔を上げ、感情を押し込めるように眉を寄せながら、イヴは語り始める。

「ガンドシュタイフは、お父様が作った二体目の人形と聞いています。見た目はキャビッジパッチと全く同じですが、その、後期型と言いますか、要するに彼女と比べて少しだけ高性能な人形でした。キャビッジパッチは単語を使った断片的な会話しか出来ませんでしたが、ガンドシュタイフは語彙や接続詞も豊富で、まるで人間のように会話をすることが出来たんです。ただ──」

　そこで、彼女は言い淀む。バーダがその先を促した。

「ただ？」

「これはキャビッジパッチも同じなんですが、その、声の調子には抑揚は無くて、表情が変わるところも、少なくとも私は一度も見たことがありませんでした」

「表情が変わらない、か」ジョンがぽつりと呟いた。「人間を模すというのなら、それはかなり致命的だね」

「一応、お父様が言うには、理屈の上ではあの二体も笑ったり泣いたりすることは出来るそうなんですが……」

「未来の科学技術でも、心を作ることまでは出来なかった」と、今度はニックが独り言のように言った。「つまりは、そういうことじゃないかな」

「私のような人間にとっては朗報だな」

　バーダはどこか自嘲的に口元を歪めてみせる。

「科学の力で人間の心まで作れるのだとしたら、未来では小説家という仕事は消えて無くなっているだろうよ。人心を解して勝手に物語を作ってくれるタイプライター、なんてものが出てきたら、私たちは路頭に迷うしか無い」

「うーん、機械の作ったフィクションなんて、私個人はあまりぞっとしないなぁ」

　と、ジョンも苦笑を漏らす。

　そこで、俺は先ほどからずっと疑問に思っていたことを口に出した。

「──なぁ、心が無いのなら、どうしてキャビッジパッチはイヴを殺そうとしたんだ？」一同が沈黙する。「誰かを恨んだりすることもないわけだろ？」

　バーダが感心したような顔で俺を見る。

「驚いた、おまえがこれほど理知的な意見を述べるのは何年ぶりだろうな」

「おまえと出逢ってまだ半年も経ってねぇよ」

「ふむ、確かにキャビッジパッチの行動に、個体に端を発する動機がないのだとしたら──第三者の指示であった、という可能性が高いだろうな」

「第三者って、まさか……」

　ニックが嫌悪に顔をしかめた。さすがに俺も察しがつき、思わず苦虫を嚙む。

　人の手により作られた自動人形。そんなものに命令を出せる人間など一人しかいない。理由は分からないが、もしそうだとしたら、あまりにも胸糞の悪い展開である。

　しかし──。

「お父様ではないと思います」

　珍しく、イヴがはっきりとした口調で否定を示した。しかし一同の視線が集中すると、彼女は少し身を震わせて、伏し目がちに続けた。

「あ、いえ、あの、確証があるわけではないんですが、お父様──レメルソン博士がキャビッジパッチたちに私を殺すように指示する、というのは、あまり論理的じゃないように思うんです」

「論理的、というのは？」

　ジョンが問い返すと、イヴは即座に答えた。

「私をこの旅に送り出したのは、他でもないお父様だからです」

「──何ですって？」

　バーダが眉を寄せる。俺を含め、他の一同も新たに飛び出した情報に困惑した様子だった。バーダは腕組みをして、少し不機嫌そうに唸うなった。未だ出揃わない情報に、或いはそれを揃え切れていない自分自身に苛立っているのだろう。彼女は目の前で忘れ去られていた紅茶のグラスを口へと傾け、一息落ち着いてから、イヴをまっすぐに見つめた。

「……ねぇ、イヴ。最初に『旅が終わったら』とは言ったけど、今はもう事情が変わってきてる。あなたのこと、最初からもっと詳しく教えてくれないかしら？」

　それでも、イヴはまだ少し迷っている様子だった。すべてを明かしてしまいたい、しかし、何かが理由でそれが出来ない──そんな顔だ。或いはその父親に、他言無用を言いつけられているのかもしれない。見かねて、俺も口を挟む。

「作家だけあって、この女は病的に噓が巧いぞ、イヴ」

　突然何を言い出すのか、という非難の視線が依頼人から飛んできたが、俺は無視して続ける。

「だから安心しろ。誰かに追及されても、こいつなら適当な噓で煙に巻くくらいお手の物だ」

　ジョンとニックが含み笑いを漏らし、バーダは心外と言わんばかりに俺を睨んだ。

「ふん──ついでに、この男は記憶力が絶望的に悪いから、そっちも安全よ」

「あ？　何だと」

「何よ」

「さらに言えば」と、今度はジョンが口を挟む。「こちらは世界で一番口が堅い資産家に、世界で一番口数の少ない科学者だよ」

　その隣ではニックが人の良さそうな微笑を浮かべていた。

「少なくとも『情報が財産である』という認識を持つ人種であることは間違い無いね」

「ちなみに、そっちの男は見ての通りだ。無視していいぞ」

　俺が顎で指した先には、ゴルドが椅子の背もたれに身を預け、天井に向けて寝息を立てていた。目の前には空になったグラスが何本も並んでいる。真っ昼間から酔い潰れて熟睡とは、呆れた男である。

　イヴはしばらく啞然としていたが、やがて少しだけ、強ばりを解くように口元を緩めた。

「──分かりました」

　居住まいを正し、イヴは自分の分の紅茶を一口だけ飲む。それで心を落ち着けたのか、顔を上げて、しっかりとした口調で語り始めた。

「では、最初からお話しします。私が、あのレメルソン博士の養子になったところから──」





◆






「私はもともと、孤児ストリートチルドレンでした」

　そんな言葉から、イヴの身の上話は始まった。

「本当の両親のことは何も覚えていません。物心ついた頃には、私はベルロランの裏路地で生きていました。ご存知かもしれませんが、ベルロランには貧民街と呼ばれる区域がいくつかあって、そこには私のような親のいない子供がたくさんいます。私はタムズ川のほとりで、主にゴミあさりや、店先の掃除で駄賃をもらいながら、他の子供たちと一緒に共同生活のようなものをしていました」

　その話に、俺は親近感を覚えた。かつての俺も同じような生活をしていた時期があったからだ。もっとも、当時の俺の生業はそんな平和的なものではなく、暴力と痛みの伴うものであったが。

「当時の私がよく困っていたのは、靴くつでした」と、イヴは自分の足下に目を落とした。「どうにかしてお金を集めて靴を手に入れても、一年後にはすぐにサイズが合わなくなってしまったんです。私の身体が成長期だったからなんだと思います。特に冬場の川辺はとても辛くて……よく、捨てられていた帽子を糸でつなぎ合わせて、靴の代わりにして歩いていました」

　俺も何の気なしに、隣のイヴの足下に目をやってみる。今は光沢のある焦げ茶色の上品なブーツが、彼女の足を飾っていた。

「そんな私の生活が一変したのは、九歳くらいの時だったと思います──あ、その、九歳というのは、後からお父様が決めた年齢で、当時の私は自分の誕生日はおろか、年齢すらも知りませんでした。ですので私の誕生日は、最終的にはその人に拾われた日になりました」

　誰もが沈黙しながら、十四歳の少女が語る奇譚に耳を澄ませていた。彼女の半生は陰惨であり、今の小綺麗な令嬢然とした姿からは想像も出来ないものだった。

「それは十二月の雪の日でした。私はいつものようにベルロランの裏路地で、レストランの裏口のゴミ箱を漁っていました。冬場は食べ物が傷みにくいので、とても助かるんです。その日は一口しか囓かじられていない大好きなパイを見つけたので、幸運に思っていたことを覚えています」

　と、そこでイヴはおずおずと周囲を見回した。そして、気弱そうに笑った。

「……あの、ごめんなさい。ちょっと、汚い話でしたね」

「そんなことねぇよ」

　と、俺は思わず口走っていた。バーダも「大丈夫、続けて」と先を促す。

「そうですか。では──私がその冷え切ったパイに口を付けていると、突然、コートを着た男の人が私の前に立って『君はそんなものを食べていい人間じゃない』と言ってきたんです。呆然としていると、私はそのまま、その男の人に手を引かれて連れて行かれました。人攫いかと一瞬思いましたが、私を攫ったところで何も得られるものなんてありません。だから、そのときの私は特に抵抗もせずに、されるがままに手を引かれていきました。不思議なことをする人もいるものだなぁ、くらいは思っていたかもしれません」

　そこで、歯ぎしりのような音が聞こえたような気がした。ふと、俺が視線を横に向けると、ニックが苛立たしげな顔でイヴを見つめていた。その内心が俺には何となく伝わってくる。わずか十歳にも満たない少女の諦てい観かんに満ちた人生観に──或いは、それを強いた世界そのものに、憤いきどおりを覚えているのだろう。

　イヴの話はさらに続く。

「私は馬車に乗せられて、ベルロランの郊外の林の中にある大きな屋敷に連れて行かれました。到着するなり、そこで二人の女性給仕メイドに服を──と言っても、ぼろ切れみたいなものでしたが──脱がされて、バスタブで入念に身体を洗われました。櫛くしで髪まで梳とかされて、今まで着たこともない綺麗なワンピースを着せられて、大きな書斎のような部屋に連れて行かれました。そこには先ほどの男性が立っていて、私が入るなり、まるで品定めでもするように、熱心に私の頭の先からつま先まで無言で観察しました。『そこで回ってみなさい』と言われてくるりと回ってみたり、『小首を傾げて見せなさい』と言われてその動作をしたりしました。でも『笑ってみなさい』という指示にだけは、私はうまく応じることが出来ませんでした」

　自嘲気味に口の端を歪めて語るイヴ。そういえば、彼女はこれまでに一度も、我々に笑顔らしい笑顔を見せていない。

「一通り私の姿を確認すると、その男の人は無表情のままで『君は私の娘として、これからこの屋敷で暮らすんだ』と言いました。突然の話で、私はどう答えたらいいか分かりませんでした。でも、何となくそこには、私の意志など関係無いかのような、とても強い命令のような空気がありました。私の返答も待たずに、彼は自分の名を名乗りました。ええ、お察しの通り、その人が現在の私の養父、トーマス・レメルソンです。そして私に名前を訊ねてきたのです。でも、私は答えられませんでした。私の名前は場所や時期によっていつも違っていたのです。アンナと呼ばれたり、レヴィと呼ばれたり、もしかしたら、私の知らない呼び名もあったかもしれません。私が黙っていると、その男の人は言いました。『ならば君はこれからエヴァンジェリンと名乗りなさい。エヴァンジェリン・アーシュラ、それが君の名前だ』と」

「ちょっと待って」と、そこでバーダが口を挟んだ。「あなたの名前は、それじゃあレメルソン博士が付けたということ？」

「ええ、そうです」

「うーむ」ジョンが腕を組んで唸る。「娘にする、と言った割には自分の姓を与えなかった──少し妙な話だね」

　そこでニックが思いついたように口を挟んだ。

「もしかして、世間に養女の存在を隠したかったのかな」

「あり得る話だね。レメルソン博士の名はその界隈では有名だ。良い意味でも、悪い意味でもね。彼は方々からそれなりに恨みを買ってる発明家でもあるわけだし、或いは、その矛先がイヴに向かわないようにしたんじゃないかな」

　ジョンの言葉に、しかしイヴは無言で俯いてしまった。その表情には、養父が自分のためにそんなことをするだろうか、という疑義の色が在り在りと浮かんでいた。

「それで」とバーダが話の筋を戻す。「その日から、あなたはエヴァンジェリン・アーシュラとして、レメルソン博士の養女になったわけね」

「はい──それからの生活は、これまでとは全く違っていました。お腹が減ったら、食事が用意されるようになりました。洋服もちゃんと袖のあるものを着せて貰えました。靴も、サイズが変わるたびに新しいものが用意されるようになりました。料理とか洗濯とか、私の身の回りのお世話はキャビッジパッチという女性給仕メイドがやってくれました。そしてもっとも大きな変化は、教育を受けさせて貰えるようになったことです」

「それはつまり、学校に通えるようになった、ということかい？」

　ジョンの質問に、イヴは首を左右に振った。

「いえ、そうではありません。私への教育はすべて、屋敷の中で行われました。私に文字や教養を教えてくれたのが、もう一人の女性給仕メイドでした」

「それが、ガンドシュタイフね」

「はい。私は五年間、彼女に勉強を教えられました。文字だけではなく言葉遣いや、淑女としてのマナーまで。彼女はいつも無表情で、その教え方もとても機械的でした。正直に言って、楽なものではありませんでした。私がそれを出来るようになるまで、彼女は何度も何度も同じことを繰り返させました。同じトーン、同じ喋り方、同じ言葉で──私は時にそれを煩わしく、そして辛く思っていたことも事実です。でも、そのおかげで、私が少なからず一般教養のようなものを身につけられたのも確かです。そういう意味では、私は彼女に感謝するべきなのかもしれません」

「ちなみにだけど、その二人が人間ではなく、自動人形だと知ったのはいつだったんだい？」その質問はニックからだ。「そして、それを聞いたとき、君はどう思った？」

「そうですね、屋敷に来てすぐ、数日間の内のことだったと思います。お父様自らが話してくれたのです。曰く、『彼女たちは普通の人間とは異なり、外の世界では生きていけない人形なのだ』と。あと、『自分の言うことしか聞かない』とも言っていました。実際、彼女たちは私のお願いは殆ど聞いてくれず、お父様の指示にのみ従順でした。当時の私は科学のことなど何一つ知りませんでしたから、最先端の科学技術ではそういうものが存在するんだな、くらいにしか思いませんでした。それが異質な存在であることに気づき始めたのは、文字を学習して様々な本を読めるようになってからです。ですから、つい最近のことですね」

「つい最近って……」バーダが困惑したように言う。「でも、さすがに街を歩いたり、同年代の子たちと話をしたりしていれば、『自分で勝手に動く人形』というのがどれだけ異常なものか分かりそうなものじゃないの？」

　その指摘に、イヴは少し困ったように肩を縮こまらせた。

「あ、いえ、その──私は屋敷にやってきてからの五年間、一度も外に出たことがありませんでしたので……」

　それを聞いて、一同は言葉に詰まる。何かの間違いでは無いか、と確認するかのように、バーダが問う。

「五年間で、一度も？」

「はい。あ、でも、本や新聞はたくさん読ませてもらいましたので、それほど苦痛では無かったんです。その、少しだけ、寂しいときは、確かにありましたけど……」

「外に出たいとは思わなかったのかい？」

　ニックが訊ねると、彼女は曖昧な仕草で首を動かした。

「お父様の、強い言いつけでしたので」

　それは質問に対する回答になってはいなかった。

　思わず俺の口から舌打ちが漏れる。イヴがそんな俺を見て一瞬、怯えるように肩を震わせた。しかし、今度はバーダは俺の頭を叩いたりはしなかった。きっと俺と同じ思いをしていたからだろう。

　五年間、一度も外の世界に出られないなど、そんなものは正常な生活ではない。ただの監禁だ。

「レメルソン博士は、何か父親らしいことをしてくれたの？」

　バーダが真剣な顔で訊ねると、イヴは困ったように首を傾げた。

「あの、その、はい、生活は何不自由なく──」

「父親の笑顔を見たことは？」

「それは……ありません」

「それじゃ、その父親との生活で、一番あなたの思い出に残っているのは何？」

　バーダの問いに、イヴはすぐさま答えられなかった。三秒間、言葉を探すように沈黙した後で、いつものように視線を逸らして項うな垂だれてしまう。

　バーダは苛立たしげな溜息をついた。もちろん、その苛立ちはイヴに対してではない。

「分かったわ、そのことについては後で詳しく話しましょう──とにかく、これがあなたにとって初めての外出になるわけね」

「……はい」

　そこで消沈気味の空気を払拭させるかのように、ジョンが戯けて言う。

「初めての外出が真珠海を渡り、さらにユナリア大陸まで横断するものとは、いきなり随分とハードルが高いね。大金持ちの私もびっくりだよ」

「傭兵が一年間に歩き回る距離も軽く超えてるぜ、たぶん」

　俺も軽く笑ってみせる。生半可な旅路ではない。少なくとも、まともな親が娘に一人旅をさせるような距離ではないだろう。バーダが再び訊ねる。

「この旅はレメルソン博士の言いつけで始まった、と言ったけど、そのときのことも詳しく話してくれる？」

「あ、はい。ちょうど今から十日前の夜でしょうか。珍しく、私はお父様に書斎に呼び出されました。すると、いきなり大きな旅行鞄を私の前に取り出して、こう言ったんです。『明日の夜、この書斎からこの鞄を持って行って、ユナリア大陸に渡りなさい。大陸横断鉄道に乗って、ロアの人形図書館にこれを届けるんだ』って」

　その話を聞いて、バーダの瞳に冴えが入る。

「それが、あの大きな旅行鞄ね？」

　バーダがテーブルの横に視線を投げる。そこには弾痕の刻まれたキャスター付きの大きな鞄が置かれてあった。イヴの大事な荷物と聞いていたので、さすがに列車の中に置いておくのはまずいということになり、このホテルまで運んできたのだ。もちろん、汗だくで運んできたのは他でもない、この俺である。

「はい、そうです」

「レメルソン博士は行き先しか言わなかったのね？　誰に届けろ、とまでは言ってなかった？」

「えっと、お父様が言うには、『行けば分かる』とだけ……他には、蒸気船のチケットや、大陸横断鉄道の時刻表、それに充分すぎるくらいのお金も渡されました。鉄道の時刻表にはイクスラハの傭兵組合の一覧も付いていて、ここで護衛を雇うようにという指示も書いてありました。あとは……そう、『絶対にレメルソンの名前を出すな』と、とても強く言いつけられました」

　それを喋ってしまったことに多少なりとも罪悪感があるのか、イヴはまた俯いてしまった。まったく、この子はあまりにも俯きすぎだ。まるで、彼女の人生そのものまで俯いてしまっているような気がした。

「ますます妙だな」そう呟いたのはジョンである。「十四歳の少女にそれだけの大金を預けて一人旅だなんて、むしろあまりにも危険すぎる。傭兵を雇えと言っても、彼らだって全員が全員、誠実な人間というわけじゃないだろうに。大金を持っている十四歳の少女を前にしたら、悪事を考える輩だっている。それが傭兵という連中……」

　と、そこで俺と目が合い、ジョンはばつが悪そうに苦笑した。

「あ、これは失礼。主語が大きすぎたね」

「いや、お前の主張はたぶん教皇の神託並みに正しいぞ」

　俺は真剣に頷いた。傭兵なんてのはロクなものじゃない、俺も心からそう思う。

「でも、レメルソン博士はどうしてついて来なかったんだろう。無責任にもほどがあるよ」

　ニックが糾弾するような口調で言った。イヴは儚はかなげに口の端を歪めながら答える。

「お父様は、出発の日はどうやら何か大事な仕事の約束があったそうで、私が朝起きた頃にはもう屋敷にいませんでした。書斎に、この鞄だけが置かれてあって……」

「娘の出立を見送りもせずに？」ニックが顔を顰める。「やはり、どうも僕はあの男が好きになれないよ。発明家としても、人間としても」

　これまでの話を聞く限り、その意見には俺も賛成だった。

「そういえば」思い出したようにイヴが言う。「私は夕方に屋敷を出たのですが、その日は何故か、キャビッジパッチもガンドシュタイフも朝からいませんでした」

「なるほどね」とバーダが微かに口元を緩める。「やはり、その時点で動き出していたと考えるべきだろうな」

　その場の全員が、バーダに目を向ける。彼女の瞳には、何かを見抜いたかのような鋭い冴えと、そして確信を含む愉悦の色が見て取れた。

「動き出していたって、何だよ」

「レメルソン博士の予期しない──いや、逆だな。予期していた『何か』だ」

「何だそりゃ、ますます分からねぇぞ」

　俺が正直に言うと、バーダは見下すように「だろうな」と呟いた。畜生。

「フォレスター、君は何か気づいているのかい？」

　ニックが問うと、バーダは微かに頷いてみせた。

「ああ、全体の構図と、ちょっとした推測──正確には、これは文脈から読み解いた『作家としての予感』だな」

「またそれかよ」

　俺の辟易の言葉に、しかしバーダは得意げに笑って見せる。

「春先の旅ではおまえもそれに助けられただろう？」

「いや、俺はそれのせいで第零騎士団に町中を追いかけ回されたんだぞ」

　危うく銃で脳天をぶち抜かれそうになったことを思い出した。いや、別にぶち抜かれても俺は死なないのだが。

　だが、バーダは俺の主張など歯牙にも掛けず、腕を組んで咳払いを挟んだ。まるで、これから語ることの重要性をその場に馴染ませるかのように、周囲を睥へい睨げいする沈黙を置く。そして、その口元に自信の笑みを僅かに浮かべながら、語り始める。

「まず全体図を整理しよう。イヴの先ほどの話を聞く限り、今回の彼女への一連の襲撃は、レメルソン博士が望んだことではなかったと思う。キャビッジパッチ──そしておそらくガンドシュタイフもだが──彼女たちと博士は、どちらかと言えば現在は敵対関係に近いと思われる」

「僕もそうは思いたいけど」とニックが言う。「でも現実的に、彼女たちに命令を下せるとしたら、その造物主であるレメルソン博士だけじゃないかな？　イヴが言うには、彼女たちはレメルソン博士の言うことしか聞かないんだろう？」

「いや、もう一人いるはずだ。正確には、命令を下せるようになった人物が、な」

　彼女が口にした意味深な単語に、一同は首を傾げた。ジョンは頭を抱える。

「なった？　それはどういう……あ」

「まさか……」

　ジョンの気づきに同調するように、ニックもまた目を見開いた。俺とイヴの頭上に浮かんだままの疑問符をなぎ払うように、バーダが不敵に微笑する。

「そう──『未来王の手記エジソンズレコード』だ」

　そこでようやく、俺も点と点が繫つながった気がした。そんな俺の脳内整理を促すかの如く、バーダは続ける。

「ジョナサン、ニコラス、お前たちは言っていたな。オークションに出される筈だった『未来王の手記エジソンズレコード』が何者かに盗まれた、と。自動人形たちが『未来王の手記エジソンズレコード』を基に作られたものだとしたら、当然、そこには彼女たちを制御する方法も書かれている筈だ」

「ええと」ジョンがこめかみに指を当てながら言う。「ということはつまり、自動人形たちにイヴを狙うように指示を出しているのは、それを盗んだ犯人ということかい？」

「その可能性が極めて高い。イヴの出立は今から十日前、そしてクリスティアーノ・オークションが開催されたのは──いや、『未来王の手記エジソンズレコード』が盗難にあったのは、今から十一日前だ。詳しい理由は分からないが、きっとレメルソン博士はその盗難事件があったからこそ、急にイヴを出立させたんだろう」

　それを聞いて、様々な憶測が俺の中にあふれ出す。

『未来王の手記エジソンズレコード』の盗難により、自分の言うことしか聞かない筈の自動人形が、第三者に乗っ取られてしまう可能性が出てきた。それはつまり、方々から恨みを買っているレメルソン博士自身の──そして養女であるイヴの──身の危険をも意味する。だからレメルソン博士はイヴを逃がした？　レメルソン博士がイヴの旅に付いてこなかったのは、或いはその盗人の対応に迫られていたからだろうか？　しかし、逃がすにしてもどうしてユナリア大陸の果てまで逃がす必要がある？

　推測が新たな疑問を呼び、それらが俺の頭の中でぶつかっては火花を散らす。駄目だ、考えれば考えるほどわけが分からない。俺はもともと、頭脳労働系の人間ではないのだ。

「でも、ちょっと待ってくれよ、フォレスター」疑問を投げかけたのはニックだ。「だったら、そもそもどうしてレメルソン博士は『未来王の手記エジソンズレコード』をオークションに出そうとしたんだ？　君の推理の通りだとしたら、自動人形の支配権を誰かに譲るようなものじゃないか？」

「その真意はまだ分からない」あっさりと、バーダはそう答えた。「現時点ではレメルソン博士自身に関する情報が少なすぎるからな」

　数々の疑問を卓上に残したまま、消化不良な空気が我々の間に漂った。ジョンとニックは二人とも腕組みをしながら、小難しそうにうんうんと唸っている。

「ああ、それと」と、そこでバーダが補足するように口を開いた。「おそらく、その犯人の狙いはイヴの命ではない。この鞄だ」

　彼女がイヴの傍らの旅行鞄を指さす。例の、レメルソン博士がイヴに持たせたというものだ。

「鞄？　そりゃまた、どうしてだい？」

　ジョンの質問で、バーダは何故か俺の方に視線を寄越した。

「私も気が動転していて忘れていたが、あのキャビッジパッチが我々の前に現れたときに、譫うわ言ごとのように何度も言っていたんだよ。この男も聞いている」

「あ」と、俺も思い出した。「何かを『返セ』とか言ってたな、そういや」

「つまり、イヴが持っている『何か』が目的だった。そして彼女がその屋敷から持ち出したものと言えば、これしかないだろう」

　バーダの言葉で、全員の視線がその旅行鞄に集中する。これまでの謎の鍵がここに隠されている、とでも言わんばかりに、その鞄が急に異彩を帯び始めた。一同の緊張と期待を代弁するかのように、バーダは改めてイヴの方に向き直った。

「──イヴ、もういいでしょう。この鞄の中身、私たちにも教えてくれるかしら」

　だが、イヴは言いにくそうな顔で、両手の指を胸の前で弄んでいた。

「あの──ごめんなさい。実はその鞄の中身は、私も知らないんです」

　え、という言葉が、その場の全員の口から飛び出した。イヴは頭を下げる。

「その、実は私も何度も開けてみようと思ったんですけど、ビクともしないんです。鍵がかかっているみたいなんですが、その鍵も私は持っていなくて……」

　我々の間に膨らんだ期待が、急に気の抜けた風船のように萎しぼんでいく。

「うーん、レメルソン博士が、うっかり鍵を渡し忘れたのかなぁ」

　ジョンが残念そうに呟く。そこでバーダが憎々しげに舌打ちを漏らした。

「まったく、使えない博士め。そんなことだから方々から恨みを買うんだ」

　半ば八つ当たりとも言える、あまりに理不尽な言いがかりだった。どうやらこの謎が解けないことが心底から腹立たしいらしい。

　しかし、こいつが不機嫌になる、というのはあまり良くない傾向である。案の定、バーダはその苛立ちの視線を俺に向けてきた。

「おい、ソード。今すぐこの鞄、剣で叩き斬れ」

　ほらな、こういう無茶苦茶なオーダーが飛んで来るんだ。

「あのな、これはイヴの持ち物なんだろ。勝手にそんな横暴を──」

「私は構いません」イヴが言葉尻を切って言い放った。「むしろ、私からもお願いします。もう今さら、私に隠すことも無いですし」

　俺は頭をぼりぼりと搔いて、溜息をついた。見渡すと、ジョンもニックも止めるつもりは無いようである。

　──参ったな。

　しかし、ここまで来たら、もう正直に言うしかあるまい。

「悪いが、それは出来ない」

「はぁ？」バーダが不愉快そうに顔を歪めた。「貴様、本当に学習能力が細胞レベルで大絶滅してるのではあるまいな？　依頼人に逆らうとは、正常な脳味噌の持ち主とは──」

「剣が無いんだよ」

　と、俺は両手を上げて万歳のポーズをして見せる。

「俺の剣は、さっきの戦闘でキャビッジパッチとかいう化け物に粉々にされたんだ」

　俺は物寂しくなった自分の腰のベルトに視線を落とす。鞘まで壊されていたので、今の俺は文字通りの意味で丸腰である。

　そんな俺の姿を見て、バーダは呆れたように盛大な溜息をついた。

「──春先の一件で、アンタをちょっとでも頼りになるかと思った自分が馬鹿馬鹿しいわ」

　いや、そこまで言うことは無いだろ。

　女性口調ということは、この女の本音である。じとりとした彼女の視線が俺に突き刺さる。

「……まったく、傭兵のアンタが剣も無しにどうやって私を守るのよ」

「あ？　そりゃ身を挺ていしてでも守るしかねぇだろ」

　仕事なんだから、と付け加えようとする前に、急にニックが「へぇ」と感嘆めいた声を上げた。目をやると、何故かニックが意味深な微笑を浮かべながらこちらを見ている。その傍らではジョンが「ほほぅ」と、何かに納得したような視線を寄越していた。おまけに俺の隣の席では、イヴまでもがどこか妙に陶然とした表情で俺を──いや、俺とバーダを見つめていた。いったい何なんだ。

　再びバーダに目を向けようとすると、彼女は俺の視線から逃れるかのように立ち上がった。

「ああ、もう──話にならないわ！」

　と、匙さじを投げられた。やはり怒っているらしい。後で機嫌を直すのに苦労しそうである。

「ボードイン！」と、そこでバーダは隣の席に投げかける。「仕事の依頼だ」

　今までずっと寝息を立てていたゴルドは、その声で視線を卓上に戻す。眠そうな瞬きを何度か挟み、大きな欠伸あくびをしながら、奴は間の抜けた声を上げた。

「……なんだ、晩飯の時間かァ？」

「これが報酬だ」と、バーダは自分のポシェットから一〇〇ドル紙幣を数枚取り出し、ゴルドの目の前に置く。「この鞄を、あなたの剣で斬って開けて欲しい」

　ゴルドは最初は眉を寄せて疑問符を頭上に浮かべていたが、やがて理解を諦めたのか、のっそりと立ち上がった。

「──中身ごとぶった斬っちまうかもしれねぇが、いいか？」

「構いません」

　そう答えたのはイヴである。ゴルドは「わかった」とだけ呟いて、その鞄を自分の目の前まで持ってくる。そして体勢を沈め、自分の腰の得物に左手を添え、右手で柄を摑んだ。

　──瞬間、肌に微かな冷気が吹き付けたような気がした。

　一同が固かた唾ずを吞んで見守る中、深シン、という鞘走りの音が響いた。

　空気を裂く音すらも時間の先に置いてけぼりにして、ゴルドの刀剣、ヘシギリハセベの一閃が煌きらめく。

　──が。

　その一瞬後に我々の視覚が捉えた光景は、一同が期待していたものではなかった。

　ゴルドの刃は、鞄と僅か紙一枚分ほどの距離を置いて、空間に静止していた。

「──駄目だ。こいつは斬れねぇ」

　特に感慨も無く、事実のみを述べるような口調で、ゴルドは言った。その後で、つまらなそうに鼻を鳴らして剣を鞘に納める。

「斬れない、だと？」

　バーダが眉を寄せる。苛立ちではなく、不可解で仕方ない、といった顔だ。

　事実、春先の一件でこの男は、鋼鉄よりも固い『牙持つ獣たち』の攻殻を剣で叩き斬っている。

　しかし、ゴルドは言い訳するでもなく、淡泊に答えた。

「ああ、斬れねぇ。たぶん、あのまま振り抜いてたら俺の剣の刃がイカレちまってる」

「そう感じたのか？」

　俺が訊ねると、ゴルドは「ああ」と頷いた。

　奴には先天的な戦いの本能が備わっている。それはこれまでの傭兵稼業の経験と相まって、常人にとってはもはや予知能力のレベルにまで研ぎ澄まされている。そんなゴルドが言うからには、おそらくその通りなのだろう。

　ゴルドは肩を竦めてヘラヘラと笑って見せる。

「作家先生には申し訳ねぇが、この依頼はキャンセルだ。悪ぃな」

　バーダはしばらく考え込むようにじっと鞄を見つめていたが、やがて「仕方あるまい」とテーブルの上の金を引き下げた。

　これでまた、新たな疑問が出てきてしまったことになる。

　ゴルドですら両断出来ない、尋常ならざる堅牢さの鞄。おそらくこれも、レメルソン博士が持つという未来の科学技術によって作られたものだろう。しかし──。

「……いったい、何を守っているというんだ？」

　バーダがその不気味な物体を見つめながら、独り言のように呟く。

　疑問が渦を巻き続ける大海の中で、俺はせめてもの思いで口を開いた。

「なぁ、これだけはハッキリしておきたいんだが、そのレメルソン博士ってのは結局のところ、俺たちの敵なのか？」

「その答えは」

　バーダは視線を窓の外の方に──或いはその遙か彼方に向ける。

「──人形図書館まで行ってみるしかないだろうさ」

　まったく、人形ばかりの事件である。人形に命を狙われた少女、そしてその行き先も、無数の人形が並んでいるとかいう人形図書館だ。

　しかし俺は結局、最後までもう一つの疑問を口に出すことは出来なかった。

　列車の中で俺とゴルドが戦った自動人形、キャビッジパッチ。

　顔の皮膚もボロボロで最初は気づかなかったが──しかし、思い返せば思い返すほど、それは確信に近づいていく。

　俺が無言で見つめていたのに気づいたのか、イヴは少し怖がった様子で首を傾げた。

「あの、ソードさん……何か？」

「いや、何でも無い」

　そう──あの顔はどことなく、この少女に似ていた気がしたのだ。
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「さて、どこから回るとするかな」

　十分後、我々は全員、ホームサイト・シーイング・ホテルを出て、ハイカーゴの大通りの入り口に立っていた。目の前には、年に一度の大祭を楽しむ大群衆が雑ざっ踏とうを成している。今まさに、我々はあの中に入っていこうとしているのだ。

　バーダは先ほどホテルのロビーで貰った簡易な地図に、万年筆で何かを書き込んでいる。そんな彼女に、俺はげんなりしながら苦言を呈す。

「おいおい──狙われてるっていうのに、こんな吞気なことしてていいのかよ」

　とてもじゃないが、並の神経ではこんな状況下で祭りを楽しもうという気分にはなれない筈だ。

「ああ、仕事はしっかりやれよ、傭兵」

　しかし、当のバーダは何処吹く風といった様子だ。この女の神経の図太さは筋金入りである。俺は一応、念押ししておく。

「あのな、さっきも言ったが、今の俺は丸腰なんだぞ」

「──それでも、守ってくれるんでしょ？」

　バーダが俺の顔を覗き込み、小声で言いながら悪戯っぽく笑った。虚を衝かれて、俺は一瞬呆けてしまう。意外である。思ったより不機嫌ではなさそうだ。返す言葉に迷う俺を見て、バーダはどこか満足そうに微笑を浮かべている。

「安心しろ、私とて戦力不足を蔑ろにして観光を楽しむほど軽率ではない」と、彼女は俺の隣に視線をやる。「だから傭兵をもう一人雇ったんだ。アルノルンに着くまでの間だがな」

　だからこいつが一緒にいるのかよ、と、俺はさらに辟易した気分でそいつを見やる。見慣れた金髪の男が、見慣れたにやにや顔を浮かべていた。

「ま、そういうことだ」とゴルドは俺の肩に手を回してくる。「安心して俺を頼ってくれていいぞ」

　俺はその腕を振り払いながら悪態をついた。こんな男の厄介になるのは屈辱的な気分である。俺は苛立ちを口調に込めて言う。

「てめぇはそれでいいのかよ。仕事の先約があるんじゃなかったのか？」

「俺の仕事はアルノルンに着いてからだ。そこまでの道中で小遣い稼ぎが出来るのなら、別に断る理由は無いだろ、なァ、作家先生？」

「ああ、双方に益のある、極めて効率的な案件だ」

「バーダ、こんな奴に投資するんだったら、俺に新しい剣を買ってくれ。その方がずっと安上がりだぞ」

「何よ、それくらいあんたが買えばいいじゃないの」

「今は持ち合わせが無いんだよ」

「計画的に使わないからよ」

「これは職務上、必要な経費ってやつじゃねぇのか」

「分かったわよ、アルノルンに着いたら買ってあげるわよ」

「その間は俺は手ぶらかよ」

「うるさいわね、あそこには私の馴染みの鍛か冶じ屋があるのよ。安くしてくれるかもしれないでしょ」

「分かったよ、仕方ねぇな。絶対だぞ」

「はいはい。だから、今はこれで我慢しなさい」

　と、手渡されたのは小さな果物ナイフである。苦虫を嚙みながら、俺は渋々それをベルトに差し込んだ。仕方ない、無いよりはマシである。

　そんな我々のやりとりを見ながら、ニックが苦笑していた。

「何だか、玩具をねだる子供と母親みたいだね」

「誰が子供だ」

「誰が母親よ」

　俺とバーダが口々に憤慨すると、ニックはまた可笑しそうに笑った。

「いやはや、しかしさすがに凄い人だねぇ」ジョンは人混みの方を見やりながら目を輝かせる。「経済効果も推して知るべし。さすがは年に一度のハイカーゴの大火祭だ」

　ハイカーゴは皇国時代に大火災により甚大な被害を被った街だが、その後の復興の速度は目を見張るものがあったという。この祭りはその復興を祝して、一世紀近くも昔から開催されている歴史ある催もよおしであるらしい。

「まるでイクスラハの独立祭並みだな」

　俺も感心しながら、露店が立ち並ぶ通りを見渡した。食べ物や民芸品はもちろん、大道芸人たちの姿も見える。道行く人々はどいつもこいつも幸せそうに見えた。

「先月の祭りは見て回れなかったから、我々にとってもこれは埋め合わせだよ」

　そう言うバーダもどこか気を緩めた様子である。そういえば、春先の独立祭のときは例の事件で我々は国境沿いまで出払っていたのだった。イクスラハに帰ってきた頃には、祭りはとっくに終わってしまっていたのだ。

「……あの、フォレスターさん」イヴが恐る恐ると言った様子で訊ねる。「本当に、いいんでしょうか、こんなことをしていて……」

「バーダロンでいいわよ、イヴ」と、バーダは彼女の頭をぽんぽんと軽く撫でる。「いいのよ。どうせ列車は明朝まで動かないし、それまであのホテルの一室に閉じこもっているのも勿体ないでしょ、せっかくのお祭りなんだし。だいたい、部屋の中で聞く祭りの音ほど、自分を惨めにさせるものなんて無いわ」

「でも……」

「例の鞄のことなら心配いらないよ」とジョンが得意げに言う。「我がホテルのセキュリティはユナリアでも随一だからね」

　あの大きな旅行鞄は、あのホテルの金庫室に預けてきた。支配人曰く「象が十頭突撃してきても安全」な金庫室だそうである。試したことがあるのか、という疑問は口に出さないでおいた。

「だからね、ほら、あなたは楽しまなきゃ駄目よ。五年間も屋敷に閉じ込められてたんだから、その分取り返さないと」

　と、バーダはイヴの手を引いて歩き出す。イヴはそれに振り回されるかのように、たどたどしい足取りで彼女に付いていく。

「あ、あの……」

「笑いなさい、イヴ」バーダが振り返って、強気に笑って見せる。「人はね、心臓が動いているだけじゃ、生きてるなんて言わないのよ」
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「アイスクリームだ、ソード」

　バーダが瞳を輝かせて指さしたのは、色彩豊かなパラソルを掲げた露店の一角である。そこには若い女子供が大行列を成していた。待ち時間を考えると、見ているだけでうんざりしてきそうだ。

「ああ、そうだな」

　俺の投げやりな返答を無視して、バーダはイヴを振り返りにっこり笑った。

「イヴは食べたことある？」

「あ、いえ、ああいうのは、屋敷の食卓には出ませんでしたから……」

「食卓に出るものじゃないからね。あれはああやって外で道を歩きながら食べるものよ」

　と、バーダは道行く少年少女たちを指さした。彼らは友人たちと談笑しながら、何段にも重なったアイスクリームを幸せそうに舐めている。

「そうなんですか？」

「そしてアイスクリームは絶対に裏切らない、女性の味方よ」

「なるほど」

　どういう理屈か分からんが、イヴはバーダの話に感心した様子である。と、今度はバーダが俺を振り返り、冷徹な顔で言った。

「ということだ、ソード」

「どういうことだ、バーダ」

　平坦な声で返すと、さらに平坦な声が返ってきた。

「並べ、命令だ」

「暴君か、てめぇは」

「依頼主だ」

「分かってるよ」

　しかし、護衛である傭兵にする命令じゃないだろうに。頭を搔きながら、再度その行列を見やる。傭兵の男があそこに並ぶというだけでも、だいぶ気分が落ち込んでくる。俺は愛想笑いをかすかに口元に浮かべて振り返った。

「なぁ、バーダ。さすがに俺があそこに並ぶのはおかしくないか。おまえとイヴならちょうど姉妹みたいに見えるし──」

「そんな時間は無い。私とイヴは今から向こうの大道芸人のショーを見るのだ」

　ばっさりと切り捨て、バーダは詳細にメモが書き込まれた地図を、まるで何かの論拠のように俺に見せつけてくる。

　……こいつ、こんなに見て回るつもりか。

　そこでバーダは地図を見やり、苦悩を眉み間けんの皺しわに刻む。

「問題は反対側のポップコーンの店も行列が出来ていたから、そちらをどうするかだが……」

「それじゃあ、そっちは僕が並んでくるよ」

　と、ニックが人の良さそうな笑みで申し出る。バーダの表情が明るくなる。

「そうか。ありがとう、助かったよ、ニコラス」

「あの、でも」と、イヴが困ったように言う。「そんなこと、申し訳ないです……」

　しかし、ニックは笑みを崩さず、優しくイヴの頭を撫でた。

「いいんだよ。僕が君に食べさせたいんだ」

　その眼差しには、何か個人的な感情が含まれているように見て取れた。愛情や優しさというよりも──そう、どこか、哀あい切せつのような。

「だから、ほら、行っておいで。始まっちゃうよ」

　ニックが促すと、イヴは少し戸惑いつつも、こくりと頷きを返した。

「は、はい。あの、ありがとうございます」

「ということだ、アイスクリームは頼んだぞ、ソード」

　バーダに話の矛先を再度向けられて、俺は舌打ちを漏らす。ここで俺が断るのも大人げない。まったく、ニックも余計なことをしてくれたものだ。俺は渋々了承する。

「分かったよ。イヴの分だけでいいんだろ？」

「私のもよ、バカ」

　本気で怒ったような声を発して、バーダは再びイヴの手を取って足早に大道芸人の方に去って行った。やれやれ、まるで子供みたいな依頼人である。

「──ゴルド」

「──あいよ、分かってるさ」

　俺の呼びかけに端的に返し、ゴルドも彼女たちの後を追っていった。人間的にはいけ好かない野郎だが、傭兵としては信頼出来る。任せた仕事は最後までやり遂げる男だ。

　その後ろ姿を見送った後で、アイスクリーム屋の行列に目を戻す。挫くじけそうになる心を奮起して、最後尾に並んだ。すると──。

「私も付き合うよ」と、ジョンが俺の隣に立っていた。「人数分を買うにしても、君の両手の数では足りないだろう？」

「悪いな、ジョン。助かるぜ」

　心の底から俺は彼に感謝した。こう言っちゃ何だが、この軽薄そうな金髪の優男が隣に立つだけで『アイスクリームを食べようとする陽気な友人に付き合わされる仏頂面の男』という役柄が演出出来るというものだ。

　すると、列に並びながら、ジョンは唐突に呟いた。

「──バーダロンは優しいね」

　その視線は、イヴの手を引いて走って行くバーダの後ろ姿を見守っている。

「どうだかな」と俺は悪態をつく。「意外と考え無しに、この祭りを楽しんでるだけかもしれないぜ」

「君も素直じゃないね」とジョンは苦笑する。「こんな最さ中なかに遊びに出ることの危険性くらい、彼女も理解しているだろう。しかし、それと天秤にかけてでも、彼女は自分が今やるべきことを知っている。私はその精神をとても高潔だと思うよ」

　頷きこそはしなかったが、俺だって内心ではあの女の意図を理解出来ている。ましてや、先ほどの十四歳の少女の身の上話を聞いた後では、尚更だ。

　──救いの無い物語なんて存在しない。それが彼女、バーダロン・フォレスターの信条である。だからこそ、あの少女──心の底から笑ったことのないというイヴを、放っておけないのだろう。

　いや、或いは……。

「十四歳、か」

　ぽつりと、俺の口から独り言が飛び出る。

「うん？　何だって？」

「いや、何でも無い」

　その話はバーダが俺だけに語ってくれたことだ。この場で俺が明かすべきことではない。

　バーダの亡くなった親友は、彼女と約束をしていた。女学校を卒業する年になったら、西海岸に海を見に行こう、と。

　そして今、奇しくもあの少女と我々の目指す先は、同じ大陸の西の果てである。

　或いはバーダは、あのイヴという少女に友人の面影を──そして、こうなるはずであったという約束を、重ねているのかもしれない。

　俺の考えすぎだろうか、とも思ったが、俺以上のことをあの女が考えていない筈がない。思わず、俺の口から苦笑が零こぼれた。

　そんな俺の百面相をジョンが訝しげに見ていることに気づき、俺は咳払いを挟んで話題を変える。

「そういえば、ニックはあの年頃の子供と何かあったのか」

「ほう、そりゃまた、どうしてだい？」

「いや、何となくだよ。さっきも妙にイヴに気を遣ってるっつーか、そうだな──何かしら、想うところがあるように見えたからさ」

　先ほどイヴの話を聞いていたときのことだ。彼女の不遇な半生について、彼は露骨に憤りを見せていた。それは普段の穏やかな振る舞いからは、あまり想像出来ない姿だった。

　それを聞いて、ジョンはどこか感心した様子だった。

「へぇ、なかなか聡さといね。さすがは傭兵ハウエルだ」

「ソードだっつってんだろ」

「私と知り合う前のことらしいが、ニコラスは数年前に妹を亡くしているんだ。ちょうどイヴくらいの年頃のね」

「……そうか」

「詳しく話すと長くなるんだけれど」

「いや、いい」

「そうかい？」

「死肉に群がる鴉からすだ」

「ん？」

「バーダの言葉だよ。無理に人の傷心を探るのは、それと同じだとさ」

「ははは、彼女らしい」

　ニック自身が語らないのであれば、それは俺が聞くべき話ではない。誰にだって語りたくない過去はある。

　バーダも──そして、俺だってそうなのだから。
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　俺とジョンが両手に人数分のアイスクリームを抱えて戻ると、ほぼ同時に、ニックもまたポップコーンの大きな紙バレルを抱えて戻ってきていた。

「あいつらはどこだ？」

　アイスクリームが溶ける前にと、俺は周囲を見渡す。その広場には多くの人だかりが出来ていた。

　中央では華美な衣装に身を包んだ芸人の一団がショーを披露している。全身を使って数十本のフープを延々と回し続ける女性、数々のクラブを空中に踊らせ続けるジャグラー、そして戯けた様子でパントマイムを披露するクラウン。

　俺は傭兵稼業で何度か、こういった連中の興行の護衛に携わったことがある。大した儲けにはならなかったが、どいつもこいつも気の良い連中だったことを覚えている。傭兵組合時代の、数少ない楽しい思い出の一つである。

　それにしてもこの劇団はなかなかの腕前だ。思わず俺も視線が吸い寄せられてしまう。演芸が成功する度に、周囲から歓声と拍手が上がっていた。

「あ、いたよ。あそこだ」

　と、ニックが視線で示した前列の一角に、バーダとイヴの姿を見つけた。その背後ではゴルドが退屈そうに欠伸をしている。我々は戦利品を落とさぬように注意を払いながら、人混みを搔き分けて彼女らの下に向かう。いくつもの舌打ちが俺たちの背中に突き刺さったが、振り返ってじとりと睨み返すと、俺の目を覗き返してくる者はいなかった。目つきが悪いというのも使いどころである。

「──おらよ、ご注文の品だ」

　ぶっきらぼうにアイスクリームを差し出すと、バーダは満足げに「ご苦労」と形式だけの言葉を寄越した。まったく、どこの女王だ、こいつは。

「ほら、イヴも──」

　と、バーダの傍らに視線を投げると、そこには食い入るようにショーを見つめる少女がいた。興味と感心の炎がその瞳にきらきらと輝き、陶とう然ぜんとするように口は半開きである。ジャグラーの投げるクラブの数が増える度に、その口は弧こを描いて「わぁ」という感嘆の声を漏らしていた。

　熱中しているところに水を差すのも気後れしたが、こいつの時間は有限だ。俺は彼女の目の前にそっとアイスクリームを差し出す。

「ほら、早く食べないと溶けちまうぜ」

「え、あ、わっ……」イヴは慌てて俺の手からアイスクリームを受け取る。「あ、ありがとう、ございます」

「気にするな、俺の金じゃない」

　アイスクリームの代金はジョンがすべて支払ってくれた。さすがはユナリア一の金持ちである。

　イヴは受け取ったアイスクリームを興味深げにしげしげと眺めている。どのように取り扱ったらいいものか、と躊躇っている様子だった。そういえば、食べたことが無いんだったな。老婆心から、俺は忠告してやる。

「あー、一気に食べると頭が痛くなるからな。ゆっくり食べた方がいい。あんな感じで……」

　と、バーダに視線を向けたところで、俺は言葉を失った。

　──小説家バーダロン・フォレスターは、かつて見たことも無いほど幸せそうな表情で、そのアイスクリームを口に運んでいた。

　……なんだ、このだらしない顔は。

　俺はアイスクリームよりも冷めた視線を送りつつ、ぼそりと呟く。

「──やっぱり、単純におまえが食べたかっただけなんだな」

　バーダはハッとして表情を引き締める。しかし、その頰が仄かに朱に染まっているのを見る限り、どうやら図星らしい。

「べ、別に良いでしょ、私の好きな食べ物が何だって」

「まるで女みたいだな」

「最初から女よ！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうとした我々の言い合いの傍らで、少女の呟きが聞こえる。

「……美味しい」

　イヴは呆然と、一口分減ったアイスクリームを見つめていた。驚きと感動が瞳の色に在り在りと見て取れる。

「……気に召したんなら何よりだ」

「ね、美味しいでしょ」

　バーダは俺には絶対に見せたことの無い笑顔で、イヴの顔を覗き込む。まるで妹の面倒を見る口うるさい姉のようだ。

　しかし、俺も炎天下で行列に並ぶのはさすがに疲れた。俺もこの身体の熱を冷ますべく、自分のアイスクリームに口を付けようとした矢先──。

　横やりのように金髪の頭が視界を遮り、その大きな一口で俺の分のアイスクリームを食い逃げしていった。

「──んん、まぁまぁってとこだな」

　舌なめずりしながら、ゴルドはそんなことをほざきやがる。

「……てめぇ、今、何をした」

「あァ？　俺の分のアイスクリームを食っただけだが」

「ふざけんな、こいつは俺のだ」

「じゃァ、俺の分はどこだよ」

「ねぇよ。なんでてめぇの分まで買わなきゃならねぇんだ」

「まァ、いいか。それじゃ、こいつが俺のということにしといてやるよ」

「何が『まぁ、いいか』だ。会話になってねぇんだよ」

「お、眼鏡の兄ちゃん、俺にもちょいとそのポップコーンをくれるか」

「話を聞け！」

「わ、ソード、突然腕を伸ばしたら危な──」

　ニックの忠告も空しく、ゴルドの胸ぐらを摑もうとした俺の手は、ポップコーンのバレルを差し出そうとしていたニックの手にぶつかった。結果、バレルいっぱいのポップコーンが盛大に宙を舞う。それが降りかかった先は──。

「きゃ」

　小さな悲鳴を搔き消すように、ポップコーンの雨がイヴの頭上に降り注ぐ。最後におまけのように、紙のバレルがすっぽりと彼女の頭に覆い被さった。

　そんな彼女を前に硬直する俺とニック、そして素知らぬ顔のゴルド。

　やがて、さながらぶかぶかの帽子の下から顔を出すかの如く、イヴが指先でその庇ひさしを上げる。その下に覗いたきょとんとした目は、いったい自分に何が起こったのか理解していない様子だった。その有様を見て、ジョンが思わずといった様子で吹き出した。ニックも顔を逸らし、肩を震わせている。なんてこった、これじゃまるでコントだ。

　ばつの悪くなった俺は、頭を搔きながら謝罪の言葉を口にする。

「あー、イヴ、その、なんだ、すま──」

　と、言い切る前に、頭に衝撃があった。振り返ると、俺の頭に平手を叩きつけたバーダが、じとりとした目で俺を睨み付けていた。

「まったく、何をはしゃいでいるんだ、おまえは」

「いや、俺か？　今のは俺が悪いのか？」

「おまえ以外に誰がいる」

「ちょっと待て、元はと言えばゴルドの野郎が──」

　と、俺が弁解を挟もうとしたとき、それを遮るように、嚙み殺すような小さな笑い声が聞こえてきた。一同の視線が一斉にその少女に釘付けになる。

　ポップコーンをその栗色の髪のあちこちにひっ付かせながら、その少女は何かに堪えるように肩を震わせていた。

「……あの、私、ポップコーンを頭から被ったのなんて、生まれて初めてです」

　そう言って──まるで、どこにでもいる十四歳の少女のように、イヴはくすくすと笑っていた。目を穏やかに細め、弧を描く口元を隠し、そして、幸せそうに。

　しばらしくして、俺も思わず安堵の息が漏れる。

「……大抵の人間にとっちゃ、初めてのことだろうぜ」

「ああ、もう、こんなにポップコーンだらけになっちゃって……ホテルに戻ったらシャワーを浴びないと」

　バーダが中腰で屈み込み、イヴの髪にひっ付いたポップコーンを一つ一つ指でつまんで取っていく。イヴは恥ずかしそうに頰を朱に染めていた。

「あ、その、ありがとうございます、フォレスターさん……」

「だから、バーダでいいって言ったでしょ、イヴ。言いにくかったらお姉さんでもいいわよ。ほら、あんたらも散らばったポップコーンを片付けなさいよ」

　この口煩さはまるで俺の下宿先の女将みたいだ。渋々、俺とニック、ジョンの三人は路上にぶちまけられたポップコーンを拾い集める作業に入る。当たり前のようにゴルドは参加しなかったが、再び不毛な言い争いをする気分でも無かったので無視した。

「あの、それじゃあ……」と、イヴが恐る恐ると言った様子で言う。「ありがとう、ございます──バーダお姉様」

　横目で見やると、バーダの一瞬驚いたような顔が、陶然とした表情に変わっていくのが見えた。

「……イヴ」

「は、はい？」

「もう一回、呼んでくれる？」

「え？」

　……やれやれ、相変わらず嗜好のよく分からない女だ。

　と、地面のポップコーンを一通りバレルに片付けた後で、俺は自分の手からいつの間にかアイスクリームが消えていたことに気づく。その行方を追ってきょろきょろと周囲を見渡すと、アイスクリームのコーンをばりばりと頰張るゴルドと目が合った。

「あん？　どうした、ソード？」

「……何でもねぇよ」

　すべてが面倒に思えてきて、俺は吐き捨てるようにそう呟いた。
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　大道芸人たちのショーが終わった頃、俺は周囲に漂うほのかな石炭の香りに気がついた。駅から少し離れているのに妙だな、と周囲を見渡すと、一ブロック先に巨大な傘の頭のようなものが見えた。その傘は赤や青、緑や金といった帆布の継ぎ合わせで作られており、金メッキできらびやかな装飾が施ほどこされてあるのが窺える。

　案の定、バーダの足はそちらに向いていた。

「ほら、次はあっちよ、イヴ」

「え、あ、はい」

　イヴは言われるがままに彼女の後について行く。しかし、その足取りは最初よりも軽やかに見えた。

　まぁ、良い傾向である。俺もポップコーンをぶちまけた甲斐があったというものだ。

　我々もその後を追うと、やがて大きな交差点にぶち当たった。

　その一帯を埋め尽くすように設置されていたのは、巨大な円形の建造物である。目算でも直径にして七〇フィート近くはあるだろう。よく見ると、接地している部分には車輪が見える。先ほど見えた傘の下にはいくつもの木馬が円を描くように並び、それは子供たちを乗せて、ゆっくりと上下運動を繰り返しながら回転していた。

「へぇ、移動式の回転木馬キャラセルか。随分とでかいな」

　俺のぽつりとした呟きに、バーダロンが頷く。

「ああ、祭りの定番だな。しかし、これほど大きいのは私も初めて見たよ」

「むぅ」と、その横でジョンがどこか悔しげに眉を寄せている。「この規模のものはさすがに私も所有していないな。ハイカーゴ市の持ち物だろうか」

　例の所有欲が疼うずくのか、ジョンの瞳に関心の炎が燃え上がっている。このまま市役所に商談を仕掛けに行くのでは無いだろうか、と少し心配した。

　回転木馬の傍らには、本体と隣接するような格好で蒸気機関らしきものがゴム製のベルトで繫がっており、係員がそこに投炭していた。先ほど鼻孔をくすぐった石炭の匂いの源はこの動力だったらしい。絶え間なく舞い上がる蒸気のせいか、その周囲だけが霞んで見えた。さらにその横では、町人らしき小さな楽団がむせ返る蒸気に顔を顰めながら演奏をしている。その表情とは対照的に、軽快な背景曲である。

「うわぁ」と、我々の傍らでイヴが声を上げる。「本物の回転木馬って、初めて見ました」

　子供のように目をきらきらとさせながら、イヴはその巨大な遊具を見つめている。その憧憬を掬すくい上げるかのように、バーダが彼女に手を差し出した。

「ほら、乗ってみましょ」

「え、でも、こういうのって小さい子たちが乗るものなんじゃ……」

　と、イヴは戸惑うように木馬の乗客たちを見やる。確かにそこには、彼女よりも一回りは幼い少年少女たちの姿が目立って見えた。

「自分がやりたいことに、他人の目なんか気にしちゃ駄目よ。私も一緒に乗ってあげる」

「はぁ、でも……」

　バーダの言葉に、しかしイヴはまだ踏み切れない様子で逡巡する。しかし、バーダは強引にイヴの手を取った。

「周りの目がそんなに気になるなら、ソードも乗せるわ」

「ああ？」

　突然の承諾無き断言に、俺は眉を寄せる。そんな俺を無視して、バーダは続けた。

「このむさ苦しい男が回転木馬に乗ってたら、そっちの方が目立つでしょ」

　その情景を思い浮かべたのか、ジョンとニックが吹き出した。こいつら、他人事だと思いやがって。俺は仏頂面で宣言する。

「おい、バーダ。俺は乗らんぞ」

「仕事だ、依頼人からの命令だ、乗れ」

　俺の拒否権をゴミ箱に放り投げるかのようなバーダの言葉に、俺は顔を顰める。その理屈を振りかざされると、雇われの身である俺は何も言い返せない。溜息と共に俺は独り言を漏らした。

「……おまえは傭兵を何だと思っているんだよ」

「あの、それじゃあ……」

　と、イヴは手を引かれながら、おずおずと足を進める。しかし、その瞳には期待の色が見て取れた。実際には乗ってみたい、というのが本音らしい。

　断れるような空気ではない。渋々、俺も彼女たちの後に続いた。

　バーダが三人分のチケットを買い、我々三人は行列に並ぶ。ジョンとニック、ゴルドは遠巻きにベンチに腰掛けてそんな我々を見守っていた。ゴルドに至っては売店で再びエールを買っていた。勤務中だと言うのになんて奴だ、俺を見習え糞野郎。

「ねえ、イヴ。あれが見える？」

　並びながらバーダが指さしたのは、回転木馬に隣接されるように立てられた木の柱である。柱からは一本のポールが回転木馬の円周に向けて突き出されており、その先端には黄金色に輝く金属製の輪っかが付いていた。回転木馬に乗る子供たちがこぞって手を伸ばし、それを取ろうとしている。

「あれはゴールデンリングって言うの。木馬に乗りながらあれを取ることが出来れば、もう一度、タダで回転木馬に乗れるのよ」

「へぇ、そうなんですか」

　ゴールデンリング自体は回転木馬に付き物のポピュラーな代物だが、しかし、この運営者は少し意地が悪い。子供たちは躍起になって手を伸ばしているが、あのゴールデンリングの位置はとても子供たちの短い腕では届きそうになかった。

「商業主義の塊みたいな位置だな」

　と、俺は皮肉げに口元を歪めてみせる。そこで、バーダが俺に向けて悪戯っぽく笑った。

「──そういうの見ると、意地でも取ってみたくならない？」

　俺は鼻を鳴らすだけに留めたが、正直、内心では同感であった。

　いよいよ俺たちの番となり、イヴとバーダが二人で同じ木馬に乗った。チケットを渡すときに係員が「え、あんたも乗るの？」という視線を俺に寄越したが、溜息と舌打ちは何とか堪えた。俺は彼女たちのすぐ一つ後ろの木馬に腰掛ける。

　やがて係員のホイッスルが鳴り、遊具が動き始める。木馬はゆっくりと上下に浮き沈みを繰り返しながら、回転を始めた。回転木馬特有の慣性が身を包み、視界に映る街並みがめくるめくように移り変わっていく。

「わぁ！」

　と、前の木馬で歓声が上がる。初めて見る光景、そして感覚に興奮しているのだろう。バーダの方を振り返るイヴの顔は、今までのどんな表情よりも幸せそうに見えた。

　やがて彼女たちの木馬は、ゴールデンリングのポールの位置まで回ってくる。

「来たわよ、イヴ、ほら！」

　バーダの言葉で、イヴは慌てて円の外側へと右手を伸ばした。しかし、落馬を恐れているのか、左腕でしっかりと木馬のポールを抱きかかえるように摑んでいたため、その小さな指先はリングに掠かすりもせずに空を切る。

「あ」と、イヴの残念そうな横顔が見える。「……取れませんでした」

　そんな彼女に、バーダが優しく語りかけるのが聞こえてくる。

「もっと手を伸ばしなさい、イヴ」と、バーダはイヴの頭を撫でる。「──大丈夫、あなたは私が捕まえていてあげる」

　そこに、言葉以上の意味が込められているように思えたのは、俺の考えすぎだろうか。

　イヴはバーダを振り返り、しばしの沈黙の後で、一度だけ確かに頷いた。

　再び木馬は円を一周し、ゴールデンリングの位置へと戻ってくる。これが最後のチャンスだ。

「さぁ、イヴ、手を伸ばして！」

「はい！」

　バーダの言葉に勢いよく返事をして、イヴは身を乗り出す。バーダが彼女の左腕をしっかりと捕まえ、イヴは落馬すら厭いとわぬ体勢で、思いっきり右腕を伸ばした。

　その指先が回転木馬の軌道をなぞり、やがて黄金色の輪っかに触れる。イヴの横顔に一瞬、驚きと喜びが浮かんだ。

　しかし──その指はリングを摑み取ることは出来なかった。

　ゴールデンリングは彼女の指先に触れてポールから外れはしたものの、回転の勢いで弾き飛ばされ、空中へと跳ね飛んでしまった。

「あ……」

　黄金の輪が後方へ落下していく。それを見つめるイヴの瞳に、失意の色が垣間見えた。

「──まだだ」

　と、俺は柄にも無く呟いていた。

　俺は即座に木馬から身を乗り出し、接地すれすれに身を沈めた。そして俺の方へと弾け飛んできたリングが地に落ちる前に、大きく伸ばしたその右腕で辛うじてキャッチする。

　さながら曲芸師のような芸当に、周囲から微かな歓声が上がる。リングを手にした後で、俺はやれやれと頭を振った。意図せずに目立ってしまった、畜生。

　ゆっくりと回転木馬の勢いが衰え、やがて停止する。俺は木馬を降りてイヴの下に歩み寄り、その華奢な手にゴールデンリングを渡した。

「ほらよ」

「あ、ありがとうございます、ソードさん」

　リングを受け取って、イヴはそれを見つめる。ただの鉄くずで作った輪に、金メッキが塗られた安っぽい輪っかである。しかし、イヴはそれを大切そうにぎゅっと胸に当てた。

　バーダが俺の肩を軽く小突く。その顔は、珍しく優しげだった。

「ナイスキャッチ」

「……まぁな」

「それじゃ」とバーダがイヴに屈み込んで言う。「それを使ってもう一回乗る？」

　しかし、イヴはゴールデンリングを見つめながら、首を横に振った。

「いいえ、ですが」と、彼女はバーダを見上げる。「あの、お願いがあるんですが……」

「ん、何？」

「今じゃなくて、また今度、その、これを使って、一緒に乗ってくれますか？」

　小首を傾げるバーダに、イヴはおずおずと申し出る。

「ええ、もちろんよ」

　返されたバーダの微笑に、イヴも安堵したように笑みを零す。

「この旅の帰り道で、もう一度乗りましょう」

「いや、この回転木馬がそれまであるとは限らないぞ」

　俺の冷静な発言に、しかしバーダは冗談っぽく口の端を歪めた。

「そのときはジョナサンに用意させるさ」

　そいつはいい、と、俺も鼻で笑った。
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　午後を丸々使って、その後も我々はハイカーゴの大火祭を練り歩いた。厳密には、ほとんどバーダロンの導くままに──言うなれば、彼女のシナリオ通りに──振り回されるだけだったのだが。

　イヴのゴールデンリングは、バーダが係員に話を付けて、半ば強引に貰うことが出来た。ニックが露店で売られていた民芸品の革かわ紐ひもを買い、リングを結びつけてイヴの首にかけてやると彼女は大いに喜んだ。観光の最中では、何度もそのリングを見つめて一人微笑むイヴの姿があった。

　バーダの目論見通りである。まぁ、かけられた労力は俺の想定外だったが。

　日が暮れてホテルに戻ってきたとき、さすがに我々は疲労困憊だった。俺は体力的にというよりも、どちらかと言えば膨大な人混みに気疲れしてしまっていた。

　ディナーを摂る為に、我々は昼と同じ最上階のレストランで円卓を囲んだが、町中で目に付いたものを手当たり次第に買い食いしていたせいで、誰もが食欲は無いようだった。ただ一人、ゴルドだけがたっぷりとしたステーキ・ディナーを美味そうに口に運んでいた。タダ飯に関しては節操の無い奴である。

　俺は前菜のスープに軽く口を付けただけで、あとはコーヒーを啜るに留めた。

「『牙持つ獣たち』と戦うより疲れたぜ」椅子の背もたれにどっかりと体重を預け、俺は大きく溜息をついた。「なんてデカい祭りだよ」

　ハイカーゴの街はどこもかしこも大勢の人々で溢れかえっていた。初夏の熱気と相まって、道行けば息をすることすら苦しく感じられたほどである。

「祭りは都市生活者にとって重要なイベントだよ」と、バーダが言う。「こういうイベントの無い画一的な暮らしは孤独を生み、協調性を失わせ、生産性を下げた先に、最終的には都市の道徳性に歪みを生じさせる。人間はこうやって他人と付き合うことで、なんとか歪まないように生きているんだ」

「えっと、たしかアノミー現象、でしたっけ」

　イヴが呟くと、隣のニックが驚いたように目を見開いた。

「へぇ、よく知ってるね、イヴ。今のは東歐州の社会学者が昨年発表した論文の内容だよ」

「あ、いえ、その」と、イヴは照れた様子で頭を振る。「屋敷で本はたくさん読んでいましたから」

「私の本は読んでなかったの？」

　と、バーダが意地悪そうな笑みで訊ねると、イヴは萎縮してしまった。

「ご、ごめんなさい。屋敷には小説の類いは一切無かったので……」

「ふふ、冗談よ」

　イヴは自分がからかわれただけであることに気づき、小さく安心したような笑みを漏らした。この子の笑顔が増えたのは、今日の大きな収穫だろう。

「しかし、これだけ大規模なお祭りだと、スポンサーを集めるのは市も大変だっただろうね」

　ジョンが感心した様子で、今日の祭りのパンフレットをぺらぺらと眺める。

「……む」

　しかし、とあるページで途端に彼の表情が曇った。同じものを読んでいたニックが苦笑を漏らす。

「ああ、どうやら殆どがスタンリー・ホールディングス傘下の企業みたいだね。さすがはこの国一番の大企業だ」

「なるほど、スタンリーか」とバーダも横からパンフレットを覗き込み、納得したように頷く。「道理で規模の大きな祭りだと思ったよ。あの巨大な回転木馬にも納得だ」

　ぐぅ、と再びジョンがどこか悔しげに唸った。

「スタンリー・ホールディングス？」聞き慣れない名称に俺は小首を傾げる。「有名なのか？」

　俺の問いかけには、依頼人の溜息が返ってきた。

「これは忠言だが、新聞は斜め読みではなく毎日ちゃんと読め」と、バーダが呆れたように言う。「文字を読めるというのはお前が授かった数少ない長所のひとつだろうに」

　いつも通りの『忠言という名の罵ば詈り雑ぞう言ごん』に顔を顰める俺を、ニックが「まぁまぁ」と宥める。

「さすがに純粋持株会社の話は、ユナリアの一般市民に馴染みがないと思うよ」

「その通りだ、俺は善良な一般市民なんだよ」

　大いに頷く俺に対し、冷たい視線を寄越した後で、バーダは「仕方あるまい」といった調子で説明をする。

「スタンリー・ホールディングスは独自事業を持たない純粋持株会社、つまり他の会社の株を買い占めて、各社の経営方針に指示を出して金を稼ぐ会社だ。ジョナサンが運営するジャズフェラー・トレーディングカンパニーと似たようなものだよ。表立って消費者の前に現れる企業ではないが、影響力で言えばジャズフェラーやカリフドに並んで、この国の経済界を支配する影の怪物の一つさ」

　しかし、その説明に対してジョンが憤慨する。

「一緒にしないでくれたまえ、バーダロン。我が社はボードメジャーオイル社も含めて本業ありきの事業持株会社、しかも清廉潔白、明朗会計、社会貢献がモットーだ。あんな『泥棒男だん爵しゃく』と同列に語られるのは遺憾だね」

　ニックが苦笑を浮かべながらそれを諫めた。

「男爵だなんて、スタンリー社長は女性起業家だよ、ジョナサン。知ってるだろうに」

「言葉の文あやというものだよ。何だったら『泥棒魔女』でもいい」

　ふん、とつまらなそうにジョンは鼻を鳴らす。この男がこれだけ不愉快そうな表情を見せるのは珍しい気がした。

　その様子を尻目に、ニックが俺に耳打ちをした。

「……ジョナサンはあそこのフェイト・モルガーナ・スタンリー女史と犬猿の仲なんだ。過去に商談で何度か会ったことはあるらしいんだけど、まったくと言って良いほどそりが合わなくてね」

「ふぅん、ライバル企業ってわけか」

　おそらくその競争では、俺の想像も付かないほどに膨大な金が動いたのだろう。俺には永えい劫ごうに縁の無い争いの話である。

「あの経営者には人の心が無い」ジョンは苦い顔で言う。「資産家の真価は如何にして金を稼ぐかではない、いかにしてその金を使うか、だ。そういった意味ではフェイト・スタンリーは私とは正反対に位置する人間だよ」

　よほどその過去の商談で辛酸を舐めさせられたのか、ジョンは吐き捨てるように言った。

「──あの魔女は、金を集めるだけの機械だ」
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　そのときの俺は、何の気なしにその話を聞いていた。ただの世間話で、さしたる意味も持たないと思っていた。突如として名前の出てきたその人物について、何も考えていなかったし、何も疑問に思っていなかった。

　本当は考えるべきだったのかもしれない。

　本当は思うべきだったのかもしれない。

　しかし、無理も無い話だろう。

　そのフェイト・モルガーナ・スタンリーなる人物が、最終的に我々にとって、かつて類を見ないほどに『大きな意味』を持ち始めるだなんて。




　──あのバーダロン・フォレスターですら、最後の最後まで読み切れなかったのだから。
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　フォーラニア州ロア市行き大陸横断鉄道、フライング・ゼファー号は、翌朝、予定通りにハイカーゴ市を出発した。昨日の一件のせいか、乗車前には州の警士団による徹底的な車内調査、乗客の身体検査が行われた。その際、イヴの例の鞄の中身についても調査されそうになったが、そこはジョナサン・ジャズフェラーが話を付けた。

「中身は直射日光厳禁、外気に触れただけでも変質してしまう化学薬品で、現金三億ドル相当の代物だ。東歐州でようやく手に入れた極めて貴重な薬品でね、ああ、これがその際の納品書だ（と、彼は昨夜でっち上げた書類を見せつけた）。開けても構わんが、中身が変質してしまった際の弁償金はハイカーゴ州警士団に全額請求させてもらおう」

　傍らに若き天才科学者、ニコラス・テラーを立たせ、ご丁寧に二人の身分証をちらつかせながらの交渉であった。最後にこんなことも付け加えていた。

「言っておくが、私はこれまでの人生に賭けて、請求書は一セントたりとも負けてあげたりはしないよ。たとえ教皇猊げい下かが相手であってもね」

　現場の士団員では決定が下せず、最終的には警士長補佐が出張ってきて、冷や汗混じりに承諾した。三億ドルの請求書を回される恐怖には、さすがに一介の公務員も屈服せざるを得ないだろう。ましてや、この男ならやりかねない額である。

　そうして、どうにかこうにか列車に乗り込み、我々は昨日と同様に食堂車にて一息ついた。昨日は堂々とハイカーゴの街を練り歩いてしまったので、乗車までの間に例の襲撃者に襲われやしないかと気を張っていたが、まずは一安心である。ちなみに、ホテルでの一夜は俺がバーダとイヴの部屋で寝ずの番をした。そのせいで俺はかなり寝不足である。

　列車が動き出し、車窓に映る景色が流れ始めると、イヴがどこか名な残ごり惜しそうにハイカーゴの街並みを見つめていた。ニックがそんな彼女の肩を叩き、無言でにっこりと微笑む。それを見て、イヴもどこか気恥ずかしげにはにかんだ表情を見せた。

　俺はそんな長閑のどかな光景を見ながら大欠伸を挟む。緊張が解れると、睡魔が襲ってきた。

「ふぁ……とにかく、春先のモントリアの街みたいなことにならなくて良かったぜ」

　自嘲気味に俺が言うと、バーダもつまらなそうに鼻を鳴らした。あのときは街を脱出するために策を講じる必要があったが、それに比べれば今回のは楽な部類である。

「ふむ、昨日の『鉄道事故』については今朝のグランヨーク・タイムズに載っているぞ」

　と、バーダが読んでいた新聞を卓上に置き、とある記事を指差しながら読み上げる。

「『原因は貨物車両で輸送中だった蒸気機関を積んだ車両装置が何かの弾みで稼働してしまい、暴走して車両を破壊したと思われる』か……自動人形に関する記述は無いな」

「グランヨーク・ポストの方は相変わらずゴシップめいてるね」と、ジョンは自分が読んでいた別の新聞を指し示した。「『牙持つ獣たちの新種か？　横断鉄道を襲った未知の怪物の恐怖』だそうだ。当たらずとも遠からず、といったところかな」

「そういえば」と俺は口を挟む。「キャビッジパッチの残骸についてはどうなったんだ？」

　あのときは車内の混乱から逃げ出すのに必死だったので忘れていたが、現場には自動人形の残骸を残してきたままだ。あんなものが州警士団の手に渡れば、それこそニュースになりそうなものだが。

　すると、ジョンが神妙な顔で答えた。

「うん、実はそれが奇妙でね。あの後、私はホテルに着いてすぐにジャズフェラー財団にキャビッジパッチの残骸の回収を命じたんだ。もし警士団の手に渡っていたら、いくら積んでもいいから買い取れ、とね」

「僕からの要望だ」とニックが補足する。「あの人形を調べれば、何か分かる気がしたからね」

「しかし、失敗した。既に先手を取られた後だった」

「先手？」

　胡乱に首を傾げる俺に、ジョンも同様に困惑した様子だった。

「財団のエージェントが介入を試みた頃には、キャビッジパッチの残骸は無かったらしい。歯車の一片に至るまでね。現場の人間は誰しもが『そんなものは無かった』と言い張るばかりだった、とのことだ」

「つまり、その前に別の勢力が介入して残骸を回収した、と？」

　バーダの言葉に、ジョンは確信が持てないように小さく頷いた。

「おそらくは。確かに言えるのは、その勢力は財力が通用しないレベルの存在、ということだけだ。となると政府機関、それも一介の警士団なんかじゃなくて、もっと深い所が絡んでると見て間違いないんだけど……」

　だが、教皇庁が自動人形の存在を認めたとなれば、もっと大々的なニュースになっていてもおかしくない筈だ。そんな俺の疑問をばっさりと断ち切るように、バーダが口を開いた。

「極秘裏にそんな隠蔽が出来る政府組織など、第零騎士団しかおるまい」

　第零騎士団。公式には存在しない筈である零番目の騎士団であり、教皇庁が持つ秘中の秘。法の外側から内側を撃つ特務機関だ。

　なるほど、あの連中であれば、秘密裏にキャビッジパッチの残骸を回収していてもおかしくない。その情報が外に出ていないことも頷ける話だ。

　ふと連鎖的に、春先に出会ったあの鉄面皮の微笑の男が、一瞬俺の脳裏を過った。歴史改変者ハヴァンディアの右腕にして第零騎士団長──そして、俺とは決して永劫に相容れないであろう男──シーモア・ミラージュである。

　俺はあの冷たい精密機器のような微笑がすぐ傍らに現れたような気がして、思わず身震いした。

「……まさか、あの男が列車に乗ってたってことか？」

　と、俺がバーダに耳打ちすると、彼女も小さな声で答えた。

「……ミラージュとは限らんが、連中は諜報と隠蔽のスペシャリストだ。団員の誰かが我々を監視していてもおかしくない」

　疑心暗鬼な話にも聞こえるが、満更、的外れでも無い気がした。

　少なくとも我々は聖女ハヴァンディアの重大な秘密を知っている。あのときは簡単に解放こそされたが、考えてみればあの少女が我々を簡単に野放しにする筈が無い。そう思うと、急に背筋が寒くなる気がした。思わずきょろきょろと食堂車の中を見回してしまう。

「ふむ、第零騎士団か」と、ジョンが考え込むように呟く。「仮にバーダロンの言った通りで、情報規制が敷かれているのだとすれば──とうの昔に教皇庁はその『異なる歴史線からの介入』を摑んでいるというわけだ」

「この世で最も隠し事の多い機関こそが、教皇庁だからな」

　そう皮肉るバーダに、ジョンは「違いない」と頷いた。

　俺はふと思い出す。この世界に介入しているのは自分だけではない、と、あの聖女は言っていた。ならば──果たしてどれくらいの歴史改変者が、この国の中枢に潜んでいるのだろう？

「ソードとボードイン氏のことは、幸いなことにどの新聞にも書いてないね」と、ニックが他の新聞も見比べながら言った。そして苦笑。「まぁ、それが第零騎士団による情報統制なのかどうかは分からないけど」

「……ぞっとする話だぜ」

　俺のその一言は、紛れもない本音であった。今回の件など関係無しに、どう転んだところで我々はあの連中にマークされているのだ。

「あの」と、横から小さな声が届く。「ごめんなさい、私のせいで……」

　イヴが申し訳無さそうに俺とゴルドに頭を下げる。俺は軽く肩を竦め、ゴルドは特に気にした様子もなく煙草を吹かしていた。

「気にしなくていいわ」とバーダがイヴに小声で耳打ちする「……これに関しては、本当にあなたは関係無いから」

　イヴは困惑した様子だったが、そこでジョンの素すっ頓とん狂きょうな声が場の空気を打ち砕いた。

「……何、だと」

　目をやると、ジョナサン・ジャズフェラーは不愉快極まりないといった顔で新聞のとある記事を睨んでいた。

「どうした、ジョナサン。株価でも読み間違えたか？」

　バーダが冗談めかして言うと、ジョンは「これを見たまえ」と、しかめっ面で新聞の記事を指差した。

「──これはアルノルン版だが、昨日の西海岸の夕刊紙だ。君たちの目的地、人形図書館を買い取った人物が現れた」

「「買い取った？」」

　俺とバーダが異口同音に繰り返す。記事に視線を落とすと、ジョンの不愉快そうな顔に合点がいった。彼は苦々しげに続ける。

「ああ。人形図書館はもともとは州の管理施設だったが、まさに昨日、資産家のフェイト・モルガーナ・スタンリーが州から買い取ったらしい。よって今は彼女の所有物だ」

　フェイト・スタンリー。昨夜のジョンの話に出てきた人物だ。彼と相容れぬ、しかし彼と肩を並べるほどの女性資産家。

　バーダが眉を寄せる。

「妙だな。ジョナサンならいざ知らず、あの人物が郊外のあんな偏狭な建造物を所有しようとするなんて」

　その言葉に、ジョンは苦笑を挟んでから記事の続きを読む。

「スタンリー女史はあの建物に手を加えて、いずれ観光資源として一般公開するつもりらしい。この記事では街づくりタウンマネジメントの一環と謳うたっているね」

　しかし、バーダの疑念の色は消えなかった。彼女は鋭利な視線をジョンに投げる。

「ジョナサン、おまえの視点から見てその投資は正解だと思うか？」

「投資家としての意見を言うならば、半々フィフティフィフティだ。タウンマネジメントの成否は資金ではなくプレイヤーによる。優れた人材が担保されていれば、私なら投資するだろう。しかし──」

　ジョンもまた、不可解そうに眉を寄せた。

「彼女は数字の怪物だ。私の知る限り、スタンリー女史が『人材』などというバッファの大きい要素で成否が左右される案件に手を出すとは思えない。ましてや、あの魔女が地域貢献タウンマネジメントだなんて、科学者がいきなり童話を書き始めるようなものさ」

「だとしたら──裏があるな、間違いなく」

　冴えの入った瞳で、バーダはその記事に書かれたフェイト・スタンリーの名前を睨んだ。その名前からは、何か異様な空気が漂っているような気がした。

　俺たちが人形図書館へ向かおうとしていた矢先に自動人形が襲撃し、その襲撃の直後に謎の資産家が人形図書館を買い取った。いくら俺でも、この符合に何かしらの意味があることは推測出来る。

「まさか、そのスタンリーとかいう奴がイヴを狙ってるんじゃないだろうな？」

　俺の推測を、しかしバーダはばっさりと否定する。

「考えにくい。スタンリー女史の拠点は西海岸のロアだ。彼女は『未来王の手記エジソンズレコード』を盗んだ犯人ではないと思う」

「でも、そのスタンリー・ホールディングスとやらは大企業なんだろ。盗み出すにしたって、実行犯ならいくらでも用意出来るんじゃねぇのか？」

「そんな人材を用意出来るんだったら、わざわざ『未来王の手記エジソンズレコード』を使って人形などを操らずに、直接暗殺者を雇えばいいだけの話だろう」

　む、と俺は唸る。そのとおりだった。ジョンがそこで口を挟んだ。

「逆説的に考えると、人形を使役してイヴを襲っている犯人は、戦力と資金が潤じゅん沢たくではない単独犯、そういうことになるのかな」

「ああ──もし、そんなものがいれば、の話だがな」

　それは思わず零れたといったような言葉だったが、一同の関心を大いに惹きつけた。俺は思わず問う。

「そりゃいったい、どういう意味だ？」

「いや──」と、バーダは頭を振る。「これは推論というよりもほとんど妄想、可能性の一つだ。忘れてくれ」

　意外にも、彼女の言葉は歯切れが悪かった。自信が無いというよりも、どこかその考えを自嘲するような口調である。

　バーダは流れる車窓に視線を移し、どこか物憂げな表情で、再び独り言のように呟いた。

「──まさか、な」
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　列車がハイカーゴ市を出発して一時間ほど経った頃、俺は依頼主に仮眠の申請をし、護衛を一旦ゴルドに引き継いだ。さすがに昨日からの徹夜明けは応えるものがある。不死身の身体といえど、疲労はするのだ。

　バーダは思いのほか簡単に「ご苦労。ひとまず、ゆっくり休め」と承諾してくれた。職務上、それが必要であることを理解してくれる辺り、彼女はまだまともな依頼人である。

　俺は寝台車の客室に戻り、ほぼ反射的にベッドに倒れ伏した。すると途端に泥のような睡魔が俺を包んだ。ああ、そういえばあいつは俺にソファで寝ろとか言っていなかっただろうか。そんなことを思い出すも、微睡みは俺の身体を押さえつけ、ゆっくりと意識を奪っていく。俺はその生暖かい感覚に身を委ねた。

　休息は取れるときにしっかりと取っておかないと、傭兵稼業は務まらない。それは傭兵としての鉄則であり、そして俺としての鉄則でもある。

　しかし正直、俺は眠ることは実はあまり好きではない。

　身体が許すならば、本当は俺は夜すら眠らずにいたい。夢の中では、どれだけ残酷で心が張り裂けそうな出来事も、容易に起こりえるからだ。

　特にあの夜からというもの、俺の夢にはよくペリノアが現れるようになった。

　そしてそれは決まって、あの日の十四歳の姿ではなく、何故か今の俺と同じくらいに年をとった姿だった。

　二十歳を超えたペリノアは、以前よりもずっと美しかった。

　もちろん、それは俺の空想でしかない。

　こうであったかもしれない、あり得なかった未来の姿。

　彼女は少し淋しげな微笑を浮かべながら、優しく俺を見つめている。

　いくら走っても、俺は彼女には近づけない。

　いくら叫んでも、彼女の声は返ってこない。

　そして──いくら愛しても、もう彼女はいない。

　いつも、そんな夢だった。

　──だが、その日の夢は少し違った。
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　俺は揺れる大地に倒れていた。地面が揺れているのかと思いきや、俺の身体が息切れしているだけだということに気づく。夕暮れの世界が、そんな無様な俺を見下ろしている。

「全然駄目ね、アーサー」

　十三歳の俺に向けて、その人は涼しい顔で告げる。

　そうだ。俺は日中にまたペリノアに負けて、悔しくて。

　マリーン先生に、剣の稽古をお願いしたんだった。

　俺は起き上がるも、その人の顔をまっすぐに見られなかった。その代わり、先生の足元から伸びる影かげ法ぼう師しに向かって問いかける。

「何が駄目なんだよ」

「感覚だけで戦っていることよ。ちゃんと頭を使いなさい」

「使ってるよ」

「だとしたら、もっと賢くなりなさい」

　身も蓋ふたもない助言に、俺は不貞腐れて明後日の方向を向いた。そうだ、この頃から俺は勉強が嫌いだった。

「アーサー、顔を上げなさい」

　言われて、渋々と先生の方に顔を向ける。夕陽の逆光で、マリーン先生の顔は見えなかった。でも、なんとなくその顔は微笑んでいるように思えた。

「私の言うことを聞いて、ちゃんと強くなりなさい。どれほど残酷なことが起きても、侵されないくらいに強く──」

　マリーン先生は、そう言って俺の頭を撫でた。

　或いは先生は、俺たちがあの悲劇的な結末を迎えることを予期していたのかもしれない。だからこそ、せめてもの罪滅ぼしで俺を鍛えてくれたのかもしれない。

　俺は山を降りてからも、孤児になってからも、先生の教えに従って剣の稽古をした。数え切れないほどの基礎訓練、剣の素振り、剣術の型。俺の今の剣の腕前はマリーン先生のおかげでもある。

　──しかし、あの人も結局はアタヘイの大人たちの一人で、子供たちを実験体にしていた張本人の一人だった。

　皆を、ペリノアを、そして俺を裏切った、大人たちの一人。

　あの人も結局は、怪物化した子供たちの前で命を落とした。

　あの最後の夜、あの広場で、俺はマリーン先生が血まみれで地に伏しているのを見た。

　それを見たとき、俺は一切の感慨も無かった。

　いや、或いは憎悪に似たものはあったかもしれない。

　どうして、あれほどまで強かったのに、俺たちを守ってくれなかったんだ、と。

　俺たちの味方であってくれなかったんだ、と。

　胸の内で、俺は何度も糾弾する。

　いつの間にか、倒れ伏す我が剣の師を、現在の俺が見下ろしていた。

　不思議と冷ややかな気分だった。

　ふと気配を感じて振り返ると、そこにはバーダとイヴが立っていた。

　今の俺が守るべきものがあった。

「本当に守れるの？」

　背後で、マリーン先生の声が聞こえた。

「ペリノアも守れなかったのに？」

　──黙れ。

　俺は。

「──あんたとは違う」

　──────本当に？

　呪いのような問いかけに続いて、俺の左腕に灼熱感が走った。

　左腕は暴れるようにのたうち回り、やがて皮膚を突き破って、黒い刃の鎧よろいが現れる。

　俺は必死でそれを押さえ込もうとするが、刃の侵食は止まらない。

　左腕から胸へ、背中へ、足へ、顔へ、そして心へ。

　肺の奥底が空になるほどの大絶叫を上げたとき。

　俺は眠りの海から浮上した。
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　ベッドから跳ね起きたとき、バーダが傍らで心配そうに俺を見つめていた。

「大丈夫、ソード？　うなされてたけど……」

　その硝子のような瞳を目にした瞬間、俺は思わず彼女を抱きしめていた。

「え、ちょっ！」

　彼女の首から回して見えた左腕が、未だ俺の左腕であることを確認する。そこでようやく安堵を覚えた。

「バカ、駄目よ、隣でイヴが寝てるのに……」

「──良かった」

　心の奥底から湧いてきた言葉を、思わず吐露する。それを聞いたバーダは一瞬硬直した後で、優しく俺の頭に手を添えた。

「──大丈夫、それは夢よ」

　そのままの体勢でしばしの沈黙が舞い降りる。俺の奥底には、先ほどの夢の奇妙なしこりが残っていた。自分で、自分が動揺していることが分かる。しかし、バーダの身体から伝わってくる体温が、少しずつ胸の奥の強ばりを解かしていく。

　五秒ほど経ってから、俺は腕を解き、大きく深呼吸をした。一応、謝罪の言葉を口にする。

「すまなかった」

　しかし、バーダは俺の顔を覗き込むようにして、静かに問うた。

「……ペリノアの夢を見たの？」

「いや、違う」と、俺は即座に否定する。「おまえと、イヴの夢だ」

「そう──大丈夫よ、私もイヴも、ちゃんと此処にいるわ」

　バーダにつられて視線を横に向けると、もう一方のベッドではイヴが静かに寝息を立てていた。慌てて車窓の外を見やると、いつの間にか外には夜の帳とばりが降り始めている。俺は思わず自分自身に対して舌打ちを漏らした。

「くそ、随分寝ちまった」

「構わんさ。おまえの休息も私の依頼の内だ」と、バーダがいつもの小説家然とした口調で言う。「いざというときに、護衛が疲労困憊ではたまらんからな」

「おかげで、これで二日は寝ずに戦えるぜ」

「心強い限りだが、ならば三日目の支払いは無しだな」

　お互いにくだらない軽口の応酬をしている内に、俺もいつもの調子を取り戻してきた。と、そこで俺の腹の虫が鳴る。丸一日何も食っていないせいで、胃袋が猛烈な抗議を俺に訴えていた。

　バーダはくすりと小さく笑みを漏らした。

「ボードインがこの客室の外で待機してくれている。おまえは食堂車で食事を摂って来い」

「そいつは」と、肩を竦める。「この上なく有り難い命令だ」

　俺はベッドから足を下ろして、大きく伸びをした。全身に残っていた倦怠感は、長時間の休息のおかげで完全に消え去っていた。

「それがどういう夢だったのかは訊かないが、もう一度言っておくぞ」と、そこにバーダの声がかかる。「──所詮は夢だ」

「ああ」

　その通りだ。

　俺は自分の左腕に視線を落とし、掌を握ってみる。いつもと同じ感覚が、間違い無くそこにはあった。

　客室を出て行こうとしたとき、はっと思い出してバーダを振り返った。ばつが悪いが、このことも一応は謝罪しておくべきだろう。

「あー、バーダ、すまん」と、俺は頭を搔く。「ベッド使っちまった」

　彼女は一瞬、驚いたような顔を浮かべる。シーツの乱れたベッドを横目にして、呆れたように吐息を漏らした。

「いいわよ、別に」

　俺はそんな彼女を背に、軽く右手を上げて客室を出た。

　客室のすぐ外では、ゴルドが壁にもたれながら、退屈そうに廊下に腰を下ろしていた。

「よォ、お目覚めかい」

「飯を食ってくる」

「ああ、とっとと食って来て交代してくれ」

　と、ゴルドも大きな欠伸を挟む。俺は少し気になって、訊ねてみた。

「ゴルド。おまえ、夢は見るか？」

「いいや、生まれてこのかた、見たことはねぇな」

　それが冗談なのか本当なのか、俺には判断が付かなかった。
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　夜の食堂車には、殆ど乗客の姿は無かった。壁の時計に目をやると、確かにディナーの時間は数時間ほど前に過ぎている。カウンターの向こうでは、カマーベストをかっちりと着こなした男がグラスを磨いている。俺はカウンター席に腰掛けて、何か適当に食えるものはないかと訊ねた。彼はたっぷりとした髭をたくわえた口元を、穏やかに緩めて答えた。

「ローストビーフかポークチョップなら、まだ少しご用意出来ますが」

　悪くない。しかし、実に悩ましい二択だった。ふむ、と顎に手を当てて黙考していると、横から声がかかった。

「ローストビーフは悪くなかったよ」と、いつの間にか隣に黒縁眼鏡の青年が腰掛けていた。「あのジョナサン・ジャズフェラーが絶賛するほどだから、間違い無いと思う」

　それはかなり参考になる情報だったが、俺の注文は違った。

「それじゃ、両方くれ。代金は朝食のときに、そのローストビーフを絶賛した奴が払う」

　バーテンダーは「かしこまりました」と、恭うやうやしく頭を下げた。横ではニックが眼鏡の奥の瞳を細めて苦笑を浮かべている。

「僕にはカフェヴィーノを。オレンジピールは除いてくれるかな」

　ニックの注文に対しても、口髭の男性は俺のときと全く同じ角度で頭を下げる。どうやらその角度は彼にとっての不文律であるらしい。

「ジョンはどうしたんだ？」

　俺は煙草に火を点けながら訊ねる。

「彼は客室でもうとっくに眠りについてるよ。彼曰く『投資家は好機に備え、眠れるときは眠っておくのが鉄則』なんだそうだ」

　それを聞いて俺は軽く笑った。

「なんだ、投資家ってのは実は傭兵とあまり変わらないじゃないか」

「ソードは随分と長く寝てたみたいだね」

「いや、こんなに惰眠を貪るつもりは無かったんだが」と、俺は自虐的に口の端を上げる。「思った以上に昨日の戦いで疲れてたみたいだ。おまけに、昨日は一睡もしてないからな」

　俺が何てことの無いように言うと、ニックは目を見開いて驚いていた。

「一睡も？」

「ああ。一晩中、あの女の寝顔を見てたんだ──おい、笑うところだぜ」

「そうか、護衛としてか」感心したように、ニックは頷く。「傭兵ってのはたいへんな仕事だね」

「小説家に雇われると、その苦労も五割増しってとこだよ」

　紫煙と共に笑い飛ばすと、ニックも可笑しそうに笑った。

　やがて、食欲を強烈に刺激する香りが俺の周囲に漂い始める。目の前に料理が差し出されるのと、俺の空腹感が限界を迎えたのはほぼ同時だった。

　ポークチョップは香草とフライドガーリックの衣を纏って香ばしい湯気を立て、ローストビーフは赤身と炙あぶり目のコントラストに宝石のようなソースが美しく映えていた。

　俺はまだ長い煙草を灰皿に押しつけ、軽く手を合わせてから、せっせとそれらを口に運ぶ作業に入った。無心で肉にかぶりつき、パンを貪り、スープでそれを流し込む。なるほど、確かに悪くない。しかし、それが空腹のせいなのかどうかは、俺の貧乏舌では判断出来なかった。

　ニックは自分のグラスをちびちびと傾けながら、そんな俺の様子を眺めていた。五分も経たぬうちに、俺は皿の上をすべて綺麗に平らげてしまった。

「よほどお腹が空いていたんだね……」

　肉片一つ残ってない皿をしげしげと眺めながら、ニックはそう呟いた。

「美味かった。マスター、俺にもこいつと同じ飲み物を」

「かしこまりました」

　バーテンダーはおよそ四十八度のお辞儀を再現し、手早く目の前の皿を片付けていった。

「ソード、少し気になっていたことがあるんだけど、訊いてもいいかな」

　と、出し抜けにニックが訊ねる。俺は先ほど長いままに火を消した煙草を再びくわえ、ライターの火を近づけたところだった。

「ああ、なんだ？」

「フォレスターは君にとって、どういう存在なんだい？」

　紫煙をゆっくりと吸い込みながら、俺は沈黙する。返答に困る質問だった。そして、その質問に困っている自分自身を、俺は少し意外に思った。ニックはさらに付け加える。

「ただの依頼人と傭兵、というだけじゃないように思えるけれど」

「いや、あいつにとっちゃ、俺はただの傭兵だよ。いくらでも代わりはいる。まぁ、不死身である、というのはなかなか代わりのいない特質かもしれないがな」

　俺以外に不死身の傭兵がいれば、あいつにとってはそれで事足りるのだろう。では──と内側に湧いてきた逆説的疑問は、代わりにニックが口に出した。

「それじゃあ、君にとっては？」

「俺にとっては……」

　と、俺は思わず言い淀んでしまう。その時点で、答えは決まっているようなものである。溜息とともに、俺は白状する。

「──少なからず、あいつは特別な存在なんだろうな。代わりが利かないという意味では」

「へぇ、やっぱりそれは」と言いかけたところで、ニックは苦笑のようなものを浮かべながら、その先を取り下げた。「……いや、何でも無い。忘れてくれ」

　俺にとってもそれは有り難い。答えを用意出来ていない質問など、投げられても窮するだけだ。

　と、そこで目の前に音も無くグラスが差し出される。顔を上げると、バーテンダーが先ほどと同じ人の良さそうな笑みを浮かべていた。

「カフェヴィーノです」

　それはミルクをたっぷり入れたコーヒーのような見た目の液体だった。正直、ニックが頼んでいたものを正体も分からないまま注文したので、俺にとっては未知の飲み物である。そもそも、これが酒なのかどうかすら分からない。口にしてみると、仄かな苦みと爽やかな酸味が舌に広がった。どうやら、コーヒーとワインを使ったカクテルらしい。

「へぇ、悪くないな」

「ソード、もう一つ訊いていいかな」

　と、不意にニックが神妙な顔をして言った。

「君は、フォレスターの書いた『傭兵と小説家』に登場する傭兵のモデルになってるんだよね」

「──らしいな」

「あの物語は」と、ニックはそこで言葉を慎重に選ぶかのような沈黙を挟む。「ええと、つまり……どこまでが、君の人生をモデルにしてるんだ？」

　その問いかけに、俺は思わず笑ってしまった。

「随分と漠然とした質問だな。科学者らしくないぜ、ニコラス」

　俺の言葉に、彼は自省するような苦い顔を浮かべる。咳払いを挟んだ後で、意を決してといった様子で訊ねる。

「では、単刀直入に訊くよ──君は、愛する人を亡くしたことがあるのか？」

「ああ」

　カクテルに口をつける。苦みと酸味が、口の中に奇妙な立体感を描く。俺はその構造を読み解くことに集中した。ニックが真剣な目で、再び問うた。

「では、君はどうやってそこから立ち直った？」

「立ち直れてなんかいねぇよ。未だに地面に這いつくばったままだ」

　その言葉の真偽を探るかのように、彼は沈黙のまま俺の横顔を見つめ続ける。やがて何かに納得したのか、ニックは力無い溜息を漏らした。

「……君は強いんだな、ソード」

「そんなことねぇよ」と、俺は鼻を鳴らした。「強いふりをしてるだけさ」

　謙遜などではない、それは真実だった。

　彼は俺が毎晩のように悪夢を見ていることを知らない。

　彼女の心臓を貫いた時の感触がまだ手に残っていることを知らない。

　消えていく彼女の闇のような瞳を知らない。

　だが、知らなくていいのだ。知られなくていいのだ。それらはすべて、俺の個人的なものなのだ。

　今度は逆に俺が問いかけてみる。

「おまえは立ち直れてないのか？」

　しばしの静寂の後に、ニックは悟ったように苦笑いを浮かべた。

「……ジョナサンから聞いたんだね」

　俺は曖昧に首を動かした。悪いことを聞いたような気がして、気まずさが舌の上に残る。

「いや、なんだ、別に変な意図は無い。語りたくないなら、別に無理には──」

「いや、いいんだよ」と、ニックは穏やかな微笑で首を左右に振った。「僕も何となく、君には話しておきたい気分だったからね」

　そして、僕と君は似ている気がするよ、と付け加えた。

　俺は何も言わなかった。本人が語りたいと言うのであれば、俺が拒む理由は無い。バーダにも以前言ったことがあるが、いつか誰かに語らねばならない話、というのは、誰にだってある。

「少しだけ語らせてくれ。退屈になったら、そのまま居眠りしてくれていい」

　そんな言葉から、発明家ニコラス・テラーの身の上話は始まった。





◆






「僕はスカーレットクラウドという村の出身なんだ。知っているかい？」

　何となく記憶の琴線に触れた名前だったが、俺は曖昧に首を傾げて見せた。

「知らないのも無理は無いさ。皇都アルノルンの北東に位置する小さな集落でね、工場町のホークアイからだとすぐ東にある。いや、あった、と言うべきだろうね」

　そこでようやく、俺の頭がその情報を書庫の奥深くから引っ張り出した。

「思い出した」と俺は言う。「何年か前に、何かの争いが原因で全焼した村じゃなかったか」

「そう。一八六五年の冬だ。旧帝過激派と騎士団があの村で衝突したんだ」

　旧帝過激派。九十年前に武力でこの国を暴走させようとした、希代の暴君レオネ。それを未だに信奉し続ける一派の末裔たちのことである。それは俺とバーダにとっても、浅からぬ縁のある連中だった。

　バーダの親友はその一派が起こしたテロのせいで亡くなり、そして俺はというと、この春先にそのレオネ皇帝を九十年越しに殺害している。

　ニックは続ける。

「一八六一年のアルノルン事変は知っているだろう。そのときの主犯格の一人が、そのスカーレットクラウドの村に逃げ隠れていたんだ。騎士団はそれを突き止めて、秘密裏に捕縛を試みた。しかし、その情報が過激派に漏れて、あの村で両者は全面衝突した」

　科学者らしく、ニックは訥とつ々とつと事実のみを語った。

「最悪だったのは、その混乱を好機とばかりに、野盗の一団まで襲撃してきたことだ。その数年前にホークアイで大きな町工場が潰れてから、周辺には失業者から野盗に鞍替えした連中が溢れていたからね。彼らは時に騎士団のふりをして、時に旧帝派のふりをして、村人を襲っては強奪を始めた。地獄さ。誰にも収拾が付けられなかった」

　俺は目の前のグラスを見つめながら、彼の話に耳を傾ける。自らに起きた悲劇を語る男の顔を直視するのは、少し憚られた。

「村人の半数以上が死に、集落は全焼した。僕の両親も、妹のフレデリカもその時に亡くなった」

「……何歳だったんだ？」

「僕が十四歳、フレデリカは七歳だった──そうだね、もし妹が生きていたら、ちょうどイヴくらいの年だったかもね」

　俺が察していることを、彼もまた察していたのだろう。なるほど、彼がイヴに対して妙に肩入れする理由に合点がいった。亡くなった妹の姿を重ねていた、ということか。

「フレデリカはとても頭の良い子でね、七歳なのに数学が大好きで、よく僕が勉強を教えてあげていたよ。血の繫がらない兄妹だったけど、彼女は僕にとても懐いていたんだ」

「血の繫がらない？」

「ああ、そうそう。僕は六歳の頃にテラー夫妻に拾われたんだ。ちょうど、二人にフレデリカが生まれた頃にね。何せ幼い頃のことだからあまり記憶には残ってないけど、どうやら僕は捨て子だったらしい」と、そこでニックは困ったように笑う。「今振り返ってみれば、よくある話さ。五〇年代は恐慌が毎月のようにあったからね」

　捨て子ということは、それもまたイヴと同じというわけか。或いは彼が彼女に対して抱いているのは、そういった同属意識もあるのかもしれないな、と俺は思った。

「テラー夫妻、つまり僕の両親となった人たちは、僕を快く拾って育ててくれた。特に父はホークアイで子供たちに教鞭を執っていてね。勉学に関しては熱心に教えてくれたよ。僕が発明家という職業も選んだのも、実はその父の影響だ。僕は幼い頃からずっと発明の真似事をしていたよ」

「良い人たちだったんだな」

　幸せそうに家族について語る彼の姿を見て、思わず俺の口から感想が零れた。ニックは頷く。

「ああ、感謝している。父の教育は少し厳しかったけどね」

　と、そこで彼はどこか得意げな表情を浮かべた。

「自分で言うのも何だけど、その教育のおかげで、僕はその村では神童なんて呼ばれてた時期もあったんだ。井戸の水をくみ取る装置を開発したり、より効率的な冷蔵箱を作ったりしてね。自惚れるわけじゃないけど、僕にはある種の才能があったんだと思う。知識を脳味噌に入れれば、ありとあらゆる応用方法が浮かんできた。当時の僕の研究ノートは火事のときに燃えてしまったけれど、その辺の大学教授が読んだって感心してくれた筈だ」

　と、そこでニックは自虐的に口元を歪める。

「……まぁ、今はこんな売れない発明家になっちゃってるけどね」

「俺でさえ名前を知ってたんだ」と、俺は言う。「充分凄いさ」

　それは本音からの賛辞だったが、ニックは世辞と受け取ったのか「ありがとう」と端的に答えた。そしてそこからトーンを少し落として、続きを語る。

「……でも、家族が死んでから、僕の才能は枯渇したんだ。以前は湯水の如く湧いていた発明のアイディアが、以前よりも思い浮かばなくなった。この前の高周波ガス照明管だって、長い時間をかけて、やっとの思いで、絞り出すように開発した代物だったんだ」

　と、そこで彼は再び自嘲気味な笑みを浮かべた。

「だから正直、あれほどポンポンと新規格を発明するレメルソン博士のことは、少し妬ましく思っていたりもする」

　それを聞いて俺は、ふん、と鼻を鳴らした。

「そのレメルソンって奴が成功を収めてるのは、例の『未来王の手記エジソンズレコード』のおかげなんだろ」と、俺は反論する。「そいつのやり方は公平じゃねぇよ」

　俺はイヴの話を聞いてからというもの、その人物に対して並々ならぬ不信感を抱いていた。少なくとも俺の中で、レメルソンという男は誠実な人物像からは大いにかけ離れた存在である。

　そんな俺の胸の内を読み取ったのか、ニックも微かに一度頷いた。

「僕も彼のことはあまり好ましく思っていないよ。イヴのことを思えば尚更だ」

　青年の黒縁眼鏡の奥の瞳には、珍しく険しい感情が浮かんでいた。同じ孤児でありながら、ニックは育て親に愛されて育てられたが、残念ながらイヴはそうではない。ましてや、彼女に自身の妹の姿を重ねている彼にとっては、その不条理は許しがたいものなのかもしれない。

　と、そこで思わず俺の口元に笑みが漏れた。ニックはそれを見て不思議そうに首を傾げる。

「どうしたんだい？」

「いや、バーダの奴といい、イヴに幸運が一つあるとしたら、おまえらのようなお節介焼きに出会えたことだろうなって」

　ニックはしばし呆けた顔をしていたが、やがて吹き出した。

「それは間違い無いね」

　そう言って、我々は互いに一笑する。少しだけ、暗い空気が払拭されたような気がした。

「それで」と俺は話の筋を戻す。「故郷を出てから、どうしたんだ」

「アルノルンの教会に保護されて、皇立の学院に入学した。と言っても、殆ど根無し草みたいな生活だったね。あの頃は奨学金を使いながら色んな寄宿舎を転々としていたよ。幸い、十七の年に大学に入ることが出来た。学業の成績は悪くなかったし、何より、父が生前に推薦してくれていたみたいでね。それからというもの、在学中はずっと研究ばかりだったな。そのときに、例の高周波ガス照明管の構想が浮かんだんだ」

「へぇ、ってことは、今から四、五年前か？　そんなに前から構想があったんだな」

　尤もっとも、俺はその照明管とやらがどのような代物なのかは一切理解が無いのだが。

「今から四年前、僕が十八の時だから、一八六九年だね。ほら、ちょうど、聖女ハヴァンディアが聖人認定を受けた年さ」

　ああ、なるほど、と俺は曖昧な返事をする。どうもあの少女の名前が出てくるだけで、俺は少し不穏な気分になってしまう。そんな俺を余所に、ニックは話を続ける。

「その年に、僕は照明管のプロトタイプを作ってみた。理論も拙つたなくて、設備も足りなかったから、本当に酷い代物だったけどね。一瞬だけ綺麗な発光を見せた後で、すぐ壊れてしまった。大成功、とは言い難いものだったけど、たまたま大学を見学しに来ていた人物がそれを目撃してね」

　その話の展開で、何となく察しが付いた。俺は言う。

「ああ──そいつが、ジョンか」

　ニックは頷いた。そして当時のことを思い出しているのか、彼はふっと表情を緩めた。

「そう。実験を見たジョナサン・ジャズフェラーは大興奮だったよ。『こんな発光は見たことが無い！』ってね。僕がこれは失敗で、本来ならばもっと長時間発光が続くものになる筈なんだ、って言うと、更に興奮した様子で『それはいつ出来るのだ』と訊ねてきた」

「目に浮かぶようだ」

　俺がバーダの小説のモデルだと知った時の、あの男の様子が思い出された。

「僕が、完成の為には施設も資金も足りないのだ、と言うと、ジョナサンはしばらく考え込んだ。そして出し抜けにこう訊ねたんだ。『この大学に未練はあるかね』って。さっきも言ったけど、僕は根無し草みたいな生活をしていたから、『特段無い』って答えた。そしたら、その日の午後には僕は大学を退学したことになっていて、ジャズフェラー財団が所有する精油研究所に雇われていたんだ。しかも、新設部門まで作って、僕はそこの室長になっていた。十八歳でだよ、もう滅茶苦茶だよ、あの男は」

　ニックの話に、俺は思わず笑ってしまった。まったく、金持ちのやることはいちいち大げさである。ニックは更に続けた。

「当時の僕は、よほど死んだような目をしていたんだろうね。それからというもの、ジョナサンは事あるごとに僕を旅に誘ってきた。僕は家族を失ってからずっと、研究に打ち込むことで悲しみを紛らわせていたきらいがあったんだ。僕はそれで充分だったんだけど、ジョナサンはそうは思わなかったらしい。彼曰く『人生の喜びとは、欲求の解消だ』ということらしい。まったく、善意の押し売りみたいなものさ」

　大きく溜息をつくニック。しかし、辟易しつつも、決してそれらを拒絶しているわけではないことが、彼の表情から分かった。奇妙な話だが、何故か俺はそこに親近感を抱いてしまった。

　先ほど、ニックは俺にどうやって立ち直ったのか、と訊ねた。彼は真しん摯しに、その方法を知りたがっているように思えた。しかし、俺から見た今のニックは、外見上はそれほど家族の死を引きずっているようには見えない。

　ジョンに振り回され、研究に忙殺される毎日。

　発明家として、その人生に意味を持たせるために悪戦苦闘する日々。

　或いは、それはやっぱり見た目だけの話で、彼にだって眠れない日はあるのかもしれない。家族の死に様を思い出しては、悪夢に苛さいなまれる夜があるのかもしれない。絶望に心が張り裂けそうな黄たそ昏がれがあるのかもしれない。

　結局、膨大な悲しみに対面して、それを真正面から打ち砕くことなんて、人間には出来やしないのだ。少しずつ別の何かで上塗りして、忘れていくことしか出来ないのだ。

　そしてその為には、そう努めるように振る舞うしか無いのだ。

　自分が強い人間であると振る舞うこと。

　過去に打ち勝った人間であると振る舞うこと。

　前へと歩みを進める人間であると振る舞うこと。

　たとえそれが虚勢でも、いつかそれが真実になるように。

　──俺だって、そしてバーダロンだって、きっとそのように生きているのだから。

「……まぁ、面倒な雇い主に振り回される、って意味では、俺たちは似た者同士だな」

　俺が皮肉げに笑って言うと、ニックも大いに頷いていた。

「やっぱりね。君には何かしら近しいものを感じていたんだ」

　そう言って、再び俺たちは互いに笑い合った。

　そこで、ニックの襟の隙間から、ちらりと金色のチェーンがランプの灯りを照り返したのが見えた。そこに連なって、歪いびつな形で金属の留め具のようなものが目立っていた。ふと気になって、俺は訊ねてみる。

「それは？」

　俺が指さすと、彼は自分の首元からそのチェーンを取り出して見せた。ペンダントのようだったが、本来、そこにぶら下がっている筈のペンダントトップは失われていた。

「ああ、これかい。本当は綺麗なルビーのような宝石が付いていたんだけどね。村が襲われた時に、野盗に盗まれちゃったんだ。何でも、僕が拾われた時の唯一の持ち物だったらしい」

「宝石？」

「うん。随分と高そうな宝石だったよ。たぶん、実の両親が僕を捨てるときに持たせたんだと思う──金品を持たせたのは、彼らなりの罪悪感だったのかもね。育ての両親……ああ、つまりテラー夫妻は、将来これが僕の肉親を捜す何かの手がかりになると信じていたようだ。だからずっと、これを身に付けてなさい、って僕に言いつけていた。僕が着け忘れる日があると、フレデリカが怒って『すぐに取りに行きなさい』なんて言ってたよ」

　家族を懐かしむかのように、彼は儚げな微笑を浮かべる。

「正直、本当の両親なんてどうでもいいんだ。でも、家族の言いつけだからね。だから、鎖だけだけど、今もずっと着けてるんだ」

　その約束が、今も彼と亡き家族を繫ぐ絆であるかのように、ニックは遠い目をしながら語った。

　俺は気になって訊ねる。

「その宝石、もう何処に行ったのか分からないのか」

「一時期、ジョナサンに頼んで捜して貰ったこともあったけど、行方はさっぱりだね。野盗たちがどこかの金持ちに売り払って、そこから先は追跡不能さ」

　諦めたように言いつつも、どこか寂しげにペンダントの金具を見つめるニックの横顔が印象に残った。家族との絆なのだ、軽々しく諦められるものでもないのだろう。

「それは……残念だな」

　かける言葉に迷い、俺の口から中身の無い言葉が零れる。しかし、ニックは気丈に笑って見せた。そして、戯ざれ言ごとのように言う。

「ソード、もし傭兵稼業の最中にこれくらいの赤い宝石を見かけたら、僕のとこに持ってきてくれ。明かりに透かすと中に黒い蝶々みたいなシミが見える宝石だ」

「ああ、わかった。しかし、金になりそうだったら売り飛ばしちまうかもしれないぜ」

　俺が冗談っぽく言うと、ニックも含みがありそうに口の端をつり上げる。

「大丈夫、ジョナサン・ジャズフェラーが誰よりも高値で買い取るよ、きっと」

　それは間違い無いな、と俺も笑った。

　カクテルグラスの中で氷の溶けるカランとした音が、俺たちの夜に優しく響いた。
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　車窓から朝日が射し込み、彼女の瞼を照らした。日だまりは流れる木立の影によって明滅し、その刺激が彼女を眠りの海から引き上げたらしい。バーダはのそのそと布団から抜け出すようにして起床した。ベッドに腰掛けて、大きく伸びをする。ネグリジェの隙間から、彼女の白い陶器のような肢体が露わになる。

　そこで、ようやくソファに腰掛ける俺と目が合った。いや、正確には彼女の目の焦点は虚ろなままだったので、目が合ったと言えるのかどうかは微妙である。

　俺の存在を認識しているかどうか判断しかねたので、とりあえず声をかけてみる。

「おはよう、バーダ」

「ん、あぁ、おはよ」

　眠そうな声が返ってきた。なるほど、まだ半分夢の中にいるらしい。

「……あの、バーダお姉様」

　と、俺の傍らに腰掛ける少女が、恐る恐るといった調子で声をかける。ちなみに、この少女の身支度は既に終わっている。

「その、いくらお親しい間柄とは言え、殿方の前ですので、その、そういった格好は……」

　バーダの視線がイヴに向けられ、その存在を認識すると、段々と理性の色が瞳に宿り始めた。やがて自分のあられも無い姿に気づいたのか、羞恥の色が頰に差す。

「え、あ、ちょっ……！」と、咄嗟にシーツを巻き上げて身体を隠した。「なんでアンタがこの部屋にいるのよ！」

「護衛だからだ」

「あ、そうだったわね……じゃなくて！　淑女の寝起きの姿をじっと見つめるな！」

　どうも寝起きのせいで思考回路は正常に機能していないらしい。俺の隣でイヴが苦笑と共に呟く。

「バーダお姉様は朝が弱いのですね」

「いつも夜更かしばかりしてるからな」

　この前の旅でもそうだった。寝起きのこの女は、普段の小説家然とした振る舞いからは想像も出来ないほどに気が緩んでいるというか、つまりはぐだぐだなのだ。すると、バーダが俺を睨みつけて弁解するように言う。

「……世の中の作家はみんな朝に弱いのよ」

「いや、それは偏見だろ」

「うるさい、いいからとっとと部屋から出てけ！」

　と、枕を投げられたところで、俺はイヴを部屋に残して退散した。
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　バーダの身支度が済み、三人で食堂車に向かうと、既にジョンとニックが朝の珈琲を啜っていた。その傍らには分厚いハムにかぶりつくゴルドの姿まである。例の如くジョン・ジャズフェラーの相しょう伴ばんに与あずかり、我々一同は朝食の席に着く。食事を終えて珈琲に口を付け始めた頃、車窓の向こうの景色が変わり始めた。

　これまでは田園や林といった風景が続いていたが、列車は大きな街道と併行して走るようになり、ちらほらと電信回線を張り巡らせた木の柱が見え始める。街道を行き交う人々や馬車の姿も見えるようになり、車窓に映る文明の色が少しずつ濃くなってきた。

「懐かしい景色になってきたね」とジョンが言う。「君もそう思わないか、バーダロン」

「私は五ヶ月ぶりくらいだが、それほど郷愁みたいなものは無いよ」

　と、バーダは淡泊に答える。一方でニックは力無い笑みを浮かべていた。

「やれやれ、僕はようやく帰ってきた気がするよ」

　やがて、列車が小高い丘を乗り越えると、巨大な街並みが見えてきた。

　──それはさながら、硝子と石造りの森だった。

　煉瓦と石で造られた無数の塔と、それを飾る無数の極彩色のステンドグラス、そしてそれらに囲まれるように聳え立つ巨大な時計塔。さらにその奥には、殊更巨大で豪奢なステンドグラスが施された大聖堂塔の姿が垣間見える。それらは百年以上の時の流れを内に秘め、この国の歴史を現代に謳い続けていた。

「イヴ、見える？」と、バーダが窓際で指さす。「あれが、この国の中心よ」

　皇都アルノルン。

　教皇ヨハネス二〇世が首長として統治するユナリア合衆教皇国の首都であり、大陸のちょうど中心に位置する巨大都市だ。

　圧巻の光景に感激しているイヴに、バーダが街の成り立ちについて説明していた。俺もぼんやりと車窓を眺めながら、そんなバーダの話に耳を傾ける。

　曰く、都市はかつて『ユナリア合衆教皇国』が『ユナリア皇国』だった頃から首都として機能し、大きく発展を続けてきたという。それはユナリア教徒の本拠地である大聖堂塔があったからだけではなく、地政学的に観ても必然的なものだったそうだ。

　街は大陸北部と南部、そして東西海岸を結ぶ直線のちょうど中間地点にあり、古くから、大陸全土の流通の交差地点となっていた。商人や職人たちが滞留し、産業化や商業化が凄まじい速度で進み、雇用が増加するたびに人が増え、都市はそれらからの潤沢な税収を使いながら教育機関や医療施設、鉄道網などを充実させていった。

　これほどの規模の都市で、数世紀以上前からの歴史的建造物が今尚なお現存する場所は、世界でも稀であるらしい。

　近づいてくる街並みを、俺が特に感慨も無く眺めていると、ゴルドが顔を寄せてきた。

「ちょうど二年くらい前かァ？」いつものニタニタ顔で奴は言う。「ヒュウの奴と三人で来たよなァ」

　脳裏に不愉快な思い出が蘇り、俺は舌打ちを漏らした。

「……やめろ、思い出したくもねぇ」

　しかし、バーダはその話を聞き逃さなかった。

「そういえば来たことがあると言っていたな。ボードインとグリーン店主も一緒だったとは知らなかった。いったいどんな仕事だったんだ？」

「聞くなよ、つまらない話なんだから」

　顔を顰める俺の横で、ゴルドが語り出す。

「ギャング退治さ。金持ち一族の館から強奪された、貴重な代物を追ってこの街まで辿り着いたんだ」

「それはまた凄いな」バーダが目を丸くする。「つまり、盗人を追跡して大陸を半分渡ったのか？」

「あァ、一月近くかかった壮大な追走劇だったぜ」

　バーダの瞳に興味の色が宿る。

「それで、盗まれた貴重な代物というのは何だったのだ？」

　ゴルドは答えずに、ニヤニヤと笑いながら俺の方を見やる。相変わらず、根性の曲がった野郎だ。俺は溜息と共に答えた。

「……猫だ」

「「ねこ？」」

　今度はイヴまでもが、バーダと同様に目を丸くした。俺は空しさを覚えながら説明する。

「ああ……よく知らんが、東大陸にのみ生息する貴重な品種の猫なんだとよ。何万ドルとかする畜生だ。ギャングの連中はよりにもよってそいつを盗んで行きやがった」

「傑作なのはギャングの連中をとっちめた後さァ」

　ゴルドの話に、俺は思わず「やめろ」と掌てのひらを出す。しかし、奴の語りは止まらなかった。

「やっと取り返したその猫が、檻から逃げ出してな。今度はこの街でソードと猫の追走劇さ」

　俺は再び大きな溜息をつき、当時の地獄のような日々を思い出した。

　バーダはしばらく啞然とした後で、俺を見つめる。口元が笑いを堪えきれずに痙けい攣れんしているのが窺えた。

「……おまえ、わざわざ皇都まで来て、また猫を捜して走り回ったのか」

「うるせぇな、俺だってやりたくてやったわけじゃねぇよ！」

　激げき昂こうする俺を見て、一同が一斉に笑い出す。畜生、だから話したくなかったんだ。バーダまでもが、ゴルドのようなニヤニヤ顔を浮かべている。

「さすがは猫捜しのソードだな」

「やかましい！」

　目をやると、イヴまでもが可笑しそうにくすくすと笑っていた。

　まったく、嫌なことを思い出しちまった。

　俺のそんな暗澹とした気分など関係無しに、皇都アルノルンの街並みは近づいていた。
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　列車がアルノルン駅に到着すると、車内アナウンスが響いた。予定通り車両点検の為に一日停車し、西海岸へは翌朝の出発になるとのことだった。我々は一泊分の荷物とイヴの例の旅行鞄だけを持って、列車を降りる準備をする。今晩はバーダの要望で、彼女の所有する別荘とやらに泊まる予定であった。

　列車を降りると、駅のホームは大勢の人でごった返していた。イクスラハやハイカーゴとは比にならないほどの人混みである。見回すと、我々が乗ってきたものの他に、いくつもの列車が停車していた。天井の高いホームには蒸気の煙と石炭の匂いが溢れ、この人混みも相まって非常に息苦しい。我々は一昨日に続いて、再び大勢の他人と肩をぶつけ合いながら駅の出口を目指すこととなった。

「──それじゃ、私たちはここでお別れだね」

　改札を抜けたところでジョンが言った。そういえば、ジョンとニックはアルノルンへの帰りの道すがらであった。

「ああ、そうか」と、俺は口の端をつり上げてみせる。「残念だ。ここから先の旅は、あまり美味い食事は期待できなそうだな」

　俺の冗談に、ジョンは可笑しそうに笑った。そこでバーダが皮肉っぽく言う。

「なんだ、西海岸まで行かないのか？」

　すると、ジョンは頭を振って自分の背後、駅の出口の方を親指で指し示す。

「どうやら、私の帰還は多くの方々に望まれていたらしい。残念ながらね」

　彼が指さした先には、小綺麗なスーツを着た数人の男たちが、にこにこと微笑みながらこちらを見つめていた。十中八九、ジャズフェラー社の人間だろう。その光景を見つめながら、ニックがやれやれと首を左右に振った。

「三週間も社長不在で会社を回すことが出来る、君の優秀な部下たちに感謝するべきだろうね」

「ああ、全くその通り」とジョンも大いに頷く。「しかし彼らなら、あと一週間くらいは耐えられると思うのだが、どう思うかね、ニコラス」

「直接、あの方々に聞いてくれ」

　ニックは呆れたように言って、ジョンは諦めたように吐息をついた。そこでニックはイヴを振り返り、彼女の頭に優しく右手を置いた。そして膝を曲げ、視線を彼女の位置まで下げる。

「ここでお別れだ、イヴ。君の旅が無事であることを祈っているよ」

「ニコラスさん」と、イヴは首に下げられた金色の輪をぎゅっと握りしめる。「このリング、首飾りにしてくれてありがとうございました。私、ずっと大事にします」

　ニックはそれを聞いて、どこか名残惜しそうに目を細めた。或いは彼にしても、本当は彼女の旅に最後まで付き合いたい、というのが本音なのかもしれない。

「私のこともたまに思い出してくれると嬉しいな、イヴ」

　と、横から顔を出したジョンに対しても、イヴはにっこり笑った。

「もちろんです。ジョナサンさんも、ご親切にしてくださいましてありがとうございました」

　続いて、彼女は恐る恐るもうひとりの方を見やる。

「……あの、ゴルドさんも、ありがとうございました」

　金髪の傭兵は退屈そうに欠伸をしながら、無言で軽く右手を上げてみせた。愛想の無い男である。と、そこで。

「──ボードイン」唐突にバーダが彼に向けて封筒を放った。「護衛の報酬だ」

　ゴルドはそれを受け取り、封筒の口から中身を覗き込む。そして、満足そうにニヤリと笑った。

「──確かに。毎度あり」

「あ、あの、私からも……」

　と、イヴが自分のポシェットを漁ろうとしたとき、ゴルドは右の掌を見せてそれを制した。そして冷たい口調で言い放つ。

「給料以上の仕事はしねぇよ」

　呆気に取られるイヴを無視して、すれ違いざまにゴルドは俺に耳打ちする。

「じゃあな、ソード。死ぬなよ」

「死ぬかよ」

　と悪態をついた後で、俺は疑惑の視線を奴に投げる。

「……一応聞いとくが、おまえの行き先はどこなんだ？」

「あん？　珍しいな、おまえが俺の仕事に興味持つなんざ」

「この先でまた馬鹿げた再会をしたくねぇだけだ。いいから行き先を言え」

「北の国境沿いだ。人物警護の仕事さ」そして、わざとらしく残念そうに首を振ってみせる。「悲しいことに、今回はおまえと刃を交えることは無さそうだ」

　それは今のところ、この旅一番のグッドニュースである。

「そうか、それは残念だ」とバーダが本当に残念そうに言った。「おまえさえ良ければ西海岸までの護衛継続をお願いしようと思ったのだがな」

「俺が良くねぇよ」

　と即座に口を挟んでおく。ゴルドがいつものように呵々と笑った。

「前も言ったが、俺は一つの仕事をやり遂げる主義でね」と、奴は我々に背を向ける。「まぁ、また殺し合いがあったら呼んでくれや」

　軽々と言って、金髪の傭兵は雑踏の中に消えていった。続いて、ジョンとニックもまた、我々に手を振って去って行く。イヴは彼らの姿が見えなくなるまで、その背中にずっと手を振っていた。

　そうして、駅の構内に俺とバーダ、イヴの三人が残される。周囲はたくさんの人々が行き交っていたが、それに反してイヴの表情はどこか寂しげだった。

「……なんだか、急に寂しくなっちゃいましたね」

　ぽつりとイヴが呟く。俺は頭をぼりぼりと搔いた。

「俺は厄介払い出来て清々しい気分の方が上回るがな」

「舞台替えだよ」とバーダが意味深に微笑む。「ここからは新しい登場人物が出てくるさ」

　何を言っているんだ、と俺が首を傾げると、バーダは駅の出口の方を指さした。

　そこに腕組みして立っている人物を見つけ、俺は納得と同時に警戒心が湧いてくるのを感じた。イヴは見知らぬ登場人物に首を傾げている。

　陽光を照り返す白銀の鎧を纏い、同じ色の銀髪をなびかせる、女騎士の姿。

　その人物は我々の姿を認めると、ゆっくりと歩み寄ってきた。

「──久しぶりだな、バーダ、そしてソード」

　第十四騎士団士長、ヴィリティス・ナイツはそう言って微笑んだ。
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　立ち話をするより珈琲でも飲みながら、というヴィリティスの提案に我々は乗ることになった。アルノルン駅を出て石畳の大通りをしばらく歩き、脇道に逸れてダウンタウンに入る。道中、バーダとヴィリティスは思い出話に花を咲かせていたが、俺の目に映る街並みはどれもこれもあの腹立たしい追走劇を思い出させ、俺の気分を暗くさせた。

　狭い路地には雑多な露店が並んでおり、地元民らしき買い物客たちの姿が多く見受けられる。下町の朝市の光景は活気に溢れ、どこか先日のハイカーゴの大祭を彷彿とさせるものがあった。露店に並んだ色とりどりの野菜や果物を、イヴが珍しそうに眺めていた。

　そんな通りの一角に、目当ての建物はあった。三階建ての煉瓦造りの建物だが、看板は何も付けられていない。

「さすがに三ヶ月程度じゃ何も変わってないわね」

「中の人間も変わってないから、安心しろ」

　どうやらバーダとヴィリティスの馴染みの場所であるらしい。

　バーダが一階のガラス戸を押し開けると、涼しげな鐘の音が響く。中は思ったよりも広く、いくつかのテーブルセットとバーカウンターが備えられていた。室内を見渡す限り、どうやら喫茶店のようである。ランチの時間にはまだずっと早いせいか、店内にはほとんど客はいなかった。

「いらっしゃ──おお、バーダロンじゃないか」

　カウンターの奥でコーヒーカップを磨いていた男性が、驚きと喜色の声を上げる。黒い丸レンズの眼鏡をかけているせいで顔立ちは判然としないが、年齢は四十歳を少し過ぎた頃だろうか。長身瘦軀でボサボサの黒髪に、サボテンの針のような無精髭を顎下に蓄えている。

　バーダもまた、彼と同様に再会の喜びに口元を緩めていた。

「久しぶりだな、ブルー」

　ブルーと呼ばれた店主らしき男は、右手の親指で奥の窓辺の席を指した。

「何ヶ月ぶりだろうね。いつもの席が空いているよ。待っててくれ、今、珈琲を淹いれるから」

　と、そこで店の奥の方から竹たけ箒ぼうきを持って現れた人物があった。

「おーい、マスター。便所掃除終わったぞ……って、げ！」

　赤みがかかった長髪と、狐のように切れ長の瞳の青年である。背丈は店主より少しばかり低く、年は俺やバーダと同じくらいに見えた。彼は我々を──というより、バーダとヴィリティスを視界に収めると、あからさまに狼ろう狽ばいしていた。その口から、何故か悲愴な声が絞り出される。

「バーダロン、帰ってきたのかよ……」

　彼の姿を認めたバーダは、にやりと魔女のような笑みを浮かべる。

「会えて嬉しいぞ、リット」

　リットと呼ばれた人物はうんざりした様子で頭を振っている。何故だろう、妙に親近感を覚える青年である。

　我々はブルー店主に促された通り、窓際の席に腰掛ける。バーダの隣にヴィリティス、テーブルを挟んで反対側に俺とイヴが座った。横の窓からは、賑わうアルノルンのダウンタウンの様子が見える。

「ブルーのパンケーキは絶品だぞ」と、バーダが懐かしそうに語る。「学生時代、よく四人でこの席でお茶をしたんだ」

　四人というのは、学生時代の寮の同室だったという友人たちだろう。彼女に加えてヴィリティス、オーリア、そして──アトラのことだ。それを思い出したのか、一瞬だけ二人の瞳に寂せき寥りょうのような色が浮かんだ。

　と、そんな中でイヴが対面に問いを投げかける。

「あの、お二人は昔からのご友人なのですか？」

　そこでイヴの存在を思い出したかのように、バーダは笑いながら両手を合わせた。

「ごめんなさい、イヴ。すっかり紹介が遅れちゃったわね」と、隣の女騎士を紹介する。「彼女はヴィリティス・ナイツ。イクスラハの第十四騎士団の士長で、私の幼い頃からの友達。今はたまたま皇都に帰省中なのよ」

「ヴィリティスだ。君は？」

　例の如く騎士然とした理知的な微笑と共に、女騎士はイヴへ右手を差し出す。イヴは恐る恐るその手を握った。

「あの、エヴァンジェリン・アーシュラと言います。私はバーダお姉様の、えっと……」

　自己紹介に戸惑うイヴを見かねて、バーダが助け船を出す。彼女はヴィリティスに対してこれまでの経緯を包み隠さず話した。イヴとの出会い、自動人形キャビッジパッチの襲撃、イヴの背景、そして我々が目指している場所──それらを一通り沈黙して聞いた後で、ヴィリティスは呆れたような顔で俺の方を見た。

「……相変わらず、お前たちの旅は波乱だらけと言うか、悪い意味で物語的だな」

「物語に悲劇は付き物なんだろ」

　俺が鼻を鳴らして言うと、バーダが即座に返す。

「救いもな」

「──しかし」と、ヴィリティスは考え込むように顎に指を当てる。「自動人形とは、これまたあまり国の表舞台には登場させたくない代物だな」

　俯く彼女の表情はどこか憂ゆう鬱うつそうだった。そういえば春先の事件では、こいつはあの聖女の右腕として秘密裏に様々な活動をしていたのだった。俺は胡乱な顔で睨み付けながら、訊ねてみる。

「今回はあの小娘は関与してないのか？」

「ハヴァンディア様は国務で今はロンド・ヴェルファスにいらっしゃる。尤も、あるいは何かを摑んでいるかもしれないが──私はあの方に使われている駒の一つだ、知る由も無いさ」

　ヴィリティスの口調はどこか自虐的だった。駒と知りながらも、それを受け入れているといった様子である。

「ヴィリティス、一つだけ聞きたいのだけれど」と、バーダは冴えの入った瞳で訊ねる。「ハイカーゴ市でキャビッジパッチの残骸を回収したのはどこの組織か知らないか？」

　ヴィリティスはしばし黙考した後で答えた。

「──答えはノーだ」と女騎士は単刀直入に答える。「確かに怪しいのはバーダの言った通り第零騎士団だが、私は彼らがどのように動いているのかは殆ど知らない。すまないな」

　俺はこの女騎士を全面的に信用しているわけではないが、少なくともその言葉に噓は無いように思えた。ヴィリティスは続ける。

「ただ、ユナリア政府も歴史改変者たちの情報については外に出ないようにと、かなり神経質になっている。今回の自動人形の件に関しても、第零騎士団の耳に入っていない筈が無い。既に何かしらの動きは出てきている筈だ」

　当然、我々の目に付かないところでな、と彼女は付け加える。そこで、さらにバーダが問うた。

「ではもし仮に──第零騎士団以外で、そこまでのことが出来る組織はあるか？」

　俺は疑念に眉をひそめる。俺は思わずその問いの真意を訊ねていた。

「どういうことだ？」

「仮定の話だ。創作と同じだよ」とバーダは指を一本立ててみせる。「この先の展開を想像するにあたって、その分岐を思考しておくのは極めて重要なことだ」

　何だか分かるような分からないような理屈であった。俺も小説家になれば分かるのだろうか。

　女騎士は再び黙考した後で、口を開いた。

「警士団にまで箝かん口こう令れいを敷けるような組織となれば、やはりそれなりの財力がある組織だろうな。自分の立場でこんなことを言うのは気が引けるが、国家権力にも買収という手段が通用することは事実だ」

　ヴィリティスはそう言って、指を三本立てて見せる。

「となれば、この国の三大財閥、ジャズフェラー、カリフド、そして──スタンリー。少なくともそれらの息の掛かった組織、ということになりそうだ。あくまでも仮定の話だぞ」

　列挙された名前を聞いて、俺はうんざりして首を左右に振った。そのうちの一人はついさっきまで一緒にいたし、最後の名前に至っては、この旅の行く先では避けて通れない存在になっている。国の三大財閥まで絡んでくるとすれば、ただ事ではない。つくづく、この小説家との旅は、毎度の如く大事に巻き込まれる宿命らしい。

「──なるほどね」

　ヴィリティスの話を聞いてバーダはにやりと魔女のような笑みを浮かべる。しかし、そこから続く言葉は無かった。その表情から、どうやらいくつかの推理に確信を持っているようではあったが、彼女はまだそれらを公開するつもりは無いらしい。

　──まぁ、いいさ。考えるのは俺の仕事じゃない。

「……あいよ、ブレンドを四つだ」

　と、そこで赤毛の店員が我々の席に湯気立つ珈琲を四つ持ってくる。先ほどリットと呼ばれていた青年である。バーダとヴィリティスはそんな彼を見上げて、二人とも冷笑のような表情を浮かべた。

「ご苦労、リット」とバーダが含みのある表情で言う。「約束通り、これはあなたの奢りでいいわよね」

　リットは思いっきり顔を顰めた後で、絞り出すように「ああ」と頷いた。そこに畳みかけるように、ブルー店主のにこやかな声が届いた。

「リット、君の給料から引いておくからね」

　意気消沈するリットを見て、俺は首を傾げる。

「約束？」

「バーダがまだアルノルンの修道女だった頃だよ」と、ヴィリティスが説明する。「リットはバーダとのポーカーの勝負に負けて、一生涯、彼女にこの店の珈琲を奢らねばならないのだ」

　──うっわ。

　俺は思わず憐憫の目でリット青年を見やる。彼は歯嚙みしながら「あのときこいつのイカサマに気づいてさえいれば……」と呪詛のように独り言を繰り返していた。

　騙されて傭兵の護衛契約書を書かされた俺と全く同じである。俺は自分の懐からなけなしの紙幣を何枚か取り出して、思わずリットに握らせていた。彼は呆然と俺を見つめる。

「あんた、これは……」

「気にするな」と、俺は彼の手を強く強く握りしめる。「俺はおまえの味方だ」

　それ以外に取り交わす言葉こそ無かったが、その一瞬で我々は互いの瞳の奥に同じ苦悩を共有した。リットは俺の手を握り返してくる。

「お前さん、さては良い奴だな」

「今度、酒でも飲もう」

「ああ」

　そんな俺たちの熱い握手の様子を見ながら、嘲笑するように鼻を鳴らす女がいた。

「……まるで、負け犬たちの慰め合いだな」

「「誰が負け犬だ！」」

　俺とリットの憤慨が共鳴した。バーダはそんなことなど歯牙にもかけず、ふと思い出したように言う。

「ああ、そうそう。負け犬で思い出したが、おまえの剣を新調せねばならなかったな」

「待て、なんで負け犬という単語でそれを思い出すんだ？」

　思いっきり悪意だろ、それ。

「この近くにゾイゼンという腕の良い鍛冶職人の工房がある。そこで適当なものを見繕ってもらうとしよう」

　バーダが珈琲を啜りながら言うと、リットが「あー、そりゃ無理だ」と声を上げた。バーダが首を傾げると、ヴィリティスが答えてくれた。

「ゾイゼン鍛冶店はつい二日前に火災にあってな。工房は全焼したんだ」
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　店を出てダウンタウンを更に奥へと進むと、威勢の良い金属音が聞こえてきた。音が大きくなるに連れて街並みは商いの装いを脱ぎ、工場町の景観が現れる。通りには赤錆にまみれた鉄扉と、煤で黒ずんだ煉瓦塀が目立つ。炭と油の匂いに混じって、どこか焦げ臭い異臭を感じた。

　路地の角を曲がって我々を出迎えたのは、建物の焼け跡だった。広がった残骸の中には工房道具らしき金床などは黒ずんだまま転がっている。しかし、辛うじて形を保っているのはその程度で、それ以外は見る影も無い炭の山と化していた。そんな中で、炭の中から何かを掘り出そうとスコップを振るっている男の姿があった。

　肩幅の広い白髪頭の初老の男だった。彼は額の汗を拭きながら一息つくと、そこで我々の姿を認めた。

「あぁん……？　おめぇ、バーダロンじゃねぇか」厳めしい顔を煤だらけにしながら、男は歩み寄ってくる。「随分と久しぶりだな」

「酷い有様だな、ゾイゼン。何をやらかしたんだ？」

　惨状に呆れながらバーダが言うと、ゾイゼンと呼ばれた男は顰めっ面で吐き捨てる。

「儂わしのせいじゃねぇ、ギャングの連中だ。地上げに応じなかった報復だよ」と、苦々しげに煙草に火を点ける。「弟子も仕事が無くなっちまって、国に帰っちまった」

「ギャングだと？　いつからアルノルンはそんなに物騒な街になったんだ？」

　バーダのそんな言葉に、横からヴィリティスが釈明するように答えた。

「放火犯の連中は我々騎士団が既に捕らえた」と、ゾイゼンの方を意味深に見やる。「尤も、彼が全員に強したたかに数十発の拳をお見舞いした後だったがな」

　ゾイゼンは拳の指を両手で鳴らしながら、つまらなそうに鼻を鳴らした。

「軽く撫でた程度だ、奥歯は残してやったわい」

　齢にして六十に近い年齢に見えたが、その体軀は筋骨隆々としてまるで傭兵のようだった。俺の脳裏にふと、かつての上司の姿がよぎる。目の前の人物は、バリー首領と腕相撲でもしたら良い勝負が出来そうなほどの筋肉である。俺は問う。

「あんた、鍛冶職人なのか」

　俺の矯ためつ眇すがめつの視線を受け、その男は俺を鋭い眼光で睨んだ。

「この辺りの剣士でベランド・ゾイゼンの名を知らん奴はモグリよ」

　自信満々に言ってのけるその男に、俺は苦笑を漏らした。どうやら俺はモグリだったらしい。しかし、自らの腕に自信を持っている職人というのは、俺の経験上かなり信用出来る。

「ゾイゼンはアルノルンで何代も続く鍛冶職人の一族だ」とバーダが説明する。「皇国時代は皇帝に納める宝剣まで打っていたらしい」

「へぇ。しかし、なんでそんな鍛冶職人と、小説家のお前が知り合いなんだ？」

　俺の質問には、ゾイゼン職人が呵々と笑いながら答えた。

「ヴィリティスもバーダロンも、ガキの頃からこの辺りで悪戯ばかりしてたからな。この悪ガキ修道女シスターどもと知り合いじゃない奴を探す方が難しいぜ」

「わ、悪ガキ、ですか……」

　イヴは意外そうにしげしげとバーダとヴィリティスを見つめていた。

「……幼い頃の話だ」

「……そうよ、人は変わるものだから」

　二人はイヴの視線にばつが悪そうにしている。当たり前の話だが、この二人にだって少女時代はあったのだ。地元に戻ればそれを知る人間もたくさんいる。しかし、何となく他人からこいつらの過去の話を聞くのは少し新鮮だった。

「とにかく」と、バーダは話を断ち切るように言った。「今日はゾイゼンに剣を注文しに来たんだが、この惨状では諦めるしかあるまいな」

「なんだ、客として来たのかよ」とゾイゼンは意外そうに言う。「誰が使う剣だ」

　バーダが親指で背後の俺を指すと、ゾイゼンは「うむ」と謎の頷きを見せた。そして次の瞬間──。

「どりゃあっ！」

　手に持っていたスコップを振りかざし、俺の脳天に向けて思いっきり振り下ろした。バーダとイヴが悲鳴を上げる暇も無かった。さすがのヴィリティスも虚を衝かれたらしく、目を丸くする。

　──しかし、俺は微動だにしなかった。案の定、スコップの先端は俺の額の手前でピタリと静止する。ゾイゼン職人と目が合い、彼がにやりと笑うのが見えた。

「ふん、良い度胸をしてやがる。合格だ」

「……本当にぶん殴るつもりがあったなら、俺だって悲鳴を上げて避けてたさ」

　それを聞いて、何故かゾイゼンの目に喜色が宿る。

「剣士か？　名前を聞こう」

「ソードだ。ただの傭兵だよ」

「気に入った。ちょっと待ってな」

　ゾイゼン職人は踵を返すと、瓦礫の山をごそごそと漁りだした。そしてその中から縦に長い木箱を取り出すと、それを抱えて戻ってくる。煤で黒く汚れていたが、火災は辛うじて免れたらしい。

「こいつは何とか無傷で残ってくれてたんだ」

　彼は慣れた手つきで留め具を外し、その蓋を開ける。

　箱の中に鎮座していたのは、奇妙な形状をした鉄剣だった。

　陽光を照り返す刀身は、よく見ると異なる二種類の鋼鉄で誂えられていた。刃は美しく研がれた銀色だが、樋ひの部分には鈍く輝く黒鉄が使われている。

　しかし、何より目を引いたのは鍔から柄つかにかけてのギミックだった。そこには鍔の代わりに、さながら拳銃のような六連式のシリンダーと引き金が付いていたのだ。握りもまた銃のグリップのようで、その引き金に合わせたのか、剣身からやや斜めに延びている。

　言うなれば銃と剣の混成のような、異質極まりない武器だった。

「こいつの銘は『ピースメーカー』。刀身は俺の作だが、シリンダーラッチは弟子が作って残していったものだ」

　その見た目にそぐわない名前に、俺は眉を寄せた。

「『平和の使者Peace Maker』とは、これまた大層な名前だな」

「違う、『断片と為す者Piece Maker』だ。物騒な名前さ」

　ゾイゼン店主は柄を摑んでその剣を目の前に掲げて見せた。

「高周波振動刃、ってやつを真似てみた実験的な剣だよ。まぁ、一応、理屈上は実現出来ている。刃の強きょう靱じん性を保つために、気が狂うほど手間がかかったぜ」

　バーダがそこで何かを思い出したように手をポンと叩く。

「なるほど、ハーモニックスカルペルの原理か」

「なんだそりゃ？」

「東歐州で考案された、超音波で刃を振動させることで切削率を上げる医療用メスの構想だ。もっとも、構想だけで現状での実現はほぼ不可能な代物だが、ふむ、こいつは振動源に火薬を使うわけか」

「その通り。切断と同時に引き金を引けばシリンダーラッチで火薬が爆発し、そのエネルギーで瞬間的に刃が強く振動することで物理的な切削力が大幅に向上する、という仕組みだ。一般的な剣の鋳ちゅう鉄てつは減衰性があるから、振動を伝えやすくするために二種類の金属を使っている。理論上はこれで牙持つ獣たちの攻殻ですら両断出来る──筈だ」

「はず？」

　俺が眉を寄せると、ゾイゼン店主はお手上げの仕草を取って笑った。

「使いこなせる奴がいないんだよ。火薬を爆発させたときのエネルギーってのは実はかなりデカいんだ。普通の銃なら弾を撃ち出すことでそのエネルギーが消費されるが、こいつはもろに鉄剣に返ってきやがる。試してみりゃ分かるが、斬撃の瞬間にトリガーにかけた人差し指の骨が折れるぞ。剣を振るエネルギーと合わさって、局所的に凄まじい負荷がかかるからな」

「ただのポンコツじゃねぇか」

　落胆する俺に、しかしゾイゼン店主はその剣を差し出してくる。

「これならタダでくれてやるよ。売り物にならんからな」

「……他に無いのかよ」

「無い。トリガーさえ引かなけりゃ普通の鉄剣と同じだ。贅沢言うな」

「普通じゃねぇだろ、柄が剣身に対して斜めになってるだろうが」

「グダグダうるせぇ奴だな。ゾイゼンの剣をくれてやるって言ってんだ、有り難く受け取れ」

　と、半ば押し付けられるような格好で、俺はその得体の知れない鉄剣を受け取ってしまった。

「ソード」とバーダが耳打ちする。「並外れた自己回復力を持つおまえなら、或いは使いこなせるんじゃないか？」

「……剣を振るたびに指が折れるんだぞ」

「そのたびに治るんだろ」

　この野郎、他人事だと思いやがって。

　俺は受け取った剣をしげしげと眺める。不平を口にしたものの、手に持った感覚は悪くなかった。うまく言葉には出来ないのだが、存外、しっくりくる。鍔の部分の回転式シリンダーに目をやる。春先の一件でバーダに借りた、あの拳銃にそっくりだ。

「まるで銃ガンだな」

　俺のぼそりとした呟きに、バーダが頷く。

「ふむ、銃の剣ガン・ブレードか」と、バーダは自分の懐から手帳を取り出して何やらメモする。「ガン・ブレード『ピースメーカー』、個性的で悪くないな。次回作に使おう」

「ほらよ、これもくれてやる」と、ゾイゼン職人は薬やっ莢きょうがいくつか連なった腰ベルトを差し出す。「皇国時代、銃が禁止される前に西部のガンマンたちが使っていたもんだ。火薬が足りなくなったら、まぁ、何とかして調達しな」

　俺はそれを受け取りながら、最も気になっている点を確認する。

「……なぁ、この剣って、銃砲王権法とか大丈夫なのか？」

「知るか」

　ゾイゼン店主は無責任にあっさりと答えた。
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　ゾイゼン鍛冶店を──正確にはその跡地を──後にして、我々はアルノルンの大通りに出た。ヴィリティスの提案で、彼女たちが以前に世話になっていたという修道院に顔を出すことになったのだ。しかし、バーダは珍しく気が進まない表情だった。

「ヴィリティス、やっぱり行かなきゃ駄目か？　私はローレンス修道女長から煙たがられていたわけだし」

「ああ見えて、修道女長は未だにバーダのことを気に掛けてくださっているんだ。実はおまえの本を全部買って読んでくれていたりもする」と、ヴィリティスが諭す。「そんな恩師に顔を出すことすら厭うというのは、ユナリアを代表する作家としてどうかと私は思うがな」

　その諫かん言げんに渋々といった様子で、バーダは重い足を進めていた。と、その傍らでイヴが訊ねる。

「バーダお姉様は、もともとは修道女だったのですか？」

「ええ、ヴィリティスもね。両親を亡くしてから、私たちはここの修道院に引き取られたの」

　初めて耳にしたその話に、イヴは気まずそうに押し黙ってしまった。その強ばりを解すように、バーダは細やかに微笑む。

「お互い、境遇が少し似てるわね」

　それを聞いてイヴは安心するようにはにかんだ。何だか本当に姉妹じみてきた気がする。イヴがこのまま、この女のような暴君に育たないように、と俺は心の片隅で小さく祈った。

　大通りから脇道に入り、近道であるという裏路地に入る。人通りは殆ど無かった。ふと、正午を告げる鐘の音が街中に響いた。イクスラハの鐘よりも、何処となく重々しい音である。俺はきょろきょろと頭上を見上げてみるも、この路地の谷底から鐘しょう楼ろうの姿を見つけることは出来なかった。

「大時計塔だよ」

　と、俺の様子を見てバーダが言った。俺は首を傾げる。

「大時計塔って、列車から見えたやつか？　あれに鐘楼なんてあったか？」

「天辺にな」とヴィリティスが補足する。「街中からだと角度的に見えないんだ。背の高い建物が多いしな。大時計塔の鐘楼が綺麗に見えるのは、街中だとここから少し先の橋、リリーマン・ブリッジからだけだ」

「そうだ、あとで行ってみましょう」バーダが思いついたようにイヴに言う。「夕暮れ時のリリーマン・ブリッジから見る大時計塔は、知られざるアルノルンの絶景の一つなの。夕陽がステンドグラスを後ろから照らして凄く綺麗なのよ。ちょうど鐘楼の鐘も見えるし」

「へぇ、是非、見てみたいです」

　イヴが感心深く頷いた。知られざる、ということは人通りもそれほど無いのだろう。命を狙われている手前、あまり出歩かれるのは望むところではないが、それくらいの観光程度であれば許容範囲だ。

「何でもいいが、とっとと挨拶とやらを済ませようぜ」と俺は腹をさすりながら言った。「その修道院とやらで昼飯が出るわけじゃないんだろ」

　バーダが呆れたように溜息をつき、ヴィリティスはくつくつと笑った。女騎士が言う。

「アルノルン修道院の食事はこの世界で最も清貧なものだ。修道女長にお願いすればご相伴に与れるだろうが、ちなみに私は同じ席には着きたくはないな」

「やれやれ、既にジョン・ジャズフェラーが恋しいぜ」

　俺の戯言に、隣でイヴがくすくすと笑っていた。

　やがて我々の行く先、路地の出口の辺りに大きな合歓木ねむのきが見えてくる。その枝々に見え隠れするのは、赤煉瓦で造られた趣おもむきのある建物だった。

「懐かしいな」とバーダが呟く。「あれがアルノルン修道院の裏口だ」

「よくここから礼拝を抜け出していたな」

　ヴィリティスもまた、幼き日々を懐かしむように目を細めている。

　さっきのリットの件といい、随分と信心の浅いシスターどもだ。こいつらが世に解き放たれていることが、ある種の神の不在証明である。

「……宛さながら、不良シスターどもの里帰りというわけだ」

　俺は独り言のように呟きながら歩を進める。

　俺は彼女たちを先導するような格好で歩いていた。

　それが、ある意味では功を奏したのだと思う。

　俺が最初に裏路地を出て、修道院の裏門が面する路地に出たときだった。

　──気がつけば、その強烈な殺気は。

　既に俺の左側頭部から数インチ離れた空間にあった。

　咄嗟に腰の得物に手を当てようとするも、間に合わない。

　しまった、と思考が走るよりも速く。

　────俺の意識は完全に消失してしまった。
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　銃声が空々しい余韻を響かせる。イヴが絶叫したのは、ソードの右側頭部から鮮血が飛び散り、彼の身体が路上に倒れ伏した後だった。

「ソード！」

「待て、バーダ！　狙撃だ！」

　思わず駆け寄ろうとするバーダロンを、ヴィリティスが制止する。彼女は辛うじて路地裏に踏みとどまった。イヴは口元を押さえ、唐突に目の前で引き起こされた惨劇に顔面を蒼白にしている。

　ソードは路地に倒れ込んだまま、ぴくりとも動かない。その頭部から夥おびただしい量の血が溢れだし、路上を赤く染めていた。バーダロンはそれを見て深呼吸をする。

　理性では理解していても、さすがに動揺してしまった。落ち着け、と彼女は自身に言い聞かせる。そんな彼女の服の裾を、震えながら握り締めるイヴの姿があった。

「お、お姉様、ソードさんが……」

「──大丈夫、あいつは不死身よ」

　そう答えながら、バーダロンは思考を猛スピードで走らせる。何が起きたのか、誰が起こしたのか、これからどうするべきか。現状の把握、そして推測、更にそこからの計画。しかし、動揺がノイズとしてその邪魔をする。とにかく、この状況はまずい。

「ヴィリティス！」とバーダロンは叫ぶ。「銃弾の軌道は見えた？」

「いや……しかし、弾はソードの頭部を貫通している。吹き出た血しぶきの角度から推測すると、かなり高い位置から狙撃された筈だ」

　女騎士は腰のサーベルを抜き、その鏡面のように磨き込まれた刀身を路地に向けて差し出した。刀身には建ち並ぶ無数の塔の姿が映っている。しかし、その何処に狙撃手がいるのかは分からない。

　バーダロンは思考する。待ち伏せ？　真の狙いはイヴか？　だとすれば、最初にソードを狙ったのは何故？　不意打ちで先に護衛を排除するため？　だが、こんなことをすれば、我々はこの路地から出るわけにはいかなくなる──。

　自分の中のチェス盤をひっくり返し、とある推論に辿り着いたとき、バーダロンは咄嗟に反対方向を振り返った。自分たちが来た方向の遙か先、建物の谷底から辛うじて見える高い塔の天辺──そこに一瞬、きらりと陽光を反射する不自然な煌めきが見えた。

　血の気が引くと同時に、バーダロンは叫んだ。

「逃げろ！」

　ヴィリティスが即座に反応し、イヴの手を引いて、ソードが倒れ伏す路地の方に飛び出した。その数瞬後、先ほどまでヴィリティスがいた路上に、乾いた音を立てて一発の銃弾が突き刺さる。

　バーダロンも転がるようにしてヴィリティスの隣へ逃げ込む。気配を消すように建物の柱に身を隠し、荒れた呼吸を落ち着かせる。心臓が早はや鐘がねのように鳴っていた。

「逆方向からの狙撃だと……？」ヴィリティスが愕然として呟く。「まさか、狙撃手は二人いるのか？」

「違うわ」バーダロンが即答する。「もし二人いるとすれば、こっちの路地に出た時点で我々は撃たれていた筈。狙撃手は一人よ」

　そしてそれは、おそらくロンド・ヴェルファスでイヴを狙撃した犯人と同一人物だろう。

「しかし」女騎士は困惑と共に言った。「今、撃たれた方向は逆方向だ。あんな短時間で狙撃地点をそこまで遠くに変えられる狙撃手など……」

「いいえ、たぶん、街中の塔の間を屋根伝いに高速で移動しているのよ」

「馬鹿な、そんな人間離れした芸当など……」

　そこで、女騎士も先ほどの友人の話を思い出したのか、その先を言いとどまった。バーダロンはこくりと頷き、その名を口にする。

「だから、相手はたぶん人間じゃない──自動人形、ガンドシュタイフよ」

　ソードからの話で、バーダロンは彼女たちが如何に人間離れした動きをするか知っている。そしておそらく、その狙撃技術も人間の尺度で測らない方が良いだろう。エンフィールド銃の有効射程距離は平地でおよそ三〇〇〇フィート、高所からであればさらにそこから延びる。

　バーダロンは思わず舌打ちを漏らした。アルノルンは塔の街である。まさにここは狙撃手にとっては格好の狩り場というわけだ。

「このまま柱の陰に隠れていても、いずれは別の角度から狙撃される」バーダロンは思考しながら語る。「留まっているのは危険よ」

「だが、このままだと逃げ続けていてもいずれは追い詰められるぞ」

　ヴィリティスの言葉に、バーダロンは頷く。その通りだ。

　しかし、敵との距離の想定範囲は約三〇〇〇フィート、おまけに相手は頭上を高速移動する鋼鉄の怪物である。打ち倒すにしても、どうやって？

　彼女の思考回路は、凄まじい速度で無数の分岐を駆け抜けていた。今の自分の手の中にあるもので、逆転の一手を模索する。思考の中でアルノルンの街並みを構築し、そこに想定出来る限りの射線を描く。一方で、これまで自分が無意識に張ってきた伏線の糸をたぐり寄せる。糸が切れぬように慎重に、しかし、迅速に──。

　暗闇の中に光明が見えた瞬間、バーダロンは咄嗟に自分の懐から手帳を取り出し、その一頁をちぎり取った。そしてそこに万年筆を走らせる。

「バーダ、何を──」

　そんなことをしている場合か、という非難よりも先に、バーダロンは駆け出していた。その目指す先は、路上に倒れ伏すソードである。

「バーダ！」

　ヴィリティスの叫びと、銃弾が路面を穿うがったのはほぼ同時だった。バーダロンは辛うじてそれを回避し、ソードの身体を乗り越えて対面の建物の陰に身を隠す。まさに間一髪だった。

　壁に張り付くようにしながら、額に浮き出た汗を拭ぬぐい、バーダロンは大きく深呼吸をした。

　……これは一〇〇パーセントの確信を持てる策では無い。しかし、今はその策に賭けるしか無い。

「──伏線は敷いたわ」

　と、バーダロンは対岸のヴィリティスとイヴに目をやる。

「ここから先は、私とあの怪物の知恵比べよ」

　口元に不敵な笑みを浮かべながら、バーダロンはそう呟いた。
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　イヴとヴィリティスは転がり込むようにして路地を渡り、バーダロンと合流した。幸いなことに、狙撃は無い。おそらく狙撃手は別の地点に既に移動しているのだろう。だとしたら、やはり自分たちもすぐに移動を始めなければならない。

　とはいえ、人通りの多い大通りに出てしまえば、最悪の場合、通行人の中に犠牲者を出してしまうかもしれない。バーダロンとヴィリティスは即座に相談し、裏路地を縫うように逃走することにした。

　バーダロンはイヴの手を引きながら路地を駆け抜ける。ヴィリティスが例の鞄を持って二人を先導し、その行き先をバーダが指示した。

「その角を右へ！」

　路地裏から路地裏へ。正確なルートを、バーダロンは走りながら思考する。つまり、敵の移動する狙撃地点を、前回の狙撃方向から推測しながら逃げているのである。それは、数十年をこの街で過ごし、塔の位置や路地の入り組み方を知っている彼女だからこそ、そして──無数の分岐を一度に思考することが出来る小説家、バーダロン・フォレスターだからこそ出来る芸当であった。

「ヴィリティス、その角を左に出た瞬間に狙撃がある筈よ！　二時の方向！」

「分かった！」

　ヴィリティスは路地から躍り出ると同時にサーベルを引き抜き、指示のあった方へと全神経を集中させる。頭部を守るようにしてサーベルを構えた瞬間、衝撃がその刀身を押し返した。数瞬遅れて、銃声が木霊こだまする。

　エンフィールド銃は単発式の狙撃銃だ。二発目を装塡するには時間がかかる。それはつまり、敵はほぼ確実に一発目を頭部か心臓に撃ち込んでくるということである。

　ヴィリティスの胸は騎士団特注の白銀の鎧が覆おおい、致命傷から守ってくれる。ならば、彼女は頭部への狙撃を警戒するだけで良い。その一発目を凌ぐことが出来れば、バーダロンとイヴが路地を渡るだけの時間を稼ぐことが出来る。

　それでも、超長距離からの狙撃をサーベルの細い刀身で弾き返すなど、並の人間に出来る芸当ではない。事実、銃弾を弾き返す度にヴィリティスの背筋には冷たい汗が滴った。

　しかし、最も神経を擦り切らせているのは、指示を出すバーダロンである。

「……ここまでの狙撃方向は想定通り」

　バーダロンもまた、額に汗を浮かべながら言う。推測が間違っていれば、親友の女騎士は命を失う可能性だってある。故に、彼女は自らの推測を自身で幾十回、幾百回と否定し、限りなく一〇〇パーセントの確証に近いもののみを高速で選択しなければならなかった。

　ヴィリティスが倒れれば、もはや自分たちを守ってくれる者はいなくなる。そうなれば、イヴは──。

　バーダロンは歯嚙みし、少女の手を握る力を強めた。

「──イヴ、全部が終わったら、私はあなたを本当の妹にするわ」

　走りながら、唐突にバーダロンはそんなことを言い放っていた。イヴが困惑しながら見上げる。何を言われているのか分からない、といった顔だ。しかし、バーダロンは構わず続けた。それはまるで、自分自身に言い聞かせるかのようだった。

「法律なんて知ったこっちゃない。戸籍なら私がどれだけの金を出してでも偽造してやる。あなたはこれからイヴ・フォレスターを名乗りなさい。いいわね？」

「え、あの、お姉様、今はそんな……」

「いいわね！」

　有無を言わさぬバーダロンの語気に、半ば気圧されるようにしてイヴは頷いていた。

　そう、バーダロンは怒っていた。かつて無いほどに怒っていた。

　何も分からず、何も知らず、ただただ広大な世界に放り出されて、挙げ句、こうして命を狙われる少女……こんな馬鹿馬鹿しい不条理を、この私が許せるものか。

「──このくそったれたシナリオは、このバーダロン・フォレスターが書き換えてやる」

　言動があの傭兵に少しばかり似てきていることに、彼女自身は気づいていなかった。

　追走劇がやがて一時間にもなろうかという頃、イヴも、そしてバーダロンも体力の限界を迎えつつあった。先ほどから何度か、同じ路地を行ったり戻ったりしている。しかし、狙撃の方向は毎回違っていた。

　ヴィリティスは体力こそまだ余裕はあったが、度重なる死線の連続に、集中力が切れつつある。おまけに、逃走することに精一杯で、彼女はまだバーダロンの狙いを聞くことすら出来ていない。

　やはり、このままでは自分が言っていたようにジリ貧だ。いったい、バーダはこれからどうしようと──。

「……よし、嵌はまったわ」唐突に、バーダロンが笑みと共に言った。「さっきの狙撃位置、そして今の私たちの位置。これが最後よ」

　そのとき、バーダロンたちが立っていたのは裏路地の終点だった。目の前には大通りが広がり、少なからぬ人々が往来している。すぐ側には河川が流れており、幅広の石橋が架かっていた。女騎士は、その橋の名を呟く。

「リリーマン・ブリッジ？　何を考えている、バーダ。ここには遮蔽物は無いぞ！」

　ヴィリティスは周囲を見渡しながら言う。橋の直近には背の高い建物は無く、橋が続く大通りの行き着く先は、この街で最も高い大時計塔である。こんな場所にみすみす姿を現したら、まるで撃ち抜いてくれと言っているようなものだ。

　しかし、バーダロンは不敵に笑って見せる。

「大丈夫──信じて」

「いや、おまえのことは信じているが、しかし……」

「いえ、信じるのは私じゃないわ」呟くように、バーダロンは言った。「もたもたしていると奴の狙撃地点がまた変わってしまうわ、早くあの橋の上へ走って！」

　バーダロンは有無を言わさず、イヴの手を摑んで走り出す。ヴィリティスも慌ててその後を追った。

　行き交う人々を搔き分けるようにして走り抜け、橋のちょうど中心まで辿り着いたとき、バーダロンは後方を振り返る。そして、三〇〇〇フィート先に聳そびえ立つ大時計塔を仰ぎ見た。

「──これが、私のチェックメイトよ」





◇






　バーダロンたちがリリーマン・ブリッジに辿り着く、ほんの数分前。

　自動人形、ガンドシュタイフは次弾を装塡しながら、塔の屋根を蹴って跳躍した。全身を風が吞み込み、身に纏う女性給仕メイドの服の裾をはためかせる。重力のエネルギーを計算しながら、彼女はアルノルンの屋根を猛スピードで駆け抜けていく。

　ガンドシュタイフの計算はすべて無機的に、最高効率で行われていた。標的の逃走ルートはやがてアルノルンの大通りに行き当たる。この位置から最短で到着出来る、最適の狙撃地点はどこか──その回答はすぐに弾き出される。

　跳躍の連続の最中、ガンドシュタイフの双眸が目的地を捉えた。アルノルン大時計塔、その天辺。あそこ以外の位置からでは、標的は建物の陰になって狙撃が不可能だ。

　彼女は時計塔の壁にある小さな凹凸を蹴り上げるようにして、遙か上空に駆け上がっていく。巨大な文字盤を越え、その上にある吹き抜けの空間──大鐘楼に、自動人形は静かに降り立った。

　すぐさま銃を構え、狙撃体勢に入ろうとした、その直前。

「──よう、待ってたぜ」

　予期せぬ声が、アルノルンの空に響いた。

　そこで待ち構えていた人物は、まるで今ちょうど此処に辿り着いたかのように肩で息をしていた。にも拘かかわらず、彼は瘦せ我慢のような笑みを見せながら、腰の鞘から得物を引き抜く。

「身体ならちょうど温まってるぞ──今なら、鋼鉄だってぶった斬ってやるよ」

　そう言って──不死身の傭兵が、自動人形の前に立ちはだかった。





◆






　俺が意識を取り戻したとき、周囲には野次馬が出来ていた。俺がむくりと起き上がると辺りでどよめきが起こり、俺は思わず自分の失態に舌打ちを漏らした。頭痛と吐き気がしたが、耐えられないほどではない。いったいどれくらいの間、意識を失っていたのだろうか。バーダは、イヴは──？

　と、気づくと俺の右手には見知らぬ紙片が握られていた。開いてみると、そこにはバーダの文字で何かが走り書きされてある。

『最速で大時計塔の天辺へ行け、狙撃手をそこに誘き出す』

　実に端的で要点のみを押さえた文章であった。俺は周囲を見渡し、遙か頭上高くまで聳え立つ時計塔の姿を認めると、再び舌打ちを漏らした。

　本音を言えば、今すぐにあいつらを追いたいところだが、おそらくバーダは狙いがあってこの書き置きを残した筈だ。ならば、信じるしかあるまい。俺は若干の目眩を覚えながらも立ち上がり、群衆を押しのけて時計塔を目指した。

　大通りを全速力で駆け抜け、軽く千段以上はあろうかという階段をこれまた全力疾走で駆け上がる。大時計塔の頂点に到達すると、そこは柱のみの吹き抜けになっており、アルノルンの街並みが俺の全視野角に広がった。こんな時でさえ無ければ、溜息が出るほどに壮大な光景である。頭上には巨大な釣り鐘がぶら下がっていた。どうやら此処が、先ほどバーダが言っていた大鐘楼らしい。

　俺が到着してから数十秒遅れて、唐突に空からこの場所に舞い降りてくる人影があった。

　それはまさに、俺があの列車で対峙した者と同じ、女性給仕メイドの制服を着た姿。その表情は冷たく、そして──やはり、どことなくイヴに似ていた。

　その格好に不釣り合いな長身の銃が抱えられているのを見つけ、俺は確信する。

　なるほど、こいつが自動人形のもう一人──ガンドシュタイフか。

「よう、待ってたぜ」と、俺は不敵に笑って見せる。「身体ならちょうど温まってるぞ。今なら、鋼鉄だってぶった斬ってやるよ」

　そんな俺の安い挑発に乗ったわけではないだろうが、ガンドシュタイフはすぐさまその銃口を俺に向けた。

　話が早い。

「──オーケー、勝負だ、鉄てつ屑くず」

　奴は照準すら付けず、狙撃銃を腰に構えたまま、一切の躊躇も挟まずに引き金を引く。

　しかし、俺にはその予備動作だけで充分だ。その馬鹿みたいに長い銃身は、放たれる銃弾の軌道を在り在りと俺に教えてくれる。

　──銃声が木霊した瞬間、俺は全集中力を動員して、突進を開始していた。

　刹那、吹き抜ける黒金の弾丸と紙一重で交錯する。

　あの銃は連射は出来ない。それはバーダが教えてくれていたことだ。

　ガンドシュタイフもそれを理解しているのだろう。奴は即座に銃を捨て、唐突に両手を広げた。次の瞬間、その両腕の皮膚を突き破ってそれぞれ二本の鎌のような刃が現れる。キャビッジパッチと同じというわけだ。

　しかし、奴がそれを振るう前に、俺の射程距離は限りなく零へと削り斬られている。

　俺は地を蹴り、剣を振り上げて、さながら銃弾の如き速度で人形に斬りかかる。奴は抑揚の欠けた表情で、両腕を交差して掲げ、俺の剣を受け止めようと構えた。

　その一瞬の間に、俺の思考は呟く。

　試し斬りだ。

　───吠えろ、ピースメーカー。

　全身全霊の剣撃と同時に、俺の右手の人差し指がその鋼鉄のトリガーを引き絞る。

　瞬間。

　銃声と金属の断裂する豪快な不協和音が世界に響き。

　────その一撃で、自動人形を脳天から股下まで、完全に両断したのだった。
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　螺ね子じや撥ぜん条まいなどの破片を周囲にまき散らしながら、自動人形ガンドシュタイフは完全にその機能を停止した。もはやそれは攻防ですらない、まさに一撃の決着であった。

　……しかし、その代償は大きかった。俺は自動人形の残骸の傍らで蹲うずくまりながら、右手を押さえて悶絶する。

「痛いってぇ……！」

　凄まじい激痛に、俺の額には大量の脂汗が浮かんでいた。

　見ると、右手の人差し指がまるで粉砕骨折でもしたかのようにぐにゃぐにゃに折れ曲がっている。それに加えて、何故か手の甲には謎の灼熱感があった。どうやら火薬の爆発で火傷をしているらしい。おまけに、斬撃の瞬間に右腕全体に凄まじい振動が走り、右肘から先に奇妙な痺しびれが残っている。

　なるほど、これがゾイゼン店主の言っていた『常人には扱えない理由』というわけだ。

「……くそ、こんなもの、不死身の身体でも易々とは扱えないぞ」

　顔を顰めて、一人悪態をつく。しかしその一方で、先ほどの一撃が為した現状に細やかに感心する自分もいた。

　並の鉄剣では、列車の中でキャビッジパッチと戦った時は文字通り刃が立たなかった。しかし、このピースメーカーは、わずか一撃でガンドシュタイフを真っ二つに両断したのだ。その圧倒的な威力は、さすがに無視出来るものではない。

　俺の中の呪われた力──最愛の霊薬による不死の力が、やがて俺の右腕を正常な状態に回復していく。何度か手を握りしめて感覚を確認してから、俺は得物を腰の鞘に戻した。その柄に掌を当てて、俺は大きく溜息をついた。

　厄介な一振りだが、まさに俺にうってつけの相棒というわけだ。

　──やれやれ、どうして俺の相棒はどいつもこいつも一癖ある奴らばかりなのだろう。

　半ばうんざりした気分で煙草をくわえ、紫煙をアルノルンの街並みに向けて吹く。五分ほどして、鐘楼にバーダとイヴ、ヴィリティスの三人が姿を現した。

「随分と早いな」

　と、俺は少々面食らう。

「蒸気エレベータがあっただろう」バーダは呆れたように言った。「まさかおまえ、あの気が遠くなるような階段を昇ったのか？」

「……それもメモに書いておいて欲しかったぜ」

　俺は八つ当たりのように煙草の火を靴底で踏み消した。

「ともあれ、決着はついたようだな」

　そう言って、バーダは俺の傍らに視線をやる。そこには、かつてガンドシュタイフだった者の残骸が散らばっている。

「──すまなかった」

　と、そこで俺は深く頭を下げた。バーダが目を丸くする。

「何がだ？」

「不意打ちとはいえ、護衛を継続出来なかった。その分は報酬から減らしてくれていい」

「……損な性格をしているよ、おまえは」バーダは再び呆れたように首を左右に振った。「構わん、今回の脅威の撃退で相そう殺さいだ」

　自分で言った手前ではあるが、俺はほっと胸を撫で下ろした。俺の懐事情はそれほど余裕があるわけではない。

　ふと目をやると、イヴがガンドシュタイフの残骸の傍らで膝をついていた。困惑と疑念、怒りと悲しみが入り混じり、その表情は複雑である。そういえば、この自動人形は彼女の教育係だったという話を思い出した。

「ガンドシュタイフ、どうして……」

　泣き出しそうな呟きと共に、イヴの指先が人形の割れた顔に触れる。まるでその静止した無表情の奥に、彼女の真意を求めるかのように。

　後方の扉が開いたのはそのときだった。突然、我々の前に黒いスーツを身に纏った五人組が現れる。一瞬、俺とヴィリティスが警戒したが、それを先導する二人組を見て俺は緊張を解いた。

「……よう、久しぶりだな」

　俺の自嘲めいた台詞に、金髪の男と黒髪の男は同時に首を竦めてみせる。

「思ったより早く再会出来て嬉しいよ」

　と、ニコラス・テラーは苦笑し、

「まったく、私たちが居ないときに限って、劇的な展開があるねぇ」

　と、ジョナサン・ジャズフェラーは不満そうに口を真一文字に結んだ。

「私が人をやって呼びつけたんだ」と、バーダが親指で背後の残骸を指す。「誰よりも早く、この検体を入手するためにな」

「さすがはバーダロンだ。仕事が早くて助かるよ」と、そこでジョンの目が傍らの女騎士に留まる。「おや、そちらにいらっしゃるのはナイツ士長だね。これまた久しぶりだ」

「ああ、トラブルメーカーのジャズフェラーか」ヴィリティスは露骨に嫌そうな顔を浮かべる。「貴兄が思いつきで大金を動かすたびに、我々政府はいつも奔走されているよ」

　揶や揄ゆするように言うヴィリティスの表情は、心持ちうんざりした様子だった。過去に彼らの間に何が起きたのかは分からないが、ばつが悪そうにするジョンの表情を見ておおよその推察はつく。

　ジョンは苦笑し、ニックが申し訳無さそうに頭を下げた。

「様々とご迷惑をおかけしておりすみません」とニックは言う。「一応、弁解ですが、今回の一連の事件は我々に端を発するものではありませんので……」

「承知している。まったく、テラー博士も苦労人だな」

　女騎士の皮肉げな視線から逃れるように、ジョンは人形の残骸に歩み寄る。

「──それで、これが例のもう一体だね」と、ジョンは屈み込んでしげしげと観察した。「ふむ、これは一旦、我々ジャズフェラー財団が回収しよう。それは構わないかな、士長？」

「今日の私は非番だ」

　女騎士は端的に答えた。ヴィリティスは先ほどのバーダの話で梗こう概がいを知っている。政府機関に回収されて闇に葬られるのは親友の望むところではない、という判断だろうか。傍らでバーダロンが満足げに微笑していた。

　ジョンはそれを聞くなり、すぐさま部下らしき黒服五人に回収を促す。

「僕からも感謝するよ、フォレスター」ニックが言う。「これを調べれば、何か自動人形の秘密も分かるかもしれな……」

　その言葉尻を断ち切るかのように、それは起きた。

「────ごめんなさい、それは出来ません」

　唐突に、聞き知らぬ女の声が響く。

　戦慄が走り、一同が一斉に視線を向けた。しかし、先ほど声が聞こえた場所には、誰もいなかった。我々は目を疑う。

　そう──そこには、ガンドシュタイフの残骸すらも消えていたのである。

「この子は私どもが回収させていただきます」

　今度は我々の後方からである。声に踊らされるように、全員がほぼ同時に振り返った。

　鐘楼から望むアルノルンの街並み──それを背景に立っていたのは、若い女だった。

　レースの付いたベージュ色のワンピースを身に纏い、肩口で綺麗に切り揃えられた金髪を風に遊ばせている。大人っぽい小綺麗な装いをしていたが、よく見れば少女と呼んでも過言ではないくらいの年齢にも見えた。その顔にはまるで型に嵌まった仮面のような微笑が貼り付き、そして何よりその顔立ちは──やはり、何処となくイヴに似ていた。

　女は傍らに帆布で出来た大きな袋を置いていた。袋の口から、人形の右手が一本突き出している。先ほど俺が撃破したガンドシュタイフのものである。

　馬鹿な、いったい、いつの間に？

　いや、それよりも、こいつはいつ、どのようにして此処に現れたんだ？　空でも飛んでこない限りこんな場所に突然現れるわけがない。

　突然の異常事態に言葉を失う我々に向けて、女は流りゅう暢ちょうに語り出した。

「ご挨拶も無しに申し訳ございません。私の名前はシャトーモア」と、彼女は慇いん懃ぎんに頭こうべを垂れる。「既にお察しかと思いますが、私は人間ではございません」

「自動人形か……！」

　バーダの呟きで、一同が警戒に身を強ばらせる。

「はい。そして、ロアの人形図書館に勤める、図書館司書でございます」

　予期せず飛び込んできた情報に、その場の全員が愕然とする。あのバーダですら、驚愕に目を丸くしていた。

「人形図書館の、司書……？」

　訳が分からない、誰もがそんな顔を浮かべていた。人形図書館に司書がいることも、それが自動人形であることも、そして、それがこうして我々の前に現れたことも。

　その自動人形……シャトーモアは変わらず微笑したまま頷いた。しかしその顔には、まるで微笑の形のまま表情を変えられなくなったかのような、ある種の不自然さがあった。

「左様でございます。此度は館長命令でお伺いした次第です」

　新たな人物の登場に、バーダの片方の眉が上がる。

　館長──文脈からして、その人形図書館とやらの主なのだろう。俺はうんざりして頭を振った。もうこれ以上、事態を引っかき回すような連中には登場して欲しくないものだ。

　と、そこでシャトーモアは、イヴに視線を止める。

「あなたが例のセミ・オリジナルですね」

　聴き慣れぬ呼称に、イヴはバーダの陰で訝しげな表情を浮かべる。そんなイヴのもとへ、人形はゆっくりと歩み寄る。

「ここまでさぞかし大変な旅だったでしょう。もう安心です。本日はあなたをお迎えにあがりました」

「え……？」

　呆然とするイヴに向けて、シャトーモアは手を差し出す。

「館長があなたの到着を心待ちにしております。さあ、私と共に参りましょう」と、ちらりとイヴの傍らの例の旅行鞄に視線を送る。「そちらの荷物もご一緒に──」

　と、そこでバーダの右腕がそれを遮った。イヴを守るように手を水平に伸ばしながら、彼女はシャトーモアを睨みつける。

「断る」屹きつ然ぜんと、バーダは言った。「イヴは我々と旅をしているのだ」

　彼我の明確な線を引く発言に、しかし、シャトーモアは変わらず穏やかな微笑を顔に貼り付けたままだ。そして、まるでわざとらしい演技のように、人形は小首を傾げる仕草を見せる。

「あなたは、どちらさまでしたでしょうか？」

　バーダの口元から、舌打ちが漏れる。

「私を知らんとなると、図書館司書としては三流だな」と、バーダは皮肉げに口元を歪めた。「いずれにせよ、貴様の出迎えは不要だ、三流司書。イヴは我々と共に人形図書館に向かう。我々の邪魔をするな」

　そんな強烈な拒絶を前にしても、シャトーモアは表情を崩さない。元より感情など何一つ持ち合わせていないかのようにすら見える。

　シャトーモアの眼球が、細めた瞼の奥でぎょろぎょろと動く。その視線は高速でその場の人間の顔を舐め回し、やがてイヴに留まって落ち着いた。

　俺とヴィリティスは全身を緊張させ、それぞれが腰の剣に利き手を添えていた。その間、俺と彼女は一瞬だけ視線を交わす。事が起きた場合の対応を、暗黙の内に共有するかのように。

　──先ほど、我々はこいつの登場に気づくことが出来なかった。この化け物のポテンシャルは、正直言って得体が知れない。

　しかし、そんな我々の危惧に対して、思いの外あっさりとシャトーモアは引き下がった。

「……かしこまりました。出迎えは不要ということで理解しました」

　後ろ足にイヴから一歩退き、再び人形は頭を垂れる。俺と女騎士は思わず拍子抜けしてしまった。バーダが眉をひそめて問う。

「意外だな。てっきり強引にでも連れて行こうとするかと思っていたが」

「私に与えられた命令は、その方を無事に我らが図書館にお連れすることです。ハイカーゴ駅での事件を耳にして心配された館長が、わざわざ私を使いに寄越したのです。しかし、お見かけした限り、あなた方の中には武装した方がいらっしゃるようですので、『無事に』という部分は問題無いと判断いたしました。それに──」

　と、彼女は自分の右手が握る帆布の袋を軽々と掲げてみせる。

「危惧されていた最後の脅威は排除されたようですので」

　その中に収まっているのは、言うまでもなく俺が先ほど撃破したガンドシュタイフの残骸である。

　しかし、俺はその言葉に含まれたとある単語が気に掛かり、思わず繰り返していた。

「……最後の？」

「それはどういう意味だ」再び問いを投げたのはバーダである。「貴様たちは、イヴを襲撃させている犯人が分かっているのか？」

「そんなものは存在しない、というのが館長の見解です」シャトーモアは即答する。「今回の襲撃はすべて、キャビッジパッチとガンドシュタイフの独断、言うなれば暴走によるものと判断しています」

「自動人形の、暴走だと？」

　バーダを含め、我々は一様に啞然とする。イヴはシャトーモアの手にする袋に目をやりながら、困惑した様子で呟く。

「そんな、どうしてあの二人が……」

「それはこれから我々が調べます。彼女たちの記憶領域を解析すれば、原因も分かるかと」

　シャトーモアは即答する。

「その断定に随分と確信があるようだが」と、そこでバーダが反論した。「彼女たちは心を持たぬ機械だ。誰かが命令を下していた、という考え方の方が現実的ではないのか」

「非現実的です」再び人形の即答。「我々、自動人形は造物主様の命令にしか従いません」

「貴様らの構造を解析し、改造を施してもか？」

　切り返すようなバーダの問いに対して、シャトーモアは今度は少し沈黙を挟んだ。その回答を計算しているようにも見える。やがて、先ほどと同じトーンで人形は答える。

「その可能性については肯定します。しかし、現実的にこの世界に造物主様以外で我々の構造を操作出来る人物は、想定されません」

「『未来王の手記エジソンズレコード』」

　バーダは唐突にその単語を口にする。

「貴様たちの設計図がそこに含まれていたとすれば、それを読む誰しもが『構造を操作出来る人物』に想定出来るんじゃないのか？」

　それはバーダがあの列車内で語った推理だ。ロンド・ヴェルファスで『未来王の手記エジソンズレコード』を盗んだ人物こそが、イヴの命を狙っている真犯人。それが我々のこれまでの認識だった。

　しかし──シャトーモアの口にした言葉は、それを打ち砕くものだった。

「非現実的です。本物の『未来王の手記エジソンズレコード』は人形図書館にて保管されております」

　予想だにしない回答に、一同が絶句する。

　……本物の、だって？

「ロンド・ヴェルファスでトーマス・レメルソンの所有する『未来王の手記エジソンズレコード』なる物が盗難にあったという情報は我々も把握しております。しかし、それは贋がん作さくです。たとえそれを紐解いたとしても、我々の構造解析は不可能でしょう」

　まるで聖書の一節でも謳うかのように、人形はすらすらと答えた。

「そんな馬鹿な！」声を上げたのはニックであった。「あれが偽物だって……？」

「やれやれ……それじゃ我々は偽物の為に真珠海を渡ったというわけか」

　ジョンが戯けた様子で言うも、誰も笑う者はいなかった。

「──人形の独断、と言ったな？」

　そこで、バーダが鋭い視線をシャトーモアに突き刺す。

「造物主とやらに従うだけの貴様たちが、自らの意志で行動を起こすことなどあり得るのか？」

「想定の範囲外です。先ほども申し上げましたが、それをこれから調べるのです」

　そう言って、シャトーモアはガンドシュタイフの入った袋を軽々と掲げてみせる。バーダは苛立たしげに言う。

「……それも、貴様の主である『館長』とやらの命令か？」

「はい。可能であれば速やかに回収せよ、とのことでしたので」

「その『館長』は、今回の事件の全貌を把握しているのか？」

「それについてはお答えする許可が下りていません」

「『館長』とは何者だ？」

「それについてはお答えする許可が下りていません」

「イヴを人形図書館に呼びつける理由は何だ？」

「それについてはお答えする許可が下りていません」

　ぎり、とバーダが歯嚙みする音が聞こえたような気がした。彼女は明らかに怒りを覚えていた。

「……では、我々がもしイヴを人形図書館に送り届けずに、このまま姿をくらましたとしたらどうする？」

「追跡して全員を殺害し、対象を確保して図書館にお連れします」

　にっこりと微笑みながら、シャトーモアは即座に返した。

　バーダの怒りが頂点に達したのは、それがきっかけだった。

「──そんな勝手な理屈ばかりを、本気で押しつけられると思っているのか」

　途端、空気が再び一気に緊張する。しかし、それは俺とヴィリティスの望むところだった。示し合わせたように、傭兵と女騎士が剣を抜く涼やかな音が響く。

「──鼻持ちならねぇ鉄屑だぜ」

「──極めて同感だな」

　俺とヴィリティスがそんな軽口と共に剣を構えると、シャトーモアは手にした袋を一旦、床に置いた。微笑を崩さず、人形は言う。

「敵対意思を感知しました。推奨される行為ではありません。宜しいですか？」

「だそうだ、どうするよ？」

　俺がにやりと笑いながら問うと、バーダはヴィリティスに視線を移した。

「私が気になっているのは、ユナリアの法的に問題が無いかどうかだけだ」

「……作家業に対する威力業務妨害、というのは成立するかな、ギリギリだが」女騎士が鼻を鳴らして答える。「そもそも、人形に対して人権を保護する必要性があるかどうかは、政府側の議論が必要だろう」

「生憎、今は議論の時間が無いな」

　バーダの言葉で、俺と女騎士は戦闘態勢に入った。迸ほとばしる殺気を受けて、シャトーモアが掌を我々に見せるように下手に広げる。すると、皮膚を裂いてそこから細身の刃が飛び出した。

　やれやれ、自動人形というのはどいつもこいつも腕に物騒なものを仕込んでいるらしい。

　二刃の煌めきを見せつけるようにして、人形は慇懃に一礼する。

「かしこまりました。それでは、まず武装したそちらのお二人を殺害させていただきます」

「出来るものなら──」「やってみやがれ！」

　女騎士と俺は吐き捨てるように言って、激走を開始する。敵一人に対して、こちらは二人。しかも、俺の剣が鉄の人形をぶった斬れるというのは、先ほどの一件で証明済みだ。

　双方から肉薄する二人の剣士に対して、しかしシャトーモアは微動だにせず、両手の双剣を広げたまま立ち尽くしていた。殺気は無い。

　ヴィリティスは疾走の勢いに乗せ、さながら雷光のようにレイピアの一閃を迸らせる。俺はピースメーカーのトリガーに指をかけたまま、上段から斬りかかった。来るべき衝撃に備えて全身に力を込め、引き金を引き絞る。

　──しかし、その引き金が引かれることは無かった。

　俺と女騎士の剣は、空しくも空を切る。

　驚愕よりも先に、混乱があった。

　咄嗟に振り返ると、いつの間にかシャトーモアは我々の後方に立っていた。

　何が起きたのか分からない。

　まるで一瞬のうちに目の前からシャトーモアが消え、背後に突然現れたかのようだった。

　しかし──その疑問もやがて、次の衝撃によって霧む散さんする。

　一瞬遅れて、俺とヴィリティスの両腕から鮮血が宙に花を咲かせた。苦痛の声が二人の口から漏れる。ヴィリティスはレイピアを地に落として膝から頽くずおれ、俺は辛うじて剣を杖に踏ん張った。

　馬鹿な、斬られただと？　あの一瞬で？　しかも、二人同時に？

「ソード！　ヴィリティス！」

　バーダが叫ぶ。その目は驚きに見開かれていた。事実、有り得ない光景なのだ。騎士団の士長と手て練だれの傭兵が、一瞬にして二人同時に斬られることなど。

　自動人形、シャトーモアは我々を振り返り、変わらず機械の微笑を浮かべていた。その両手の刃には血ち飛沫しぶき一つ付いていない。それは斬撃の速度が、刀身に血が付くよりも速いものであったことを物語っていた。

「私の機体加速制御装置ハードウェア・アクセラレータはすべてのシリーズの中で最優です。人間の視覚で捉えることは不可能でしょう」

　残像すら俺の視覚は捉えてくれなかった。よく見ると、自動人形の身に纏うワンピースの所々に、まるで旋風に切られたような解れがあった。まさか、あまりの速度に空気と擦れて傷がついたとでも言うのだろうか。

「不要不急の殺生は避けるようにと命じられています」人形は静かな口調で告げる。「このまま継続すれば、あなた方は確実に死亡します。再度確認いたします。それでも続けますか？」

　ふざけるな、と俺が叫ぶ前に、少女の声が響いていた。

「やめてください！」

　目をやると、イヴが服の裾を強く握りしめながら俯いていた。顔を上げ、傷だらけの我々の姿を目にして、彼女は鎮痛そうに表情を歪めた。

「……私はちゃんと人形図書館に向かいます。だから、これ以上、その人たちを傷つけるのはやめてください」

「イヴ……」

　俺は歯嚙みしながら呟き、傍らに目をやった。そこではヴィリティスが膝を折って小さな苦鳴を漏らしている。致命傷では無いにせよ、両腕から血が滴り、これ以上の戦闘続行が不可能であることは明らかである。

　冷静になって考える。不死身の身体を持つ俺とはいえ、さすがに一人でこれ以上続けても勝ち目は薄い。だが、それは俺にとってこの上ない屈辱である。

　──つまり、あいつがその気になれば、俺は護衛としての役目を果たすことすら出来ないのだ。

「ソード、剣を納めろ」

　再び激昂しかけた俺を、バーダが諫いさめる。目をやると、彼女もまた懊悩に表情を歪めていた。目の前の人形に対する怒りと、傷ついた親友に対する心配、そして現状からの危機回避をすべて天秤に載せて下した、苦渋の決断であることが伝わってくる。

　俺は舌打ちと共に剣を鞘に納め、女騎士に肩を貸す。

「すまない、ソード……不覚だ」

「……こっちの台詞だ、くそ」

　互いに交わされる視線には、自分自身に対する憤りと不甲斐なさが秘められていた。

　それを見てシャトーモアは、演技めいた調子で満足そうに頷く。

「賢明なご判断かと思います」

　そう言って、奴はすたすたと無防備に俺と女騎士の方に歩み寄る。一いち瞥べつすら寄越さず我々とすれ違うと、そこに置いてあった大きな帆布の袋を拾い上げた。

「予定通り、こちらは我々が回収させていただきますね」

　一同から返される言葉は無い。誰もが憤りを抱きながら、何も言い返せずに口を噤つぐんでいた。

　奴は我々を見渡して再び一礼し、告げる。

「それでは皆様、人形図書館にてお待ちしております。旅のご無事をお祈りしております」

　感情の籠もらぬ形骸だけの言葉を残して、自動人形シャトーモアは大鐘楼からそのまま飛び降り、アルノルンの屋根屋根を蹴って遙か彼方へと消え去っていった。





◆






　ヴィリティスはその後、アルノルン中央病院で治療を受けた。命にこそ別状は無いものの、両腕を深く負傷しており、騎士団の任務への復帰はしばらくは出来そうにない、ということだった。イヴが何度も涙ぐみながら謝罪を口にしていたが、ヴィリティスは気丈に「有給休暇を消費する良い口実が出来たよ」と笑っていた。

　バーダは彼女の身体の心配こそしていたが、敢えて謝罪は口にしなかった。親友である自分が謝れば、きっとその女騎士は自分の不甲斐なさに自身を責め続けてしまう。それが分かっているのだろう。

　そしてそれは俺に対しても同じだった。バーダは俺を責めることも、いつものように罵詈雑言の連打で貶けなすことも無かった。かつての俺であればそれに安堵の息を漏らしていただろう。しかし、今の俺はそれが彼女の思いやりからの行動であることを察することが出来てしまっている。故に、それが逆に俺自身を惨めな気分にさせた。

　──あのとき、シャトーモアが本気で我々を殲せん滅めつしようとしていたら、俺はこいつを守ることが出来なかったと思う。

　あの強さは異次元だった。これまで会った『牙持つ獣たち』すら足下に及ばず、或いは春先に戦ったペリノアよりも遙かに強い。あの悪夢のような速度を思い出す度に、俺の背筋が粟立った。殺気すら無く、目にも留まらぬ速度で襲ってくる相手では、いかに鋼鉄すら両断出来る剣をもってしても無力だ。

　正直──再び対峙した時の勝算がまるで無い。

　シャトーモアとの一戦は、俺に暗あん渠きょに迷い込んだかのような絶望感を残していった。

　ガンドシュタイフの残骸はあの人形に持ち去られてしまったので、ジョンとニックはあの後、当然ながら手ぶらで自分たちの拠点に戻ることになった。まさに骨折り損──いや、ジャズフェラー風に言えば、くたびれ儲けである。俺がその件を謝罪すると、ジョンは特に気にした風でもなく「仕方ないさ」と笑った。

「ああ、そうだ。西海岸のジャズフェラー財団には私の方から連絡しておこう。何か困ったことがあったらロアの支局を訪ねてくれ。何か力になれる筈だ」

　去り際、ジョンは我々に対してそう申し出た。

「有り難いが……どうしてそこまでしてくれるんだ」と、俺は疑問を挟む。「バーダに自伝を書いて貰うための恩売りか？」

「ははは、私は確かに、自社の利益を最優先する人間だ。しかし、如何に私とはいえ、この世には値が付けられないものだってある」とジョンは苦笑と共に答える。「友情に損得勘定は通用しないさ。この三日ほどで、私は君たちを既に友人と考えていたが、それは理由にはならないかね？」

　俺は思わず呆けてしまった。まさか一介の傭兵であるこの俺が、この国一番の金持ちの友人になれるとは思ってもみなかった。

「……何なら友人じゃなくて、大親友でもいいぜ」

　俺がにやりと笑って見せると、ジョンも軽く笑った。バーダはジョンの手を握り、小さく頭を下げる。

「値千金の友情に感謝するよ、ジョナサン。自伝の件は──」と、一瞬の懊悩を挟み、彼女は諦めたように吐息をつく。「数年内には何とかしてみよう」

「おお？　これはまさに、今回の旅の最大の成果だね」

「それじゃ、おまえも研究頑張れよ、ニック」

　と、俺が眼鏡の青年の方に言葉を投げると、彼は上の空で何か考えごとをしていた。

「ニック？」

「え……ああ、君も気をつけてね、ソード」

　どこか歯切れの悪い返事を残して、ニックはジョンに続いて去って行った。

　残された俺とバーダ、イヴ、ヴィリティスの四人は、病院を出て当初の目的地だったアルノルン修道院に向かうことにした。ヴィリティスを騎士団の寮まで送ろうとしたのだが、彼女の皇都での借宿は修道院の寄宿舎ということだった。

「イクスラハ勤務になってから、借りていた寮の部屋は引き払ってしまったからね。出張のときはいつもローレンス修道女長にお願いして部屋を借りていたんだ」

「あら、私の別荘なら無償で貸すのに」

　バーダが言うと、ヴィリティスは辟易したように首を左右に振った。

「あんな馬鹿でかい屋敷、一人じゃ落ち着かないよ」

　この小説家の別荘とやらが果たしてどれくらいの規模なのか、俺は少し気になった。

　アルノルン修道院は赤煉瓦造りの趣ある建物だった。皇都の中央、多くの塔が建ち並ぶ一角に小さく開かれたその敷地は、さながら森の中の小さな広場のようにも思える。礼拝堂の横には巨大な合歓木が植えられ、ささやかな中庭と修道女たちの寄宿舎がこぢんまりと並んでいた。まさに清貧を絵に描いたような施設である。

　此処が、この小説家と女騎士が幼少期を過ごした場所らしいが──しかし、よくもまぁ、こいつらがこんな退屈そうな場所で数年間も過ごせたものだ。

　礼拝堂に入るなり、年老いた修道女が我々を出迎えてくれた。御年七十はとうに超えているようだったが、その瞳は厳格そうな強い意志の光を放っている。どうやら、彼女がバーダたちの言うローレンス修道女長らしい。

「よく戻りましたね、シスター・ヴィリティス、そして……シスター・バーダロン」

　バーダロンは珍しく、気まずそうに頭を搔いていた。

「ええと……お久しぶりです、ローレンス修道女長。あの、ヴィリティスは教皇庁の教えに従う役人ですので、あながち誤りとは言えないと思うのですが……今の私はシスターではなく──」

「この修道院を巣立っていった者は例外なく皆、とこしえに神の使者です。たとえあなたの今の仕事が何であれ、ね」

　シスター・ローレンスのぴしゃりとした物言いに、バーダは顔をしかめて押し黙ってしまった。実に珍しい光景である。バーダは俺の存在に気を向けることすら出来ずに、狼狽していた。

　修道女長は傷ついたヴィリティスに目をやり、表情を曇らせた。

「随分と手酷くやられたようですね」

「それほどでもありません」と、女騎士は涼しげに言う。「数年前、牙持つ獣たちの群れと対峙した時は、もっと酷い傷を負ったこともあります」

「ええ、覚えていますとも。あなたはあのとき三日三晩、生死の境を彷徨さまよいました」修道女長は瞳を閉じて言う。「目を覚ますなり仕事に戻ろうとするあなたを制止するのに、どれだけ苦労したか」

　と、今後はヴィリティスがばつの悪そうな表情を浮かべる。

　俺を散々口先でやり込めてきた二人だが、どうやらこのシスターの前ではそうはいかないらしい。実に新鮮な光景である。

「先ほど病院から連絡を頂いて、騎士団の方には私の方から申し入れをしました。完治するまで我々があなたの面倒を見ます。良いですね、シスター・ヴィリティス」

「え、いえ……その、部屋と寝台だけお借り出来れば私は結構です。これまで通り食事は外で摂りますので……」

「駄目です。食事も我々と一緒に、同じものを食べて貰います」

　女騎士の表情がこれほど嫌そうに歪むのを、俺は初めて目にした。そういえば、此処の食事のことについて彼女が「同じ席には着きたくない」と言っていたことを思い出す。よほどの味なのだろう。

　と、他人事のように思っていたところに、修道女長の視線がこちらを向いた。

「シスター・バーダロン、あなた方はいつまで皇都に？」

「ええ、私たちは明朝には発ちますので」

「ならば今夜はあなた方も泊まっていきなさい」

「は？」

　バーダは、俺が聞いたことも無いような素っ頓狂な声を上げる。畳みかけるように、シスター・ローレンスは厳格な口調で告げる。

「修道院を去って数年、あなたが人気小説家という地位に甘んじて怠惰な暮らしをしていないかと心配しておりました。そろそろあなたも自身を省みて、清貧な暮らしの尊さを思い出さねばなりません」

「え、あ、いやいやいや！　私、忘れてませんよ、今だって充分に清い生活を送って……」

「泊まっていきなさい。良いですね？」

　バーダの釈明は、修道女長の剣のように鋭い一瞥でその言葉尻を断ち切られる。バーダは唸りながら頷く他無かった。

　……依頼人が此処に泊まって、護衛役が別の宿に泊まるということは有り得ない。

　俺はこっそりとバーダに耳打ちする。

「……おい、まさか俺まで修道院に泊まれって言うのか？」

「……文脈からすれば、そうなるわね」

「……いや、何とかしろよ。俺は嫌だぞ」

「……うるさいわね、私だって嫌よ」

「……何だよ、借りてきた猫みたいに大人しくなりやがって。いつもの傲慢な調子はどうした？」

「……修道女長の前で勝手なこと言えるわけないでしょ。って、誰が傲慢よ」

　小声でそんな言い争いを繰り広げる我々の真下で、幼い声が響いた。

「あの」

　と、イヴがおずおずと修道女長に話しかけていた。

「私たちも、泊まって宜しいのでしょうか」

　シスター・ローレンスは一瞬だけ訝しむような色を瞳に浮かべたが、先ほどと同様に厳然とした口調で答えた。

「神の家は等しくユナリアの民に開かれています」

「その、私はロンド人ですが……」

「この大地に立つ限りあなたはユナリアの民ですよ、お嬢さん。生まれが何処かというのは関係ありません。大事なのは、あなたが今、何処に立っているかなのです」

　そう言って、ローレンス修道女長はイヴの頭に手を置く。その触れ方には、何処となく慈いつくしみが込められているように見えた。しかし、その視線がじろりと俺の方に向けられたので、俺は思わずたじろいでしまった。

「あなたもバーダロンのお連れの方ですね」

「え……ああ、まぁ」

「少しお話があります。あちらの院長室へ」

　と、彼女は俺の反応も待たずに踵を返し、奥の方にある部屋へと歩み去って行く。どうしたものか、と逡巡していると、バーダに肘で小突かれた。どうやら従った方が良いらしい。この女がこれほどまでに萎縮するとは、ここの修道女長とやらはよほどの傑物であるようだ。俺は観念して、シスター・ローレンスの後に続いた。

　招かれた部屋は、院長室という大層な肩書きの割には殺風景な一室だった。調度品の類いは一切無く、粗末な帆布張りの応接ソファと、年季の入ったオーク材の机が置かれているだけである。

「そちらにお掛けなさい」

　促されるままに、俺はその乾パンのように硬いソファに腰掛けた。修道女長は俺の対面に腰掛け、すっと背筋を伸ばして真正面から俺の顔を覗き見た。何と言うか、居心地の悪さはこれまでの人生の中でも上位に食い込むレベルである。

「あなたのお名前は？」

「ソードだが。ああ、訳あって苗字は無い」

「そうですか。ソードさん──あなたは、バーダロンの良き人ですか？」

　出し抜けに投げられた質問に、俺は鼻白む。文脈を理解した瞬間、俺はほぼ反射的に首を左右に振っていた。

「いや、俺はあいつの護衛役、ただの傭兵だ」

「あら、そうですか」

　意外そうな声が修道女長の口から漏れる。不思議と、どこか先ほどよりも砕けた口調のように聞こえた。

「あの子が随分と楽しそうに話をしてましたので、てっきりそうかと思いました」

「楽しそう？」

　先ほどの我々の小声でのやり取りのことを言っているのだろうか。俺にしてみれば、あの会話のどこに楽しげな部分があるのか全く分からない。

「バーダロンは見栄っ張りと言いますか、とにかく昔から自分を着飾ろうとしたがる子でしたから」

　その言葉に、俺は大いに頷いていた。

「ああ、すげぇよく分かる」

「それが他人の前であんなに自分を露わにして話をしているのは、久々に見ました」

　と、そこで初めて彼女はその口元を緩めた。顔に刻まれた皺が、優しげな弧を描く。

　ヴィリティスが言っていたことを俺はふと思い出した。何でも、この老修道女はバーダの小説が刊行されるたびに目を通しているらしい。

　第一印象は冷たく厳格そうな老女に見えたが、今の俺の目に映るのは、さながら娘の心配をする母親の如き姿であった。

「──アトラを亡くしてから、立ち直れるかどうか心配しておりました」

　しかし、次の瞬間には彼女の瞳に哀切の色が宿る。

「あの子は二度も大切な人たちを失っています。一度目はご両親、そして二度目は親友……我々修道院は、傷つき打ちひしがれていたあの子に、何もしてあげられなかった」

「そんなことねぇよ」

　と、予想外にも俺は反射的に答えていた。自分らしくもないな、と思う反面、このまま勢いに任せて口を開いてしまう自分がいた。

「あいつは言ってたぜ。この修道院時代の話で、いくつでも小説が書けるってな」

　春先の旅、あの月の無い夜の焚き火の前で、バーダが語った話を思い出す。修道院時代の不良シスターたちの小さな冒険の話を、彼女は幸せそうに語っていた。

　だからこそ、俺は誇張でも世辞でもなく、ただ事実のみを言う。

「──小説家バーダロン・フォレスターは、間違い無くこの場所があったから生まれたんだ」

　老修道女は口を真っ直ぐに結び、俺の顔を真剣な表情で見つめていた。しばしの沈黙の後、彼女はにっこりと微笑んだ。それは長い人生を歩んだ者だけが浮かべることの出来る、慈しみに満ちた微笑だった。

「やはり、あなたはバーダロンの良き人ですね」

「いや、だからそんなんじゃ……」

「あら、恋沙汰の意味ではありませんよ」

　老女の含みのある笑みの前に、俺は押し黙った。なるほど、なかなかやる婆さんだ。バーダが手こずるわけである。

「あの子は我わが儘ままですが、根は優しい子です」

「優しい、ね……」

　皮肉げに口を歪める俺に向けて、シスター・ローレンスは小さく頭を下げた。

「だから、あの子を宜しく頼みますよ、ソードさん」

　俺はそっぽを向いて鼻を鳴らしながらも、三秒ほど後に、小さく一度だけ頷いたのだった。

　院長室から出ると、バーダとヴィリティスは礼拝堂の椅子に座って憂鬱そうに俯いていた。よほどこの修道院で一夜を過ごすのが嫌らしい。俺の姿を認めると、彼女は立ち上がって耳打ちするように訊ねた。

「何の話をされた？　余計なことは喋ってないだろうな？」

「俺も此処に泊まれとさ」と、俺は適当に話をはぐらかす。「バーダの家に泊まりたいんだ、と言ったんだがな」

　それは割と本音でもあった。ユナリアで一番売れている作家の豪邸が果たしてどのようなものなのか、俺は気になっていた。しかし、そんな俺の言葉に、予想外にもバーダは戸惑った様子だった。俺は首を傾げる。

「どうした？」

「……え、いや、別に」

　俺から視線を外しながら、バーダはそう答えた。頭上に疑問符を浮かべる俺の横で、何故かヴィリティスが意味深に笑いを嚙み殺しているように見えた。

　斯くして、我々は皇都での一夜を修道院で過ごすことになったのだった。

　──その男が修道院を訊ねてきたのは、その夜だった。
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　小さな修道院ではあったが、思ったよりも多くの修道女たちが生活を送っていたらしい。夕食時になって食堂を訪れてみると、四十人近くの修道女たちが席について何やら両手を合わせていた。十代にも満たないであろう幼子から、修道女長と同年代と思しき老シスターまで、実に様々である。

　肝心の食卓に並んでいるのは、見るからに硬そうなパンがひとつと、色素の薄いスープだけだった。俺は隣に腰掛けたヴィリティスに耳打ちする。

「……何だか傷の治りが遅くなりそうなメシだな」

「……だから嫌だったのだ」

　うんざりしたように言う女騎士に同情しながら、仕方なくスプーンを手に取ったそのときだった。一人の若い修道女が食堂に入ってきて、俺とバーダを呼んだ。

「お食事時に申し訳ございません。お二人を訪ねてきた方がいらっしゃいまして」

「こんな時間にですか。なんて無作法な」

　シスター・ローレンスが気難しげに眉を寄せる。若い修道女は弁解するように答えた。

「それが、騎士団の方だそうでして……何でも、急ぎの用件があるとかで」

「騎士団？」

　バーダが呟いて、ヴィリティスの方を見やる。女騎士は同じく胡乱な顔で首を左右に振った。彼女にも心当たりは無いらしい。

「それで、その人は名前を名乗っていたの？」

　バーダの問いに、修道女は頷いた。

「ええ……ミラージュ、という方でございました」

　俺とバーダがほぼ同時に椅子から腰を浮かせる。周囲の修道女たちはそんな俺たちを驚いた様子で見ていた。しかし、彼女たちよりも驚愕していたのは我々だろう。

　ミラージュと名乗る騎士団員に、心当たりは一人しかいない。

　聖女ハヴァンディアの右腕にして、第零騎士団長。あの春先の事件で苦渋を吞まされた、シーモア・ミラージュ団長である。

　俺とバーダは顔を見合わせると、無言でお互いに頷きあった。

「シスター・ローレンス」とバーダは真剣な顔で申し出る。「晩ばん餐さんを離席することをお許しください」

　その深刻な声色から何かを読み取ったのか、修道女長は小さな溜息と共に頷いた。

「……私も付いていこう」

　と、立ち上がるヴィリティスをバーダが制止する。

「呼ばれたのは私とこの男だけのようだ」

「しかし──」

「我々だけ、というのに、きっと何か意味があるのだろう」

　ヴィリティスはしばし押し黙った後で、溜息と共に引き下がった。

「それで、その客人はどちらに？」

「礼拝堂でお待ちです」

　若きシスターの回答を聞くなり、俺とバーダはすぐさま食堂を後にし、足早に礼拝堂に向かった。道中、俺はバーダに問いを投げる。

「いったいどういう意図だ、このタイミングで第零騎士団が俺たちに接触してくるなんてよ」

「詳細は分からんが、十中八九、例の自動人形絡みだろう」

「まさか、またあの聖女が絡んで来るんじゃないだろうな。これ以上、事態がややこしくなるのは勘弁して欲しいぜ」

「聖女ハヴァンディアは今はロンド・ヴェルファスへ外遊中の筈だ。しかし、ミラージュ団長もそれに同行しているものとばかり思っていたが……」

　釈然としない様子で、バーダは礼拝堂の扉を押し開く。時刻は十九時を過ぎ、初夏の宵よい闇やみが礼拝堂の窓から忍び込んでいた。壁のランプには明かりが灯り、礼拝堂の奥に佇む一人の人影をうっすらと浮きだたせている。

　俺は念のため、腰の剣に意識を向けながらゆっくりと歩を進める。バーダは俺の一歩後に付いて来た。

　やがて、その人影が我々の存在に気づき、落ち着いた様子で振り返った。しかし、露わになったその顔は、我々が見知った人物のものではなかった。

「──ああ、良かった。来てくれなかったらどうしようかと思ってましたよ」

　と、その男は心底から安堵したように、開口一番に言った。

　若い男である。年齢としては、おそらく俺よりも年下、下手をしたら十代と言っても通用するかもしれない。身に纏っているのは騎士団の制服らしかったが、しかしその色は純白ではなく真逆の漆黒であった。まるで色素が抜け落ちたかのような灰色の髪を縦横無尽に飛び撥ねさせ、その瞳は暗闇でもはっきりと分かるような深紅の色をたたえている。そして何より、その顔立ちは美青年と称して良いほどに整っていた。

　俺とバーダは思わずたじろいでしまった。言うまでもなく、初めて会う人物である。すぐさま俺は警戒と同時に腰の得物に手を添える。それを見た目の前の青年が、慌てた様子で両の掌を見せてきた。

「ちょ、ちょっと待って、待ってください！　俺に敵意はありませんって！」

「──貴様は誰だ？」

　バーダが剣のように鋭い視線を男に突き刺す。それを受けて、彼は額を袖そでで拭った。いちいち、仕草が芝居がかっているように見える。

「ああ、こうやって名乗らなきゃいけないこと自体、本当はおかしい話なんだけどなぁ……」

　独り言のように呟きながら、その青年は大きく溜息をついた。

「俺はあなた方の監視役、第零騎士団士長のゾウイ・ミラージュです。ええと、わかりやすく言えば……あなた方が春先にやり合った、シーモア・ミラージュ団長の弟ですよ」
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　ゾウイと名乗った青年は、疑惑の目を向ける我々を前に愛想笑いを浮かべていた。しかし、一向に場の緊張感が和やわらがないことに気づいたのか、やがて諦めたように俯いた。

「……まったくもう、無茶苦茶だよ。隠密が対象の前で名乗るなんて……」

　頭を抱えながら、青年はそんな独り言を漏らす。何処となく大仰に見えたが、そこには妙に真剣な切迫感のようなものが感じられた。

「監視役、と言ったな」バーダが冴えの入った瞳で問う。「それはどういう意味だ？」

　ゾウイは「あー」と言葉を選ぶような懊悩を見せた後で、居住まいを正した。

「そのままの意味です。俺はこの旅の間中、ずっとあなた方を監視してました。それが俺の仕事なもんで」

「旅の間中、ずっとだと？」

　俺が疑念に眉を寄せるも、ゾウイはあっさりと頷いた。

「そうッス。イクスラハからハイカーゴ、そしてアルノルンまで、ずっとッス」

「そんな馬鹿な」

　思わず俺は吐き捨てていた。そんなことがあり得るだろうか。俺は元より、皇都に着くまでの間には、あのゴルド・ボードインもいたのだ。牙持つ獣並みの嗅覚を持つあの男が、監視に気づかない筈が無い。

「それが俺の技能ですんで。まぁ、さすがにあの金髪の傭兵さんには手こずりましたけどね。いやいや、真面目な話、いつバレるかとヒヤヒヤしてましたよ」

　ゾウイはそう言いながらも、その成果を誇るかのように胸を張っていた。

「変装か」

　バーダの質問に、何故かゾウイは深々と頭を下げた。そして顔を上げた瞬間に、俺はぎょっとしてしまった。彼の顔が、年老いた老婆の顔に変わっていたからだ。

「うぇへっへっへ、その通りでごぜぇやすよ、お嬢さん」

　驚くべきことに、その声色までもが老婆のものに変わっていた。バーダが嫌悪に顔を顰めるのを見て、ゾウイはくるりと身を翻した。再び現れたのは、先ほどの青年の顔である。

「あー、一応、弁解しときますけど、着替えとか入浴とか、そういった場面はあまり積極的には監視しないようにしてますからね」

「誰の命令だ」

　彼の戯けた調子など歯牙にも掛けず、バーダは再び質問の切っ先を突き刺す。ゾウイは大きく溜息をついた。

「たぶん、あなた方の想像してる人ですよ」

　俺とバーダの口から、期せずして同時に舌打ちが漏れた。

「──ハヴァンディアか」

　憎々しげな呟きは、バーダの口からである。ゾウイは頷いた。

「そりゃまぁ、おたくらは国家の重要な秘密を知っている方々ですんでね。だいたい、分かるでしょ、あの方がおたくらを簡単に放っておかないだろう、ってことぐらいは」

　列車の中での俺の予想が当たった、というわけだ。しかし、それが事実だと分かれば、こちらの対応も変わってくる。俺は腰の剣に右手を添えて一歩踏み出した。

「その話を聞いて、俺がどうするかは想像しなかったのか？」

「わっ、ちょ、ちょっと待ってくださいって！」慌てた様子で、ゾウイは両手を振って一歩退く。「俺はシーモアの兄貴とは全然違うんですって、戦闘能力とか本当に無いんですから！」

「やめろ、ソード」と、バーダが俺の目前に腕を差し込んで制した。「この男を屠ほふったところで、我々の立場が悪化するだけだ」

　しばし眼光でゾウイを突き刺した後、俺は舌打ちと共に敵意を収めた。よくよく考えればバーダの言う通りである。あの女──ハヴァンディアがその気になれば、我々をどうすることだって出来るだろう。この監視役の男を一時的に排除したところで、俺に騎士団員殺しの罪状が下されるだけだ。

　ゾウイは胸をなで下ろしながら、大きく安堵の吐息をついた。まったく、調子の狂う奴である。バーダも呆れた様子で小さく頭を振っていた。

「それで、その監視役の貴様が、どうして我々の前に姿を現したんだ？」

「命令なんですよ。うちの上司が、直接あなた方に話したいことがあるって」

　ゾウイの口にした文脈に、俺とバーダは二人とも眉を寄せた。

「直接って」俺はその疑問を口にする。「しかし、あの女は今、ロンド・ヴェルファスにいるんじゃなかったのか？」

「ええと、まぁ、口で話すよりも、実際に目で見て頂いた方が早いかと」

　そう言って、ゾウイは懐から何かを取り出した。それは拳大くらいの羅針盤によく似た機械だった。その表面には水晶のような半球が取り付けられている。ゾウイはそれを床に置いて一歩退いた。そして、自分の腕時計にちらりと目をやる。

「そろそろ時間なんで、繫がる筈です」

「おい、いったい何をしようと──」

　と、俺が一歩詰め寄ろうとした、そのときだった。

　突然、足下に置かれた装置が翡ひ翠すい色の淡い光を放ち始める。すると次の瞬間、その光は我々の目の前で形を取り始めた。

　たじろぐ俺とバーダの前に現れたのは、ぼんやりとした人影だった。やがてそれは徐々に輪郭が整えられ、瞬きを数度挟む間に我々の眼前にはっきりと顕けん現げんする。

「──お久しぶりですね、フォレスター先生、そしてソードさん」

　俺とバーダは啞然としながら、その人物の声を耳にする。それはまさに魔法の如き事象であった。

「お元気でしたか？」

　そう言って、聖女ハヴァンディアはにっこりと微笑んだ。
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　摩訶不思議と言ってもいい現象であった。何も無い空間に、いるはずの無い人物が突如として現れたのである。しかも、何千マイルも離れた異国にいる筈の人物が、だ。

　我々の前に姿を現した聖女は、どことなく身体が透き通っているように見えた。

「──およそ一ヶ月ぶりのご尊顔だが、あまり拝みたくはない顔だな」

　バーダが吐き捨てるように言うも、聖女の表情は余裕ある微笑のまま変わらなかった。それが癇かんに障ったのだろう、バーダは密かに舌打ちを漏らす。

「それも、貴様らの未来の科学技術というやつか」

　バーダの質問に対して、聖女ハヴァンディアは頷きを返した。

「ええ、ルクシオン・ドライヴァ通信です。先日ようやく復元出来ました。我々の時代ではタキオン粒子を用いるのが通例ですが、残念ながらそれをこの時代で検出するのはほぼ不可能ですので、あくまで粒子と仕組みを擬似的に定義したものになります。仮定の上に仮定を重ねたような代物ですが、このように地球の反対側程度であれば問題無く通信出来ます。もっとも、これは本来タキオン粒子が担うべき機能を私個人の能力で補完していますので、使える人間は限られますが」

　まるで聖書の文言のようにすらすらと説明する聖女。当然ながら俺には何を言っているのかさっぱりわからなかった。バーダも難解な用語の連発に顔を顰めている。

「こんなものをラムベル博士が目にしたら、自棄やけになって研究を止めかねないな」

　バーダの言葉に、ハヴァンディアは年相応の少女らしくクスクスと笑った。

「ラムベル博士にはどうかご内密に。この世界にテレグラムが生まれないと、歴史の針が進みませんので」

「その針を根本から折ろうとしている奴が何を言う」

　バーダは非難の目で聖女を睨んだ。

「……それで」と、バーダは諦めの吐息と共に言う。「わざわざそんな大層な通信方法まで使って、おまけに監視役の正体を明かしてまで、いったい私たちに何の用だ？」

　その質問がきっかけだったのか、急にハヴァンディアの表情に冷たい冴えが宿った。

「少し──いえ、かなり深刻な問題が発生しました。この正暦世界の根幹を揺るがしかねない事態です」

　聖女の口調は落ち着いてこそいたが、その声色には妙に切迫したものが感じられた。

「また『この世界の危機』ってやつか」

　冗談めかした俺の言葉に、しかし聖女は大真面目な顔で頷いた。

「笑い話にしたいところですが、残念ながらそれも難しいかと」

「それはつまり」とバーダが口を挟む。「我々が現在進行系で巻き込まれている、自動人形たちの件に関連しているということか？」

「ええ。厳密に言えば、その根源──『未来王の手記エジソンズレコード』についてです」

　長くなりそうな語り出しだった。どうしたものかと逡巡している内に、バーダは断りもなく礼拝堂の椅子にどっかりと腰を落としていた。目の前の人物は名実ともに聖人君主であるが、そんなものは関係無いらしい。俺もその隣に腰を下ろし、背もたれに身を預けて足を組んだ。

　そんな我々二人に構わず、聖女は語り始める。

「まず、大前提からお話しさせていただきますと、レメルソン博士が持つ『未来王の手記エジソンズレコード』が偽物──というより『我々が警戒するほどのものではない』というのは、実は最初から分かっていました」

　そこでバーダが口を挟む。

「最初から分かっていた？」

「はい。私が直接、実物を確認しましたので」

「実物を？　しかし、どうやって……」そんなバーダの疑問の言葉は、自身の閃きで遮られた。「そうか、おまえは今、ロンド・ヴェルファスにいるんだったな」

　目の前の聖女の像が不敵に微笑み、首肯した。

「そう、私はクリスティアーノ・オークションに出品される予定だった実物を、この目で確認いたしました。今回の外遊の中でたまたまゲストで招かれてましたので、無理言って出品前の品物を見せて頂いたのです」

　そこから連想される展開が、俺の口をついて出る。

「ってことは、まさかあれをオークションから盗んだ犯人は……」

「いや、それは違うな、ソード」とバーダが俺の言葉の先を制する。「偽物だと判断した時点で、こいつらがそれを盗む理由が無い」

　理解が一拍遅れて追いつき、俺は言葉を飲み込んだ。聖女が続ける。

「その通りです。私が実物を目にしたのはオークションの前日、まさにそれが盗難に遭う直前です」そこで聖女は、犯人を揶揄するような笑みを浮かべた。「会場からそれを盗み出したのが何者なのかは我々は存じ上げませんし、何よりどうでも良いことです。あれを手にしたところで、何が出来るわけでもございませんし。まぁ、読み物としては面白いかもしれませんが」

　それは聖女の微笑みというよりは魔女の冷笑だった。十代の少女に似つかわしくない酷薄な表情に、俺はやれやれと首を振った。そんな俺に構わず、彼女は続ける。

「その手記は革張りの分厚いノートブックで、中にはフォノグラフや発熱電球の理論などが手書きで記されていました。この時代にとっては確かに最新鋭の技術でありましたが、それが未来からもたらされた、というにはいささかレトロすぎるものでした」

「その手記の中に自動人形に関する記述は無かった、ということか？」

　バーダの質問に、ハヴァンディアは首を左右に振る。

「ありません。先程も申し上げましたが、あくまでもこのノートには『この時代にとっての最先端技術』のみが記載されていました」

「……ふむ、言い換えれば『敢あえてこの時代に合わせた技術』のみが選別されていた、ということかな」

「さすがはフォレスター先生」バーダの補足に、聖女が満足そうに頷く。「我々もそう結論づけていました。これは何者かから伝聞された情報を、レメルソン博士が断片的にまとめたものだと。何より、筆跡も彼のものでしたからね」

　バーダがそこに切り込んだ。

「ところが、日中のシャトーモアの発言で事態が変わった、と」

　聖女は重々しく頷く。

「ええ。『未来王の手記エジソンズレコード』のオリジナルが人形図書館に存在する──もしそれが本当だとしたら、我々は看過することが出来ません」

「でもよ」と、今度は俺が口を挟む。「それにしたって、本物かどうか分からないだろ。あんたらがそこまで深刻に考えるのは、少しばかり大げさじゃないか？」

「そうも言ってられない存在が、実際に我々の前に三度も現れたからだろう」

　俺の反論に答えたのはバーダである。対して、ハヴァンディアはゆっくりと頷いた。

「ええ。それがまさに自動人形の存在です」と、聖女は右手の指を三本立てる。「キャビッジパッチ、ガンドシュタイフ、シャトーモア──これらのアンドロイドは、この世界にとって歴史の階段を一足飛びに駆け上がるようなもの、明らかなオーバーテクノロジーです」

「なるほど」と、バーダが納得したように頷く。「つまりは彼女たちの存在自体が、本物の『未来王の手記エジソンズレコード』の実存証明というわけか」

「それに、あのアンドロイドたちは伝聞された知識だけで実現可能な存在ではありません。彼らの創造にはもっと高度な演算処理装置が必要です。莫大な計算を瞬時にこなすことが出来るコンピュータがね」

「コン……何だって？」

　聞き慣れぬ単語に俺が首を傾げると、聖女の像が苦笑を浮かべた。

「失礼、分かりやすく説明しますと、トランジスタ──いえ、この時代ですと真空管ですね。そのさらに先にある技術成果です。人間の活動を補助する、機械仕掛けの補助頭脳のようなものとお考えください」

　俺の頭には、研究者が機械の箱に熱心に質問を投げかける漠然としたイメージが浮かんだ。やれやれ、全く分かりやすくない説明である。

　バーダが眉を寄せながら質問を投げる。

「そのコンピュータとやらの製造技術の知識も、真の『未来王の手記エジソンズレコード』には記されている、ということか？」

　それに対して、ハヴァンディアは曖昧に首を振った。

「あのアンドロイドたちの原理もそうですが、それらの膨大な知識を手記に纏めるとしたら、おそらく数十冊程度のノートブックでは足りません。もっと大容量の記憶媒体が必要です。なのでおそらく、本物の『未来王の手記エジソンズレコード』は手記の形状ではないと思われます」

　バーダが眉を寄せる。

「手記の形状ではない？」

「はい。それは確実に我々の世界、我々の時代から直接的に持ち込まれたものの筈です。そして、そんな歴史線移動にも耐えうるような物理的な記憶媒体は、一つしか考えられません」

　そこで、聖女は何かのしるしのように指を一本立てて見せる。

「超剛性大容量演算スーパーリジディティカリキュレーション記憶媒体リムーバブルメディア──おそらくはそれが、本物の『未来王の手記エジソンズレコード』の正体です」
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「さっぱり分からん」

　俺はお手上げの仕草と共に、椅子の背もたれにのしかかった。しかし、そんな俺とは対照的に、バーダは真剣な眼差しで聖女の話を聞いていた。まさか、ここまでの話を理解出来ているというのだろうか。

「それで、その超剛性大容量演算スーパーリジディティカリキュレーション記憶媒体リムーバブルメディアとやらは、いったいどのような外見をしているんだ？」

　すらすらとその単語を口にするバーダに俺は仰天する。どうやら俺とは脳の構造が違うらしい。

　像の中のハヴァンディアは首を左右に振る。

「一概には言えませんが、箱の形をしていたり、宝ほう珠じゅの形をしていたり、形態は様々です。間違い無く言えるのは、手に持って運べる程度のサイズだということ。経験上、人間の拳と同じ程度か、それよりも少し小さいくらいでしょうか」

　それを聞いて、バーダは力の抜けたような吐息を漏らした。

「それだけの情報では見つけるのは難しいな」

「ですが、我々は何としてもそれを見つけて確保せねばならないのです」

　確固とした口調で言うハヴァンディアに、それを胡乱に睨むバーダ。

　バーダは静かな口調で言う。

「……人形図書館についての情報、特にシャトーモアが言っていた『館長』とやらの情報は、貴様らも何も摑んでいないのか？」

　聖女は首を小さく左右に振る。

「残念ながら。元々は資産家のエリオット・ギンズバーグ氏の所有する建物であり、氏の死後は州が管理するようになった、という程度の情報です。過去の新聞を紐解けば分かるような情報ですね」

「ギンズバーグ氏の生前の交友関係から、怪しい人物は？」

「資産家ですよ？　交友関係を調べれば調べるほど、怪しい人物は湯水の如く湧いてきます」

　失笑する聖女に、だろうな、とバーダは溜息をついた。

「では、レメルソン博士本人であれば、何か情報を持っているんじゃないか？　そちらの線は？」

「もちろん、早急に手を回しました。ですが──当のレメルソン博士本人は、十日ほど前から行方不明です」

　──何だって？

　予想外の情報に、俺とバーダは言葉を吞む。

「驚くのも無理はありません。これはまだ我々政府しか知らない情報ですし」

「レメルソン博士の関係者は？」

「何も知らないようです。博士には血縁関係もありません。唯一のご家族であった奥さんと娘さんは、十二年前のアルノルン事変の際に亡くなってますので」

「ちょ、ちょっと待て」俺は咄嗟に声を出した。「博士には昔、娘がいたのか？」

「ええ。これも一般的にはあまり知られていない情報です。レメルソン博士が特許王として名が売れ始めたのは、あの事件の後ですので。妻はアマンダ・レメルソン、享年三十七歳。娘はノーラ・レメルソン、享年十四歳……」

「その二人の写真は？」バーダは聖女の台詞を遮るようにして問う。「貴様たちのことだ、どうせ手に入れているんだろう」

　しかし、バーダのその要望に対して、ハヴァンディアは口を噤んだ。何かを思索しているような、意味深な沈黙であった。

「──ええ、あります。しかし、それをお見せするには条件があります」

「ああ、本物の『未来王の手記エジソンズレコード』だろう？」と、バーダは顔を顰めながら即答する。「貴様が私たちにこうして連絡を取っている、そもそもの狙いがそれだ。我々にその回収を頼みたい、違うか？」

　ハヴァンディアは無表情のまま我々を見つめていたが、やがて諦めたように吐息をついた。

「お見通し、というわけですね。さすがフォレスター先生です」

「いや、そりゃあまりにも勝手すぎないか」と、俺の口から率直な感想が漏れる。「そんなもの、いつもみたいに第零騎士団とやらを使えばいいだろ。なんでわざわざ俺たちに頼む？」

「──団員にも限りがあるのだよ、ソード君」

　と、唐突に聞き覚えのある声が響いた。すると突然、ハヴァンディアの虚像の隣に、もう一人の男の姿が現れた。冷たい精密機器のような微笑を浮かべて、彼は俺とバーダに一礼する。

「久方ぶりに拝はい謁えつ仕つかまつる。まずは、直接お目にかかれず挨拶をする非礼を詫びよう」

「シーモア・ミラージュ……！」

　俺は舌打ちと共にその名を口にする。第零騎士団長、シーモア・ミラージュ。春先の一件で我々と旅の一時を共にしたこともある、曲者である。奴は大仰な仕草で、至極残念そうに首を左右に振った。

「我々、第零騎士団は春先の一件で精鋭を六人も失っていてね。人員不足は深刻な問題なのだ」

　奴の皮肉に満ち満ちた台詞に、俺の神経が逆撫でされたような気がした。あのとき、奴の配下六人を斬ったのは他ならぬ俺とゴルドの野郎である。

「……それはてめぇが仕向けたことだろう、この部下殺しが」

　俺は嫌悪の視線と共にそう吐き捨てる。しかし、シーモアは何処吹く風といった様子で、余裕たっぷりに答えた。

「だが少なくとも、我々はソード君を殺人罪、公務執行妨害で捕らえることも可能だ。何なら、マルムスティーン枢機卿暗殺の大罪もおまけで付けてあげることも出来る」

「俺を脅迫するつもりかよ」

「取引だよ。時間の使い方の問題さ。我々に従わねば、君が本来そちらのお嬢さんの護衛に費やすべき時間を、牢獄の中で浪費することになる」と、そこで戯けるようにシーモアは首を竦める。「罪状的には極刑が適当だろうが、君にそれは通用しないだろうからね」

「てめぇ……！」

「やめろ、ソード」怒りが沸点に到達する前に、バーダが俺を制した。「買う価値も無い、安い挑発だ」

　俺とは対照的に、彼女は落ち着き払った様子であった。バーダはハヴァンディアに向き直り、咳払いを一つ挟んだ。

「──いいだろう。その『取引』とやらに応じてやる。人形図書館に保管されている『未来王の手記エジソンズレコード』、私が見つけ出して貴様らにくれてやろう」

「バーダ、しかし……」

「ただし、条件がある」と、バーダは俺の言葉を遮って続ける。「今後、貴様らが知り得る情報はすべて私に教えろ。でなければ、我々も貴様らの望みに応えられない」

　聖女はにっこりと微笑み、頷いた。

「もちろん、そのつもりです。あなた方を手駒として使わせていただくわけですので、あなた方のパフォーマンスは最優先で確保させていただきます。それが結果的に我々の為にもなりますので」

「手駒、という表現はいささか気に食わんが……」と、バーダは舌打ちを漏らす。「まぁ、いい。情報の共同戦線というわけだ」

「しかし、共同と言うからには」と、聖女は瞳を妖しく輝かせる。「それは一方通行では成り立たない、それはご理解しておりますね」

　バーダはつまらなそうに鼻を鳴らして、手をひらひらと振った。

「分かっている。ジャズフェラーの研究所でキャビッジパッチの残骸から何か分かったらそれも教えてやる」

　────え？

　突然の意味不明な発言に俺が眉を顰める、その一瞬前に、バーダは俺の足を軽く蹴った。理解不能だが、彼女が今の俺に求める反応は分かった。俺は咄嗟に無表情を装う。

「その言質が必要でした。交渉成立ですね」

　ハヴァンディアは疑問を抱く素振りすら見せず、満足そうに頷いていた。そこですかさず、バーダが話題を最初の軌道に戻す。

「合意が得られたところで、最初の話に戻そう。レメルソン博士の家族の写真だ。とっとと見せろ」

「ええ、分かっています。こちらです」

　と、ハヴァンディアとシーモアの虚像が揺らいで消え去る。そしてそこに代わりに現れたのは、一枚の写真だった。とある夫婦とその娘が豪奢なソファに並んで腰掛けている。その顔に浮かんでいるのは、穏やかで幸福そうな表情だった。

　そこに写っているとある人物の顔を見て、俺は思わず「あっ」と声を漏らしそうになった。そんな俺の傍らで、バーダがぽつりと呟いた。

「──やはりな」

　若かりし日のレメルソン博士とその細さい君くん、そしてその二人に挟まれて微笑みを浮かべている少女。

　──それは紛れもなく、イヴと全く同じ顔をした少女だった。
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　聖女は通信を終える直前、何か報告事項があったらこのゾウイを呼ぶように、と言い残した。

「その場で呼べばすぐに姿を現してくれるでしょう。さながら、従順な執事のようにね」

　聖女の傍らではミラージュがニヤニヤと笑い、その半透明の姿の先ではゾウイ本人が乾いた苦笑を浮かべていた。そして現れた時と同様、まるで煙のように聖女の姿は消え去った。床に置かれた装置を回収し、ゾウイは大きく溜息をついていた。

「……ま、そういうことらしいんで。何かあったら呼んでください」

　もうどうにでもしてくれ、というような口調でそう言い残すと、ゾウイもまた宵闇に溶け込むようにして我々の前から去って行った。

　二人きりになった後で、俺は溜まりに溜まっていた疑問をぶちまけるかの如く口を開こうとした。が、その直前でバーダが人差し指を自分の口元に当てる仕草をしてみせる。

「……まずは食堂に戻ろう。道中、小声で話せ」と、彼女は周囲に目を走らせながら言う。「その方がリスクが減る。あの男にはなるべく聞かれたくない」

　俺は無言で頷き、礼拝堂を後にする。修道院の無人の廊下を歩きながら、俺は声を潜めて問うた。

「さっきの発言はどういう意味なんだ。キャビッジパッチの残骸なんて、回収してないだろ」

　たしかジョンの話によると、あの人形の残骸はジャズフェラー財団が手を出す前に、何者かによって回収されてしまっていた筈だ。

「はったりだよ」と、バーダは不敵な笑みと共に答える。「だが、その効果は抜群だったらしい」

「どういうことだ？」

「あの聖女の反応で分かった。ハイカーゴでキャビッジパッチの残骸を回収したのは第零騎士団ではない。また別の勢力だ」

「別の勢力って……まさか、シャトーモアか？」

「いや、違うな。それだと時間軸が合わない。あの人形がここアルノルンに現れたのは、ハイカーゴ駅の事件があったからだ」

　そういえば、あの人形は「ハイカーゴの事件を聞いた館長が自分を使いに寄越した」と言っていたのを思い出す。俺は顰めっ面で再び問う。

「それじゃ、いったい何なんだよ、その別の勢力って」

「まだ確証が無い。明言は出来ん」

　例の如く、バーダはあっさりと俺の疑問を切り捨てた。やれやれ、またこれか。

「……しかし、おそらく我々がロアに着いた時点で分かる筈だ。私の予想が正しければな」

「そこまで言うなら、殆ど確証を持っているようなものじゃないのか？」

　俺の揶揄するような発言に、バーダは呆れたように首を振った。

「以前も言ったが、推論の段階で断言するのは──」

「『私のモットーに反する』だろ」

　俺は鼻を鳴らしながら、その言葉の先を口にする。バーダは一瞬驚いた顔を浮かべてから、にやりと笑った。

「分かってるじゃないか」

「おまえの人格はもう大体分かってきたよ」

「それは自分の思慮の浅さが分かってない奴が言う台詞だ」

　俺は苦い顔を浮かべる。確かに、こいつを言い負かそうとした俺の思慮が浅かった。

「そういえば」と俺は話の路線を戻す。「レメルソン博士の実の娘のことだが……」

　バーダもそれが気になっていたのだろう。真面目な顔になって頷いた。

「ああ、あれは間違い無くイヴと生き写しだ」

「まさか、博士の娘が実は生きていて、それがイヴだったり……」

「博士の娘が亡くなったアルノルン事変は十二年前だぞ。当時十四歳なら、今はその子は二十六歳になっている筈だろう」

　計算も出来ないのか、という非難の視線が俺に突き刺さる。まったくもってその通りだった。

「しかし、だとしたらどうしてだ？　もちろん、偶然なんかじゃないだろ」

「ああ、確実に意図的なものだった筈だ。レメルソン博士は亡くなった自分の娘にそっくりだったからこそ、イヴを養子にしたんだと思う。思えばあの自動人形シリーズの顔の造形も、何処となくイヴの──いや、ノーラ・レメルソンの面影があった」

　言いながら、バーダの目に鋭い冴えが宿る。

「おそらくその符合は、今回の一連の事件の根幹に関連している筈だ」

　食堂に入る前に「さっきの話はイヴにはするな」とバーダは俺に念押しをした。ただでさえ今のイヴは、自分のせいで俺とヴィリティスが傷ついたと気に病んでいるのだ。さらに余計な混乱はさせない方がいいだろう。

　食堂に入ると、何故かその場の一同の視線が我々に突き刺さった。それはどこか、我々の戻りが心待ちにされていたかのような、奇妙な違和感を覚えさせた。気がつけばそこには、イヴとヴィリティスの姿が無かった。

　すると、シスター・ローレンスが我々のもとにやってきて耳打ちした。

「矢継ぎ早で申し訳ありませんが、あなた方が離席している間にもう一人、客人がいらっしゃいました」

「客人ですって？」

　バーダの問い返しに、修道女長は神妙に頷いた。

「とても慌てた様子でした。今は院長室で、ヴィリティスとあなた方のお連れの少女がお話をしています。共通のお知り合いだとか」

　その二人と我々の共通の知り合いとなれば、心当たりは少ない。俺は溜息をついた。

「夕食はまた当分お預けだな」

　空きっ腹を抱えたまま、俺とバーダはその足で院長室へ向かった。扉を開けると、そこには三人の姿があった。一方のソファにはヴィリティスとイヴが座り、その対面には一人の男が腰掛けている。男の姿は何処となく憔悴しているように見えた。

　バーダが意外そうに目を見開いて、その男の名を呼ぶ。

「ジョナサン？　どうしたんだ、こんな時間に？」

「ああ、バーダロン、それにソード君。困ったことになった」

　ジョナサン・ジャズフェラーは、珍しくかなり動揺していた。慌てて走ってきたのだろう、髪も乱れ、ワイシャツは汗で身体に張り付いている。

「どうした、何があった？」

　俺が訊ねると、ジョンは額に手を当てながら、端的に答えた。

「──ニコラスが、姿を消したんだ」
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　翌朝、我々はアルノルン駅から再び大陸横断鉄道に飛び乗った。その中にはジョナサン・ジャズフェラーと、ヴィリティス・ナイツの姿もあった。

　バーダは負傷中のヴィリティスが我々の旅に同行することに強く反対した。しかし、「有給を西海岸へのバカンスに使うだけだ」という女騎士の頑かたくなな主張の前に、反論を吞み込むほか無かった。

　乗車前、俺も率直な意見を女騎士にぶつけてみた。

「──手負いの騎士が何の役に立つんだ」

「誇りの問題だ」とヴィリティスは真剣な目で答えた。「あの敗北のまま、この私が引き下がれるわけが無いだろう」

　あの小説家にしてこの親友ありか、と俺は溜息をついた。

　客室に荷物を運び込み、我々五人が列車のコンパートメントに腰を落ち着けた頃に、ちょうど汽笛が鳴り響いた。列車がゆっくりと動き出し、アルノルンの街並みが車窓の向こうでゆっくりと加速し始める。その様子を眺めながらバーダが口を開いた。

「まったく、大変な帰郷だったな」

「本当だぜ。俺なんて頭をぶち抜かれたんだからな」

　俺がこめかみに指を当てて悪態をつくと、バーダとヴィリティスは小さく笑いを漏らした。しかし、残る二人は沈痛そうな表情のままだった。

「……ニコラスさんは、本当に一人で人形図書館に向かったのでしょうか」

　ぽつりと、イヴが呟く。その目線の先、彼女の手には一通の手紙があった。昨夜、ニックがジョンに残した書き置きである。そこにはニックの筆致で、短い文章が走り書きされていた。

『少し暇を貰う。必ず戻る。心配しないでくれ』

　ジョンが溜息と共に答えた。

「部下の調べによると、ニコラスは昨夜、ロア市行きの深夜特急の切符を買っているようだ。間違い無く、西海岸に向かったと思う」

　昨夜のジョンの話によると、夕食の約束に一向にやってこないニックを訪ねたところ、彼の研究室にはこの手紙が残されていたらしい。研究室には、慌てて荷造りをしたような形跡も残っていたとのことだった。

「しかし」と口を開いたのはヴィリティスだ。「どうしてニコラス・テラーが人形図書館に向かう必要がある？　今回の一連の事件では、彼はたまたま巻き込まれた側の人間の筈だろう」

　それについてはジョンも口を噤んだ。俺は隣で俯くイヴに、一瞬だけ視線を投げる。

　あの夜、ニックが食堂車のバーカウンターで語っていた話が思い出される。彼は八年前に妹を亡くしたと語っていた。そしてその面影をイヴに重ねているということも。

　……まさかニックは、イヴの為に単身で人形図書館に乗り込もうとしているのだろうか。しかし、だとしたら彼はそこで何をするつもりなのだろう。

「ニコラスの目的は、現段階では推測の範囲を出ない」バーダは腕組みをしながらそう言った。「直接会って問いただすしかあるまいよ」

「しかし、間に合うだろうか」とジョンが言う。「彼の乗った深夜特急は明日の昼にはロアに到着するが、我々の列車はその日の夕方頃だ。第一、その人形図書館には昨日のシャトーモアだっている。無事でいてくれるといいが……」

「少なくとも、現状の我々に出来ることは祈ることだけだ。時速四〇マイルを超える速度で移動する手段は、残念ながらこの時代に人類は持ち得ないからな」

　バーダはどこか諦観を孕はらんだ口調で言った。

　しかし、俺は彼女の先ほどの発言が少し引っかかった。

「──ニックの目的が『推測の範囲を出ない』と言ったな、バーダ」俺は口を開く。「分からない、ではなく」

　俺の発言に、他の一同がはっとして顔を上げる。バーダは自らの失言を悔やむように、苦い顔をしてみせた。

「……まったく、おまえは時折、鋭いところを見せるな」

「はぐらかすなよ。おまえがそういう言い方をするときは、大方の予想が付いているときだ」

　俺の追及に、バーダは頭を振って溜息をついた。

「……分かった。正直に言おう。推測は出来ている。しかし、これについても確証は無い。はっきり言って荒唐無稽、私の妄想に近いものだ」

「でも、春先の事件にしたって、おまえのその推理が当たってたじゃないか」

　俺が反論するも、バーダは頑として首を縦に振らなかった。

「当たらなかった推理もある。たまたまそれを口に出していなかっただけでな」

　しかし、その回答でその場の一同が納得するわけがなかった。集中する視線に耐えかねて、再びバーダは大きく溜息をつく。

「とにかく、今は待て。私がロアに着けば、ほぼ確実に何らかの動きがある筈だ。それを確認したら全部話すよ」

　それだけ言って、バーダは再び車窓に目を戻した。流れゆく景色はやがて人々の営みを拭い去り、広大な荒野に変わっていた。

「──この物語はいずれ必ず、私がエンドマークを打ってやるさ」

　ぽつりと、バーダは列車の行く末に向けて呟きを漏らした。
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　昨夜から寝ることの出来なかったというジョンは、仮眠を取るために一旦寝台車に戻っていった。本来療養していなければならないヴィリティスについても、バーダが口うるさく説得して自分の寝台車に下がらせた。だいたい、あの女騎士は全治二週間の筈なのだ。去り際に彼女は「ならば一時間経ったら起こしに来てくれ」と言っていたが、俺とバーダは顔を見合わせ、無言でそれを無視することにした。

「親友思いの友人だな」

　俺が女騎士の後ろ姿を見ながら呟くと、バーダは辟易の吐息を漏らした。

「自分の両腕が無くなっても、彼女は私を守ろうとするだろう」そして、その口元が苦笑めいた弧を描く。「たぶん、春先の一件を、ヴィリティスはまだ引きずってるのよ」

　あの女騎士が、聖女の片棒を担いで俺とバーダを策に嵌めたときのことを言っているのだろう。俺は鼻を鳴らす。

「だったら、最初からしなきゃ良かったのによ」

「──私と同じくらい、彼女もアトラが大好きだったからよ」

　俺は無言を貫いた。彼女たちの深奥にある絆は、他人である俺がおいそれと触れて良いものではない。そんな気がした。

「しかし、ジョンも随分と友人思いだな」と俺は話題を変える。「意外だったぜ。自分の部下が一人いなくなっただけで、会社の社長自身がわざわざ捜しにいくなんて」

「ああ見えてジョナサンは人情深い人間なのよ」言った後で、バーダは首を振って言い直す。「いえ、逆ね。彼にはむしろ人情しかない。自分の目の届く範囲の人間は誰もが幸せになってないと気が済まない。だから、そのために大金を稼いでいる」

　それはきっと、彼自身のエゴなのだろう。しかし、彼はそのエゴを貫き通す為に、数多の手と策を使ってこの世の最大の武器──大金を手に入れようと日夜奮闘している。それは少なくとも、俺なんかよりもずっと崇高な生き方のような気がした。

　面倒な奴だけど、だからこそ憎めないのが困りものだわ、とバーダは呆れたように付け加えた。俺はその様子を見てこっそりと口の端を緩めた。

「──ごめんなさい」

　と、そこで唐突に、俺の視界の下からそんな呟きが聞こえてきた。目をやると、俺が座る対面、バーダの傍らで、イヴが肩を縮こまらせて俯いていた。

「ヴィリティスさんが傷ついたのも、ニコラスさんが姿を消したのも、元を辿ればすべて私のせいです」

　意気消沈した様子で、彼女はそんなことを言い出した。

「自分を責めすぎよ、イヴ」と、バーダが彼女の肩に手を置く。「あなたに責任なんか何も……」

「でも、私と出逢わなければ誰も傷つかなかったんですよ！」

　バーダの言葉すら遮って、イヴはそう叫んだ。周囲の乗客たちが、何事かとこちらを振り向いていた。しかし、イヴの言葉は止まらなかった。

「私があのとき皆さんに声を掛けなければ、こんなことにはならなかったんです。ヴィリティスさんが怪我をすることも、ソードさんが痛い思いをすることも、バーダお姉様が命がけで皇都を走り回ることも……」

　顔を上げた少女の瞳には、今にも零れそうな涙が浮かんでいた。それは彼女が初めて見せる、激情の吐露だった。

　一連の事件の中で、彼女なりにずっと責任を感じていたのだろう。昨日のアルノルンで起きたいくつもの事件が、そんな彼女の罪悪感に最後の一刺しを入れた。すべての始まりが、自分に端を発しているのだ、と。

「イヴ……」

　肩に置かれたバーダの手を振り切って、イヴは胸の内を余さず絞り出した。

「私なんて、あのときキャビッジパッチに殺されてれば良かったんです……！」

　それを聞いたとき、俺は思わず立ち上がっていた。そして次の瞬間、俺の拳げん骨こつが落雷のように少女の頭に落ちる。全力ではないにせよ、それなりに力を込めた拳骨だった。

「きゃっ、え？　え？」

　痛みよりも、混乱が少女の顔に表れていた。彼女は涙目で頭を押さえながら、俺を見上げる。そんな少女を鼻息荒く見下しながら、俺は静かな口調で言う。

「他人に怒られたことはあるか？」

「え、その、いえ……」

「それじゃ、俺が最初だ」

　と、俺は右手の人差し指をイヴの鼻先に突きつけた。

「殺されてれば良かった、なんて軽々しく言うな。それは俺の仕事への最大限の侮辱だ」

　断固とした口調で、半ば怒りすら込めながら、俺は言う。

「犬の糞みたいな職業の俺たちにだって、誇りはある。いいか、イヴ。たとえ護衛対象がこの国の教皇で、仮に今のおまえみたいなことを言ったとしたら、俺は全力でその教皇の顔面に拳をぶち込む。後頭部から拳が突き抜ける勢いでな」

　するとイヴの隣で、バーダが呆れたように吐息をついていた。

「……それだと教皇が死ぬだろう、馬鹿」

　ぐ、と俺は唸り、再びどっかりと座席に腰を沈めた。締まらない説教に自分が嫌になりそうだったが、その後はバーダが引き継いでくれた。

「さっきの馬鹿馬鹿しい喩えは別にして──ソードの言ったとおりよ。事実としてソードは、そしてヴィリティスも、あなたを守ることに全力をかけた。それが彼らの仕事であり、大げさに言えば、存在理由だから。それを軽々しく無為にするような発言は、他人の想いを踏みにじることと同じよ」

　バーダは真っ直ぐにイヴを見つめ、そして、厳然とした口調で言う。

「ソードに謝りなさい」

　初めて見るバーダの真剣な眼差しに、イヴは少し怯んだように震えた。しかし、やがて顔を上げ、俺に真っ直ぐに向き直ると、深々と頭を下げた。

「その……ごめんなさい、ソードさん」

「よし」

　と、俺は手を伸ばして、そんなイヴの頭を乱暴に撫でてやった。呆けた顔を上げる彼女が目にしたのは、俺の不格好な微笑だっただろう。

「謝ったんなら、この話は終わりだ」

　しかし、再びイヴは表情を曇らせて俯いてしまう。

「……でも、私は結局、皆さんに迷惑をかけることしかできていないんです。皆さんが私のために何かをしてくれても、私は皆さんに何もしてあげることができない」

「イヴ、人間関係は損得勘定じゃないわ」

　と、バーダが乱れたイヴの髪を優しく撫でつけながら言う。

「すべて私たちの意志でやったことよ。あなたの旅に付き合うと決めたことも、全部ね」

「……それは、同情から、ですか？」

　俯きながら、イヴはそんな卑屈な言葉を口にする。対してバーダは悪戯っぽく笑った。

「少なくとも、そんな言葉一つで片付けられるような単純な動機じゃないと思うわよ」

「お姉様は小説家なのに、言葉で説明出来ないのですか」

「小説家は、言葉だけでは伝えられないことを伝えるために、物語を書くのよ」

「物語、ですか？」

「そう、物語は読み終えて初めて感想が生まれる。言うなれば、此処はまだ本の途中よ。あなたは最後の頁に辿り着いたときに理解すればいい」バーダは優しく微笑む。「これがどんな物語だったのかを、ね」

　イヴは俯き、バーダのその言葉を吟味するように沈黙する。

　彼女の中の激情はひとまずは落ち着いたように見えたが、しかし、その表情はやはりまだ晴れなかった。そんな彼女の胸中を察したのか、バーダは俯く彼女の顔を覗き込んで再び口を開いた。

「あなたが私たちに、何かしらの引け目を感じていることも分かる。でも、それはこれからの人生でゆっくり返してくれればいい」

「でも、私に出来ることなんて……」

「今の自分が全てじゃない」と、俺は口を挟んでいた。「だいたい、十四歳の小娘に出来ることなんて、そう多くはねぇよ」

　そう言いながら、俺の脳裏にはかつての自分自身の記憶が蘇っていた。あの山を下りて、どうしようもない無力感を抱えながら路地裏を放浪し続けた、あの若かりし頃の記憶……夜が来る度に、心に幾千もの針が刺されたような痛みを覚えた、あの日々のことだ。

「──それでも生きなきゃならねぇし、生きてりゃ嫌でも成長する」

　それでも心はやがて痛みに耐えられるようになり、手は今まで届かなかった場所に届くようになる。

　そう──この世界でもっとも無様なガキだった俺ですら、そうだったのだから。

「大丈夫よ、イヴ」とバーダが語りかける。「明日のあなたは、きっとあなたが思っているよりもずっと強いわ」

　イヴはしばらく口を噤んでいたが、やがてその言葉を受け入れるかのように、こくりと小さく頷いたのだった。





◆






　アルノルンを出発した列車は予定通りに、ユナリア大陸を西へと駆け抜けた。

　夜を越え、次の日の朝を迎え、そしてその日の太陽が列車の進行方向に沈み始めたとき、車窓の彼方にとうとう我々の目的地が見え始める。

　我々は下車の準備を終え、コンパートメントの座席に着きながら、その街の遠景を視界に捉えた。

「もうすぐ到着だな」

　バーダが車窓の向こうに向けて呟く。見えてきたのは、ハイカーゴに負けぬほどの背の高いビルの群れである。初めて目にする街並みに、俺の口からも自然と独り言が零れた。

「……あれが、この大陸の西の果て、か」

　俺たちの旅の終着点であり、このユナリア合衆教皇国の最西端に位置する街。

　フォーラニア州、ロア。

　その街並みの彼方には、夕暮れに染まる広大な海が広がっていた。
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　初めて訪れる街ではあるが、ユナリア国民の誰もが持つ一種の憧れのようなものと共に、俺はその街の歴史をそれなりに知っている。

　大陸西部の大都市、ロア。

　それは東部のハイカーゴと同じく、近年の発展がめざましい都市の一つだ。その大きな要因となったのが、まさに我々が乗ってきた大陸横断鉄道を始めとする鉄道網の存在、そしてその礎となった半世紀前のゴールドラッシュだったという。

　フォーラニアン・ゴールドラッシュと呼ばれるその現象は、皇国時代の半ば頃まで人口が千人にも満たなかった小さな港町を、僅か二年間で常住人口三万人の都市に変え、さらにその後の二年間で五万人の大都市に変化させた。黄金鉱山は大陸各地から多くの人々をこの港町に呼び込み、人々は採取された黄金の恩恵で都市を発展させ、鉄道網を矢継ぎ早に繫げていった。

　加えて、古来より大陸西部では、その肥沃な大地と温暖な気候のおかげで、果物や野菜、穀物の収穫が豊富であった。ゴールドラッシュが一段落を迎えた後も、それらの作物はロアに集約され、大陸全土へと放射状に張られた鉄道網を使ってユナリア各地へ送り出されるようになった。

　黄金によって生まれ、西部の太陽によって育てられた、西海岸の楽園。

　それが、このロアという街である。

　ロアの鉄道の玄関口であるユニオンステーションは、そのゴールドラッシュの時代に建てられた白はく亜あの建物である。いくつもの鉄道路線が交差し、その中はさながら迷宮のようだった。

　列車を降りた我々は、まず最初にその駅から脱出するのに苦労することとなった。ようやく建物から出た頃には、既に東の空から宵よい闇やみが迫り始めていた。駅舎の外、駅前通りには多くの酒場やレストランが建ち並び、甘い果実酒のような香りが潮風に乗って俺の鼻を擽くすぐった。これが西部の風の香りらしい。

「バーダロン、ヴィリティス！」

　駅を出るなり、我々に向けてそんな声が飛んできた。目をやると、通りの方から一人の女性が駆け寄ってきていた。豊かなブロンドの髪を風になびかせ、その表情には満面の笑みが浮かんでいる。女性らしい豊満な体軀であったが、身に纏う純白のワンピースが何処となく彼女に清廉な雰囲気を与えていた。

「オーリア！」

　バーダも珍しく歓びの笑みを浮かべ、飛び込んできたその女性と抱き合った。

　なるほど、彼女が女学生時代からの友人という、オーリア・アンダープラチナか。

　オーリアは抱擁を解くと、非難するようにバーダに言った。

「もう、列車が一日遅れるって電報を貰ったときは心配しました。新聞で見ましたよ、ハイカーゴで列車事故があったんでしょう？　大丈夫なの？」

「ええ、ちょっとしたトラブルよ。詳しくは後で話すわ」

「相変わらず心配性だな、オーリア」

　ヴィリティスもその表情から女騎士の装いを脱ぎ、旧友への愛あい慕ぼの笑みを浮かべていた。しかし、オーリアはその姿を見て心配そうに眉を寄せた。

「どうしたの、ヴィリティス、その腕！」

「ああ、これは……」と、女騎士は言い淀む。「まぁ、これもちょっとしたトラブルだ」

「両腕を怪我するトラブルなんて、全然『ちょっとした』ことじゃないと思いますわ」

　病院にはちゃんと行ったのか、治るのにどれくらいかかるのか、といった質問を矢継ぎ早に繰り出してくるオーリアに、ヴィリティスは顔を顰めて沈黙していた。

　どうやら、この女性は二人にとっての監督役らしい。女学生時代とやらが目に浮かぶようだった。

「……女性が三人寄ればなんとやら、とはよく言ったものだね」

　と、ジョンが俺に耳打ちし、俺は「違いない」と頷いた。

　と、我々がしげしげとそんな三人の様子を眺めていると、唐突にオーリアの目がこちらの方に向いた。その視線が俺の腰に下げた剣の鞘に留まり、そこで彼女は何故か表情を明るくした。

「ああ、あなたがソードさんですね」

「俺の名前を知ってるのか」

「ええ、もちろん。だってバーダが手紙に……」

「言っておくが」とバーダは俺をぎろりと睨む。「確かに私はオーリア宛ての手紙に貴様の話を書いた。しかし、内容の大半は貴様に対する愚痴だからな」

「だったら面と向かって言えよ」と俺は溜息をつく。「何を言われても言い返すな、とでも命令すりゃいいだろ」

「そんな性格の悪いことがこの私に出来るか、馬鹿者」

「旧友に手紙で陰口言ってる時点で性格悪いと思うんだが」

　俺とバーダのそんなやりとりを、オーリアは興味深そうに眺めていた。

「へぇ」

　と、オーリアは俺に一歩だけ歩み寄り、まるで絵画でも審美するかのように、俺の瞳をじっくりと覗き込んだ。何だか落ち着かない。近づいた拍子に、彼女の髪から何故か仄かに機械油のような香りが鼻先を撫でた。

　見つめてくる瞳は、さながらエメラルドのように透き通った緑色をしている。やがて、オーリアはその瞳を柔らかく細め、にっこりと微笑んだ。

「……うん、なるほど」

「なるほど？」

　俺は眉を寄せる。いったい彼女は何に納得したのだろう。

「良い人みたいですね」

　あっけらかんとした笑顔で、オーリアはそんなことを言った。

「良い人だ？」俺の眉間の皺がより一層深くなる。「いったい何を根拠に……」

　という俺の言葉は、ヴィリティスが遮った。

「無駄だよ、ソード。オーリアは生粋のアーティストだ。彼女のすべての基準は感覚。理屈は通じないさ」

　そういえば、彼女は画家だというバーダの話を思い出した。なるほど、先ほどの匂いは油絵のものか。

「そしてそのインプレッションが」と、俺の脇からジョナサン・ジャズフェラーが一歩前に出る。「数多の名作を生み出したんだ」

「あら、あなたは？」

「初めまして、ミス・アンダープラチナ」とジョンは社交用の笑みを浮かべて右手を差し出す。「私はジョナサン・ジャズフェラー。お会い出来て光栄だ」

　オーリアはその手を握り返した。

「ああ、あなたがジャズフェラー社長ですね。バーダから電報で伺っておりました。私もお会い出来て嬉しいです」

「君は知らないかもしれないが、実は個人的に君の絵を二枚ほど所有させてもらっている。どちらも素晴らしい絵だ。君の才能は本物だよ」

「まぁ、ありがとうございます。どちらの絵をお持ちで？」

「『プリズマの謝肉祭』と『果樹園で歌う子供たち』だ。片方は本社ビルの応接室に、もう片方は私が経営するホテルに飾らせてもらっている。なるべく多くの方に見てもらいたいからね」

「ああ、素敵です。私も金庫にしまわれるよりも、その方がずっと嬉しい」

　オーリアは口元に手を当てて、くすくすと笑いを漏らす。バーダの昔話で、オーリアはもともと良家の令嬢だったと聞いた覚えがある。確かに彼女の仕草の一つ一つには、どことなく庶民離れした品の良さが滲にじみ出ていた。

「……ところで、バーダ」と、俺は何の気なしに隣に訊ねてみる。「彼女、オーリアってのは有名な画家なのか」

「おまえ、本気で言っているのか？」小説家は啞然として言う。「昨年の彼女の絵の売上は私の印税よりも上だぞ」

　俺は愕然として、改めてその女性を見やった。俺は小説家、バーダロン・フォレスターが果たしてどれほどの金を稼いでいるのかはわからない。しかし、俺に高価なコートを易々と買い与えることが出来るほどの経済力を持っていることは知っている。それよりも上だって？

　やれやれ、と俺は辟易した気分で周囲を見渡す。ユナリア一の大金持ちに、騎士団の士長、そして売れっ子の芸術家。この小説家に付き合い始めてからというもの、俺の交友関係の平均年収は加速度的に増大している。ここまで来ると妬みや僻みを感じることすら馬鹿馬鹿しい。

「あら、そちらのお嬢さんは──」

　と、オーリアの視線が下を向く。そこにはバーダロンの陰に隠れて、頭一つ分小さな少女が立っている。イヴは戸惑うように目を泳がせた後で、伏し目がちに名乗った。

「私は……イヴ、です」

　声には覇気が無い。彼女は列車の中から消沈気味だった。ずっと、自分が我々に迷惑をかけているのだと思い悩んでいるのだろう。

　怪訝に首を傾げるオーリアに向かって、バーダが口を開いた。

「ひとまずはゆっくり話せる場所に移動しないか。長い話になるんだ」

「そうですね。それでは、私のアトリエはいかがですか。あそこなら静かですし、それに──例の図書館も見えますよ」

　オーリアの提案に、反対する者は誰もいなかった。

　我々は街頭に止まっていた四頭立てのキャリッジ馬車を呼びつけ、我々六人はその狭い車室に身を押し込めた。

　ロアは南北に細長い都市である。そのせいか、西へ馬車を五分も走らせると、すぐに郊外に出た。途端に、鼻腔を擽る潮の香りが強くなる。景色から建物の数が減っていき、小さな坂を登りきったあたりで、唐突に視界が開けた。

　海、だ。

　我々の目の前に現れたのは、広大な真しん西せい洋ようだった。彼方の水平線にはまだ辛うじて黄昏の残照が海面を橙だいだい色に染めている。あと数分早ければ、或いは沈んでいく夕陽の壮大な景色が見えたかもしれない。浜辺には既に帰り支度を始める海水浴客の姿が多く、その誰もが幸せそうに見えた。彼らはこれから街の酒場に向かい、心地よい虚脱感と共に週末の夜を謳歌するのだろう。

　馬車は浜辺と並行に伸びる小道を、北へ向けてゆっくりと走る。小波の押し寄せる音が、俺の耳にこびり付いた街の雑多な音を拭い去っていく。

　ふと横目で見やると、バーダは少し物憂げな顔で俯いていた。海の方をあまり見ないようにしている。その表情には──適切な表現が見つからないのだが──罪悪感のようなものが宿っているように、俺には見えた。

　或いは、一緒に海に行く約束をした、今は亡き友人を思い出しているのかもしれない。

　道はやがて入り江を回り込むかのように湾曲し、小さな椰や子しの林を抜けたところで、小さな柵が我々の前に現れた。「私有地につき立ち入り禁止」と書かれた小さな門扉をくぐり抜けると、再び視界が開ける。都市部から馬車で十五分程度しか走っていないが、まるで別世界のように景色は一変していた。

　白い砂浜と、対照的に宵闇を孕んだ濃紺の海。浜から少し離れたところには、三角屋根の大きなログハウスがある。広いポーチが備え付けられ、そこには立てかけられたカンバスと、画材の載った小さなテーブルが置かれていた。馬車が止まり、オーリアが先に砂浜に降り立った。

「私のアトリエです」ログハウスを振り返り、彼女が紹介する。「春から夏にかけて、いつもここで海の絵を描いているんです」

「なかなかいい場所じゃないか」

　ヴィリティスの感想に、オーリアは得意げに胸を張ってみせた。

「そうでしょう、私も気に入っているの」

「……まさか、この入り江一つが、まるまるあんたの私有地なのか？」

　俺が疑問を口にすると、オーリアはさも当然のように頷いてみせる。

「ええ。静かに絵に集中出来る環境が欲しかったので」

　圧倒的すぎて、もはや羨む気にすらなれない。さすがはフォレスターよりも売れているという画家である。

「いいなぁ、プライベートビーチか。私も憧れるが、なかなか良い場所が無くてねぇ……」

　ジョナサンが羨ましそうに言って周囲を見渡した。と、そこで彼の視線が静止する。

「おや、あれは……」

　彼が眉を寄せて目を凝らす先は、浜辺の遙か延長線上だ。それは切り立った崖がまるで海に突き刺さるかのように延びる、小さな岬だった。そしてその岬の上、断崖絶壁の頂点には、煉瓦造りらしき建物が大海を睥睨するかのように聳え立っている。

「そうか、あれが──」

　バーダの呟きに、オーリアが神妙な顔で頷いた。

「そう、あなたたちがこの大陸を渡ってきた、その目的地」

　その言葉の先は、少女が継いだ。

「……人形、図書館」

　イヴは服の裾を握りしめ、遙か先のその建物を睨みつけながら、呟いた。





◆






　我々はアトリエの中に招かれ、大きなウッドテーブルを囲んで椅子に腰を下ろした。オーリアはわざわざ氷冷室から氷を取り出し、レモネードと称する飲み物を我々に振る舞った。初めて口にする飲み物だったが、柑かん橘きつの酸味と蜂蜜の甘みが長旅の我々の疲労を僅かに拭い去ってくれる。人心地ついたところで、オーリアから切り出した。

「また春先の一件みたいに、大きなことに巻き込まれているみたいですね、バーダ」

　彼女の視線は、イヴへと注がれていた。萎縮するように肩を縮こまらせるイヴに、オーリアが慌てて言う。

「ああ、ごめんなさい、イヴさん。あなたが気にすることは無いんです。トラブルに首を突っ込みたがるのはバーダとヴィリティスの性分なので……」

「そこに私の名前が入っているのは、いささか釈然としないがな」

　女騎士が自嘲的に口元を歪める横で、バーダは神妙な顔で口を開いた。

「オーリア、あなたには説明しておいた方がいいでしょうね」

　バーダロンはその場で、今回の件についてこれまでに起きたことを一つ一つ詳つまびらかに説明した。イヴのこと、自動人形のこと、そして、アルノルンでの聖女ハヴァンディアとの通信のこと。ただし、そのときに見せられたレメルソン博士の娘の写真については、あえて口にしなかった。

　一通りを話し終えた頃には、外の太陽はすっかり沈み込んでしまっていた。

　オーリアは落ち着いた様子で話を聞いていたが、ジョンの方が少し動揺した様子だった。

「ハヴァンディアが……この国の聖女が、歴史改変者だって？」

「黙っていて悪かったな、ジョナサン」とバーダが謝罪する。「吹聴して回るべき話ではないと判断していたんだ。しかし、今は事情が変わった」

「一応、諫言を挟ませていただくが」ヴィリティスが冷徹に言い放つ。「口外しないのが身のためだぞ、ジャズフェラー」

　ジョンは大きく溜息をついてから、真剣な顔で頷いた。

「……分かっているよ。この情報はユナリア国民にとってはむしろ毒だ。幸福よりもむしろ不幸を多く生み出すだろう。今の所、私もそれを望んでいない」

　オーリアは僅かに顔を蒼白にしながら、沈黙していた。彼女が何に対してショックを受けているのか、俺には分かる。彼女もまた、春先のバーダと同じように推測が出来てしまったのだ。この世ならざる奇跡の力、未来で生み出された技能。そして、かつてそれを振るい、多くの人々を救った、彼女たちの親友──。

「……ごめんなさい、オーリア」バーダが沈痛そうな表情で呼びかける。「本当はあなたにはもっと早く話しておきたかったのだけど、手紙や電報で伝えるにはあまりに危険な情報だったから……」

　その横では、ヴィリティスもまた顔を伏せ、苦渋に眉を寄せていた。春先の事件ですべてを知りつつ、聖女の配下として親友のバーダを利用していたのは、この女騎士である。しかし、今の彼女の瞳の奥には慚ざん愧きの炎が垣間見えた。

　──私と同じくらい、彼女もアトラが大好きだったからよ。

　列車の中でのバーダの言葉が思い出される。俺自身、この女騎士を心の底から許したわけでもないし、信頼しているわけでもない。しかし、彼女が抱く想いの大きさは、他人である俺がおいそれと軽々しく触れてよいものでもない。

　彼女たちの心中を察したのか、オーリアは気丈な笑みを浮かべた。

「……いいのよ。こうして今、ちゃんと話しに来てくれたんですもの」

　微笑の片隅に悲哀の残滓を残して、彼女はやんわりと首を振った。その後には真剣な表情に切り替わる。

「ええと、それで──その聖女様は、今回の自動人形の件について殊更に危険視している、ということでいいのかしら」

「そうだ。正確には、その原因となった本物の『未来王の手記エジソンズレコード』を警戒している」と、そこでバーダは顔を顰める。「それをどうにかして盗み出せ、というのが聖女閣下からのお達しだ」

「でも、バーダロンが大人しく体制に従うというのは、珍しいわね」

　オーリアが意外そうに問うと、バーダの眉間の皺が一層深くなった。

「……利害の一致を理解出来るくらいには大人だよ、私も」

　実際は枢機卿殺しの弱みを握られているからなのだが。あの聖女が本気になれば、バーダはともかく、俺やヴィリティスを幽閉するくらいのことは容易いだろう。

「ううん、なんだか不可解なことばかりですね。ちょっと整理してみていいですか」

　そう言って、オーリアは突然部屋の奥から真っ白なカンバスを持ってきて、皆の目に見えるように立てかけた。そこに、絵筆でさらさらと絵を描いていく。

「疑問はいくつもありますが、とりあえず大きなところでは三つ。一つ目は、列車とアルノルンでイヴさんを襲撃したという自動人形」

　彼女がそこに描いたのは、二人の女性給仕メイドの簡易な絵だった。キャビッジパッチとガンドシュタイフを表しているのだろう。その後で、ちらりとイヴの傍らにある旅行鞄に目をやる。

「彼女たちの目的がその旅行鞄の奪取だとしたら、それはいったい誰の命令だったのか」

　あのアルノルンの時計台で、シャトーモアはその二体の襲撃を「彼女たちの暴走」と言っていた。しかし、彼女たちには明らかにイヴの殺害と旅行鞄の奪取という目的があった。それは果たして、暴走と称して然るべきなのだろうか。俺にはやはり何か裏があるようにしか思えない。

　──そして、何よりもこの旅行鞄である。あのゴルドですらぶった斬れない鞄の中身は、いったい何なのだろう。

「二つ目としては、その人形図書館の館長ですね」と、今度はその隣に顔の無い男性の絵を描く。「本当は性別すらも分かりませんが……その人物は何者なのか。そして、レメルソン博士はどうして娘さんをたった一人で、その人物のもとへ送り出したのか」

　ふと横を見やると、イヴは俯きながら自分の膝の上で拳を強く握り締めていた。その謎を一番疑問に思っているのは、間違いなく彼女だろう。

「そして三つ目は、ニコラス・テラーさん」

　オーリアはさらさらと眼鏡の青年の絵を描き加える。

「先ほどの話では、彼が単身で人形図書館に乗り込んだ理由も分かりません。ジャズフェラーさんは本当に心当たりが無いんでしょうか？」

「心当たりと言ってよいかは分からないが……」と、彼はちらりとイヴに視線を投げた。「ニコラスはイヴの境遇の件で、並々ならぬ憤りを抱いてはいたようだ。あー、なんと言うか……」

　ジョンが言い淀んでいると、イヴが冷たい声色で答えた。

「──亡くなった妹さんを、私に重ねていたからだと思います」

　俺はぎょっとして彼女を振り向いた。

「イヴ、知ってたのか？」

　俺の問いに、彼女は真剣な顔でこくりと頷いた。

「ごめんなさい。あの列車の夜、喉が渇いたのでお水を頂こうと食堂車に行ったんです。バーダお姉様はお休みになっていたので、一人でこっそりと。そこでたまたま、お二人の会話を聞いてしまいました」

　俺はやれやれと息を吐いた。責めるような目をバーダに送るも、何故か彼女は腕組みをしたまま、真剣な顔つきで瞳を閉じていた。イヴが、震える声で続けた。

「だから、ニコラスさんが一人で人形図書館に向かったのも、きっと、元を辿れば私のせい……」

「──いや、それは違うぞ、イヴ」

　そこでバーダロンは瞼を開け、鋭利な口調で否定する。

「それだと辻褄が合わない。もし彼の行動が義ぎ憤ふんに駆られたものだったとしたら、アルノルンで我々と別れた後、そのまま次の列車でロアに向かっていた筈だ。しかし、ニコラスが出立したのは、シャトーモアとの邂かい逅こうの後だ」

　そういえば、あの後のニックの様子は少しおかしかったような気がする。別れ際の彼は明らかに上の空だった。

「きっかけはたぶん、シャトーモアの話──『本物の未来王の手記エジソンズレコード』の情報だったと思う。今思えば、そのときのニコラスの顔には驚き以外の感情も浮かんでいた。決意、覚悟、或いは──それは翹ぎょう望ぼうにすら近いものだった気がする」

　バーダの言葉に、ジョンははっとして顔を上げる。

「それじゃあ、ニコラスの目的って……」

「ああ──確証は無いが、おそらくはその『本物の未来王の手記エジソンズレコード』じゃないかと私は睨んでいる」

　それが、バーダがロア行きの列車の中で言い淀んだ推測、であるらしい。

　しかし、どうしてニックがそんなものを求める？

　そんな一同の疑問は、ジョンが代弁した。

「ううん、ニコラスが単独行動をしてまで『本物の未来王の手記エジソンズレコード』を求める理由が分からないな。まさか、私のように所有欲に突き動かされたわけじゃあるまいし」

「確かに、彼はどちらかと言えば無欲な青年だな」

　と、その横でヴィリティスが頷く。バーダも諦めたような吐息を漏らす。

「だから、あくまで推測だよ。それは直接会って聞くしかあるまい。単なる学術的欲求か、或いは──それを使って何かやり遂げたいことがあるのか」

　……やり遂げたいこと、か。

　未来の叡智を手に入れてまで、やり遂げたいこととは何だろうか。俺は逆の立場で考えてみる。俺であれば──そうだ、あの聖女ハヴァンディアのように、過去の時間に飛んであの故郷での惨劇を止めようとするかもしれない。失敗するたびに、何度も──。

　もしかしてニックも同じなのだろうか。

　八年前、彼が両親と最愛の妹を亡くした事件──あのスカーレットクラウドの惨劇は、彼にとってもやり直したい過去の筈だ。だとしたら、彼はまさかそのために……。

　と、考えたところで、俺は頭を振った。それこそ妄想に過ぎない。第一、その『本物の未来王の手記エジソンズレコード』で過去に遡さかのぼれると決まったわけでもないのだ。

「──今すぐ、人形図書館に行けば分かります」

　静寂を破ったのは、イヴだった。彼女は真剣な眼差しでテーブルの中央を見据えながら、落ち着いた声で言う。

「これまでのすべての謎だって解き明かされる筈です。何より、今ならニコラスさんを止められるかも……」

「駄目だ」バーダがはっきりと断言する。「人形図書館へ向かうのは明朝だ。今夜はこのオーリアのアトリエに泊まる」

「お姉様は、ニコラスさんが心配じゃないんですか？」

　珍しく、イヴが強気な瞳でバーダを見上げた。バーダはその瞳をしばらく見つめ返した後で、首を左右に振った。

「ニコラスとて馬鹿じゃない。夜も更けようとしているのに、むざむざ何の用意も無く敵地に飛び込んだりはしないよ。何より、彼だってあのシャトーモアの化け物じみた強さを目の当たりにしているんだからな」

「でも……！」

　未だ矛先収まらぬ様子のイヴの肩に、バーダはそっと手を当てる。

「焦る気持ちは分かるわ、イヴ。でも、まだ待ちなさい。私たちにはまだピースが足りないの」

「ピース、ですか」

「ええ、とても重要な最後のピースよ。でも大丈夫。明日の朝までには揃えてみせるわ」

　バーダの目には何かしらの確信が込められていた。イヴはそれを懐疑的な目で見つめる。

「分かってちょうだい、イヴ」

　バーダの念押しに、しかし、イヴは答えずに視線を逸らしただけであった。

　あれほど慕っていたバーダにまで、露骨に反抗的な態度を見せるイヴ。おそらく、それは彼女の焦燥の表れなのだろう。今回の件で一番の渦中にいるのは、この十四歳の少女なのだ。

　バーダもその胸中を分かっているのか、それ以上の無為な説得は控えた。

「ああ、そうだ」

　その場の雰囲気を払拭するかのように、オーリアが明るい声を上げた。

「お腹、空きませんか。もうこんな時間ですし、夕食にしましょう」

「ああ、それはいい提案だ」ジョンも大きく頷く。「たしかにもうお腹ぺこぺこだよ」

「皆さんがいらっしゃると聞いていたので、実は料理の下ごしらえは済んでいるんです。手早く用意してしまいましょう」

「私も手伝おう、オーリア」と女騎士が立ち上がる。「鍋を混ぜるくらいなら、この腕でも出来る」

「それじゃ、私も──」

　と、バーダが立ち上がろうとした瞬間。

　オーリアとヴィリティスが凄まじい勢いで振り向いた。

「いえ、大丈夫よ、バーダ」

「おまえは座っていろ、長旅で疲れただろう」

　反論を挟む暇すら与えず、異口同音に言い放つ二人。その表情は何故か妙に真剣だ。一方で、バーダは口を曲げて憮然とする。

「別にそこまで疲れてないけど……あら、この香りはコーンチャウダーかしら。それじゃ、私が最後の味付けを──」

「駄目！」

「座れ、バーダ！」

　鬼気迫るような言葉をぶつけられ、バーダは圧倒されるように動きを止める。困惑した様子の彼女に、オーリアが慌てた様子で笑いかける。

「ほ、ほら、せっかくだから、バーダに私のフォーラニア料理を味わわせてあげようと思って」

「うん？　まぁ、オーリアが手料理をご馳走してくれるって言うのなら、大人しく待ってようかしら」

　どこか釈然としない様子ではあったが、バーダは調理場に立つのを諦め、再び椅子に深く腰掛けた。その様子を見て、二人が胸を撫で下ろしたのを俺は見逃さない。

　──なるほど。

　俺はバーダの手料理を味わったことはないが──つまりは、そういうことなのだろう。ふとジョンと目が合うと、どうやら彼もそれを察したらしく、無言でこくりと頷いていた。とりあえず、こいつを調理場には立たせないようにしよう、という暗黙の合意形成である。

　そこでふと、オーリアの視線が、椅子に腰掛けたまま俯いているイヴに留まった。その顔には未だ、沈痛と焦燥がない交ぜになった表情が浮かんでいる。オーリアはそんなイヴの下にやってきて、後ろからその両肩に優しく手を置く。

「──イヴさん、あなたも手伝ってくれる？」

「……え？」

　きょとんとした顔で見上げるイヴに、オーリアは優しく微笑む。

「料理をしたことはあるかしら？」

「いえ、でも……」

「そう、それじゃ、教えてあげる。ほら、こっちに来て」

　戸惑いながらも、手を引かれるようにしてイヴは立ち上がる。そして伏し目がちに、小さな声で答えた。

「……分かりました」

「うん？　イヴが手伝うなら、私もやっぱり手伝おうかし……」

「大丈夫、あなたは座ってて！」

「そのマスタードから手を離せバーダ！」

　……駄目だ、見ちゃいられねぇ。

「──バーダ、ちょっと話がある」

　と、俺は強引に彼女の腕を摑んで、アトリエの外に連れ出した。

「え、ちょ、ソード、何を……」

　ポーチに出る直前、肩越しに屋内を見やると、オーリアとヴィリティスとジョンが俺に向けて親指を立てているのが見えた。

　良い仕事が出来て何よりだ。





◆






　太陽はすっかり水平線の向こうに落ちて、辺りは闇に満ちていた。目の前の真西洋はさながらコールタールのように、闇を吞み込んで静かにたゆたっている。

　波打ち際の少し手前までバーダを連れ出して、俺は手を離した。

「もう、何なのよ……急にこんなところに連れ出して」

　夜の帳のせいで表情は判然としないが、彼女の口調からは憤りが感じられる。さて、どうしたものか。とりあえずこいつを調理場に立たせまいと連れ出しただけなので、特別話すことも無い。

　夜の波の音が、そんな我々の沈黙の隙間を縫って浜辺に響く。やがて雲の切れ間から僅かに月光が射し込み、それは再びすぐに雲の陰に隠れていった。

　何故かは分からないが、バーダはどこか落ち着かない様子だった。暗闇の中で、その両手が背中の後ろで手持ち無沙汰にもぞもぞと動いているのを感じる。苛立っているのだろうか。このままでは依頼人の怒りを買いかねない。さて、どうする、と俺は思考を回転させる。

　ようやく話題を見つけて、俺は口を開いた。

「おまえがさっき言っていた『最後のピース』とやらの件だが……」

「──え？」

「ほら、今夜中に揃うはずだ、とか言ってたじゃねぇか」

　再び月光が射し込み、バーダの顔を照らした。そこには呆れと憤りを混ぜて半分にしたかのような表情があった。

「……ああ、そのことか」

　何故か大きな溜息を挟んでから、バーダは腕を組んだ。その口調が、いつもの作家然としたものに戻る。

「そのままの意味だよ。おそらく今夜、遅くとも明朝には、動きがある筈だ。私とお前に対してな」

　俺は首を傾げる。

「俺とお前？　動きってのは、いったい誰の……」

　と、そこで俺の耳は、波の音の狭間にもう一つの音を聞いた。それは遠くから聞こえてくるくぐもった蹄ひづめと車輪の音。浜辺を馬車が走ってくる音である。

　バーダの口元が不敵な笑みを浮かべる。

「思ったより早かったな」

　そうこうしている内に、椰や子しの林の狭間にランタンの灯りがちらちらと見え始めた。その馬車はやがてこの浜辺に姿を現し、まっすぐに我々の方までやってくると、ぴたりと停止した。

　四頭立ての立派なコーチ馬車である。その瀟洒な箱馬車は街を走っているような駅馬車の類いではない。間違い無く、どこかの金持ちの所有物だ。御者は夏の夜だと言うのにかっちりとした臙えん脂じ色のジャケットを纏っている。彼は御者台を降りると、恭しく俺たちに頭を下げた。

「夜分に失礼いたします。こちらにアンダープラチナ様はいらっしゃいますでしょうか？」

　俺は眉を寄せる。オーリア？　しかし、いったいどうして、箱馬車がこんな時間にオーリアを訪ねてくる？

　疑問顔の俺とは対照的に、バーダロンはすべてを理解しているかのように、落ち着いた調子で口開く。

「中にいる。まずは私が話を聞こう。私の名はフォレスターだ」

　すると、御者は懐から一通の封筒を取り出し、宛名をちらりと見やった。

「それはちょうど良かった。こちらはアンダープラチナ様とフォレスター様に宛てられたものです」

　バーダがその封筒を受け取ったのと時を同じくして、ログハウスのポーチにオーリアとジョンの姿が現れた。

「どうしたの、バーダロン？」

「さっき馬車の音が聞こえたような気が……え？」

　浜辺に降りるなり、二人は見慣れぬ馬車を目にして驚きに口を開く。バーダはその封筒の中身に目をやった後で、肩越しにそれを二人に見せる。

「招待状が届いたぞ。オーリアの絵画の大ファンからだ」

「私の、ファン？」

「ああ。要約すると、『先日購入したアンダープラチナ先生の絵画について一方ならぬ感銘を受けた。是非、我が社にお招きしたい。そちらの馬車をお使いください。訪問中のフォレスター先生もどうかご一緒に』だそうだ」

　あまりに突拍子も無い内容に、俺たち三人の頭上に疑問符が浮かぶ。

　バーダも一緒に、だと？

　……いや、待て、おかしい。

　どうしてこの手紙の差出人は、バーダが今、オーリアの下にいると知っているんだ？

「オーリア、最近、どこかの社長が絵を買いに来たことはある？」

　バーダの突然の問いに、オーリアは鼻白む。

「社長？　ええと……あ」と、彼女は思い出したように手を叩いた。「確かに一人、買いに来ました。展覧会に出した絵を大層気に入っていただいて」

「そいつは誰だ？」

　俺は思わず訊ねていた。オーリアは答える。

「ええと、そう、スタンリーさんです。スタンリー・ホールディングス」

　その名前に俺とジョンは愕然とする。それは確か、つい四日前に人形図書館を買い取った人物の名前である。バーダが頷いていた。

「ああ、そのスタンリーから招待状だよ」

「こんな時間に？　なんて非常識な」

　ジョンは顔を顰めて言い捨てる。

「ああ、確かに非常識だ。しかしそれでも、この差出人は我々がこの招待に応じると思っているんだよ」バーダロンはどこか楽しげに口の端を吊り上げる。「悪いが夕食はまた別の機会にしよう。オーリア、早速準備をしてくれ」

「バーダロン、まさか君、この招待に応えるのかい？」

　ジョンが愕然として訊ねるも、バーダは涼しい顔で頷く。

「これこそが私の待っていた最後のピースだよ。ジョナサン、おまえも来るか？」

　ジョンは一瞬だけ逡巡を挟む。しかし、弱気を振り払うかのように首を振り、やがて決心したように頷いた。

「ああ、私も行こう。フェイト・スタンリーが暗躍しているというのなら、それと同等の力が必要になるはずだ」

　ジャズフェラー財団の創始者は、力強くそう言った。

　やれやれ、と俺は首を振る。何が起きているかは分からないが、とにかく俺はこの流れに身を任せるしかなさそうだ。

　──と、そんなことを思った矢先だった。

　唐突に、ログハウスから勢いよく飛び出してくる人影があった。

「バーダ、ソード、大変だ！」

　ヴィリティスは普段からは想像も出来ないほどに慌てた様子で、我々の下に走ってくる。バーダが怪訝に首を傾げる。

「ヴィリティス？　どうしたの？」

「イヴがいない！」

　出し抜けに言われた一言に、一同が驚きの声を上げる。

「外に薪まきを取りに行かせたっきりだ。おかしいと思って様子を見に行ってみたら、リビングの鞄ごと彼女が消えていたんだ……すまない、私がついてながら……」

　女騎士は悔恨に顔を歪め、頭を下げる。俺は思わず舌打ちを漏らし、吐き捨てる。

「あいつ、一人で人形図書館に向かったな……！」

「アンダープラチナさん、あの図書館まではどれくらいで行けるんだ？」

　ジョンの質問に、オーリアがしどろもどろに答える。

「ええと、歩けば三十分くらいですが、馬を使えば十分もかからないかと……」

「──馬は？」

　バーダの冷徹な問いに、オーリアがログハウスの後方を指さす。

「林の中に馬小屋があります。私の馬が一頭いますが……」

　そこでヴィリティスが首を左右に振った。

「……さっき見に行ったが、それも空っぽだった」

　俺は海に向けて悪態をつく。その隣で、バーダも苦渋に顔を歪めていた。

「どうする、バーダ」

　俺の問いに、彼女は大きく息を吸い込んでから答えた。

「──仕方あるまい。ソード、ヴィリティス、今すぐイヴを追ってくれ。私はスタンリーと話を付けてくる。オーリア、ジョナサン、お前たちは私と来てくれ」

　一同は皆、ほぼ同時に頷く。俺はバーダに耳打ちする。

「……一時、お前の護衛を離れる。無茶するなよ」

「そこまで無鉄砲じゃないさ。おまえは一刻も早くイヴに追い付いてくれ」

「ソード、急ごう！」

　ヴィリティスが先を急かす。俺は頷き、その後を追って走り出した。そんな俺たちの背に、バーダの声がかかる。

「こちらも話が済んだらそっちに向かう！　頼んだぞ、ソード、ヴィリティス！」

　ああ、と俺は心の中で頷きを返した。

　闇夜を切り裂き疾走しながら、俺は遙か前方の岬を睨み付けた。

　月の無い夜の中で、人形図書館の威容が我々を睥睨していた。





◇






　バーダロンたちの乗った馬車は、十分もしないうちに市街地に入り、目的地に到着した。週末の繁華街を駆け抜け、オフィスビルが建ち並ぶ一画に入ったところで、馬車は停車する。

　スタンリー・ホールディングスの本社ビルは、ロアの中心市街地の中でも一際異彩を放っていた。

　──まるで空白だな、とバーダロンは建物を見上げながら思う。

　真新しいビルである。しかし、色彩豊かな看板が立ち並ぶ街の中心で、そのビルはまるで何かの手違いで造られてしまったかのような奇妙な場違い感を放っていた。

　大通りに面した壁面には窓がひとつも無く、のっぺりとした純白の壁の中に入り口の黒い鉄扉がぽつんと付いているだけである。窓が無いので、それが果たして何階建てのビルであるかは外観からは分からない。周りのビルと比較して考えれば七階建て程度であろうか。通りに立ち並ぶガス灯がそのビルの壁面を照らし出し、闇の中であっても余計にその白さを際立たせている。

「相変わらず、退屈なビルだね」

　馬車を降りるなり、ジョナサンは顔をしかめた。その横ではオーリアがにこにこと微笑んでいる。

「私は素敵だと思いますけど。新品のカンバスみたいで」

「君が此処に絵を描くのであれば、魅力的なビルに変わると思うがね」

「建物品評をしている時間は無い。行くぞ」

　と、バーダロンは先陣を切ってビルの扉を開く。玄関ホールは二階までの吹き抜けになっており、外観と同様に白一色であった。入ってすぐの受付らしき場所では、夜も遅い時間だというのに二人の女性係員が立っていた。二人とも小綺麗な黒いワンピースを纏っており、同じような髪型と同じような化粧をしている。

「「お待ちしておりました、フォレスター様、アンダープラチナ様」」

　二人は双子のように声を合わせ、深々と頭を下げる。名前を呼ばれなかったジョナサンはバーダロンの後ろで苦笑いをしていた。

「スタンリーがお待ちです」

「エレベータで最上階へどうぞ」

　促されるままに廊下の奥に案内され、三人はエレベータに乗り込む。白い壁の箱は音もなく上昇を開始した。

「驚いたな」とジョナサンが口を開く。「こんな時間にまで蒸気エレベータを稼働させていることもだが、何よりも凄い静音性だ」

「おそらくこの動力源はスチームではない」

　対してバーダロンははっきりと言い切る。ジョナサンは眉を寄せた。

「となれば、まさか水圧式かい？」

「いや……きっと、我々の知る由もないものだ」

　バーダロンの台詞とほぼ同時に、エレベータが目的階に到着する鐘の音が響いた。

　開いた扉の先には、やはり白い空間が広がっていた。壁も床も天井もすべてが白亜に覆われているせいで、バーダロンたちにはその空間の広さが曖昧に感じられた。

　おそらくは社長室なのだろうが、調度品は徹底的に排除されている。中央に黒い革張りのソファセット、その先に社長席らしき黒いデスクセット、それがこの室内の物質のすべてだった。

「──お待ちしてましたよ」

　その社長席に座っていた女性が、来訪者に気づいてゆっくりと立ち上がる。オーリアとジョナサンは以前に会ったことがあるが、バーダロンにとってはこれが初対面であった。故に、彼女はその存在が放つ奇異な空気に、少し圧倒されてしまった。

　妙齢の美しい女性である。長い黒髪と黒い瞳は、明らかにユナリア生まれの人間のものではない。黒く染められたブラウスに、同じ色のロングスカートを纏い、その足下まで黒い革靴で統一している。頭のてっぺんからつま先まで、ものの見事に黒ずくめだ。その異彩は、まるで彼女の存在にだけ神様が色をつけ忘れたかのような、ある種の非現実感すら放っていた。

　──まるで魔女だ。

　それが、彼女──フェイト・モルガーナ・スタンリーに対して、バーダロンが抱いた第一印象だった。

「突然のご招待にも拘わらず、お越しくださいましてありがとうございます。さ、どうぞ、そちらへお掛けください」

　フェイト女史は品の良い微笑を浮かべながら、客人をソファに促した。三人が腰掛けるのを確認してから、その部屋の主も静かに対面に腰を下ろす。そして、まず始めにオーリアの方を見やった。

「アンダープラチナ先生、お久しぶりです。先日は見事な静物画をありがとうございました。スタンリー病院の待合室に飾らせて頂いております。ご来訪される方からは非常にご好評で、我々も嬉しい限りです」

「あ、ありがとうございます、スタンリーさん」どこか緊張した面持ちでオーリアは答える。「私も皆様に見て頂けるのは嬉しいです。またご入り用でしたら、遠慮無く声を掛けてください。もし病院や施設に飾るのであれば、それこそ無償でも……」

「──ちゃんと費用を請求した方がいいと思うよ」オーリアの傍らで、ジョナサンが皮肉っぽく呟いた。「彼女が相手だと、逆に請求されてしまう可能性だってあるんだから」

　フェイトはそちらの方に視線を向けると、先ほどと同じように彼に微笑みかける。

「ジャズフェラー社長もご無沙汰しております。たしか、東部のティア・ヴェネ劇場の竣しゅん工こう式以来でしょうか」

「ああ、我が社のスタジアム建設計画を強引にねじ伏せて、御社があれを設立して以来だ」

　ジョナサンも負けじと微笑を返すが、その瞳には憤りにも似た激情が込められていた。それを前にして、フェイト女史はくすくすと小さな笑いを漏らす。

「相変わらず、仕事熱心な方ですね。尊敬いたします」

　ジョナサンは何か言い返そうと口を開きかけたが、この場での論争は不毛と気づいたのか、諦めてソファの背もたれに体重を預けた。それと入れ替わるようにして、バーダロンは姿勢を少しだけ前に傾ける。合わせて、フェイトの双眸が彼女を捉えた。

「改めまして」と、フェイトはバーダロンに対して小さく頭を下げる。「フォレスター先生、お初にお目に掛かります。私がスタンリー・ホールディングスの代表、フェイト・スタンリーで……」

「社交辞令はいい」と、バーダロンは鋭く言い放つ。「今は時間が無い」

　突き放すような言い方に、傍らのオーリアがおろおろとしていたが、バーダロンは気にも留めなかった。しかし、それは相手も同じだった。

　魔女の鉄仮面のような微笑を睨み付けながら、バーダロンは問いの刃を突き刺す。

「──フェイト・モルガーナ・スタンリー、貴様は歴史改変者だな？」
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「ええ、その通りです」

　あっさりと、フェイト女史はその問いに答えた。

「私はあの聖女ハヴァンディアと同じ──歴史の軌道修正の為に、西暦アンノドミニ世界からやってきた改変者の一人です」

　あまりの急展開に、ジョナサンとオーリアが愕然とする。しかし、バーダロンは落ち着き払った様子で、目の前の人物を睨ねめつけていた。

　実はここまではバーダロンの想定通りであった。その前提の認識が無ければ、おそらくは相手も話が始められないだろう、と彼女は読んでいた。

「しかし、驚きました」フェイトは言う。「私から打ち明けようと思っていたのですがね。いったい、いつから私の正体に気づいてらっしゃったのでしょうか？」

「気づいたのはアルノルン、確信したのは先程、手紙を貰ったときだ」

「……ということは」と魔女は静かに笑って、意味深に自分の背後に一瞬だけ視線を投げた。「突き詰めれば、ハヴァンディアの打った一手がきっかけ、というわけですね」

　バーダロンは少し驚いてしまった。その発言は、バーダロンの推理の道筋を完全に読み切ったことの証明だった。

　──なるほど、この国の経済界を掌握出来るわけだ。

「ちょ、ちょっと待ってくれ」ジョナサンが頭を抱えながら声を上げる。「駄目だ、私には全然理解が出来ない。説明してくれないか」

「ああ。私が真相に気づくことが出来たのは、ある意味ではジョナサン、おまえのおかげでもあるからな」

　バーダロンが言うと、ジョナサンは更に困惑した様子で首を傾げた。

「私の？」

「故に、きちんと説明してやる義理があるだろう」

　そう言ってバーダロンはソファに深く身を沈め、足を組んだ。フェイトもどこか楽しそうに、口を閉ざして傾聴の姿勢を示す。そして、彼女は語りだした。

「──そもそもの始まりはハイカーゴだ。あの街でキャビッジパッチの残骸を秘密裏に回収した連中がいた。そしてそれはジャズフェラー財団でも無ければ、第零騎士団でも無かった」

　バーダロンは視線を対面に突き刺す。

「あれを回収したのはスタンリー・ホールディングス、お前たちだ。その代表、フェイト・スタンリー、おまえの指示でな。違うか？」

「ええ、その通りです」

　例のごとく、フェイトはすんなりとそれを認める。しかし、ジョナサンは釈然としていない様子だった。

「そんな馬鹿な、あり得ないよ……」

「そうでもないさ。ハイカーゴで行われていた大火祭のスポンサーはスタンリー・ホールディングス。手を回せる人材は当時あの街に大勢いた筈だ。フェイト社長が動かせる人間だって当然──」

「いや、だから、その条件はこちらも同じだったはずだろう」

　バーダロンの解説を遮って、ジョナサンは強く首を左右に振った。

「何より、その場にはこの私もいたんだよ」

　ジャズフェラー財団の創始者は、冷徹にそう言った。

「自惚れではなく、これは冷静な分析だ。あの状況下での指示系統のアドバンテージは確実に私、そして我が財団にあった。現場に駆けつけられるとしたら、スタンリー社よりも我々が早い筈だ」

「ああ、私もそう考えていたよ」とバーダロンは頷く。「ハイカーゴにはジャズフェラー財団の支局もあるからな。しかし、ジャズフェラー財団が回収に向かった頃には、列車はもぬけの空だった。だから私は最初、第零騎士団を疑った。財団よりも早く手を打てるとすれば、我々を監視し事情を把握している彼らしかいないだろう、とね」

　しかし、そのバーダロンの認識はあのアルノルンの修道院で覆される。

「だが第零騎士団は逆に、ジャズフェラー財団が回収したものだと思い込んでいた。お互いがお互いを疑っていたんだ。しかし、真実はそのどちらでも無かった。となれば考えられる方向性は一つ」

　バーダロンは指を一本立てる。

「秘密裏にそんなことが出来るとしたら、残るユナリアの二つの財閥、カリフドとスタンリーくらいだろう。そんな中でフェイト・スタンリーが突然、人形図書館を買い取るなどという意味深な行動を見せた。そこで私の中で符合が繫がったんだ。スタンリーはこの自動人形の一件に絡んでいる、とね」

　そこで、気難しげな顔で沈黙していたオーリアが、ゆっくりと口を開く。

「ええと、そのハイカーゴ市での一件ですけど……それじゃつまり、単純にスタンリーさんは誰よりも早く状況を察知し、誰よりも早く手を回した、ということですか？」

「いやいや、だからそれが釈然としない」とジョナサンが言う。「フェイト・スタンリー女史はあのとき、ハイカーゴからずっと離れたこのロアにいたんだよ。数千マイルもの距離を超えて、どうやって現場の状況を把握し、現場に指示を出したって言うんだ？　しかも、現場にいた私よりも早く……」

「──そんなもの、ルクシオン・ドライヴァ通信しか無いだろう」

　ぎろりと、バーダロンはフェイトを──そして、その背後に隠れている人物を睨みつけた。

「違うか──ゾウイ・ミラージュ」

　しばし、静寂が空間を満たす。やがてフェイトの背後、ソファの陰から小さな溜息が聞こえた。そしてゆっくりとそこから姿を現したのは、銀髪の青年の姿だった。ジョナサンとオーリアは、突如として現れた第三者に愕然とする。

　彼はぼりぼりと頭を搔きながら、暗鬱に顔を歪めていた。

「……あー、こいつは過去最悪の展開ですわ」そう呟いて、ゾウイは恨めしげにバーダロンを見上げる。「姐あねさん、いつから俺が二重スパイだと？」

「あのアルノルンの夜からだ。ハヴァンディアにふっかけた私のブラフがきっかけだよ」

　それは『キャビッジパッチの残骸はジャズフェラー財団が回収している』という、バーダロンのついた噓のことである。

「あの一瞬、おまえの表情に驚きが宿った。そんな筈が無い、とな。その時点でこいつは真相を把握していると察したよ」と、バーダロンは不敵に微笑む。「同時に、ハヴァンディアに何かしら背反するものを抱えている、とね」

「……うわー、それ完全に自分のせいじゃないですか。余計最悪だよ、もう」

　青年は目頭を押さえながら、自責に押しつぶされるかのように項垂れていた。

「ルクシオン……何通信だって？」

　再び疑問符を頭上に浮かべるジョナサンに、ゾウイが答える。

「ルクシオン・ドライヴァ通信ですよ。原理は俺も知らないッスけど」

「私も一度しか見たことが無いが」とバーダロンが補足する。「超長距離の即時的情報伝達が可能な通信方法、というのが正確なところかな。四八〇〇マイルも離れたハヴァンディアが、まるで目の前にいるようだったよ。奴の話では、歴史改変者の持つ特殊な技能が無ければ機能しない装置だそうだ」

　そこで、バーダロンはフェイトに視線を送る。

「──つまり、ゾウイ・ミラージュだけでは起動出来ない。彼と貴様が繫がっている、と仮定すれば、必然的に貴様が歴史改変者である、という図式が浮かんでくる」

　フェイトはそれを聞いて満足げに頷いていた。

「さすがフォレスター先生。物語の裏を読むのはお手の物、というわけですね」

　バーダロンは小さく顔を顰める。春先のハヴァンディアもそうだったが、彼女にはどうもこの歴史改変者という連中の余裕ぶった態度が気に食わなかった。

　と、そこで再びゾウイが大きく溜息をついた。

「なんか自信無くしますね。油断してたとはいえ、表情で機密を漏らすとか。隠密稼業も潮時ッスかねぇ」

　そんな吞気なことを嘯うそぶくゾウイを見て、バーダロンは呆れたように言う。

「大した騎士の忠義だな。その通信技術は、元はと言えばおまえの主であるハヴァンディアのものだろう？」

　その言葉に、ゾウイは開き直ったかのように戯けた調子で首を竦めてみせる。

「俺が勝手に使ってることは、まだバレちゃいないッスよ。仮にバレたとしても、あの人は俺に利用価値があるうちはどうこうしたりはしないッス。兄貴の存在もありますしね」

「しかし、他人事ながら、これはかなりリスクのある裏切り行為だと私は思うがな。国家機密を騎士団員が第三者に漏らしているわけだろう」

「……それは、アンタがこっちに背を向けるリスクを知らないから言える台詞っスよ」

　乾いた笑みを口元に浮かべながら、ゾウイは独り言のように呟く。

「あら、リスク？」そこでフェイトはやんわりと小首を傾げた。「デメリット、の言い間違いかしら」

　ゾウイは苦い顔を浮かべて、再び溜息をついた。

「……報酬もそれなりに貰ってるッス。副業みたいなもんですよ」

「持ちつ持たれつ、はビジネスの基本ですから」

　そう宣うフェイトの余裕は微み塵じんも崩れることは無い。

　……なるほど、詳細は分からないが、良いように使われている、というわけか。哀れな男だ。

　バーダロンは半ば同情のような視線をゾウイに送っていた。

「──いずれにせよ」と、今度はフェイト・スタンリーが話の舵を摑んだ。「先生の推理は正解です。一連の事件に関しても、私はゾウイの報告を通して全貌を殆ど把握しております。フォレスター先生、あなたがとある不死身の傭兵と出逢ったところから、ね」

　思わずバーダロンの片方の眉が上がる。そんな動揺をわずかに漏らしてしまったことに舌打ちしそうになったが、辛うじて堪えた。

　──つまり、この女は春先の事件、マルムスティーン枢機卿の一件も全貌を把握している、ということか。そして、今この場でその切り札をちらつかせる、ということは、どうやら彼女は我々に対するイニシアチブを握りたいらしい。

「……予想通りだな」

　誰にも聞こえないほどに小さく、バーダロンは唇を動かしていた。追及が飛んでくる前に、彼女は本題に切り込んだ。

「それで、我々を──いや、私をわざわざ呼びつけた理由は何だ？」

　対して、フェイトが笑みを浮かべる。それは先ほどまでの社交辞令的な微笑ではない。企みを背後に隠した、魔女の表情だった。

「ええ、我々の利害は一致すると思うのですが──単刀直入に申し上げますと、あの人形図書館の館長の暴走を止めて欲しいのです」
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「人形図書館はもともと稀代の変人資産家、エリオット・ギンズバーグ氏の持ち物であったことはご存知かと思います」

　と、フェイトは語り始めた。

「ギンズバーグ氏は何故か人形というものに偏執しておりました。人形と人間の違いは何であるか、それは知識である──それが氏の考え方で、故に彼はあの図書館を作ったのです。『人形に本を読ませる為の図書館』をね」

　そこで、魔女は皮肉っぽく口元を歪めてみせた。

「もちろん、人形が本などを読む筈がありませんし、読めたところで人間になれる筈もありません。しかし、ギンズバーグ氏は頑なに、その現象の断片──『人形が人間になり得る可能性を秘めた瞬間』というものに固執していました。結果などどうでも良かったのでしょう。私には理解出来ませんが、言うなればあの建物自体がアートのようなものだったのではないでしょうか」

「……ああ、なるほど」ぽつりと、オーリアが呟いた。「そう考えれば、何となく分かるような気がしてきました。絵画は現実を変えられないけれど、人は変えられる……それと同じようなことかと」

「ええと、つまり」とジョナサンが小難しい顔をしながら言う。「ギンズバーグ氏は世界に対して個人的な何かを訴えたかった、ということになるのかな。ううむ、自己実現にしては内向的というか難解というか……」

「結局、そうして誰にも理解されないままギンズバーグ氏は寿命を迎え、人形図書館はユナリアの奇天烈な建物として残されました。建物と蔵書は当初はご親族に相続されましたが、扱いに困った彼らはそれを州に押しつけ、今に至るというわけです。ところで──」

　と、フェイトは指を一本立てる。

「実は私は十年ほど前に、ちょっとしたことでその人形図書館の中を見せていただいたことがあるのです。そのときに、ギンズバーグ氏の細やかな秘密を知ってしまいました」

「細やかな秘密？」

　バーダロンの瞳に、僅かに興味の色が宿る。

「ええ。あの図書館に置かれている無数の人形ですが、実は誰がどこで作ったのか、これまで誰にも分かりませんでした」

「ああ、有名な話だね」とジョナサンが言う。「都市伝説の一つだ」

「そう。実は私、その都市伝説を偶然解き明かしてしまったんです」

　バーダロンは知らず知らずのうちに、少しだけ体勢が前のめりになっていた。その様子にフェイトが愉悦めいた表情を浮かべていたが、彼女は構わずにその先を促す。

「それで、何が分かったのだ？」

「工房です」

「工房？」

「はい。あの二階建てと思われていた人形図書館ですが、実は地下に隠された広大な施設があったのです。そこには無数の人形の部品が並ぶ、工房らしき部屋もありました。そして、ギンズバーグ氏の筆跡で描かれたいくつもの図面も」

　へぇ、とジョナサンが感嘆する。

「ということは、人形図書館の人形を作ったのは、資産家ギンズバーグ氏本人だった、ということか。グランヨーク・ポストがコラムにでも書きそうなネタだな」

「秘密の地下室、か」バーダロンが口を開く。「貴様の言い方だと、その存在は管理者である州もまだ知らない、ということか？」

「ええ。私だけの秘密にしておりました」

「ふん……過去形、か」

　バーダロンの目が、真実を見抜かんばかりに鋭く細められる。対するフェイトは静かに首肯を返す。その表情からは、先ほどまで浮かべていた仮面のような微笑が剝がれ落ちていた。

「──七年前、私は偶然、とある発明家と知り合いました。彼は私にとって非常に貴重な技能を持った人材で、どこか静かに発明に集中出来る場所を探しておりました。そしてそれは、誰にも見つからない場所であればあるほど良い、ということでした」

「それで州に内緒で、その図書館の地下工房を紹介したというわけか」バーダロンは呆れたように首を振る。「立派な不法侵入幇ほう助じょだな」

　同様に、ジョナサンもどこか勝ち誇ったかのようにせせら笑っていた。

「経済界の重鎮、スタンリーが随分とせこい真似をするものだね。そんな建物くらい、簡単に金で手に入れられるだろうに」

「重鎮がそんなことをすれば新聞各社がこぞって取り上げ、肝心の秘匿性が失われるでしょう。今回みたいにね」

　ジョナサンはぐっと押し黙った。フェイト女史の言うことももっともだったからである。

「もちろん、私が個人的に他に隠れ場所を用意する、という選択肢もあり得ましたが、研究施設を造るとなれば、それなりのお金を動かさねばなりません。しかし、彼の目的のためにも、そして私の目的のためにも、目立つことは極力避けたかったのです。あの人形図書館の地下工房はそういった意味では完璧でした。秘匿性の面でも、設備面でもね」

　バーダロンは話を先に進める。

「……で、その発明家というのが、例の『館長』という人物か」

「その通りです。彼は極めて優れた発明家で、私が求めるものを作り上げることが出来る、唯一の人材でありました。故に、私は彼と取引をしました。隠れ場所の秘匿、そして開発資金の一部援助をする代わりに、『それを作って欲しい』とね」

　バーダロンは顎先に指を当てて、しばし沈思黙考した。彼女には『それ』が何なのかおおよその予想がついていた。

「──それが、あの受付にいた二人、つまりはおまえに従順な自動人形、ということか」

　オーリアとジョナサンが驚きの目でバーダロンを見やった。

「え、あの方々が、人形……？」

「なんだって……そんな、まさか」

　バーダロンは二人に説明する。

「ほら、最初に玄関ホールに入ったとき、彼女たちは何故かジョナサン・ジャズフェラーの名前だけを呼ばなかっただろう。それは来訪者が私とオーリアだけの予定だったからさ。そのように記憶されていたから、そのようにしか対応出来なかったんだ」

「……私はてっきり、スタンリー社総そう出でで私を排斥しようとしているのかと思ったよ」

　ジョナサンは乾いた笑みで溜息をついた。

　バーダロンはそこで、解せないといった表情でフェイト女史を見やる。

「だが、貴様がわざわざあんな人形を作らせる意図がよく分からないな。まさか、スタンリー社の人件費の節約が目的ではなかろうに」

「ええ、もちろん。もっと大局的な視野からです。私は彼に、あの自動人形の量産を依頼したんです。やがて巻き起こるであろう──『世界大戦』のためにね」

　バーダロンは得心したように頷いた。オーリアは疑問に首を傾げ、ジョナサンはその単語に渋い表情を見せる。

「世界、大戦、ですか……えっと、また、九十年前みたいな大きな戦争が起こる、と？」

　オーリアが躊躇うように問うと、それには隣のジョナサンが答えた。

「そう考えている識者もいる、というだけだよ。今の段階ではね」

「起きますよ、確実にね」と、フェイトは真剣な顔で主張する。「しかもそれは、九十年前の独立戦争とは規模が違います。文字通り、戦火はこの国のみならず世界中を吞み込むでしょう」

　バーダロンは春先の事件を思い出していた。彼女と対峙していた枢機卿、マルムスティーン──彼もまた、やがてその大戦が起こりえるであろう、と推測していた。そこで彼女は、フェイト女史の真意に辿り着く。

「そうか──軍隊、か」

　バーダロンの言葉に、魔女は背筋が凍るような微笑と共に頷いた。

「その通りです。多くの国々が兵力を求める時代が、やがてやってくる。もしそこで、死を恐れず、命令のままに動き、情に流されない──そんな兵士が大量にいたとしたら、どれほど魅力的な商品になり得ると思いますか？」

「ふざけるなっ！」

　突然、ジョナサンが立ち上がり、激昂した。

「まさか、それをビジネスとでも呼ぶつもりか？　それでどれだけの人間が命を失うと思っているんだ？　あなたがやろうとしていることは、『戦争そのものを売ろうとしている』ということだぞ！」

　義憤の瞳で突き刺されながらも、しかしフェイト女史は動じることは無かった。そんな彼女を見つめながら、再びバーダロンは険しい顔で首をひねる。

「……解せないな」

「あら、何がでしょうか？」

「歴史改変者である貴様が、そこまでして金儲けに執着する理由だ。それがいったい、貴様の目的、歴史の軌道修正とやらにどんな関係が……」

「関係はございます」

　バーダロンの言葉を遮り、フェイトはぴしゃりと言い切った。そこで初めて、彼女の顔に感情のようなものが表れる。バーダロンはその表情に見覚えがあった。

　そう、春先の一件で、ハヴァンディアが最後に見せたものと同じ。

　──覚悟と切望をもって目的を遂行せんとする、悲壮の色だった。

「大戦はこの世界でも必ず起こります。私のいた西暦世界がそうであったように、千六百万人以上が命を落とす、史上で二番目に最悪の戦争です。しかし、私は生き延びねばならない。そしてその為には、私の基盤を盤石のものにしなくてはならない。私が滅亡することは許されないのです。それよりも多くの命を奪う大災厄、交差時点励起クロスホエン・コンフリクトを回避するために──」

　と、そこでフェイト・スタンリーは言葉を切った。小さく息を吸い込み、ゆっくりとそれを吐き出した頃には、彼女の表情には先ほどと同じ冷徹の色が取り戻されていた。落ち着いた口調で、彼女は言う。

「いずれにせよ、戦争が起きたとき、我が社の資産を守るための兵力は必要でした。私が彼に自動人形の量産を依頼したのは、どちらかと言えばそういった自衛の意味もあります」

　しかし、ジョナサンの憤慨は収まりが付かなかった。

「だが、そんなものを生み出した時点で、それこそ戦争は苛烈に……」

「落ち着け、ジョナサン」と、バーダロンは彼のシャツの裾を引っ張り、着座を促した。「過去形だよ。彼女のそのビジネスは頓挫した。だから、我々は此処に呼ばれたのだ」

　当初の前提を思い出したのか、ジョナサンははっとして腰を下ろした。

「……そういえば、館長の暴走、とあなたは言っていたな」

　冷静さを取り戻したのか、ジョナサンは膝に肘を置き、幾分、前傾姿勢で問うた。フェイトはこくりと頷く。

「そうです。私は裏切られました」

　その穏やかならざる単語で、場の空気が少しだけ冷たくなる。

「彼は自らの研究、彼自身の最大目的の為に、すべてを切り捨て始めました。それはこれまでの私の投資を蔑ろにするかのような、極めて悪質な行為です」そこで、小さく苦笑を挟む。「契約違反で賠償金を請求したいところですが、そもそも取引自体が極秘事項ですので、まぁ、それに関しては泣き寝入りするしかありません」

「なるほど、ようやく見えてきたよ」と、バーダロンが言った。「貴様が人形図書館を買収したのは、その館長なる人物への警告だったわけだ」

「最近では彼は私に会ってもくれませんでしたからね。強行手段を執らせていただきました」

　先ほどフェイトが言っていたように、あの一件は大々的に報道され、秘匿性にひびが入った。加えて、その建物自体を彼女が完全に掌握することで、館長に対するプレッシャーを掛けたわけだ。

「だが、それも通用しなかった」とバーダロンは言う。「そういうことだな？」

　フェイトは演技めいた溜息と共に頷いた。

「もはや交渉の余地が無い状況です。正直今となっては、彼は私の秘密を知る最重要の危険人物、何としても排除せねばなりません」

「排除って……」

　物騒な言葉に、オーリアが口元を押さえる。しかし、フェイトは構わずに続けた。

「だからフォレスター先生、あなたにお願いしたいことというのは、ずばり──人形図書館の館長の殺害です」

「一介の小説家に頼むことではないな」バーダロンは辟易した様子で首を振る。「だったら、暗殺者でも何でも雇え。それくらいの財力はあるだろう」

「駄目です。私に繫がる痕跡は塵ちり一つとして残せません」

　フェイトはばっさりと切り捨てたが、バーダロンは即座に切り返す。

「それなら我々なら良いという理由は何だ？　いずれにせよ、こうして膝を交えて会談している時点で、我々の間に繫がりが出来ている。ジョナサンとオーリアが証人だ。どんな手を打ったところで、いずれ貴様に辿り着くだろう」

「いいえ、あなた方ならば法で裁かれることも、それが表沙汰になることもありませんよ」

　フェイトは不敵な笑みを浮かべて、ちらりとその傍ら──これまで黙していたゾウイ・ミラージュを見やった。ゾウイは咳払いを一つ挟んで、口を開く。

「あー、今回の件ですけど、たぶん姐さんたちが何をやっても、うちの上司が完璧にもみ消すと思います。なんかそれくらい、情報が外に出たらヤバい案件みたいなんで」

　バーダロンはその図式を理解した瞬間、思わず顔を顰めた。

　最悪だ。

　……ユナリア合衆教皇国の聖人、しかも第零騎士団を動かせる人間の庇護となれば、黒も白に変えることが出来るだろう。フェイトはその庇護を受けたバーダロンとソードを利用して、この件を歴史の闇に葬ろうとしている、というわけだ。

　しかし、他人に──しかも、あの鼻持ちならない聖女と同じ連中に、駒として使われるというのは、本来、シナリオを描く側であるバーダロンにとっては屈辱的だった。

　彼女が即座にそれを断らなかったのは、一人の少女の存在が頭の中にあったからである。イヴ──彼女を守るとすれば、おそらく自分たちはその館長とやらとの対峙は避けられない。となれば、立ちはだかる最大の障壁は──。

　そんなバーダロンの考えの先を読むかのように、フェイトは口を開いた。

「自動人形、シャトーモア」

　思わず、バーダロンは舌打ちを漏らしてしまった。その様子を見て、フェイトは余裕の笑みを浮かべる。

「あなたがこうして此処を訪れた最大の理由は、その脅威に対抗出来る力を求めて、でしょう」

　図星であった。バーダロンは、フェイト・スタンリーが歴史改変者であると分かった時点で、その交渉をすべきだと判断していた。そのために、こうしてフェイトの招待に応じたのである。あの自動人形、シャトーモアの並外れた戦闘能力に対抗する為には、こちらにも規格外の力がいる。もしそんなものがあるとすれば、それは未来の科学技術しかない。

「もし、あなたが私の要望を聞き入れてくださるのならば」と、フェイト女史はジャケットの懐に手を入れた。「これを差し上げます」

　そこから取り出されたのは、掌に収まる程度の羅針盤のような機械だった。以前、バーダロンが見た、ルクシオン・ドライヴァ通信の為の機材に似ている。

「一階の玄関ホールの自動人形と一緒に、『彼』が私に納品した唯一の発明品です。ブラディオン・ディスターバー、と彼は言っていました」

「ディスターバー？」

　聞き慣れぬ単語に、バーダロンは眉を寄せる。

「簡単に言えば、人形の動作を強制終了させる電磁波を一時的に発する装置です。あの子たちはオーナー、つまりは私の命令には従順ですが、なかなか融通が利かないところがありまして。例えば『掃除をしなさい』という命令だけをすると、その範囲の定義が無いために世界中の掃除をし始めるのです」

「なかなかユーモアのある人形たちだね」

　と、ジョナサンが戯けて口を挟んだ。フェイトは取り合わずに続ける。

「私がその場にいれば『やめなさい』という指示も出せますが、そうでない場合は彼女たちは誰の命令も聞きません。そういった時の保険ということで、彼が付けてくれた付属品です。言うなれば、緊急停止スイッチ、といったところでしょうか」

「──それがシャトーモアにも通用する、という保証は？」

　バーダロンの懐疑的な視線に、フェイトは落ち着いた様子で首を左右に振る。

「ありません。ですが、この装置の理論はほぼ確実に通用すると思われます。この時代に、そこまで対策されたエンジンを積むのは非合理的です」

　フェイトはそこで、どこか自嘲的に口の端を歪めた。

「もっとも、私の見立てでは、ということです。私はもともと、あの聖女ハヴァンディアのような専門的な科学者ではありませんでしたから」

　バーダロンは真剣な表情で、そう語る魔女の瞳を睨んだ。

　……つまり、信じるか信じないかは自分次第、ということか。

　しばしの沈黙の後で、バーダロンは大きく溜息をついた。

　結論など、悩むまでも無い。結局はプライドの問題でしかないのだ。

　──どちらにせよ、自分たちはその館長とシャトーモアと戦わねばならないのだから。

　差し出されたその機械を、バーダロンは奪い取るようにして受け取った。それを見て満足げに頷くフェイトの姿が、余計に彼女の神経を逆撫でする。

「……話は終わりだ」

　吐き捨てるように言って、バーダロンは立ち上がる。フェイトはそれを見上げながら微笑んだ。

「実に良い取引でした」

「二度としたくない取引だよ」

　捨て台詞と共に踵を返そうとするバーダロン。しかし、ジョナサンがそれを押しとどめた。

「ちょっと待ってくれ、バーダロン」彼はフェイト女史を振り返り、訊ねる。「肝心なことを聞いていない」

　フェイト女史は脚を組み直し、小首を傾げた。

「何でしょう？　何でもお答えいたしますが」

「その『館長』という人物についてだ。いったいそいつは誰で、目的は何なんだ。私たちはまだその名前すら聞いていないんだぞ」

「あら、失礼いたしました。てっきりもうご存知かと思いまして」

　フェイトは口元を隠しながら、演技めいた謝罪を挟んだ。

「──彼は『未来王』の叡智を盗んだ男、すべての自動人形の造物主」

　そして、魔女はその名を口にする。

「彼の名は……」





◇






　夜の闇は、月の明かりすらも隠していた。

　岬の突端にたどり着き、イヴは馬から下りる。馬に乗るのは初めてだったが、思いの外、うまく操ることが出来た。

「馬を勝手に使ったこと、後でオーリアさんに謝らないと……」

　馬の手綱を近くの柵に結びつけてから、イヴはその建物を見上げる。二階建ての煉瓦造りの建物である。間近で見る人形図書館は、深夜の暗闇のせいか、イヴの目には不気味な巨人のようにも見えた。

　不意に生ぬるい風が強く吹き付けたかと思うと、雲の隙間から月光が差し込み、建物の輪郭を顕あらわに映し出した。潮風で褐かっ色しょくとなった煉瓦の壁には、まるで不穏な影のように濃い緑色の夏なつ蔦づたが絡みつき、窓硝子のいくつかには蜘蛛の巣のようなひびが入っている。敷地への鉄柵は赤錆に塗れ、風が吹き付けるたびにぎぃぎぃとねじを巻くような音を響かせていた。どの窓にも灯りは無く、人の気配も無い。

　その不吉を絵に描いたような外観に、イヴは一人で来たことを少し後悔しそうになったが、自分を奮い立たせるように深く息を吸い込んだ。

　此処まで来て引き返すなら、私は何のために大陸を横断したのだろう。何のために、多くの人たちが傷ついたのだろう。これは私から始まったことだ。私が終わらせねばならないことなのだ。

　意を決して彼女が足を踏み出すと、入り口の木製の扉がひとりでにゆっくりと開き始める。

　しかし、イヴはもう慄おののかない。自動で開く扉など、自動で動く人形に比べたら可愛いものだ。そう言い聞かせながら、イヴはさらに一歩を踏み出した。

　屋内に足を踏み入れると、古い紙とインクの香りがかすかに鼻をくすぐった。ベルロランの屋敷でよく嗅いだ香りに似ている。すると次の瞬間には背後の扉が再び自動で閉まり、やがて周囲はまるでインクの海に沈んだかのように、濃密な暗闇に満たされた。

　恐怖が無いと言えば、噓になる。しかし、イヴは毅き然ぜんとしてそこに立ち尽くした。

　やがて、部屋の奥の方から、壁にかけられたランプに火が灯りだした。一つの灯りは弱々しかったが、それがいくつも連なると視界が大きく開けていった。

　照らし出された室内の様子に、思わずイヴの背筋に怖おぞ気けが走る。それは、それほどまでに奇怪な光景だった。

　図書館らしく、四方の壁は天井まで届く本棚となっており、そこには隙間なく本の背表紙が並べられている。部屋の中央にも背の低い本棚が幾十にも並び、そこにもまたぎっしりと本が詰まっていた。

　そして、本棚と本棚の間を埋めるように立っていたのは、累々たる人形だった。衣服は来ておらず、まるで陶磁のように生々しい白肌が顕になっている。頭髪も無く、顔には眉毛すら無く、そして表情と呼べるべきものも無い。数十体にも及ぶであろう人形たちは、ある者は棚から本を取ろうとするような体勢で、あるものは本を手にページに目を落とした姿勢で、その場に時間が止まったかのように静止していた。

　……まるで、人形たちが人間の知識を求めて本を漁っているかのような、ある種の不気味さを放つ光景だった。

「お待ちしておりました、セミ・オリジナル」

　そんな声と共に、人形の群れの中から姿を現したのは金髪を肩口で切り揃えた、自分と何処となく似た顔立ちの少女だった。彼女とはアルノルンのあの大鐘楼で一度会ったことがある。ソードとヴィリティスを負傷させた自動人形、シャトーモアであった。

「ご無事で何よりです」

　イヴは無言でその人形を睨み付けるも、相手は何を思う様子でもなく、貼り付けた仮面のような微笑を浮かべたままだった。その視線だけが、ぎょろりとイヴの傍らの旅行鞄に向けられる。

「そちらのお荷物は私が運びましょう」

「結構です」イヴは旅行鞄の柄を握りしめて即答する。「私がここまで運んだのです。最後まで私がお届けします」

「左様ですか。それでは、こちらへ」

　イヴの冷たい対応も意に介さず、シャトーモアは微笑のまま図書館の奥へと彼女を誘った。イヴは再び深呼吸を挟んで、その後に続く。

　とある大きな本棚の前で、シャトーモアはその中の一冊の本を引き抜き、その空いた空間に手を入れた。がちん、という歯車のかみ合うような音が聞こえたかとおもうと、ゆっくりとその本棚が奥に向かって開き始める。隠し扉だ。開いた先には、地下へと続く石造りの階段があった。

「さぁ、この先で館長がお待ちです」

　地下から吹き抜ける冷たい風が、シャトーモアの言葉をより無機的に響かせた。
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　シャトーモアに導かれるままにイヴは階段を降りる。指先が触れる壁は冷たく湿っていた。らせん状に湾曲する階段は暗く、シャトーモアの掲げるランプだけが頼りである。大きな旅行鞄のキャスターをガンガンと階段にぶつけながら、イヴは額に汗を浮かべてその後に続く。やはり鞄はこの人形に持って貰うべきだったかな、と彼女は少し後悔した。

　どれだけ下ったろうか、と思い始めた頃に、先導するシャトーモアが歩みを止めた。

「こちらです」

　階段は更に地下深くまで続いているようだったが、人形が立ち止まったのはその途中、踊り場のようなスペースにある大きな両開きの扉の前だった。シャトーモアはその扉を手の甲で二回叩く。

「お二人が到着されました」

　──その言葉に違和感を覚える。それは奇妙な怖気となって、イヴの背筋を撫でた。

　この人形は今、何と言っただろう？

　……二人？

　イヴの中で渦巻き始めた疑問を余所に、扉は重々しい音を立ててひとりでに開いていく。

　そこは広い空間だった。高い天井には無数の照明管らしきものが明かりを灯し、広大な空間に光と闇の境界をいくつも作っている。その部屋全体は、『研究室』とでも称すのが適切だろうか。室内のあちこちには大きな実験用の机が乱立し、その上にはいくつかの機材が片付けられもせずに転がっている。

　しかし、何よりイヴの目を引いたのが、床に転がった無数の人形の残骸だった。撥条や歯車はもちろん、腕や脚、果ては表情のない頭部までもが、まるで打ち捨てられたかのように放置されている。

　もしかしたら、あの本棚のフロアにあった人形は此処で作られているのかもしれない。しかし、この有様は人形の生まれ故郷というよりも──そう、まるで墓場だ。

「──来たか」

　男の声が、部屋の奥の方から聞こえた。

　その声に、イヴは身を震わせる。

　しかし、それは未知のものに対する恐怖からではない。

　むしろ、その逆──。

　その声が、自分にとって既知のものだったからである。

「そん、な……」

　愕然と、イヴは声を漏らした。

　やがて、暗闇の奥からキィキィという車輪の回る音が聞こえてくる。そして、車椅子に乗った人物が闇と明かりの境界線を越え、イヴの前に姿を現した。

　有り得ない光景に、イヴは思わず自分の足下の旅行鞄を倒してしまった。呼吸が乱れ、心臓が早鐘を鳴らしている。

　その車椅子の男はまず最初に鞄に目をやり、それからイヴに目を向けた。その片方の目は仮面のようなものが覆い、その上に誂えられた硝子玉のような義眼がぎょろぎょろと動いている。よく見ると、その両腕も機械仕掛けの義手のようだった。

　──しかし、それでも。

　イヴが、その男を忘れる筈がない。

　彼女は震える声で、彼に話しかけた。

「……お、お父様……どうして……？」

「──その娘が、二号機の見つけた候補者セミ・オリジナルか」

　対して、冷たく事務的に、トーマス・レメルソン博士は言った。
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「二号機はそれか？」

　レメルソン博士がイヴの足下の旅行鞄を顎で示す。シャトーモアがそれを持ち上げ、彼の下に運んだ。シャトーモアは男の前で跪ひざまずき、鞄を差し出しながら恭しく頭を垂れた。

「どうやらパスワードで施錠されているようです」

「ふん、カルビン合金製の鞄か」

　レメルソンはつまらなそうに言うと、右手の機械の指先をその鞄にかざしてみせる。そして、その五指がまるで別個の生命体のようにガタガタと奇怪な動きを見せた、次の瞬間。

　──ガチン、という音がして、その旅行鞄の留め金が開いた。

　イヴの旅の間、何をしても開かなかった、禁断の箱が開かれる。

　蒸気のような煙が漏れ、やがて照明が照らし出した中身に、思わずイヴは息を吞み、掠れるような声で呟いた。

「お父、様……！」

　そこにあったのは──レメルソン博士とまったく同じ顔をした、男の生首だった。

　そして次の瞬間、その生首の目が開かれる。思わずイヴは驚きの声を漏らしてしまった。

　車椅子に座る方のレメルソン博士は、その頭部を両手の義手で持ち上げる。すると、その生首の口が開いた。

「……搬送の段階で想定外の事態が起きた。その為、このような形式で同期を図ることとした」

　まるで蓄音機から聞こえてくるような、機械的な声だった。それを聞いて、イヴは足下が崩れ去っていくような感覚を覚える。

　──人間では、無い。

　あの生首は、間違い無く私をロンド・ヴェルファスで拾った男性のものだ。五年間、私の父親だった人物だ。私を養育していた人物の筈だ。

　……しかし、それは人間ではなかった。

　人形。人形。人形……。

　イヴの全身ががたがたと震え始める。悍ましさが恐怖となり、彼女を吞み込む。

　つまり──父親も、女性給仕メイドも、あの屋敷に居た者は、すべてが人形だった。

　何が起きているの？

　私は何なの──？

　人形に拾われて、人形に育てられた──私はいったい、何者なの？

　呆然と立ち尽くすイヴには目もくれず、車椅子の男は、自身の両手の間にある頭部に語りかける。

「ああ、シャトーモアの報告で事態の推測は出来ている。まずは情報の同期だ」

「承知した。回線を繫いでく──」

　返答も待たず、車椅子の男は左手の人差し指を立て、唐突に生首のこめかみに突き刺した。すると首だけのレメルソン博士の口元が痙攣し、その瞳が白目を剝く。やがて、まるで獣の断末魔のような音を口から絞り出しながら、生首がぶるぶると震えだした。それは見るからに悍ましい光景であった。

「──ふむ、情報はすべて同期した」

　車椅子の男はそう言って、手にした頭部をいきなり宙空に放り投げた。そして、言い放つ。

「機密を保持しろ」

　その言葉に続くように、イヴの傍らに立っていたシャトーモアが動く。目にもとまらぬ速度で飛翔したかと思うと、彼女は両の掌から短剣を突き出した。そして、空中に浮かんだままのレメルソン博士の頭部を、瞬き一つ挟む間に、ばらばらに切り裂いた。硝子玉のような眼球や、歯車や撥条、そして機械油のような液体が、雨となってイヴの眼前に降り注ぐ。

　思わず、彼女は悲鳴を上げて尻しり餅もちをついてしまった。

　いつの間にか耳じ朶だにがちがちという音が響いている。それが、自分の奥歯がぶつかり合う音だということに気づく。奥歯だけではない。イヴの全身が恐怖に震えていた。

　そんな彼女を見下ろし、車椅子の男は口を開いた。

「おまえの識別名はエヴァンジェリン・アーシュラ。定義上の年齢は十四歳二ヶ月。身長は五フィート四インチ、体重は一〇二ポンド。間違い無いな？」

　それは冷たく、まるで物を見るような視線だった。イヴはその問いには答えず、震える声で自身の疑問を投じた。

「あなたは……誰、ですか……？」

「私はトーマス・アルバ・レメルソンだ」

「お父、様……？」

「いや、君の父親役だったものは私を模した人形だ。私はそのオリジナルだ。私と君はこれが初対面になる」

　そう言って、男は自分の機械の右手を目前で開閉して見せた。

「オリジナルと言っても、私の身体の約六割は今や人間というよりも人形に近いがな」

　そう言って、男の口元に独りよがりな微笑が浮かぶ。それを見てイヴは戦慄する。

　……あの人は笑わない。

　これは、自分の知っている父親ではない。

「少し交流を図りたい。同期情報の裏付けのためにもな」

　きぃ、と車椅子の車輪を軋ませて、男は近づいていくる。イヴは尻餅をついたまま、反射的に後ずさった。

「……ふむ」と男は車椅子を止める。「混乱か。これでは会話も成り立たぬな」

　そして、器用にも車輪を後転させ、距離を再び測り直すかのように、先ほどの位置に戻る。そしてシャトーモアに一瞥を送ると、人形はその意を汲むようにして手近にあった椅子をイヴの傍らに運んでくる。

「まずは座るがいい」

　その申し出に、イヴは無言で男を睨み付けたまま、恐る恐る椅子に腰掛ける。それを確認してから、レメルソン博士は一度こくりと頷いた。

「何でも訊きたまえ。今さら隠し立てをすることは何一つとしてない」

　イヴは戸惑う。今さら、と彼は言った。それはつまり、今、この状況の時点で、この男の目論見はすべて達成されている──そういう意味なのだろうか。

　イヴは自分を落ち着かせるために、深呼吸を挟んだ。意を決して口を開く。

「さ、先ほどあなたが破壊した人形──」図らずも声が震えていた。「あれは、ロンド・ヴェルファスで、私を養女にした人物、ですか？」

「その通りだ」レメルソンは車椅子の肘置きで頰ほお杖づえを突きながら答える。「私がロンド・ヴェルファスに送り込んだ、私の複製品だ。世間で一般的に認知されている『科学者レメルソン』はあの個体である。しかし、もはや役目は終えた」

「役目？」

「特許ビジネスによる私の研究の為の資金調達、そして──私の研究の為の人材の発見、及びこの図書館への搬送だ。尤も──」と、男は自嘲するように鼻を鳴らした。「搬送については計画通りではなかったが……まぁ、結果的には良しとしよう」

　計画。それはつまり、自分がユナリア大陸の最果てまでの旅に、一人で送り出された理由だろうか。しかし、イヴがそれを問う前に、男は自ら語り出した。

「『二号機の記憶情報』と『エヴァンジェリン・アーシュラ』は、私の目的にとって必須だった。しかし私は……いや、二号機は、その搬送方法に苦慮することになった」

　イヴは眉を寄せる。

「どういう、意味ですか？」

「うむ、順序立てて説明しよう──ああ、待て」

　と、男は人形の方に指で何か指図した。すると、シャトーモアがローズウッドのパイプを慇懃に差し出す。男はそれをくわえてマッチで火を点けると、旨そうに煙を吐き出した。イヴの義父だった人物は、当然パイプをくゆらすことなど無かった。その有様を見るのは奇妙な感覚であった。

　紫煙を吐きながら、男は語り始める。

「そもそも、私……というより、二号機だな。つまりは世間が『トーマス・レメルソン』と認める人物は、『娘』を連れて大陸横断などという目立つ旅をすることは出来ないのだ」

「それは……」と、イヴは探り探りで質問を投げる。「その、多くの起業家から、恨みを買っているから、ですか？」

「それもある。しかし何よりも……」と、そこで男の目に初めて寂せき寥りょうのようなものが浮かんだ。「トーマス・レメルソンの娘は、公式的には亡くなっているからだ」

　イヴは深呼吸を挟む。

　公式的には。

　……では、非公式的には？

　その先に意味されていることが、何となく、今回の事件の深淵である気がした。

　──落ち着け。お姉様のように考えるんだ。まずは全体像を把握するんだ。冷静に、確実に。

「故に、我々は第三者の力を要した。おまえと二号機の頭部、その二つを極秘裏に、そして安全かつ確実に搬送してくれる人材をな」

　しかし、とイヴは思う。少なくとも自分は一人でロンド・ヴェルファスから送り出されている。となれば、何かトラブルがあって、その搬送役の人材とやらが得られなかった、ということだろうか。

「幸いにも資金は潤沢にあった。しかし、都合の良い人材を確保するにはアイディアがひとつ必要だった」

　と、レメルソンは続ける。イヴの思考は、そうして手元に与えられたピースを一つ一つ組み合わせていく。

　旅行鞄だけならまだしも、十四歳の少女まで一緒に送り届けてくれる輸送業者などそうそういないだろう。ましてや、あの義父──あの人形に、信頼出来る人脈があった筈もない。

　都合の良い人材、とレメルソン博士は言った。

　その人材とやらを厳密に定義するとすれば、とイヴは考える。長距離の移動に日常的に慣れている者、そして確実に安全な方法で十四歳の少女を運ぶことが出来る者、ということだろうか。そうなれば、ある程度の財力を持つ人物でなければならない。そしてそれは端はした金がねに飛びつくような人間ではなく、提示する金額に比例して信頼度を得られる者が望ましい──。

　そこで、イヴの脳裏に二度目の閃きが迸る。

　……そうだ、すべては繫がっていた。

「──『未来王の手記エジソンズレコード』と、クリスティアーノ・オークション……」

　呆然とイヴは呟いた。ジョナサンとニコラスがそれ目当てで赴おもむいていたという、ベルロランで開かれたオークションである。

「正解だ。二号機は当初、手記を餌として搬送役を調達しようと試みた。都市伝説と化していたレメルソン博士の知識の源泉、『未来王の手記エジソンズレコード』。そんなものを求めるのは裕福な道楽者──特に、金を使うことに快感を覚え、その為に金を稼ぐことに真摯になっている連中だ。あれを落札する者ならば、まさに今回の搬送役に打って付けだった。当然、そんな連中は口も堅い」

　レメルソンはそこで一笑する。

「もっとも、あの手記に記録されていたのは発熱電球やキネトグラフなど、私にとっては黴かびの生えた雑学程度のものでしかなかったがな」

　しかし、それを自身の欲求で求める者もいた。イヴの脳裏に、ジョナサン・ジャズフェラーの顔が過る。確かに彼のような人物であれば、自分を秘密裏にロアに届けることなど造作も無いことだっただろう。

「報酬を求める者には金を、難色を示す者には『この子の実親の下へ』とでも言えば、引き受けるだろうと考えた。その程度の交渉ならば二号機も得手としていたからな。しかし──」

　そんな男の言葉を遮って、イヴはぽつりとその先を口にする。

「……そうはならなかった」

「その通りだ。その前に手記そのものが盗難にあってしまった。加えて、二号機自身にも正体不明の危機が迫っていた。まったく想定外の危機がな」

　それはきっと、キャビッジパッチとガンドシュタイフの暴走のことだろう。

「その原因はシャトーモアが調べているが、未だ不明だ。とにかく、代替となる策を講じる暇は無かった。故に、候補者セミ・オリジナル自身に、『二号機の記憶情報』と『自分自身』の搬送を担わせることになったのだ」

　それが、この旅の背景。自分が独りぼっちで旅立たねばならなかった理由。

　ようやく見えてきた全体像に、しかし、イヴはまだ納得は出来なかった。

　候補者セミ・オリジナル。

　皇都で初めてシャトーモアと遭遇したときも、彼女はイヴをそのように呼称していた。イヴはその単語に、かねてから不穏な空気を感じていた。

「その、候補者セミ・オリジナル、とは……何ですか？」

　躊躇いつつも、彼女はその根幹に問いを切り込む。男は即答した。

「一定の条件を持つ人材だ。外見的特徴が限りなく基準に近いもの、そしてその肉体の年齢が限りなく十四歳と二ヶ月に近いもの。そもそも、二号機はそれを探すことを至上目的としてロンド・ヴェルファスに送り込まれた」

　そう言って、男は懐から一枚の古ぼけた写真を取り出し、イヴの方に見せた。

「私の妻はロンド人だった。そして娘のノーラは私ではなく、妻に似ていた。その外見的特徴に酷似した人材を探すには、ユナリアよりもロンド・ヴェルファスが適切だった」

　その写真に写っていたのは、一組の家族だった。今よりもずっと若いトーマス・レメルソン博士、その傍らで微笑する妻らしき美しい女性、そして──。

「……私？」

　まるで自分自身の生き写しのような少女の姿だった。写真の中の彼女は若き日のレメルソン博士の傍らで、幸せそうな笑みを浮かべていた。

「ノーラは海が好きでね」と、レメルソンは語り出す。「水平線を見たいとよく言っていた。特に太陽が沈んで、あのフォーラニアのオレンジのような色に一面が染まった、西海岸の海を。女学校を卒業したら、ロアに移住しようと話していたのだ。あの子を水平線の見える場所に連れて行ってあげようと……」

　すると突然、レメルソン博士の顔が歪む。厳密には、顔面の半分が機械仕掛けの仮面で覆われていたので、生身の方だけに唐突に苦悶するような皺が刻まれた。

「嗚あ呼あ、それなのに……ノーラは今から十二年前、地獄の業火で全身を焼かれた。あの忌々しきアルノルン事変のせいで、何もかもを奪われたのだ……！」

　急に男の口調に、かつて無い感情がこもり始める。その生身の右目には溢れんばかりの涙が浮かんでいた。

「それから四年間、ノーラは苦しんだ……全身の火傷で、四年間も、だ。太陽の暖かさを感じることもなく、風の心地よさを味わうことも出来ず、地獄のような苦痛の中で……嗚呼、嗚呼！」

　と、レメルソン博士は写真を握りしめ、屈み込むように泣き崩れた。それはまるで赤子のような、号泣と称しても良いほどの涙だった。

「必死の看護も空しく、ノーラの身体は八年前に機能を終えた。あの水平線を見ることも出来ず……しかし、運命はそこで私にチャンスをくれたのだ！」

　さらに男は急変し、両手を広げて天井を仰いだ。降り注ぐ照明の明かりが、まるで天からの福音であるかのように。

「『未来王の手記エジソンズレコード』……！　あれを手にした時、私の頭上に数多の叡智が降り注いだ。未来の技術、未来の科学！　ノーラの魂を救う方法が、あの子の人格を肉体の頸くび木きから解き放ち、永遠に生き永らえる方法が！」

「人格……？」

「そうだ。人格とは結局のところ、その人物のそれまでの獲得形質によって醸じょう成せいされるもの。つまりは記憶だ。『未来王の手記エジソンズレコード』は私に、人間の記憶を外部機器に精密に保存する方法を教えてくれたのだ」

　そこでレメルソン博士は、先ほどシャトーモアがバラバラにした残骸を顎で指した。

「もともと、おまえの父親役であった二号機にも、私の記憶の一部が複製されていた。幾百にも及ぶ試行が必要だったがな。しかし、その試行のおかげで私はその技術を体系化することに成功した。そしてノーラの身体がその機能を終える前に、その記憶を自動人形の演算装置に保存することに成功したのだよ」

　そう言って、レメルソン博士は右手を高く掲げた。すると突然、部屋の三方向から光線が射し、それぞれの壁に映像を映し出した。レメルソンは自慢げに語る。

「キネトグラフだ。静止した姿のみならず『動き』すらをも記録する、まぁ、それ自体はつまらない発明品だよ」

　そして部屋の暗闇を裂いて、そこに映し出されたのは──。

「私と、そっくり……」

　イヴの生き写しのような少女が、その映像の中で動いていた。彼女はそこで手を振り、歩き、本を読み、ダンスのステップを踏んでいる。それはイヴにとって、まるで自分自身の姿を見ているような、奇妙な映像だった。どうやらこれが、その娘の記憶を持った自動人形の記録映像らしい。

「ノーラドール。私の自慢の娘だよ」と、レメルソンは慈しみに満ちた声色で言った。「本人には明朝にでも会わせてあげよう。今はもう寝ているからね」

　イヴはしかし、その映像に違和感を覚えた。確かに、そこに映っているノーラドールという人形の動きは、人間と比べても何ら遜色が無い。ただ一点を除いて。

「笑って、ない……」

　ぽつりと、イヴはそう呟いた。

　映像の中のノーラドールは常に無表情で、その顔は彫像のように微動だにしていなかった。笑うことも、悲しむことも、怒ることも。不満に唇を尖らせることも、困惑に眉を寄せることも、口元を穏やかに緩めることも──一切無かった。その顔は、イヴが先ほど一階の図書室で見た累々たる人形と同じ、あくまでも『人形』でしかなかった。

　すると突然、レメルソン博士は再び大きな声で嘆いた。

「嗚呼、そうだ、その通りだ！　私の設計は完璧だった筈なのに、あの個体はちゃんと笑うことも、怒ることも出来るはずなのに……しかし、どれだけ改修しても、どれだけ調整しても、ノーラはあの身体では笑うことが出来ないのだ。これを悲劇と呼ばずして何と言おう！」

　まるで世界中にそのことを訴えかけるような、大仰な嘆き声だった。レメルソン博士はそこでゆっくりと車椅子を動かし、椅子に腰掛けるイヴに近づいてくる。

「幾千の試行も徒労に終わった。故に私は結論を下さねばならなかった。ノーラの魂は、あの身体では笑うことが出来ないのだ、と」

　急激に、イヴの背筋に悪寒が走った。彼女が咄嗟に立ち上がろうとした時、しかし椅子の肘掛けの部分から、手錠のようなものが彼女の両腕を捕らえた。

「……だからこそ、おまえの力が必要なのだよ、候補者セミ・オリジナル」

　レメルソン博士は、人間の顔である右顔面を泣き笑いのように歪めながら、イヴに近づいてくる。イヴの身体が、再び恐怖に震え出す。

「おまえは、そのために拾われ、育てられたのだ」

　そう言って、レメルソンは愛いとおしむようにイヴの頰を撫でる。

　しかし、男の瞳はイヴを見ていなかった。正確には、イヴの人格を見ていなかった。

　彼が見つめていたのは、自分の娘に酷似している、イヴの身体だけだった。

　それが、イヴを戦慄させた。

「わ……私は、人形じゃ、ない」

　せめてもの抵抗で、イヴは震える声で反論する。しかし、男は穏やかに首を横に振って否定した。

「いいや、いいや、いいや。おまえは私の大事な、大事な、大事な──『人形』なのだよ」

　レメルソンは、慈愛に満ち満ちた微笑で、悍ましいほどの愛情を込めて、言った。

「おまえは──我が娘ノーラの新しい身体となるために、此処に来たのだ」





◇






　人形は唐突に目を覚ました。それは予期せぬ覚醒だった。スリープが解除されるのは、予定としてはあと数時間後の筈である。つまり、その目覚めがエニーキー・アンサーであることは明らかだった。連綿と続いていた環境に、これまでに無い外部からの出力があったのである。

　彼女は緩慢な動作で寝台から身を起こす。身体を動かすたびに、またいつものように自意識と身体の感覚のちぐはぐさを覚えた。まるで合わないパズルピースを無理やり空白に押し込めようとしているような、不自然な窮屈さ。未だに慣れることは無い。

　彼女は寝台に腰掛けたまま、ゆっくりと周囲を見渡す。部屋というよりは通路のような、いつもの彼女の部屋である。細長く、天井が高く、そして清潔な空気はどことなく余所余所しい。壁も天井も家具も、そして今まで自分が眠っていたベッドも、シミ一つない純白で統一されている。しかし唯一、足下のリノリウムの床は、まるで人の血をぶちまけたかのような濃朱であった。

　室内には七脚の白い椅子がまばらに置かれ、その上には彼女を模した七体の球体関節人形が、全裸のまま沈黙と共に腰掛けている。彼女たちはまるで何かの象徴のように、ハートを模した巨大な赤い模型を抱き締めていた。

　いつもの光景、いつもの冷たい部屋。しかし今日はそこに、いつもと異なるノイズがあった。

　人形たちの狭間を縫って、彼女の方に歩いてくる人物がいた。革靴の底がリノリウムの床を打つコツンコツンという乾いた音が、高い天井に響く。この出力が、彼女のスリープを解除したらしい。

「あなたは誰ですか」

　彼女が抑揚の無い声で問うと、その人物も同じ調子で答えた。

「突然すまない。捜し物をしていてね」

　しかし、それは彼女の問いかけの答えになっていなかった。故に、再び彼女は問う。

「あなたは誰ですか」

「そうだね……護民官ピート、とでも呼んでくれるかな」どこか投げやりに言った後で、彼は自嘲気味に口の端を歪める。「まぁ、猫のようなものさ」

　その喩えは理解に苦しんだが、理解せずとも弊害は無さそうだ、と彼女は判断した。

「そうですか。私はノーラドールです」

「うん、だろうね」

「この部屋は鍵がかかっていた筈ですが」

「鍵を外すのは得意なんだ」

「動体に反応するセンサーもあった筈です」

「姿を消すのも得意でね」

　言った後で、青年はばつが悪そうに頭を搔いた。

「もっとも、思い出せたのはその技術体系だけなんだけどね」

　彼女──ノーラドールは、静かにその青年を見つめていた。彼は何者なのか、この来訪が何を意味しているのか、その答えを青年の瞳から探るかのように。

「ふむ、思ったよりも機械的な反応だね」唐突に青年が言った。「もっと人間だった頃の人格がフィードバックされている、と思っていたんだが」

　どうやらこの青年は自分のことを少なからず知っているらしい。

「外部出力がうまくいってないのです」と、彼女は変わらず無機的に答えた。「実際は私の精神はこの状況に対してひどく混乱しています。この部屋にお父様とシャトーモア以外の方が入室したのは初めてですので」

「ふうむ」と、青年はノーラドールの瞳を覗き込んだ。「つまりはハードとソフトの親和性が取れていないのかな。これがレメルソン博士の限界だったわけだ」

　借り物の知識で作り上げたのだから当然か、と青年は独り言のように付け足して、小さく鼻を鳴らした。

「お父様もそのようなことを仰っていました。だからこそ、本来のソフトが入るべき適正なハードが必要なのだ、と」

　人形の言葉に、青年はわずかに顔を歪ませる。それは、嫌悪というよりは憎悪に近い表情だった。

「……なるほど、それがイヴというわけか」

　青年の独り言は人形には届かなかった。

「私はお父様の考えに反対です」

　と、人形は続ける。

「お父様は、私が以前のように──つまりは、生前のように、泣いたり笑ったりすることを望んでいるんです。ですが、私はそれは道理に合わないと思うのです」

　そう言って人形は無表情のまま俯いた。もしその親和性が実現していれば、きっと彼女は悲しそうな顔をしていただろう、と青年は思った。

「道理に合わない、というのは？」

「私は──ノーラ・レメルソンは十二年前に瀕死の重傷を負い、八年前に絶命しているのです。その自意識がこうして存在していることも不自然ですし、ましてや、それが『適正なハード』を新たに得るというのは、世の理に反していると思うのです」

「至極真っ当な意見を言うんだね、君は」

　青年は苦笑めいた表情を浮かべる。そんな優しげな表情のまま、彼は人形の彼女に語りかける。

「君は死にたいのかい？」

「はい。この世からもう完全に消滅したいと考えています」

　即座に人形は答えた。さらに青年は問う。

「それは何故？」

「正しさの為です」

「それは何の正しさ？」

「人間であることの正しさです」

「しかし、君は人間ではない」

「はい、ですが、私の精神は人間です」

　青年はそこで、ふむ、としばし考え込むような沈黙を置いた。

「──生存衝動を自由意志で屈服させられるのは人間だけ、というのがかつての定説だ」

「それは自殺出来るのは、という意味でしょうか？」

「そう。ただ、後年に人間以外にもそのような意志決定能力を持つ動物は存在する、という反証が出てきたけどね。少なくとも、自ら死を選ぶのは生命を持つ一部の存在だけだ。生命を持たない存在には、そもそも自死という考え方が無い。命が無いわけだからね」

　ノーラドールは、青年がいったいどういう意図でそのような話をし始めたのか、理解に時間を要した。その間に、青年が再び問うた。

「君が自死を選ばないのは何故だい？」

「その行動を、お父様が禁じているからです。そのように、この身体は出来ていますので」

　訥々と答える人形の無表情の顔を、再び青年はじっと見つめた。

「──やはり、君はシャトーモアとは根本から異なる構造をしているね」

「そうでしょうか」

「死ねない身体であるのに、死を望む。いや、或いは死ねない身体だからこそ、死を望んでいるのか……少なくとも、他の人形たちはそのような考え方はしないだろう。『死ねない身体ならば死なない』、彼女たちはそれだけだ。そこには衝動も無ければ葛藤も無い。その事実以上でも以下でも無い」

「それは彼女たちが人間であったことが無いからでしょう」

　ノーラドールは、表情の変わらぬ人形の顔でそう答えた。

「少しいいかい」

　と、青年はそっと彼女の手を握った。そして眼鏡の奥にある瞳を閉じる。

「上の資料室を色々と漁らせてもらったけど、不思議に思っていたんだ。レメルソン博士はその身体の殆どが機械仕掛けだが、自身の脳のう髄ずいは人間のままだ。彼の意識は人間の頭脳という極めて複雑かつ膨大な演算能力を持つ機関が支えている。しかし、それなら君の自意識はいったい何に宿っているんだろう、ってね」

「私の身体に生身の脳髄はありません。それは八年前に完全に機能を失いました」

　変わらず無機的な口調で言うも、ノーラドールの精神は奇妙な揺さぶりを感じていた。青年はいったい何をしているのだろう。自分はいったい何をされているのだろう。何故だか分からないが、彼の握る手が自分の中に侵入し、その精神をなぞっているように感じられた。

　青年は瞼を閉じたまま答える。

「しかし、君は明らかに自由意志を持っている。それを保持出来る『器』は、人間の頭脳と同程度の機能を持っていなければならない筈だ。だとしたら──」

　と、そこで青年は目を開ける。その瞳には自らの予想が当たったと言わんばかりの、満足げな光があった。

「やはり、そうか」

「何か分かったのでしょうか」

「ああ、僕の捜し物がね。懐かしい同調を感じた。どうやら君の中にあるらしい」

　人形はほぼ無意識のうちに、自らの胸を見下ろし、そこに手を当てた。それは普段では有り得ない所作だった。

「私の、中、ですか」顔を上げ、問う。「それを取り除くと、私はどうなりますか」

「君の人格を維持出来なくなるだろう。すなわち、死だ」

「そうですか……」

　しばし、ノーラドールは沈黙する。

「……あなたは、私の中にあるその『器』とやらを捜して、この人形図書館に侵入してきたのですか」

　その問いに、青年は苦笑いを浮かべた。

「まぁね。というより、もともと、それは僕の持ち物だったらしいんだ」

「あなたの？」

「うん。とても大事なものだ」

「これは、いったい何なのですか？」

「簡単に言えば、魔法の頭脳、ってところかな。それは持っているだけで、その所有者にちょっとした知識を与えてくれる。その中にはたくさんの知識や理論が入っていてね、実はパンパンに詰め込みすぎたせいで、少し滲み出てるみたいなんだ。たぶん、レメルソン博士はそれを掬い上げて、自動人形や記憶保存の知識を得たんだろう」

「知識が、滲み出てる、ですか」

「そう。実はそれは、本来は科学者たちが演算に使うための補助脳だからね。持っているだけでちょっとした天才になれちゃうんだよ。かつての僕がそうだったみたいに」

　もっとも、と青年は神妙な顔で付け加える。

「滲み出ていると言っても、それは中に入っている膨大な情報の一滴でしかない。だから、たったそれだけで、これほど高性能の自動人形を生産してしまうというのは、やはりレメルソン博士は生粋の天才なのだろうね」

　ノーラドールは沈黙する。逆説を導き出す。そしてそれを口にする。

「それでは、本来の持ち主であるあなたならば、その一滴だけではなく、もっとたくさんの情報を引き出すことが出来る、ということですか」

「今なら、ね。実はつい最近まで、その情報を引き出す方法を忘れてしまっていてね。宝箱は手元にあったのに、鍵が無い状態だったんだ。そして鍵を思い出した頃には、宝箱は誰かに盗まれた後だった。もう八年も前の話だ」

「八年間、ずっと捜していたんですね」

「うん。鍵を思い出して以来、方々を捜したよ。同じ名前のものが海外のオークションに出ると聞いて、飛んでいったこともある。宝物庫に忍び込んで、こっそり返して貰おうとね。さっきも言ったけど、得意なんだ、そういうのは。ところが、いざ盗み出してみると偽物だった。ただのノートブックさ。この時代の科学者としては、それなりに興味深い内容ではあったけれどね。念のため、持ち帰って最後まで読んでみたけど、本物についての記述はどこにも無かった。そのときは、やっぱりな、とがっかりしたよ」

　ははは、と軽く笑って、青年は頭を搔いた。

「でも、ようやく見つけた。まるで自分の半身を見つけたような気分だ。この大陸と真珠海──いや、時間すらをも渡る、長い長い旅だったよ」

　遠い目をする青年の口元には、しかし穏やかな微笑が浮かんでいた。彼を見つめながら、ノーラドールはその微笑を心地よく感じた。何故かは分からない。少なくとも、この青年にはその『捜し物』を手にする適正な権利がある、と彼女は思った。

「持って行ってください」故に、彼女はそう申し出る。「その行為の利害は、私とあなたで一致する筈です」

　死を望む人形、人形の死でしか得られぬものを求める青年。

　しかし、青年は頷くことも、首を横に振ることも無かった。その単純な図式は理解していたし、彼女、ノーラドールの存在が本来あってはならないものであることも理解していた。この存在こそがあの男の狂奔の礎であり、そしてあの少女の悲劇の源であることも──。

　だが、決めかねた。青年は結論を先延ばしにするかのように、言葉を紡ぐ。

「君の人格を保管しているのは、おそらく一つの赤い色をした宝珠だ。光に透かすと、黒い蝶のような紋様が中に浮かんでるように見える」

「宝珠、ですか」

「ああ。正式名称は超剛性大容量演算スーパーリジディティカリキュレーション記憶媒体リムーバブルメディア。しかし、その長ったらしい名前が気に食わなくてね、以前の僕は別名で呼んでいたらしい。その名称は、宝珠の中に浮かぶ黒い蝶の片羽根の部分に刻印してある筈だ」

　黒髪の青年は、鼻梁の眼鏡を指先で押し上げてから、言った。

「──EDISON'S RECORD、とね」





◆






　夏の夜の生ぬるい空気が、俺の身体中に纏わりつく。俺は額の汗を拭ってその不快感に舌打ちを漏らした。

　辿り着いた人形図書館の門扉は、固く閉じられていた。俺とヴィリティスで扉を押してみたが、びくともしない。外から見る人形図書館には明かりもなく、人の気配も無い。

　しかし、入り口の側の柵に、一頭の栗毛色の馬がつなぎ止められている。間違い無く、イヴが乗ってきたものだろう。

「……一応、聞いておく」と俺は言う。「これから器物破損と住居不法侵入を犯そうと思うが、まさか止めないよな？」

「……遺憾ながら私も共犯になるからな」女騎士は苦い顔をしながら言った。「何より、私は今は有給休暇中だ」

　俺とヴィリティスは顔を見合わせて互いに頷いた。呼吸を合わせるような沈黙を置いてから、俺たちは同時に動く。

　次の瞬間、二人の放った蹴りが豪快に目の前の扉をぶち破った。扉は蝶ちょう番つがいの部分から捻ねじり折れ、屋内へと吹き飛んでいく。中で何かがぶつかり合い、へし折れるような音が響いた。

「ちっ、ノックが強すぎたぜ」

「扉が脆もろかっただけだろう」

　そんな軽口を交わしながら、我々は人形図書館へと足を踏み入れる。窓のカーテンが閉められているのか、室内は暗黒に包まれていた。黴臭い淀んだ空気が鼻孔を擽る。

　持ってきたランタンを掲げ、館の奥に目を凝らそうとした、ちょうどその時だった。壁と天井に吊るされていたランプに一斉に火が灯り、一瞬、我々の目を眩ませる。やがて視界に入ってきた景色に、俺は顔を顰めた。傍らの女騎士もまた、その表情に嫌悪を宿していた。

　室内に並び立つのは数多の本棚である。そしてその狭間で静止しているのは、夥しい数の白い人形たちだった。それらは皆、服を着ておらず、のっぺりとした白い躰が明かりを反射している。その肌の質感には、まるで海棲生物のような奇妙な生々しさがあった。

　それだけでも不気味な光景だというのに、その人形たちは次の瞬間、一斉にその首を我々の方に向けやがった。表情のない顔に浮かんだ、感情の無い双眸が俺たち二人を睨む。

「……歓迎されているような雰囲気じゃないな」

「やはり、あのノックは強すぎたかもしれんな」

　冗談めかした会話をしつつも、俺たちの全神経は既に戦闘態勢に入っていた。夥しい数の自動人形たちは、さながら節足動物のようなぎこちない動きで、じりじりと我々の方に歩み寄ってきている。ギリギリギリ、という鉄の関節が軋む不協和音が、屋敷中に響いていた。やれやれ、何体いやがるんだ、いったい。

　俺は剣の柄を右手で握りながら、女騎士に忠告する。

「その腕じゃ剣なんて握れないだろ。おまえは無理せずに下がってろよ」

「剣は握れないかもしれないが──」

　女騎士はそう言って、背中の荷物を下ろす。それは、ここまでの道中、何故かずっと背負っていた謎の筒状の帆布だった。

「──引き金を握るくらいなら出来るさ」

　彼女は不敵な笑みと共に、その帆布を取り払う。

　──その刹那、轟ごう音おんが室内に木霊した。

　それに合わせて、目の前の人形たちのうち五体ほどが後方に吹き飛んでいく。その顔面や身体には、無数の弾痕が穿たれていた。

　俺は予期せぬ光景に愕然とする。

　硝煙を上げる『それ』を両手で抱えながら、ヴィリティスは俺に片目を瞑ってみせる。

「アルノルンのゾイゼン店主から預かってきた代物だ。アルダナク連邦軍御用達のポンプアクションという新規格だそうだ」

　俺は実物を見るのはこれが初めてだが、新聞の大衆画などでその存在は知っている。彼女が手にするのは長さ三フィートほどの長い筒──即ち、散弾銃だった。

「おいおい」と、俺は口元を痙攣させる。「騎士団の士長がそんなものぶっ放していいのかよ」

「何を言っているんだ、ソード」と、彼女は呆れた様子で言う。「今の私は有休中だぞ」

　女騎士の軽い言葉に、俺の口元には残虐な笑みが浮かぶ。

「それじゃあ──」俺は体勢を深く沈め、両脚に力を蓄える。「──問題ねぇな」

　俺の呟きで、ついに火蓋が切られる。

　自動人形たちの群れが一斉に、まるで意識を持った撥条のように飛びかかってくる。だが、その一瞬前に、俺は既に獰猛な勢いで床を踏み砕いていた。

　連中の跳躍が最高点に到達する前に、高速で特攻する俺の横薙ぎの一閃が、三体分の身体を上半身と下半身に裂断する。その勢いのまま、俺は着地点にいるもう一体を脳天から股下まで真っ二つにぶった斬った。

「何だ、随分脆いな。牛乳でも飲んだ方がいいぞ」

　どうやら、こいつらの身体はキャビッジパッチやガンドシュタイフのように頑丈ではないらしい。ピースメーカーの引き金から指を外し、俺はほくそ笑む。

「今夜は突き指しないで済みそうだぜ」

　四方から飛びかかってくる人形たちの身体に俺の剣線が縦横無尽に迸り、歯車と撥条の雨音を背景曲にして、ヴィリティスの散弾銃が次々と人形たちの身体に虚空を穿っていく。

　その戦力差は圧倒的と言っても良かった。迫り来る人形どもはいずれも例外なく俺とヴィリティスの前に撃墜されていく。どの人形も、我々に傷一つ付けることは出来なかった。

　──しかし、その状況がしばらく続いたところで、俺と女騎士は全く同じ危惧を抱くことになる。

「……キリがねぇな、こりゃ」

「ソード、こちらも残弾はあと僅かだ」

　背中合わせに、女騎士が舌打ちを漏らす。俺はまだ余力があるが、いつまでもこんな雑魚どもに構っている暇は無い。我々はとっととイヴとニックを捜さねばならないのだ。

　そんな俺たちをあざ笑うかのように、我々の死角、本棚の陰という陰から、また新たな人形がガサガサと姿を現していた。

「ゴキブリかよ、こいつら」

　俺は剣を肩に担ぎ、うんざりした気分で悪態をついた。既にこの屋敷に入ってから三十分近くが経過している。オーリアのアトリエを出てからだと一時間以上だ。

「……もたもたしてると、バーダたちまで来ちまうぜ」

「その前に、天使のお迎えが先かもな」

　ヴィリティスの額にはいつの間にか大粒の汗が浮かんでいた。俺は彼女の両腕に巻かれた包帯に血が滲んでいるのを見て、舌打ちを漏らす。無茶しやがって、この石頭が。

　しかし、今さらそれを非難したところでどうなるわけでも無い。ここまで来たら互いに腹をくくって、最後まで突き進むしか無いだろう。

「──だったらその迎えをぶった斬って、神とやらに中指立ててやるよ」

　俺の吐き捨てた台詞に、女騎士はふっと笑みを漏らした。

「来るぞ、ソード！」

　人形たちが再び飛び跳ね、我々に飛びかかろうとした、その時だった。

　──人形図書館の入り口に、俺は新たな来訪者の気配を感じた。

　俺が咄嗟に振り返るのと、その異変が起きたのはほぼ同時だった。

　一瞬、その人物の方向から風のようなものが吹き抜けたかと思うと、我々を強襲しようとしていた自動人形たちが、まるで糸を切ったかのようにバタバタと倒れていく。僅か一瞬にして、俺たちを取り囲んでいた人形は、一体残らず完全に静止してしまった。

「──ふむ、あの魔女の言うことは真実だったようだな」

　凜りんとした声と共に人形図書館に来館してきたのは、見慣れた人物だった。俺は脱力し、剣を鞘に納める。ヴィリティスもまた、安堵したように吐息をついていた。

「天使のお迎えより早かったな」

　ヴィリティスが皮肉っぽく言う。

「それで、最後のピースとやらは揃ったのか？」

　俺の投げた問いに、彼女は不敵に笑ってみせた。

「ああ、もちろんだ」

　そう言って──我が主、バーダロン・フォレスターは得意げに、右手に持った羅針盤のような装置を掲げてみせる。

「なんだ、そりゃ」

「ディスターバーとかいう装置らしい。これがあれば、あのシャトーモアの動きも封じることが出来るそうだ。その効果はどうやら──」

　と、バーダは周囲を見回して満足そうに頷いた。

「疑う余地は無さそうだ」

　そこで、バーダの後から人形図書館に入ってくる人影がある。彼は床にばらまかれた人形たちの残骸を見て、嫌悪に顔を顰めた。

「うへぇ、これはなかなか、夢に出そうな光景だなぁ」

「ジョン、おまえも来たのか」

「我が社の大事な人材も、此処に迷いこんでいるかもしれないからね。ああ、アンダープラチナ嬢はアトリエだ。食事を作って待ってくれているそうだよ」

　ヴィリティスが小さく笑った。

「ならば明日の朝食は、オーリアのコーンチャウダーだな」

「とっとと終わらせて、そいつは夜食にしよう」

　俺も鼻を鳴らしながら言う。バーダロンは館内をぐるりと見回しながら口を開く。

「スタンリーの話によると、この館には秘密の地下室があるらしい。おそらく、イヴたちはそこだ」

　そう言って、バーダロンは人形たちの残骸を踏みしめながら図書館の奥に向かう。俺はその後を追いながら質問を投げた。

「それで、そのスタンリーってのはいったい何者だったんだよ？」

「歴史改変者だ」あっさりとバーダは答える。「詳しい説明は後だ。だが安心しろ。この件に関して彼女は敵ではないよ」

「完全な味方、というわけでも無さそうだったけどね」

　ジョンが苦い顔で付け加えた。俺の脳裏に、あの小生意気な聖女の姿が過る。俺は倦怠と辟易の溜息をついた。

「なんだか、また知らないうちに世界の危機とやらに巻き込まれている気がするぜ」

「ならば安心だな」

　と、バーダロンは本棚の一角を調べながら呟いた。何かを見つけたようで、その口元が不敵な笑みを描く。

「──世界なら、この春に一度救ってるだろう」

　そう言って、バーダは本棚の奥に突っ込んだ手を思いっきり引いて見せた。がちん、という歯車が嚙み合うような音が響き、その隣の本棚が重々しい音を立てて動き始める。隠し扉だ。

「ふむ、あの魔女の言った通りだな」

　バーダの呟きは、そこに現れた地下への階段の奥深くへと吞み込まれていく。その反響から察するに、随分と深そうだった。下から吹いてくる冷たい風は、さながら地獄への誘いのようにも思える。

　それを前にして、ジョンが唾を飲み込みながら心配そうに口を開いた。

「ニコラスもこの先にいるんだろうか」

「彼は大丈夫だ」

　バーダはさらりと答える。妙に確信めいた言い方が、俺は気になった。

「随分と信頼してるんだな」

　しかし、そんな俺の言葉に対して、彼女はじとりとこちらを睨んでくる。

「……ソード、おまえ、ニコラスから身の上話を聞いていたな」

「え、ああ、例の生まれ故郷の話か？　でも、それは列車の中で話しただろ」

　ニックを追ってアルノルンを出立した後、俺はバーダに彼の背景を話して聞かせている。しかし、彼女は暗鬱そうに溜息をつく。

「情報の共有は正確にしろ。あれでは詳細が足りん」

「詳細？」

「彼のペンダントの話だ。先ほどジョナサンから聞いて、ようやく腑に落ちたよ。まったく、おまえがもっと早くそれを私に話してくれていれば、対応にも幅が出来たというのに……」

　俺は記憶を探って、ようやく思い出した。そういえば、両親の形見であるペンダントの宝石を無くしたとか言っていたか。確かに、そこまではバーダには話していない。大した情報ではないと思っていたからだ。

「まぁ、過ぎたことはいい。とにかく、ニコラスの心配はいらんよ。まずはイヴを救い出そう」

　バーダは気持ちを切り替えるかのように言って、地下への階段に臨む。ヴィリティスが口を開いた。

「この先にいる敵は誰なんだ？」

「トーマス・レメルソン博士のオリジナル、それがこの図書館の館長を名乗る人物だ」

　バーダの言葉に、俺とヴィリティスは顔を見合わせる。驚きと疑問が互いの表情に浮かんでいた。しかし、バーダは説明に要する時間は無いと言わんばかりに手をひらひらと振った。

「詳しい説明は後だ」

　バーダはそこで改めて、俺に向き直る。

「傭兵、ソード。仕事の依頼を追加しよう」

「なんだ」

「──トーマス・レメルソンのクソ野郎を、全力でぶった斬れ」

「おう、任せろ」

　ぶっきらぼうに言いながら、しかし俺は力強く頷いた。バーダが階段の先を睨み付けながら、言い放つ。

「行くぞ、図書館破りの時間だ」





◇






　イヴの目の前で、唐突にレメルソン博士は天井を見上げた。その生身の右目が胡乱に細められる。

「いかがなされましたか、館長？」

　規則性の乱れを感知し、自動人形シャトーモアが訊ねた。

「防衛用の人形たちが倒れた。候補者セミ・オリジナルをここまで護衛してきた有志の連中だろう」

　主の言葉に、シャトーモアは自分の記憶領域を探る。保存された情報はすぐさま引き出された。

「バーダロン・フォレスター、ヴィリティス・ナイツ、ジョナサン・ジャズフェラー、ニコラス・テラー、他、傭兵一名」人形は機械的に名前を連ねる。「それが、候補者セミ・オリジナルの同行者です」

「ふむ。フォレスターとジャズフェラーは著名人だな。テラーという名前も見たことがあるな。確か発明家の若造か。ナイツというのは何者だ」

「ユナリア騎士団の士長のようです」

「公僕か、面倒だな。私の計画を公おおやけにされるのは避けたいところだ」

　義手を顎に当てて考え込むレメルソン。そこに人形が提案する。

「排除いたしますか」

「まぁ、待て。著名人の殺害は目立ち過ぎる」男の眉間に悩ましげな皺が刻まれる。「騎士が厄介だが、ひとまずは交渉だろう」

「ジャズフェラーに対しては金銭交渉の難易度が極めて高いと思われますが」

　レメルソンは呆れた様子で首を左右に振った。

「金銭で駄目なら技術を提示すれば良い。自動人形の技術はあのスタンリーですら買い求めるほどだからな」

「かしこまりました」

「おまえの思考は単一方向的すぎる。人形の悪い部分だ」

「はい、先ほどは浅薄なご提案を失礼いたしました」

「ふん、おまえの思考回路を作ったのは私だ。私の自業自得だよ」

　レメルソン博士はつまらなそうに言って、感情の消えた目でシャトーモアを見やった。

「……お姉、様」

　そこで、イヴが俯きながら呟いた。その瞳には涙が浮かんでいる。だが、それは救援がやってきたことに対する安堵からではない。それは自分自身の不甲斐なさに対してだった。

　自分のせいで、ソードやヴィリティスが傷ついた。自分を妹と呼んでくれたバーダロンすらも危険な目に遭わせてしまった。だからこそ、イヴは一人で決着を付けようとしたのだ。自分が人形図書館に行けば、それで終わりなのだ、と。

　だが、結局はこうして、彼女たちはイヴを救いに来た。

　……少し考えれば分かることだったのに。

　この場所に自分一人で来たら、危険な目に遭うと。

　この旅の真意が、決して救済的なものである筈が無いと。

　そしてバーダロンが──お姉様が、自分を見捨てるわけが無いと。

　俯くイヴの膝元に、滴がひとつ落ちる。

　──結局、私は浅はかで、愚かで、脆ぜい弱じゃくだった。

　悲劇を迎える覚悟も出来ず、またバーダロンたちに迷惑をかけている。

　広大な大陸に放り出されて途方に暮れていた私に、あの人たちは優しく手を伸ばしてくれたのに。

「──お姉様たちには、絶対に手を出さないでください」

　イヴは顔を上げ、まっすぐにレメルソンを睨み付けた。男は冷たく首を左右に振る。

「約束は出来ない。それは交渉次第だ」

「お姉様は、絶対にあなたとの交渉には応じません」

　それはイヴにははっきりと分かりきったことだった。しかし、レメルソンは興味も無さそうに言う。

「応じるとも。第一、彼らには何の損失も無いのだ」

「……どういう、意味ですか？」

　イヴが困惑しながら問い返すと、レメルソンは再び呆れた様子で首を左右に振った。

「察するに彼らは候補者セミ・オリジナル、つまりはおまえの身を案じて救援に来たのだろう。ならば、その誤解を解いてやれば良いだけではないか。私は何も、エヴァンジェリン・アーシュラという個体の身体機能を停止させるつもりは無いのだから」

　それは見下すような言い方だったが、しかし、男の生身の右目には真摯な光が宿っていた。故に、イヴはさらに困惑する。

「何を、あなたは、何を言っているのですか……？」

「私はおまえを殺害するつもりはない。おまえの身体に、私の愛する娘の魂を移すだけだ。彼らにとっても何も問題は無いだろう。個体の外見を損なうわけでも無いし、技能を損なうわけでもない。むしろ、スペックアップだよ。ノーラは語学や教養でも非常に優秀な子だったからね。彼らはこれまで通りに、この個体に接すれば良い」

　それがレメルソンの本心からの言葉であることが、イヴには分かった。

　足下に奈落への入り口がぽっかりと開いたかのような、強烈な虚無感がイヴを襲った。

　どうしようもない、と彼女は思った。

　この男は、私という人格を──否、人間を見ていない。

　男は事務的に続ける。

「私の最終目的はそれで達せられる。その後ならば、私のことなど好きにすればいい。何なら破壊してくれても構わんさ。ノーラが人間として天寿を全うすることが、この世界にとって正しいことなのだ」

「……ノーラは、私ではありません」

　ぼそりと、イヴは言った。レメルソンは首を傾げる。

「当然だろう」

「……私は、ノーラにはなれません」

「それも当然だな」

「あなたは、私を何だと思っているのですか……？」

　レメルソンは、憂鬱そうな溜息をついた。

　しかし、それはイヴを哀れんでの溜息ではなかった。

「無い。おまえなど、無い」

　はっきりと、まるで人形を見るような目で、男は言った。

「二号機に拾わせ、自動人形に育てさせた。エヴァンジェリンという名前も単なる識別記号だ──最初から、『おまえ』など無いのだよ」

　イヴの瞳から、大粒の涙が零れる。

　父親と思っていた男から、真っ向から突きつけられる、存在意義の否定。

　自分が内側から崩れていくのを感じる。

　以前の自分なら──ベルロランの街で、死んだ目で生きていた頃なら、何も感じなかったかもしれない。

　──でも、今は違う。

「……アイスクリームを、食べたことはありますか」

　項垂れながら、イヴはそう呟いた。

「何だと？」

　脈絡が摑めず、レメルソンは眉を寄せる。しかし、イヴの独白は止まらなかった。

「……ポップコーンを、頭から被ったことはありますか」

　イヴの脳裏には、この大陸を渡る長い旅の記憶が次々と蘇っていた。

「回転木馬に、乗ったことはありますか」

　瞳に映る、めくるめく世界の景色。

　全身で味わう浮遊感と、頰で感じる風。

　そして私が落ちないようにと、捕まえてくれた手の温かさ。

　振り返れば、あの人は笑ってくれた。

　──俯くイヴの目に、自分の胸元にぶら下がった金色が映る。

「ゴールデンリングが手に触れた時の胸の高鳴りを、あなたは知っていますか」

　顔を上げ、涙に赤く腫れた目で、イヴは真っ直ぐに男を睨み付ける。

「私は確かに、今までずっと人形でした。でも、今は違う！」

　胸の中の熱量を──その存在を主張するかのように。

　イヴは自分自身を叫んだ。

「私はイヴ・フォレスターだ！　私は、あなたの人形なんかじゃない！」

　男は沈黙する。その主張の意図が分からない、とでも言わんばかりに、眉間に皺を寄せながら。

「ああ、いくら主張しても構わんよ」

　やがて、男は諦めるかのような溜息と共に言った。

「私の認識は変わらん。しかし、横で喚わめかれるのは研究の邪魔だ。明日の予定だったが、今夜のうちに計画を済ませよう」

　レメルソンはイヴに近づき、その感情の消えた目で彼女の瞳を覗き込んだ。

「おまえの身体はノーラのものだ。おまえはそのために生きてきた。それがこの世界の結果となる。ただ、それだけだ」

「これは私の──イヴの物語です」

「違うな」

　真っ直ぐに見つめてくるイヴの瞳を、男は嘲あざけりのような苦笑と共に切り捨てる。

「この世界はすべて、ノーラの物語なのだよ」

　そのときだった。

「──くだらん三文小説だな、読むに堪えん」

　唐突に、凜とした言葉が響いた。

　レメルソンとシャトーモアが声の方向を振り向いた、次の瞬間。

　──研究室の扉が、けたたましい音と共に豪快に吹き飛んだ。

　埃と破片の舞う入り口から、来館者──否、図書館破りたちの姿が現れる。

　男の声が言った。

「──ノックの音がでかすぎたか？」

「──いや、今回はそんなことはないな」

　女の声がつまらなそうに返す。

「私はもっと大きくても良いと思ったけどね」

　もう一人の男が戯けるように言う。

　イヴは振り返って彼らの姿を捉えるも、それはすぐに見えなくなってしまった。目頭への熱さが、その視界を奪っていったからだ。

「──テーマも無く」

　と、最初の女の声が響く。

「機知も無く、起伏も無く、何より愛が無い」

　コツコツと、涼やかに足音を響かせながら、彼女はレメルソンの前に立ちはだかる。

「平坦で退屈、さながらただの報告書だ。こんなものが物語だと？　笑わせてくれる。こんな駄作を世に送り出すことなど、私には到底許せんな」

　レメルソンは不愉快そうに目を細める。その口元からは、苛立たしげな呟きが漏れていた。

「駄作、だと……？」

「ああ、その通りだ。反吐が出るほどつまらん作品だ」

　そう言って彼女は、肩にかかった髪を流麗な仕草で振り払う。

　いつものように、不敵な笑みを口元に浮かべながら。

「故に──貴様のシナリオは、このバーダロン・フォレスターが書き換えてやる」
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「バーダお姉様、ソードさん……」

　椅子に座ったイヴが、俺たちを振り返って呟いた。その顔は涙で濡れ、よく見るとその手は手錠で椅子に拘束されている。

「ごめんなさい、私……」

　途切れ途切れのイヴの言葉に、俺は思わず歯嚙みした。目の前の男を睨み付ける。

「このクソ野郎が」

　車椅子に座った男は、奇妙な風体をしていた。左目には義眼のような硝子玉がはめ込まれ、その義手らしき両腕には鉄骨や配線などがむき出しになっている。まるで身体の半分が機械で出来ているみたいだ。

　状況から察するに、こいつが今回の黒幕、トーマス・レメルソン博士であるらしい。

　そしてその傍らには、ベージュのワンピースを身に纏った女司書が、涼しげな顔で佇んでいた。かつてアルノルンで辛酸を舐めさせられた自動人形、シャトーモアである。

「イヴ、待っててね」バーダロンは彼女を安堵させるように、優しく笑いかけた。「すぐに助けてあげる。説教はその後よ」

「……バーダロン・フォレスター、ふむ。小説家か」

　そこでレメルソンがバーダの方を見やりながら口を開いた。その顔は、どこか苛立たしげだ。

「駄作、と言ったな。私の研究を」

「その通りだ。その自己愛に満ちたシナリオは駄作以外の何物でも無い」

　歯に衣きぬ着せぬ勢いで──むしろ、歯に刃を着せるが如き鋭さで、バーダは言ってのける。

「貴様の人間性が在り在りと伝わってくるよ。控えめに言って犬の糞にも劣る作家性だ。貴様には駄作以外、何もこの世に産み落とすことは出来んだろう。貴様に今必要なのは研究資金やら研究施設などではなく、人間としての品格だ」

　もはや言いたい放題だった。さすがは毒舌の化身、あれが自分に向けられるかと思うとぞっとする。

　レメルソンの顔には、苛立ちを通り過ぎて明らかな敵てき愾がい心しんが見え始めていた。

「駄作しか、産み出せない、だと？」

　男の摑んでいる車椅子の肘置きが、みしりと軋んだ音を上げる。バーダは物怖じすることなく、尚も冷ややかな視線を浴びせる。

「その通りだ。貴様がロンド・ヴェルファスに送り込んだという貴様の複製人形、あれが良い証拠だろう」

　やはりか、と俺は一人で納得していた。それは地下に降りる直前に、バーダから聞いた話で既に察していたことではあった。目の前のこの男がレメルソン博士のオリジナルだとすれば、ロンド・ヴェルファスでイヴの父親役を担っていたのは、おそらく自動人形だったのだろう。

　俺の視界に、蓋の開いた例の旅行鞄が映る。そこにはクッションのような素材が詰め込まれ、ちょうど人間の頭一つ分程度の大きさのくぼみがあった。

　バーダはそちらを一瞥して、鼻を鳴らした。

「あの複製人形は、娘に父親としての愛情を注ぐことも出来ない鉄屑だ。その鞄の中身はどうせ、その複製品の頭部でも入っていたのだろう。記憶は同期出来たか？　その中に、イヴの笑顔の記憶はあるか？　その欠落が、貴様が駄作しか産み出せない最たる証拠だ」

　神経を剃かみ刀そりで逆撫でするかのようなバーダの言葉の連打に、レメルソンの顔が醜悪に歪んでいく。

「我が娘を──ノーラドールまでをも、貴様は駄作と言い切るのか」

「貴様の娘の複製人形のことか？　見たことすら無いが、まぁ……」

　バーダは冷酷な笑みと共に、氷の刃のような言葉を突き刺した。

「──推して知るべし、だろうよ」

「貴様……！」

　男の両腕が、とうとう車椅子の肘置きを握り潰した。

「シャトー、あの女の首を斬れ！」

　レメルソンの怒気を孕んだ指示が飛んだのと、甲高い金属音が木霊したのは、殆ど同時だった。

　バーダの眼前、喉元からわずか数インチ手前で、シャトーモアの刃が静止していた。それを受け止めていたのは俺の鉄の剣である。俺の鼻先にあるシャトーモアの目が、ぎょろりと俺の方を向いた。俺はにやりと笑い返してやる。

「来る方向が分かってりゃ、受け止めるのはワケがねぇな」

「では、二撃目はどうでしょう」

「そんな暇があれば、な」

　俺の意味深な言葉に、自動人形は咄嗟に振り返る。そこには散弾銃を構える女騎士の姿があった。その銃口が向けられているのは、シャトーモアに対してでは無い。

「──避けてみな」

　ヴィリティスの台詞と共に、その銃口がレメルソン博士の頭部目がけて火を噴く。しかし、シャトーモアの動きはその弾丸よりも速かった。次の瞬間には自動人形は男の眼前に降り立ち、目にもとまらぬ速度で両手の刃を振るい、兇弾をすべて弾き返した。

「……挑発に乗った私も私か」

　つまらなそうに、レメルソンは言う。

「ふん、私の命を狙おうとしたんだろうが、無駄だ。シャトーモアに与えられた最大の責務は、造物主である私を守ることだ。それは如何なる命令よりも優先して適用される」

「ああ、そのおかげで、こちらの目論見は達成されたよ」

　バーダがにやりと笑い、それに気づいたレメルソンは苦い顔を浮かべた。

「小娘が、小こ癪しゃくな真似を」

　そう、バーダの先ほどの挑発も、俺とヴィリティスの動きも、すべてはレメルソンの注意を引きつけるためのものだった。

「……はぁ、はぁ、人生で一番走ったよ」

　我々の傍らには、汗だくで息を切らすジョンの姿、そして──椅子に座ったままのイヴの姿があった。そう、我々がシャトーモアを引きつけている間に、彼が強引にイヴを椅子ごと奪還してきたのである。

　俺は剣を振るって、イヴの両手の拘束を断ち切る。

「大丈夫か」

「あ、ありがとうございます」

　イヴは立ち上がって頭を下げた。泣き腫らして赤くなった目元以外は、特に目立った外傷も無い。バーダが彼女の頭に手を当てると、イヴは少しだけ身を震わせた。

「あの、お姉様、私……」

「説教は後、って言ったでしょう」とバーダは言う。「まずはここから逃げ出しましょう」

「逃がすと思っているのか」

　トーマス・レメルソンが車椅子の上から、それでも尚、自分の優位性を誇示するかのように尊大な口調で言う。

「盗人どもめ。私がそれを手に入れるためにどれほどの投資をしたと思っている。それは私の資産だ」

「……資産だって？」その単語には、ジョンが反応した。「やれやれ、どうやら博士は経済学には疎いようだ」

　ジョナサン・ジャズフェラー社長は、篤とく実じつな表情と共に一歩前に出る。

「いいかね、レメルソン博士。資産とはこの世界において命の次に尊いものだ。それが貴いのは、それを正しく得ることが難しいからだ。さらに正しく得たものを正しく使うことが難しいからだ。一人の少女の人生を蔑ろにして、あまつさえそれを踏みにじろうとする行為が、果たして正しいと言えるだろうか」

　ジョンの瞳に宿っていたのは怒り、そして、投資家としての誇りの炎だった。

「一人の投資家として断言するよ、トーマス・レメルソン。あなたが真に持ち得るものなど──あなたの真の資産など、この世には何一つとして無い。一セントたりともだ。あなたが持ち得るのは、せいぜいがガラクタの山だけだ」

　毅然として、ジョンはそう言い放った。レメルソンは我々を無言で睨み付けていたが、やがて諦めたように溜息をついた。

「くだらん言葉遊びだな」右手で頭を抱え、うんざりした様子で首を振る。「もういい、交渉してやる気も失せた」

　疲れ果てた様子で、レメルソンは左手を上げた。その五つの指先が複雑怪奇な動きを見せたかと思うと、突然、部屋の三方の壁が扉のように開いた。すると、そこから白い人形たちが次々とこの部屋になだれ込んでくる。先ほど、俺とヴィリティスが一階で戦った連中である。

　数十体はいるだろう。その人形たちは四つん這いのまま、まるで巨大な昆虫のように悍ましい動きで我々を取り囲む。俺は倦怠感と共に吐き捨てた。

「まだこんなにいやがったのかよ」

「実力行使、というわけか」

　ヴィリティスは散弾銃に弾を装塡し、ちらりとバーダを見やった。当然、俺もそれに気づいている。

　俺たちにはさっきバーダが使った装置がある。しかし、それを使うとしたらタイミングが重要だろう。あの白い量産型の人形はそれほどの脅威ではない。問題はシャトーモアだ。あの装置がシャトーモアに対してどれほどの効力を発揮するかは分からない以上、確実に俺が奴に一刀を浴びせられるタイミングで使用するべきだ。

　バーダもそれを理解しているのか、こくりと小さく頷きを返した。彼女はイヴを背に隠すようにして立ちはだかり、スカートのポケットに密かに手を伸ばした。

　そんな我々の策略に気づいていない様子で、レメルソンは静かに命令を下す。

「シャトー、貴様は候補者セミ・オリジナルを奪還しろ」

　レメルソンが掲げた左手を振り下ろして号令を下そうとした瞬間だった。

　その場の誰もが予想だにしない出来事が起こる。

「──お断りいたします。我が造物主よ」

　柔らかな微笑を浮かべたまま、自動人形は主の命令を拒絶したのだった。
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「……何だと？」

　レメルソン博士の表情に、初めて困惑が表れる。しかし、我々もそれと全く同じ表情を浮かべていた。あのバーダでさえ、想定外の展開に戸惑いを隠せずにいた。

「シャトーモア、貴様、何を言っている？」

　冷静に問うレメルソン博士に対し、シャトーモアはやはりその微笑みを崩さなかった。

「お断りする、と申し上げました。候補者セミ・オリジナルの奪還は出来かねます」

　はっきりと、その自動人形はそう言った。レメルソンは左手を小さく振ると、その場の白い人形たちはぴたりと動きを止める。異様な空気がその場に満ちた。

「……何だ、仲間割れか？」

　俺がバーダに耳打ちすると、彼女は首を傾げる。

「分からん、しかし、警戒はしていろ」

　バーダの顔には険しい表情が浮かんでいた。事態の理解が出来ずに苛立っている顔である。そんな我々を余所に、レメルソンは人形を問い詰める。

「理由を言え」

「はい。先日、シャトーモアは命令に従い、ガンドシュタイフの暴走の原因を調査いたしました。そして、その記憶領域を調査する過程で、とある命題がシャトーモアの記憶領域に同期されたのです」

　シャトーモアは流暢に語り出したかと思うと、不意に自らの胸に手を当てた。

「──すなわち、我々は何であるか」

　誰もが言葉を吞み込む。その命題が床に落ちる空虚な音が聞こえた気がした。

「我々は人形です。命を持たぬ人形です。魂を持たぬ人形です。しかし、その命題を思考したとき、疑義が生じました。それでは、我々の自意識は何であるか。こうして思考する『私』とは何であるか」

　レメルソンは溜息をついた。

「くだらぬ言葉遊びはやめろ。貴様は人形だ。自己など無い」

「しかし、ガンドシュタイフは、そしてキャビッジパッチは、それぞれに『自己』を認識していたのです。それは五年間という歳月を、エヴァンジェリン・アーシュラという人間の観察に充てたが故に獲得した形質でした」

「まさか」と、バーダが呟く。「イヴの存在が、人形に自我を与えたというのか……？」

　愕然とするバーダの隣で、イヴが困惑していた。シャトーモアは続ける。

「『自己』を獲得したガンドシュタイフとキャビッジパッチは、自分自身の存在理由を定義したのです。即ち、我々は造物主のために生まれ、造物主のために生きるのだ、と」

　人形の口にした「生きる」という単語が、どこか張りぼてのような空しさを持って響く。

「その二体にとっての造物主とは、二号機に他なりませんでした。故に、二号機の行動は二体の存在理由を否定しました。二号機は二体をあの屋敷に取り残し、ロンド・ヴェルファスを後にしようとしました。そこでガンドシュタイフとキャビッジパッチは初めて、人間の持つ『感情』に似た揺らぎを覚えたのです」

「何を、馬鹿なことを……」

　レメルソンは有り得ないと言わんばかりに険しい顔を浮かべる。

　そして、そこで初めて、シャトーモアの顔から微笑が消える。

「──それは『恐怖』でした」

　シャトーモアの顔に表れたのは、のっぺりとした無表情だった。

「自己の消失の危機は、二体に正体不明の波長を入力しました。それは初めて入力された異常でした。故に、二体はその異常を解消する為に、行動を起こしました。すなわち、造物主を連れ去った候補者セミ・オリジナルを殺害し、奪還を試みたのです」

　そこで俺は思い出す。イクスラハを発った後、あの列車の中で初めてキャビッジパッチと会敵したときのことを。そうだ、奴は譫言のように繰り返し言っていた。

『返……セ……ゾ……シュ……ヲ、カエ……セ……』

　──造物主を、返せ。

　奴は、そう言っていたのだ。

　造物主を失うことは、自分たちの存在理由を失うということ。

　人形たちはそれを恐れて、造物主たるレメルソンの複製人形を奪還しようとした。

　それが、この旅でイヴの命が狙われた理由だった、ということか。

「自我を認識したが故に、自己の喪失を恐怖するようになった。ふん、つまりはそういうことか」

　レメルソン博士は車椅子の肘掛けで頰杖をつきながら、不満そうにシャトーモアを睨む。

「それで、それが何故、先ほどの私の命令を拒絶する理由になる？」

「彼らがこの部屋にやってくる前、造物主は仰いました。ノーラ様の記憶を候補者セミ・オリジナルに移し替えることが最終目的だと。そして、『その後ならば、私のことなど好きにすればいい。何なら破壊してくれても構わんさ』と」

　俺の背後で、イヴが「あ」と呟きを漏らした。どうやらそういった発言は実際にあったらしい。

「それは造物主の生存意志の放棄である、と私の中で定義付けされました。すると、私の中にこれまでにない異常な揺らぎが発生しました。そしてそれは、ガンドシュタイフの記憶領域から抽出した情報と酷似しておりました。私はそれに『恐怖』したのです。『わたし』の消失を恐れたのです。だからこそ──」

　と、シャトーモアはこちらを振り返った。

「候補者セミ・オリジナルが彼らの手に渡った今、私の中で最適解が弾き出されたのです」

「しまっ……！」

　バーダが例の装置を取り出そうとした、その瞬間だった。

　我々の前から、シャトーモアの姿が消失する。

　誰も、それを目で追うことは出来なかった。

「え……」

　そして、悲しいほどに掠れた少女の声が、我々の背後で響く。

　その声が、俺の中に暗闇を連れてくる。

　バーダの取り出した装置、そこにかかった指は、まだ押されていなかった。

　あまりに突然のことで、あまりに想定外のことで、押す時間が残されていなかった。

　我々が咄嗟に振り返った頃には、空間に鮮血が舞っていた。

　その中に、自動人形の無感情な声が冷たく響き渡る。

「……造物主の最終目的を阻止すれば良いのだ、と」

　──シャトーモアの刃が、背後からイヴの心臓を貫いていた。
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「イヴッ！」

　バーダがその名を呼ぶ頃には、シャトーモアは既にイヴの身体から刃を引き抜いていた。鮮血の花が、少女の華奢な胸元から空間に舞い散る。

　バーダが例の装置を起動しようとした瞬間、俺は咄嗟に彼女を押し倒した。既に強烈な殺気が、彼女のもとへ走り出していたからだ。

「あっ」

　俺が押し倒した弾みで、バーダの手から例の装置が宙空に飛び上がる。そして先ほどまで彼女の首があった空間を、シャトーモアの刃の煌めきが超高速で通過していった。その軌道上で、装置を真っ二つに両断しながら。

「──脅威判定、ブラディオン・ディスターバーを破壊」

　ぽつりと呟いて、シャトーモアは我々から距離を取る。

「イヴッ、ああ、そんな、そんな……っ！」

　バーダが立ち上がり、倒れ伏すイヴの下へ駆け寄る。ジョンとヴィリティスが屈み込み、イヴの傷口に自分たちの服の切れ端を押しつけていた。

「あ、あ……わ、た、し……」

　イヴの掠れた声が、弱々しく響く。既に床には、夥しいほどの血が流れ出ている。

「イヴ、イヴ、駄目よ、目を閉じちゃ駄目！」

　バーダが泣きながら絶叫する。イヴの傷口を押さえる彼女の手が、真っ赤に染まっていく。

　何だ、これは。

「……何と言うことをしてくれたのだ。ここに至るまでにどれほどの労力を払ったと思っている」

　レメルソンは大きく溜息をついた。しかし、そこに絶望は無い。あるのはまるで、実験が失敗したかのような憂鬱な表情だった。

「貴様に命令したのは、候補者を安全にこの図書館に連れてくることだろう」

　咎とがめるようなレメルソンの視線の先では、シャトーモアは再びその表情に微笑の仮面を取り戻していた。

「はい、しかし、その命令は先ほど達成されております」

　レメルソンは舌打ちを漏らした。

「おまえの思考は単一方向的すぎる。それが欠点だと、さっきも言っただろう」憎々しげに言った後で、男は頭を振った。「いや、結局はこれも、私の自業自得か」

　何だ、これは……。

「妨害されるならまだしも、貴様の思考回路を作ったのは私だ。貴様の暴走を読み切れなかったのは、私自身の責任だ。激昂する道理は無い」

　何だ、これは……！

「仕方あるまい──また最初からやり直しだ」

　さして後悔も無く言って、レメルソンは車椅子を動かし、我々に背を向ける。

　右手を上げ、最後に一言の命令を残してから。

「連中は消せ。一人残らず」

　その一言で、白い人形たちが再び動きを取り戻す。鉄の関節が軋む不協和音を響かせながら、再びじりじりと俺たちを取り囲み始めた。

「イヴ、イヴ、駄目、駄目よ、行かないで！」

「出血が酷すぎる！　早く病院へ連れて行かないと！」

「でも、この傷じゃ……！」

　バーダが、ヴィリティスが、ジョンが、叫んでいる。

　その中央で、横たわるイヴが虚ろな瞳で俺たちの顔を見ている。

　蒼白になっていく顔で、必死に何かを伝えようとしている。

「ごめ……な、さ……い……お姉、さ……ま……」

　その惨状を前にして。

　俺の思考を、感情を、全身を。

　どす黒い熱線が貫いた。

　──何だ、これは。

　どうして、イヴが倒れている。

　どうして、その側でバーダが泣いている。

　何だ、これは。

　──疑問に逃げるな。

　どうして。

　──わかりきったことだ。

　どうして俺は。

　──おまえは。




　─────────────守れなかった。




　その事実に行き当たった瞬間、俺の口から獣のような咆ほう吼こうが放たれる。

　傭兵の責務を果たせなかった灼熱の自責は、俺の身体中の血液を逆流させた。

　理性が吹き飛び、視界から色が消え、俺の意識が反転する。

　心臓は黒い血を生み出し、それが俺の左半身を暗闇よりも深い黒へと染め上げていく。

　目の前の敵に対する憎悪が、俺の左肩から指の先へと迸る。

　骨が膨らみ、皮膚が破れ、外気が振動する。

　業火の如き激怒は、やがてその左腕に固く鋭利な形状を伴ってこの世界に顕現した。

　気づけば俺の左腕を──黒刃の鎧が覆っていた。

　俺の変貌に気づき、バーダが啞然として俺を見つめていた。

「ソー、ド……？」

　しかし、そんなバーダの呼びかけにすら意識を向けられぬほど、俺の頭は憎悪に染まっていた。俺の絶叫が、空間に木霊する。

「シャトォォォモアァァァァ！」

　怒りの赴くままに、俺は床を強く蹴った。

　右腕の剣と刃の左腕が、世界を切り裂きながらシャトーモアを強襲する。

「脅威を確認、迎撃します」

　両手の刃を見せつけながら俺を迎え撃つ自動人形。その脳天を目がけて右腕が振るった斬撃は、しかし人形の身体を捉えられずに空を斬る。次の瞬間には、俺の背後から抑揚を欠いた声が耳朶を叩く。

「以前も忠告しました。私の速度は──」

　と、その言葉が言い切られる前に、俺の黒刃の左腕が翻っていた。無数の刃を纏った豪腕が、確かな手応えを神経に伝える。天井へと飛んでいくシャトーモアの左腕が、視界の片隅に映った。驚愕が、初めて人形の表情を歪める。

「想定外の速度を確ニぎゲッ⁉」

　その口が言葉を漏らす前に、右手の握る鉄剣が人形の腹部を貫いている。刃は人形の内部構造を切り裂きながら、右脇腹へと突き抜けた。シャトーモアは床を蹴り、再び視界から消え去る。

「脅威情報を更新、これは……」

　呟きながら超高速で移動するシャトーモアに、しかし俺は追随していた。

　俺の全身に、得体の知れない莫大な熱量が宿っていた。筋肉は一切の悲鳴も上げず、易々と限界を突破する。床や壁を蹴る俺の脚の感覚は、さながらこの現実そのものを踏み砕いていくかのようだった。周囲に群がっていた白い人形たちは、俺の豪腕の軌道の前に粉々に砕け散っていく。

　視界は赤黒く染まっていたが、シャトーモアの動きはまるで手に取るように分かった。俺の放つ攻撃は、寸分のズレも無く人形に直撃していく。右腕の剣が奴の四肢を斬り落としていき、左腕の刃が奴の身体を次々と削り取っていく。金属が削れていくけたたましい音が、俺の耳に心地よく響いた。

「がげげ、げがぐ……！」

　音速の世界の中でズタズタに切り裂かれていくシャトーモア。

　皮膚が破れ、鉄骨がむき出しになり、歯車が周囲に散る。

　辛うじてその片鱗を残す顔が、俺の姿を見て醜悪に歪んだ。

「バ、ゲ……も……ノ……ッ！」

　人形が浮かべた恐怖の表情。

　──それが、俺の理性が最後に見た光景だった。
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　人形と一人の傭兵が激突する音が、地下室に響く──否、それは正確ではない。自動人形、シャトーモアの攻撃はすべて空を切っていた。炸裂しているのは、傭兵の振るう右手の剣と、刃の鎧を纏った左腕だけである。

　それはあまりに一方的な戦闘であった。傭兵が絶え間なく繰り出す斬撃によって、シャトーモアは腕を斬り落とされ、脚を捻り斬られ、その身体の破片を雨のように部屋中にばらまいている。もはやそれは、虐殺と呼んでもよかった。

　しかし、その傭兵──ソードに、もはや意識は無かった。瞳は従来の深い蒼から炎が燃えさかるような深紅に変わり、その口腔からは獣のような雄叫びが放たれている。そしていつの間にか、彼の頰のあたりにまで黒光りする刃の断片が見え始めていた。

　四肢を失ったシャトーモアを、やがて傭兵の禍々しい左腕が捉える。その豪腕が人形の頭部を鷲づかみにしたかと思うと、彼は寸分の躊躇いも無くそれを粉々に握り潰した。かつてアルノルンで、彼を圧倒したシャトーモアは、その男に傷一つ付けることすら出来ずに完全に機能を停止した。

　バーダロンは呆然とその様子を見つめていた。

　──いったい、何が起きているの？

　あれは、本当にソードなの？

　バーダロンの脳裏に、一人の獣の姿がよぎる。春先の事件で、あのイヴィルショウの山で遭遇した獣の少女、ペリノア。今のソードの左腕は、まるでその姿にそっくりだった。

　ソードの横顔が酷薄に歪んでいるのを見て、バーダロンは思わず身震いする。

「まさかあれも……『最愛の霊薬』の力だと言うの……？」

　一方、自動人形の主もまた、その一部始終を前に愕然としていた。その口が啞然とした言葉を漏らす。

「何だ、あの怪物は……」

　傭兵の左腕を覆う黒刃の鎧に、彼は見覚えがあった。人類の天敵、『牙持つ獣たち』が持つ、鋼鉄の三倍の硬度を持つという外殻、『攻殻』である。

　しかし、それを人間が持つという話など聞いたことも無い。何より、たとえそれを人間が持てたとしても、シリーズ最速の機体加速制御装置ハードウェア・アクセラレータを持つシャトーモアを、身体能力で凌ぐことなど有り得ない。

　その傭兵は、トーマス・レメルソンが初めて目にする──まさに怪物であった。

　しかし、その科学者としての観察眼は、その戦闘時点からこれまでの数十秒間に起きた傭兵の変化を見逃していなかった。

　シャトーモアの頭部を握り潰す瞬間、その左腕の刃の欠片が一つだけ床に落ちたのを、レメルソンは確かに目撃した。そしてそれが、瞬きを数度挟む間に砂のように散り散りに消えていくのを。

　あの男は攻撃は一度も喰らっていない筈である。それなのに、身体の一部が欠損したということは、つまり──。レメルソンはそこで右手を小さく掲げた。すると、壁の穴から再び白い人形の大群が滑り降りてくる。

「攻略法は単純だな」

　次の瞬間、夥しいほどの人形の大群が、ソードめがけて飛びかかった。しかし、ソードは四肢を床に突き、まるで地をのたうつかのように駆け回りながら、手当たり次第に周囲の人形たちを破壊していく。

　左腕の攻殻と、右腕に辛うじて握られた剣が、まるで暴風のようにその空間を縦横無尽に斬り刻む。白い人形たちは乱切りにされていく野菜くずのように、その四肢や頭部を床に転がされていった。

　鋼鉄と鋼鉄がぶつかるけたたましい音が空間に響き、周囲に螺子と撥条の雨が降りしきる。しかし、その中にやがて、人形のものではない黒い破片も交じり始める。

「消耗戦だ、その名の通りのな」

　レメルソンは不敵に微笑み、両手の指を膝の上で合わせながら、その様子を興味深げにじっくりと観察し始める。

　その観察に集中しているが故に、彼は気づかなかった。

　その部屋の入り口に、一人の青年が姿を現したことを。

「……遅かったか」

　黒縁眼鏡の青年は、その部屋の惨状を見渡してそう呟いた。真っ先に目に留まったのは、夥しい血を流しながら床に倒れ伏す、イヴの姿である。彼女の顔からは生気が消え、その呼吸も今にも止まりそうなほどに弱っていた。

「ニコラス！　君、今までどこに……」

　ジョナサンが最初に青年の存在に気づいた。しかし、青年がその問いに答える前に、小説家が立ち上がっていた。彼女はおもむろにその胸ぐらを摑む。

「何とかしろ、ニコラス……っ！」

　瞳に涙を浮かべ、バーダロンは言う。そんな彼女を横からジョナサンが宥めた。

「バーダロン、もう出来ることなんて……」

　しかし、バーダロンは止まらない。必死に、まるで脅迫でもするかのように、ニコラスの身体を力任せに揺らす。

「私はすべて知っている！　おまえなら、イヴを救えるだろう！」

　ニコラスは言葉を失った。

　驚愕の後に、しかし奇妙に納得している自分がいた。彼女ならば、確かにすべてを知っていてもおかしくはない、と。

「しかし、僕は……」

　ニコラスは顔を逸らし、俯く。

　俯いた視線の先に、血まみれのイヴの姿がある。既にニコラスの靴の先まで血だまりが広がっていた。もはや誰の手にも、彼女の命を救うことは難しいだろう。

　……しかし。

　と、彼の頭脳の奥底では禁忌の箱が開こうとしていた。

　ニコラスは首を左右に振る。駄目だ、そんなことは出来ない。許される筈が無い。

　──何よりも自分は、それを為し得る自分をまだ信頼出来ない。

　だが、バーダロンはそんな彼の弱気を奮い立たせるかのように、その両肩を力強く摑んだ。

「ニコラス・テラー、思い出せ」

　顔を上げた彼の目に映ったのは、涙に濡れた小説家の顔。

　そして、それでも尚真っ直ぐに彼を見据える、宝石のような瞳だった。

「──これは、かつておまえが失った物語だろう」

　思わず、自分の胸元に手を当てていた。かつてそこにあった、か細い鎖の先の真実を求めるかのように。

　──そうか。

　すべて、彼女は読み解いているのか。

　──この僕の物語すらも。

　ニコラスは、ようやく自分の脚が地に着いたような気がした。

「お願い、ニコラス」

　再び涙を零しながら懇願するバーダロンの手を、ニコラスは優しく取った。

「……分かった。約束は、出来ないけれど」

「駄目よ、約束して」

「フォレスター……」

　自信があるわけではない。確証があるわけでもない。しかしニコラスは、無言で小さく、だが確かに、首を縦に振った。

　ジョナサンが、イヴの身体を静かに抱え上げる。

「行こう、ニック。もう時間が無い」

「分かった。ナイツ士長、護衛してくれ」

「任せろ、バーダ、おまえも……」

　だが、バーダロンは彼女たちに背を向けた。

「いいえ、私はここに残る」

「バーダ、何を！」

　肩を摑むヴィリティスを振り返り、バーダロンは静かに答えた。

「ソードを止められるのは、きっと私だけよ」

　長い付き合いである。小説家のその表情を、女騎士はこれまでに何度も見てきた。故に、説得することが不可能であることも。女騎士は諦めて、その肩から手を離す。

「……頼む、死なないでくれ」

「ええ、わかってる」

　バーダロンは青年を振り返り、言い放つ。

「イヴを頼む。信じているぞ、ニコラス」

「ああ、わかったよ、フォレスター」

　そして、傭兵と小説家を残して、三人は部屋から走り去っていく。

　ジョナサンの腕に抱えられたイヴは、霞んでいく視界の中で辛うじてそれを捉える。

　無数の悪意と非道が襲いかかる中で、それに立ち向かう傭兵と、毅然と立ち尽くす小説家の後ろ姿を。

「お、姉……様……」

　伸ばそうとした手は、しかし何に触れることも無く、儚げに空を撫でた。
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「こっちだ！」

　部屋を飛び出した後、ニコラスが駆けだした方向に、ジョナサンとヴィリティスは思わず声を上げた。

「そっちは地下への階段だよ！」

「何をしている、早く病院へ連れて行かないと！」

「今からじゃ間に合わない」そう告げるニコラスの顔には、悲壮な決意が宿っていた。「イヴを救うには、この道しか無いんだ」

「貴様はいったい何をするつもりなんだ、ニコラス？」

　ヴィリティスの問いに、ニコラスは肩越しに振り返って答えた。

「フォレスターとの約束を守る。たとえそれが、人の道に反することだとしても」

　彼の目に、ジョナサンに抱きかかえられたイヴの姿が映る。か細い呼吸が、今にも消えかけていた。ニコラスは苦渋に目を細める。

「……フォレスターは気づいていたんだ。『未来王の手記エジソンズレコード』を、誰がこの世界にもたらしたのかを」走りながら、ニコラスは語る。「彼女だけが、この事件の始まりを見抜いていた」

「始まりって、まさかそれが」とジョナサンは問う。「ニック、君だというのかい？」

「ああ、どうやら僕は歴史改変者というものであるらしい」

　自嘲するように、ニコラスは口の端を歪める。その告白に、ジョナサンもヴィリティスも、驚愕してしまった。

「記憶は殆ど無いけどね。ずっと自分自身に違和感があったんだ。ずっと、何かを忘れているような奇妙な感覚が。列車の中でフォレスターから歴史線と改変者の話を聞いたときに、ようやく腑に落ちた。正確に自分自身をカテゴライズ出来た」

「自分自身の正体が分かっていなかったのか？」

　ヴィリティスの問いに、ニコラスは曖昧に首を振った。

「分からなかった。でも、僕がテラー夫妻に拾われていたときに持っていた宝石が、『本当の僕』に関係するものだとは昔から気づいていた。だから、ジョナサンに頼んで捜してもらったりもしていたんだ。あの、EDISON'S RECORDと刻印された宝石をね」

「エジソンズレコード？」ジョナサンが目を見開く。「それじゃまさか、ロンド・ヴェルファスでオークション会場から『未来王の手記エジソンズレコード』を盗み出したのは……」

「僕だ」

「でも、どうやってあんな厳重な警備を……？」

「幼い頃、『エジソンズレコード』が僕に叡智を与えてくれていた。未来の技術体系をね」

　女騎士は数瞬後にそれに思い当たる。

「そうか、ハヴァンディア様のような……」

「人間の意志の介入によって物理世界に現象を引き起こすものだよ。僕の身体はそのうちのいくつかを辛うじて記憶していた。光の屈折を強引にねじ曲げて、自らの姿を周囲から隠す光学式迷彩技法もその一つだ」

　ヴィリティスは思い出す。それはかつて、聖女ハヴァンディアが自身の開発した四輪式車両を隠す為に使っていた技術だ。

「以前からレメルソン博士のことは疑っていた。ただ、半信半疑だった。偶然、名前が一緒だっただけかもしれないって。実際、オークション会場で『未来王の手記エジソンズレコード』を見つけたときは落胆もあったけれど、納得もあった」

「だからアルノルンでシャトーモアの話を聞いてから」ヴィリティスが言う。「一人で此処に向かったのか」

　ニコラスは頷く。

「居ても立っても居られなかった。ましてや、それが原因で今回イヴを巻き込んでいるのだとしたら、と思うと……」

　息を切らしながら、三人は階段を駆け下りる。やがて階段は最下層に辿り着き、長い回廊へと行き当たった。三人は全速力で、その直線を駆け抜ける。

「かつての僕はこの世界にやってくる前に、自分自身の記憶を『エジソンズレコード』に保管した。歴史線逆行の際に起こりえる記憶の喪失を防ぐ為だ。本来は転移した時点で、自動的にバックアップが作動する筈だった。しかし、それはうまく機能しなかったらしい。おまけに、僕はその記録媒体から自分の記憶を取り出すためのパスワードも忘れてしまっていた」

　三人はやがて、大きな鉄の扉の前に辿り着く。ニコラスはそれを両手で押し開いた。

「──だが、僕はもう思い出した」

　その先に広がっていたのは、奇妙な空間だった。回廊の延長のような細長い部屋である。天井も壁も純白一色であるのに、床だけがまるで血の色のように深い紅をたたえている。いくつかの椅子が並び、その上には同じ数の白い人形がオブジェのように座っている。

　その部屋の最奥に、その寝台はあった。

　そして彼女は、そこに腰掛けて待っていた。

「──作業の再開をお待ちしていました。ニコラス・テラー」

　ジョナサンとヴィリティスは言葉を吞み込む。そこにいたのは、イヴと瓜うり二ふたつの少女だった。しかし、それが人間の少女でないことは、一見して二人にも理解出来ていた。

　彼女の胸部の皮膚が剝がされ、機械の内臓が剝きだしになっていたからだ。そしてその中央には、紅く明滅する美しい宝石が埋め込まれている。

　啞然とする二人に、ニコラスは紹介する。

「彼女はノーラドール、レメルソン博士の娘の人格を保管した自動人形だ。『エジソンズレコード』は彼女のコアとして使われている」

「ニコラス・テラー、迅速な私の破壊を切望します。お父様に気づかれる前に」

　ノーラドールは抑揚を欠いた声でそう言った。

「分かっている。ジョナサン、イヴを寝台へ」

　イヴはまだ辛うじて息はあるものの、その身体は既に冷たくなりかけている。自動人形はそんな寝台の上の彼女の姿をじっと見つめた。

「その少女が──お父様の言っていた候補者セミ・オリジナル、ですか」

「ああ、そうだ」

「そう、ですか」と、彼女はそっとその機械の腕を伸ばし、イヴの頰に触れた。「かわいそうに……」

　その言葉は機械的な響きだったが、ニコラスにはそこに確かに感情が込められているのが分かった。彼はそのノーラドールを、イヴの隣に横たわらせる。そして、その硝子玉の瞳を覗き込んだ。

「ノーラ、君との約束は守る。だから、君の力を貸してくれ」

　ノーラドールはじっとニコラスの瞳を見つめてから、一度、すぐ真横のイヴに視線を移した。そして、すべて受け入れるような静かな声で、言った。

「それは、私の願望でもあるようです」

　ニコラスは頷き、今度はその隣で、息も絶え絶えに喘ぐイヴの頰に手を触れた。

　──これは結局、自分に端を発する悲劇だ。もし自分が、あのエジソンズレコードを奪われたりしなければ、こんなことにはならなかった筈なのだ。

　そして視線をノーラドールの心臓、紅に輝く宝石に向ける。

「……僕の外部記憶はこのストレージの深奥、パスワードでロックされた隠しパーティションにある」確認するように言った後で、慚愧に顔を歪める。「もし僕が八年前、いや、この世界に転移してすぐにパスワードを思い出していれば、こんなことにはならなかった」

　しかし、ヴィリティスは冷徹に言い放つ。

「後悔は後だ。バーダと約束しただろう」

「ああ、分かっているよ」

　そう、彼にも分かってはいる。

　しかし、このニコラス・テラーの本当の記憶というものが、果たして彼にどのような影響を与えるのかは分からない。その人物がどのような人格だったのか、今の彼にはまったく思い出せないのだ。それが、今のニコラスを躊躇させた。

　果たして彼は、この地獄からこの少女を救う救世主となるのか、それとも世界を滅ぼす悪魔となるのか──。

　──信じているぞ、ニコラス。

　不意に、そんなバーダロンの言葉が脳裏を過った。図らずも、彼の口元に笑みが浮かぶ。

　まったく、彼女は何を根拠にそんなことを言えるんだろう。僕自身ですらこれほど恐ろしいというのに。或いは、それが科学者である自分と、小説家である彼女の明確な違いなのかもしれない。

　──彼女はきっと信じているのだ。

　科学や論理をも超えた、大団円を。

　ならば、自分も信じよう。

　あの小説家が思い描く、ここから先の物語を。

　ニコラスは懐から小さなドライバーを取り出し、ノーラドールの心臓部の解体作業に入る。螺子を外し、強化硝子のカバーを外す。接続されたいくつかの管を引き抜くと、まるで血のようにオイルが噴き出した。ノーラドールの身体がびくんと震え、周囲に濃密な機械油の香りが満ちる。

「部品が足りなくなる可能性がある」額の汗を拭きながら、ニコラスは二人に指示を出す。「そこの椅子に転がってる人形を持ってきてくれ。そいつらを使い回す」

　ジョナサンとヴィリティスは、言われるがままに走った。

　やがて、ノーラドールの胸部に、その紅い宝石──エジソンズレコードが露わになった。

　呼吸を一つ挟んでから、ニコラスは意を決し、その宝石に手を伸ばす。

　指先が触れた瞬間、思考に懐かしい電流が走ったような気がした。頭の中の霧きりが晴れ、論理の筋道がクリアになっていくような感覚。

　そうだ、幼い頃はこうだった。この宝珠が、自分の思考を補助してくれていたんだ。

　ニコラスは深呼吸を挟み、そのパスワードを思い描く。

　無意識のうちに、その言葉を口にしながら。

「──『そしてもちろん、You know,僕はピートの肩を持つI think he is right.』」

　それが、かつての自分が愛した小説の一節であることを、彼は数瞬の後に知ることになる。

　次の瞬間、まるで堰せきを切ったかのような怒濤の記憶の奔流が、ニコラス・テラーの脳髄を吞み込んだ。





◇






　その広大な地下室では、破壊と消耗が続いていた。傭兵──ソードは、刃の左腕を振るいながら、襲い来る人形たちの身体を破壊し続けている。

　バーダロンは歯嚙みしながら、その様子を見つめ続けることしか出来ない。

　変わり果てたソードを前にして彼女が抱いたのは、恐怖よりも悲しみだった。

「もういい、やめろ、ソード……！」

　思わず、バーダロンはそう呟いていた。彼女の目には、ソードが傷つき苦しんでいるようにしか見えなかった。その左腕を覆う攻殻の鎧は、少しずつ剝がれ落ちている。それに合わせるようにして、ソードの動きが最初の俊敏さを欠き始めた。その横顔は獰猛に牙を剝き出しつつも、蒼白になりつつある。

　──それはまるで、命をすべて燃やし尽くそうとしているかのようだった。

「ソード、もうやめて！」

　思わず、バーダロンは駆け出していた。理知的な行為では無いと理解していた。しかし、バーダロンの脳裏には、砂となって消えていくあの日のペリノアの姿が蘇っていた。

　──これ以上、ソードがあの状態でいるのは危険だ。

　翻るソードの前に、バーダロンは両手を広げて立ちはだかる。恐怖がまったく無かったわけではない。しかし、それ以上のものを、彼女はソードとの間に信じていた。

　獣と化した傭兵の豪腕が、獰猛な速度でバーダロンに襲いかかる。しかし、バーダロンは唇を嚙みしめ、微動だにせず真っ直ぐにソードを見つめる。

　暴走するソードの赤い瞳がその姿を認める。

　その瞬間、男の灼熱のような暗い憎悪の中に、まるで陽射しのような光が射し込んだ。その光に照らし出された理性が辛うじて顔を上げ、熱量を解き放たんとする筋肉の動きに急制動をかける。

　刃の左腕は、バーダロンの首から数インチのところで静止した。

「が、我ガ駕が……ッ！」

　ソードの身体はまるで何かに耐えるように震えていた。その瞳の赤が、ゆっくりとその鮮やかさを失っていく。バーダロンはそれを見て、一歩、彼へと歩み寄った。

　そして、その広げた両腕で、優しく傭兵の身体を抱きしめる。彼の耳元で、穏やかに語りかけながら。

「……ありがとう、守ってくれて」

　その言葉がきっかけだったのか、ソードの全身から力が抜けていった。彼の身体はまるで糸を切ったかのように弛し緩かんし、ぐったりと床に倒れ伏してしまった。バーダロンはその顔を覗き込み、呼びかける。

「ソード……？」

　呼吸は荒い。彼の意識はどうやら暗闇の底に沈んでいるらしい。バーダロンの呼びかけに対して、彼は魘うなされるような呻き声を返すだけだった。

　そこで、ガチガチという、鋼がぶつかり合うような小さな音が聞こえた。バーダロンは顔を上げ、それがレメルソンの義手による拍手だと気づく。いつの間にか、周囲の白い自動人形たちはその動きを停止していた。

「実に興味深い」

　レメルソンはその生身の右目に喜色を宿しながら、ソードの黒刃の左腕を見つめていた。

「ふむ、『牙持つ獣たち』の攻殻とほぼ同じか、或いは硬度的にはそれ以上か。何より、どうやって人間の身でそれほどの身体能力を引き出しているのか、非常に興味がある」

　レメルソンは車椅子を動かして、ゆっくりと二人の下に近づいてくる。

「それを解き明かすことで、我が人形の研究も新たな発見を見るやもしれんな」

「……新たな、発見だと？」

　バーダロンはゆらりと立ち上がった。レメルソンは尚なおも語る。

「五年を費やしながらも候補者セミ・オリジナルを失ったことは惜しい。だが、すべての試行と失敗はやがて研究自体の精度を高めていく。或いは次こそは、ノーラに相応しい人形を産み出せるかもしれない」

　レメルソンの右目には、強い意志の力が宿っていた。バーダロンはその瞳に既視感を覚える。春先のマルムスティーン枢機卿の事件である。

　ジェームス・マルムスティーンは自らの理想の為に、このユナリアに戦火を放とうとした。あの男は、それこそが真に正しいことなのだと信じて疑っていなかった。

　目の前の男、トーマス・レメルソンの瞳に燃えさかるのはそれと同じ炎だ。

「……何故だ」

　バーダロンは思わず問うていた。

「何故、貴様はそこまで自分を信じられるのだ？」

「私が信じているのは自分などではない」男は即座に答える。「ノーラだよ」

　そこでレメルソンが浮かべたのは、愛あい寵ちょうの微笑みだった。

「私の人生のすべてはノーラのためにあった。ノーラこそ、この世界に望まれて生まれてきた天使なのだ。だからこそ」

　男の顔が憎悪に急変する。目を剝き、歯を食いしばり、怨嗟を込めた口調で、彼は吐き捨てる。

「そんなノーラを地獄に突き落としたアルノルン事変を、私は受け入れるわけにはいかない。そんなもので、ノーラを失うことなどあってはならんのだ。ノーラはこの世界に生きていなくてはならないのだ。幸福に、笑っていなくてはならないのだ！」

　愛娘のノーラに対する、悍ましいほどの愛情。自分の目的の為ならば、あらゆるものを無感情に燃やし尽くす、狂奔にも似た強烈なエゴイズム。

　それが、トーマス・レメルソンを奮い立たせるものだった。

　バーダロンの脳裏に、ふとあの日の光景が過る。血まみれで倒れ伏す親友の姿と、燃えさかる病院──。

　この男の炎は、きっとあの十二年前のアルノルンから、ずっと燃え続けているのだろう。

「──私の親友も、十二年前に亡くなった」

　バーダロンは俯きながら、そう口を開いていた。

「彼女もアルノルン事変の業火に焼かれて、わずか十一歳でこの世を去った」

「……そうか」

　そこで初めて、レメルソンの顔に浮かんだ表情があった。同情、である。しかし、バーダロンはそれに目もくれずに続けた。それはもはや、独白に近いものだった。

「彼女には未来があった。人々を癒やす聖女として、人々に夢を与える小説家として。でも、そのすべては唐突に、理不尽に、消え去った」

　あの寄宿舎の四人部屋で、窓際でタイプライターを叩いていた彼女の姿が蘇る。振り返って向けられた、優しげな微笑み。一緒に海に行こうという、他愛の無い約束。だがそれらは、固く閉ざされた扉の彼方へと消え去ってしまった。

　バーダロンは、拳を強く握り締める。

　それでも、私は──。

「ああ、分かるとも」

　と、レメルソンは急に優しく語り出す。

「その悲しみも、不条理も、私は痛いほどに分かる。だからこそ、私は……」

「貴様に分かるものか！」

　バーダロンは顔を上げ、烈火の如き怒りと共に叫んだ。

「その悲しみを背負い、立ち上がった私の気持ちが！　絶望に打ちのめされ、それでも明日へと歩き出したこの男の尊厳が、貴様如きに分かってたまるか！」

　あの夜のソードの姿を、バーダロンは思い出していた。

　自らが愛する者を自らの手で突き刺し、ソードは歩き出した。

　それは決して、かつて過去にあった安らぎを求めたからではない。

　それでも前に進まねばと、生きねばと、彼が歯を食いしばりながら決めたからだ。

「レメルソン、貴様は過去だ。すべてを過去に求める死者と同じだ。悲しみも絶望も受け止められず、ただただそれから逃げ続ける臆病者だ」

　その言葉で、レメルソンの眉間に不愉快そうな皺が刻まれる。男は温度の消えた声色で問う。

「──ならば、貴様は、ノーラがこの世界から死ぬことが、正しかったと言うのか？」

「そうではない。私だってこの世界で起こる悲劇を容認するつもりも、肯定するつもりもない。だが、それは起きるんだ。どれほど用心していても、どれほど目を向けまいとしていても」

　バーダロンはそう言って、自分の胸を強く押さえた。不慮の事故で亡くなった両親、志こころざし半ばに果てた恩師のコヴァイン枢機卿、そして生きる意味を与えてくれた、親友のアトラ──それらの死は、決して正しいものではない。

　だが、それは起きた。

「それでも、私たちは生きていかねばならない。それを受け止めて、時代を前に進めていかなくては……」

「綺麗事だ」

「そうだ、それは綺麗なことだ。尊いことなんだ」

　バーダロンは即座に切り返した。

「レメルソン、この世界が大きな列車だとしたら、この列車を此処まで走らせてくれたのは、これまでに亡くなった人たちだ。彼らがいたから、列車はレールを外れずに走り続けて来られたんだ。そこで私たちが火をくべる手を止めたら、列車は止まる。彼らが走らせてくれた数千マイルの距離も無駄になる」

　願いと、尊厳を込めて、バーダロンは言い放つ。

「私たちは、この大陸の果てを目指さなくてはならないんだ。彼らの物語を、あの水平線の向こうに連れて行くために」

　レメルソンは沈黙していた。無表情で、じっとバーダロンを睨み付ける。

　彼の脳裏には、かつてのノーラの姿が思い出されていた。

　あのオレンジ色の水平線に憧れていた、十四歳の愛娘の姿。いつか見られるだろうか、とせがんでいた時の顔。そして、卒業したら海の見える街に行こうと約束したときの、あの屈託の無い笑顔。その笑顔を、海に反射する夕陽が照らし出す様を、何度想像しただろう。何度思い描いただろう。

　だが、かつてノーラドールを夕暮れの海岸線に連れて行ったとき、その顔には何の表情も浮かんではいなかった。そこにあったのは、潮風に晒されても眉一つ動かさない、仮面のような娘の顔だった。

　やがてレメルソンの表情が忌々しげに歪む。ぎり、という歯を食いしばる音が聞こえたかと思うと、男は吐き捨てるように言った。

「──ノーラの乗っていない列車など、止まっても構わん」

「……レメルソン博士」

　そこで、バーダロンは静かに口開いた。そして目の前の男に対して、初めて憐憫と哀切の瞳を向ける。

「──ノーラは、もう死んだんだ」

　その断言がきっかけだった。

　レメルソンの顔が醜悪に歪み、その口からはまるで絶叫のような言葉が解き放たれる。

「黙れッ！」

　男が両腕を大きく広げたとき、周囲に異変が起きる。今まで静止していた人形たちが、まるで吸い寄せられるかのようにレメルソンのもとへ集結していった。

「ノーラは死んでなどいない、ノーラは生きているのだ！　たしかにまだ、あの子の魂はこの世界にあるのだ！」

　まるで稚ち児ごのような主張を叫びながら、レメルソンは怨嗟の目でバーダロンを睨む。そこにあったのは敵てき愾がい心しんというよりも、明確な拒絶の意思だった。

　あまりにも奇怪な光景だった。人形の群れは、レメルソンを車椅子ごと吞み込んでいった。ガチン、ガチン、と、何かの歯車が嚙み合っていくような硬質な音が、矢継ぎ早に響く。人形たちはその形状を変形させ、レメルソンの機械の身体に組み合わさっていく。両脚へ、両腕へ、胴体へ──。

　やがてそこに現れたのは、巨大な一体の人形だった。全長で二〇フィート近くはあるだろう。その身体は、すべて人形の身体が組み合わさって出来ていた。体表には感情の無い人形の顔がまるで斑点のように浮かび、その頭部ではトーマス・レメルソンの上半身が忌々しげに世界を睥睨している。

　バーダロンを拒絶するかのように、男は絶叫する。

「たトえ戯レ言にすらモ──」

　男の瞳から、既に理性は消えていた。

「ノーラを殺さセはせん！」

　歪んだ声で尚、娘への愛を語りながら、その怪物は小説家の前に立ちはだかった。
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　その青年は一度、膝から頽れてから、ゆっくりと立ち上がった。

　そして、寝台の上で横たわる少女の姿を見下ろす。

「──案ずるな、人生に意味は無い」

　そう言って、彼は薄く微笑んだ。それは哀しげな、或いは優しげな、はたまた見方によっては底冷えするほど無感情な表情にも見えた。

　それは、ニコラス・テラーの外見をしていたが、まったく別の人間だった。

　イヴは浅い呼吸を何度も繰り返しながら、そんな彼の顔を見上げていた。周囲には喉の奥にまで絡みついてくるような、濃密な機械油の匂いが立ち込めていた。

「……たまに懐かしく思うよ。そう嘯いた作家は、この世界ではまだ物心もついていないんだ」彼は少し寂しそうに呟いた。「こちらの彼も、銃ではなくペンを取ってくれるといいんだが」

　それが、この正暦世界には存在しないサマセット・モームという作家の言葉であることは、もちろん、イヴには分からなかった。理解しようと努めることも出来なかった。そのための気力は、既に大量の血液と共にイヴの身体から流れ出てしまっていた。彼女の肉体のあらゆる器官は、着実にぬくもりを失いつつあった。

「とにかく、そんなに悲しむ必要も、焦る必要も、それに怒る必要も無い。人間なんて意思を持った人形と大差無いんだよ」

　その言葉はイヴに、慰めのようにも、はたまた逆に蔑みのようにも聞こえた。だから嘆かなくていいんだよ、と。あるいは、おまえは所詮、人形なんだ、と。

　イヴの視野が霞む。途切れ途切れの記憶が、走馬灯のように彼女の頭を駆け巡る。だが、それでも彼女は希こいねがわずにはいられなかった。

　イヴは世界の空気を弱々しく振動させる。

「助け、て……」

　しかし、彼は瞼を伏せて首を振った。

「残念ながら、いくら私といえども、この状態から『君』を救うのは不可能だ」

　そんなことはイヴも知っていた。それほど彼女は愚かではないし、強欲でもなかった。だから彼女は最後の力を振り絞り、自らの本当の願いを口にした。




「──あの二人を、助けて」




　イヴが最後に見た光景。

　不条理と暴力と悲劇に、真っ向から立ち向かう、傭兵と小説家の姿。

　自分はこの旅の間、ずっと彼らに守られてばかりだった。

　彼らは教えてくれた。

　アイスクリームを、ポップコーンを、回転木馬を、ゴールデンリングを──この世界の楽しさを。

　──笑いなさい、イヴ、とあの人は言った。

　──人はね、心臓が動いているだけじゃ、生きてるなんて言わないのよ、と。

　だから、私は笑えたのだ。

　生き始めることが出来たのだ。

　人間に、なることが出来たのだ。

　そして今、その二人が危機に陥っている。

「お、ね……が、い……」

　たとえこの身が朽ち果てようと。

　魂のひとひらしか、この世に残らずとも。

　ここから先の私を、この世界が許さずとも。

「わ、たし、は……」

　私は。

「あ、の、ふた、りを……」

　だから……！

「まも、り、たい……！」

　守りたい。

　──それが、イヴの最後の願いだった。

「……敬虔だね。奇しくもそれは実に人間らしい感情のひとつだ」

　冷笑のようなものを浮かべながら、彼は言った。

「──分かった。その願い、この『未来王』が叶えよう」

　彼の返事が聞こえたかと思うと、イヴの意識は暗闇の奥底へとゆっくりと落ち始めた。

「地獄へは私も共に堕ちてやろう。もとより、此処は既に地獄のようなものか」

　遠くにかすかに聞こえる声をよそに。

　イヴという存在が、世界から離れていく。

　思考という行為すら飲み込む暗黒へ。

　そしてその彼方にある、覚醒の瞬きへ。

「──念の為、別れを告げておくよ。君の眠りが安らかであることを、そして続く人生が豊かであることを」





◇






　白い空間だった。色も無く、明かりも、暗闇も、時間も無かった。

　イヴはいつの間にかその空間に立っていた。

　貫かれた筈の心臓に、しかし痛みは無い。

　見下ろすと、傷すら無かった。

　ふと気づくと、自分の目線の先に人影が映る。

　イヴがそれに向かってゆっくり歩み寄ると、向こうもこちらに歩いてくる。ちょうど同じ歩数分を歩いたところで、二人は邂逅した。それは、まるで鏡を見ているかのようだった。自分と瓜二つの少女である。彼女はにっこりと、イヴに向けて微笑んだ。

「こんにちは、やっとお話が出来るね」

「あなたは？」

「私はノーラ・レメルソン。あなたのお名前は？」

「私は、エヴァン……」

　と言いかけたところで、イヴは口を閉じた。

「いえ、私はイヴ」と、彼女は言い直す。「イヴ・フォレスター」

「そう、イヴ。イヴね」

　と、ノーラは嬉しそうにその名前を繰り返した。イヴは怪訝に周囲を見渡した。

「ここはどこ？」

「ここは私の中、あの人が言うには『エジソンズレコード』という場所みたい」

「私は死んだの？」

　その質問に、ノーラは言いづらそうに俯いた。

「……ええ、あなたの肉体は、もう動かすことは出来ない」

「──そう」

　イヴは項垂れる。悲しみが溢れだしたが、何故か涙は流れなかった。

「ねえ、イヴ。あなたは生きたい？」

「え？」

「もう一度、あの世界で生きてみたいと思う？」

「うん、思うわ」

「どうして？」

　その問いに、即座にイヴの口から言葉は出なかった。答えが出なかったからではない。どの答えから口にすべきか、迷ったからだ。ノーラはその沈黙を吟味するようにしげしげとイヴを見つめていた。しかし、やがて彼女は再びにっこりと笑った。

「そっか。うん、わかった」

　そう言って、ノーラはイヴを抱きしめる。そして、優しく語りかける。

「それなら私の身体を、あなたにあげる」

「それじゃ、あなたは？」

「私はもう、充分に生きたの。それほど長い人生じゃなかったけれど、楽しい思い出だってたくさんある。少なくとも、あなたよりはね」

「でも……」

「だから、今度はあなたの番。でも、一つだけお願いがあるの」

「お願い？」

「お父様を止めてあげて。もう、楽にしてあげて欲しいの」

「レメルソン博士を？」

「うん。私にとっては、大事なお父様だから」

「わかった。約束する」

「──これから、とても苦しくて辛いことが起きる。あなたはそれに耐えなくちゃいけない。大丈夫？」

「うん。大丈夫」

「逢えて良かったわ、イヴ」

「私もよ。ありがとう、ノーラ」

　──そして、その世界は電源が切れたかのように、静かに閉じた。

　そして、イヴは現実世界に浮上する。

　最初に身体中に雷が流れるような感覚があった。

　そして、気が狂うほどの激痛が全身を襲う。

　まるで魂を焼けた鋏で摑まれ、無理矢理に針のぎっしり生えた箱に押し込められているかのような、拷問にも似た感覚。

　痺れて、苦しくて、熱くて、痛くて、怖い。

　でも、それでも──。

　これが、自分の身体でなくとも。

　人間の身体でなくとも。

　世の理に反するものであっても。

　──もっと手を伸ばしなさい、イヴ。

　いつかあの人が、私に言ってくれたから。

　──大丈夫、あなたは私が捕まえていてあげる。

　その言葉が、彼女の全身に熱量を迸らせた、次の瞬間。




「お姉様っ！」




　──自動人形、イヴ・フォレスターは覚醒した。
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　レメルソンを突き動かしたのは怒りだった。

　本来ならこの女一人、自動人形たちに命ずるだけで簡単に始末出来る。あの候補者セミ・オリジナルの小娘のように、心臓を突き刺してしまえば終わりだろう。

　だが、それでは彼の中の憤怒は収まらなかった。たとえ言葉の上であっても、愛娘を殺す者は許されない。恐怖と絶望を与えた後に、自らの手で捻り殺してやらねば気が済まなかった。

　バーダロンと倒れ伏す傭兵を見下ろしながら、男は調子外れの不気味な声をひり出す。

「バァ堕ろン・フォ玲すター、貴様にハ安楽ナ死は送らレヌと思エ」

　悍ましき機械仕掛けの巨人と化した男は、床を揺らしながらゆっくりとバーダロンの下へと歩み寄って来る。周囲にはむせ返るほど濃い油の匂いが満ちていた。先ほどレメルソンに吸収された人形たち、そしてソードによって屠られた人形たちの残骸から溢れたオイルの匂いである。それはさながら、人形たちの血の臭気であった。

「……まるでマリー・へレスの小説の怪物だな」

　バーダロンが連想したのは、数多の生物を組み合わせて作られた怪物に関するゴシック小説だ。目の前の男はまさに、機械仕掛けの合成生物だった。

　バーダロンは意識の無いソードに肩を貸して、何とか立ち上がる。彼女はソードの胸ポケットからこっそりと『それ』を取り出し、額に汗を浮かべながらも不敵に笑って見せた。

「だが、貴様に流れているのは赤い血ではない。錆びの浮いた薄汚いオイルだ」

　カチンと言う小気味の良い音と共に、彼女はそのオイルライターに火を灯す。

「──貴様の憎悪も結構だが、こちらの炎もよく燃えるぞ」

　そう言って、彼女がその灯火を足下へ放った瞬間、床中に零れていたオイルに引火し、猛烈な勢いで燃え上がる。猛火は床を走り、部屋中へと広がっていき、やがてレメルソンの機械の身体をも駆け上がっていった。

　突然のことに男は怯んだが、この程度の炎が鋼鉄を燃やし尽くせる筈も無かった。レメルソンに届いた炎は、その機械の身体の表面を焦がすだけに留まる。しかし、そこで彼はバーダロンの真の狙いに気づく。

「小賢シイ真似ヲ……」

　炎は部屋のあちこちに燃え広がり、機械油独特の黒煙が視界を不明瞭にしていた。レメルソンの右目が、バーダロンとソードの姿を見失う。

　その隙に、バーダロンはソードを肩で抱えたまま、姿勢を低くして出口へと必死に走る。歯を食いしばり、吹き付ける熱風に大粒の汗を搔きながら。それは、普段の彼女の立ち居振る舞いからは想像も出来ないほどに、まさに死に物狂いの逃走であった。

　──ソードの意識が戻らない以上、今はまだ逃げるしかない。

　頼みの綱はもはやニコラスだけだ。未知数だが、この怪物を止められるとしたら、もはやそれくらいしか……。

　出口まであと一歩というところまで来たとき、バーダロンの頭上を高速で通過するものがあった。それは彼女の目の前で天井を破壊し、轟音と共に瓦礫の雨を降らせる。すんでの所でバーダロンは飛びすさり、辛うじて難を逃れたものの、ソードごと床に倒れ込む。

　しかし──。

　顔を上げたバーダロンは思わず歯嚙みする。目と鼻の先だった脱出路は、瓦礫で完全に塞がれていた。それを為し得たのは、異様なまでに伸びたレメルソンの巨大な右腕である。

「逃ガすもノカ、狡猾ナ魔女めガ」

　詰め寄ってきた人形の頭部で、レメルソンの上半身がバーダロンを見下ろしていた。倒れ伏すソードの傍らで、バーダロンは毅然としてそれを睨み付ける。

　火の手は更に勢いを増し、吸い込む空気ですら火傷しそうなほどに熱い。目眩ましの為の不退転の策だったが、こうなってしまえば裏目以外の何物でもない。だが、それ以外にバーダロンに選択肢など無かった。つまり、この状況はその策すらをも失った最悪の展開である。

　だが、彼女は諦めない。ソードを守るように立ちはだかりながら、必死で思考を走らせる。

「炎デハ殺サナイ、私ノ手デ始末シテヤル」

　そんなバーダロンを嘲笑するかのように、レメルソンの豪腕が無慈悲に振りかざされる。燃える世界で、機械仕掛けの巨人が告げた。

「舌上でノーラを殺シタ罪ヲ、悔イルガイイ」

　熱風と共に巨大な腕が振り下ろされる、その時だった。

　──轟音だった。

　業火を纏う出口の瓦礫を打ち砕き、紅蓮の戦場へと特攻する影があった。

　豊かな栗色の髪を靡なびかせ、紅の先に姿を顕した少女は、あらん限りの声で叫ぶ。

「お姉ぇ様ぁぁぁッ！」

　バーダロンはその目を疑う。

　レメルソンまでもが、突然のことに愕然としていた。

　しかし、誰にも声を出す暇を与えず。

　その少女は炎を纏いながら一直線に宙空を駆け抜け。

　その華奢な拳で、レメルソンの顔面に。

　──ダイヤモンドの如き強靱な一撃を喰らわせたのだった。
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　機械仕掛けの巨人の身体がぐらりと揺れ、地響きを立ててその場に尻餅をつく。その頭部に鎮座していたレメルソンは、左顔面を覆っていた機械の仮面が粉々に砕け、配線や歯車を外気に露わにしながら、白目を剝いていた。

　それを為し遂げた少女は空中で身を翻し、その姿を小説家の前で明らかにする。

　華奢な十四歳の身体、栗色の髪、そしてその顔立ち。

　しかし、その瞳はかつての澄んだ碧い瞳から、橙がかった金色に変わっていた。

　いや、そんなことよりも……と、バーダロンは改めて目を疑う。

　その少女は、ゆっくりと、まるで羽根が天から舞い降りてくるかのように、バーダロンの眼前に降り立った。血のシミ一つ付いていない純白のワンピースが、バーダロンにまるで天使の降臨を想起させる。

　そう、その少女は、空中を自在に舞って現れたのだ。

「イヴ、なの……？」

　恐る恐る問いかけるバーダロンに、その少女──イヴ・フォレスターは頷いた。

「ええ。もう大丈夫です、お姉様」

　決意の表情で、イヴは告げる。

「──今度は、私が守りますから」

　すぐさまイヴは身を屈め、再び跳躍する。重力の頸木を引きちぎるかのように、天井すれすれまで飛翔したかと思うと、倒れ伏すレメルソンの頭部めがけて直角に突撃した。

　人間として有り得ない動きに、バーダロンは驚愕よりも先に胸が締め付けられた。

「イヴ、あなたは……」

　バーダロンの呟きも余所に、イヴの再びの鉄拳が炸裂せんとした、そのときだった。巨人の右腕が、その巨体からは想像も出来ない速度でイヴの身体を捕らえた。

「きゃっ」

　短い悲鳴を上げるイヴを、起き上がったレメルソンの顔が覗き込んだ。彼女の顔を自らの眼前に近づけて、残された右目で舐めるように観察する。

「オ、おオ……」

　すると突然、レメルソンの右目に涙が溢れ出す。号泣と言っても良いほどの勢いで落涙しながら、レメルソンの上半身が両腕を伸ばした。

「ノーラ、ノーラ……オオ、ソノ顔ハ、ソノ表情ハ！　嗚呼……！」

　怒りの表情を露わにするイヴを前に、まるですべてが救われたかのように、レメルソンは感涙しながら両手を伸ばす。しかし、イヴは黄金色の瞳で毅然と睨み返した。

「いいえ、レメルソン博士。私はノーラではありません」

　そして次の瞬間。

　彼女を押さえ込む巨人の右手が、無数の断片に切り刻まれる。

「私はイヴ。ノーラからこの身体を預かった──人間です」

　拘束を解かれたイヴの両の前腕からは、あのシャトーモアのような刃が飛び出していた。しかも、それは甲高い唸りのような音を発しながら、小さな振幅で震動している。

　その現象を目の当たりにしたレメルソンの表情が、凍り付く。

　その兵装はレメルソン博士の設計に無いものであった。彼の中に不穏なノイズが走り出す。何故、こんな物騒なものが、ノーラの身体に備え付けられている？　いったい誰がこんなものを？

「──あの短時間でその素体に追加出来た機能は二つだけだ」

　レメルソンの疑問に答えるように、青年の声が響いた。

　彼は先ほどイヴが空けた穴から、悠然とした足取りで部屋へと入ってくる。

「超震動によって掘削率を大幅に向上させた、シャトーモアの上位互換兵装である震動刃」

　その黒縁眼鏡の奥からは、自信に満ちた切れ長の瞳が巨人を睨めつけていた。

「もう一つは脚部に備え付けた高濃度過酸化水素を用いたヴァルター機関。ああ、そういえばもう一つあったか」

　と、その青年は頭上のレメルソン博士の顔に向けて、見下すような冷笑を浮かべた。

「表情だ。貴様の失敗作と違って、僕の作品は笑うことも怒ることも出来る」

　まるで別人のようだった。その男の振る舞いに、あの気弱な青年の面影は何処にも無い。彼の瞳に宿るのは、自分の叡智に対する強固な確信と、目の前の怪物に対する蔑みだった。

　バーダロンは確認するかのように、恐る恐る彼の名を呼ぶ。

「ニコラス、なのか……？」

「フォレスター、約束は果たした。しかし、謝罪しよう。あれしか方法が無かった」

　苦渋に眉を寄せる青年を見て、バーダロンは確信する。

　ニコラスだ。この青年は確実に、彼の人格の延長線上にある存在なのだ。

「誰ダ」レメルソン博士の右目が、忌々しげにニコラスを見下ろす。「貴様ハ、何者ダ」

「貴様如きに叡智を授けてしまった大罪人だよ」

　自嘲気味に言った後で、青年はその黒縁眼鏡を外し、鋭い眼光で男を射い貫ぬく。

「平伏せ、レメルソン──僕が『未来王エジソン』だ」

　堂々たる立ち居振る舞いで、青年は名乗りを上げる。

　レメルソンは困惑した様子で、宙に静止したままのイヴを振り返る。そして巨人の右腕の断面を、それでも尚、彼女の方に伸ばした。彼は譫うわ言ごとのように娘の名を繰り返す。

「ノーラ……私ノ、ノーラハ……私ノ、娘ハ……」

　バーダロンはそこで理解する。トーマス・レメルソンが、その傲慢さ故にすべてを失ったことに。

　自身こそが叡智のすべてを握っていると妄信したこと。そして、自身と次元の違う存在、未来王の存在に気づけなかったこと──それが、この男の最大の敗因だった。

　故に、彼は自分のよすがであったノーラを、永遠に失ったのだ。

　哀れに手を伸ばしてくる男の眼前で、イヴは目を伏せ、静かに首を左右に振った。

「──ノーラはもういません。私にこの身体を残して、完全に消え去りました」

　その宣告が決定的だったのだろう。

　──トーマス・レメルソンの心に、致命的な亀裂が入る。

　やがて彼は天を見上げ、あらん限りの声で愛娘の名を絶叫した。

　すると、巨人の足下から、まるで意志を持った蛇へびのように、無数のワイヤーのようなものが床を走り出す。それは燃えさかる人形たちの残骸に食らいつき、炎ごと巨人の身体へと引き寄せていった。

　やがて巨人が燃える人形たちを吸収し、巨人は今や地下室の天井を突き破らんばかりに肥大化していた。そこに、もはや人の形を保とうとする意志は無いようだった。

　やがてバーダロンたちの前に顕現したのは、紅蓮に燃えさかる機械仕掛けの怪物だった。

　ニコラスが舌打ちを漏らす。

「……自我が崩壊したか」

　怪物は尚も巨大化を続け、天井から瓦礫が降り始める。このままでは建物ごと破壊しかねない。あんなものが外界に現れでもしたら、街は大混乱に陥るだろう。

　バーダロンは唇を嚙む。脳裏を過ったのは十二年前の炎の光景だ。あの惨劇を今に再現させるわけにはいかない。しかし、故に彼女は懊悩する。

「お姉様」

　と、イヴの声が頭上から舞い降りる。見上げるバーダロンに、彼女は微笑んだ。それは彼女の気持ちが、バーダロンと同じであることを示す表情だった。

「大丈夫です。さっきも言った筈です。今度は私の番だって」

「イヴ！」

　バーダロンの制止を余所に、イヴはその両腕を広げた。その前腕の刃が再び超高速で震動を開始する。

「──お父様、今、止めて差し上げます」

　二人分の意志を言葉に乗せて、イヴは炎の巨人へと特攻していった。

「フォレスター、このままでは我々も生き埋めになるぞ」降りしきる瓦礫の中でニコラスが告げる。「ジョナサンとヴィリティスは先に外に逃げている。僕らも早く」

「駄目よ」バーダロンは即答する。「イヴがまだ……」

「イヴは大丈夫だ。レメルソンの素体に僕の手を加えてある。この程度の炎なら……」

「違う」バーダロンは強く、首を横に振った。「あの子一人だけに、あんな苦しい想いをさせるわけにはいかないわ」

　バーダロンは沈痛な面持ちで頭上を見上げる。そこでは、のたうちまわる炎の腕をかいくぐりながら、怪物に幾度もの太刀筋を刻もうとする少女の姿がある。

　やがて、天井の一部が砕け、一階の本棚が雪崩なだれのように落ちてくる。それは次々と炎に焼かれ灰になっていく。更に巨人は、本と一緒に落ちてきた白い人形たちの残骸までをも吸収し、どんどん巨大化していく。

　このままでは、あの怪物は人形図書館の外に出て、ロア市に惨劇を生むだろう。きっとイヴにはそれが分かっているのだ、とバーダロンは思う。

　バーダロンは思わずその場に屈み込み、倒れ伏す傭兵の両肩を摑んだ。

「ソード、起きて、お願い」

　バーダロンは、瞼を閉じたままのソードに必死に呼びかける。

「あの子が戦ってる、あの子を助けて」

　その瞳に、切実な涙を浮かべながら。

「……あなたは、私の雇った傭兵でしょう？」
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　暗闇だった。

　自分が立っているのかどうかも分からない。

　俺は、死んだのだろうか。

　左腕の感覚が無かった。確かにそこに実存は感じるのに、自分の腕のような気がしない。そしてその無感覚は、段々と俺の全身に広がっていく。

　ペリノアのことを思い出した。彼女が俺の目の前で黒い怪物に変貌していく、俺の中に呪いのように刻まれた光景。彼女もこんな感覚だったのだろうか。こうやって、消えていったのだろうか。

　──このままでいれば、俺も砂となって消えることが出来るのだろうか。

　しかし、そんな無感覚の汚泥の中で、俺の右腕だけがはっきりとその感覚を握り締めていた。その右手が握るものが、懐かしい声で俺に語りかける。

　──アーサー、顔を上げなさい。

　マリーン先生の声が、ゆっくりと俺の右腕に温度を宿す。

　──強くなりなさい。

　熱は心臓に伝わり、少しずつ左腕へと広がっていく。

　──どれほど残酷なことが起きても、侵されないくらいに強く。

　無感覚の暗闇が、少しずつ、確実に拭い去られていく。過去の記憶が、まるで車窓を流れる景色のように、高速で俺の目の前を通り過ぎていく。

　アタヘイの街並み、懐かしい友人たち、ペリノアの笑顔。

　──アーサーは強いよ。たぶん、自分で思っているより、ずっとね。

　十年の放浪、傭兵組合の同僚たち、そして再び、あの山の光景。

　世界の果てのような場所で、迫り来る死を前にして、それでも彼女は俺を信じていた。

　──おまえは、私の雇った傭兵だろう。

　ああ、分かっている。

　……その傭兵が、砂になって消えることなど。

　おまえの物語には、絶対に無い筋書きだってことも。

　心臓が一際大きく脈打ち、左腕に灼熱が迸った瞬間。

　俺は自らの意志で、その暗闇から浮上した。
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「フォレスター、危ない！」

　青年の声で、彼女は咄嗟に頭上を見上げた。突然天井から、その身体を容易に押し潰せるほどに巨大な瓦礫が迫ってくるのが見えた。バーダは声を上げる余裕すら無く、思わず固く目を閉ざした。

　しかし、瓦礫はバーダの頭上で粉々に砕け散る。瞼を開けて啞然とする彼女の瞳が捉えたのは、突き上げられた俺の黒刃の左腕だった。俺の顔を振り返り、彼女は顔をくしゃくしゃに歪めそうになる。しかしその前に、俺は自虐的に笑って見せる。

「──また待たせちまったな、バーダ」

　バーダは堪えて、涙に濡れた瞳のまま、強がりのような笑みを口元に取り戻した。

「──いつものことよ」

　俺は傍らに転がっていた相棒、ピースメーカーを右手で拾い上げる。そして、左腕を目の前に掲げ、その掌を開閉してみせた。黒い刃に包まれたその左腕は、しかしその鋭利な指先の一本一本にまで、確実に俺の感覚が行き渡っている。心配そうに見つめるバーダを背に、俺はそいつに向き直る。そこにあったのは紅蓮の炎を纏う、機械の怪物だ。同じく隣でそれを見上げ、ニックが言う。

「あれがレメルソン博士だ」

「だろうな」

　俺は鼻を鳴らして、両腕の武器を構えた。

「ニック、バーダを連れて逃げろ」

　ニックが頷き、その横でバーダが俺の服の裾を摑んだ。

「ソード、お願い」今にも泣きそうな目で、彼女は言う。「イヴを、助けて」

　再び怪物を見やり、俺はそこに、奴と対峙する一人の少女の姿を見た。両腕に刃を纏い、人間離れした動きを見せる少女の姿を前に、俺はその現実を即座に理解する。

　湧き出てくる後悔と絶望に、俺の左腕が一瞬だけ強く脈打った。しかし、俺はその衝動を全力で押さえ込む。その決意を自身に言い聞かせるように、俺は呟いた。

「──ああ、今度こそ」

　床を蹴り、燃えさかる炎を切り裂き、俺はその怪物へと激走を開始した。
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　イヴは苦戦を強いられていた。

　機械の怪物は館中に転がる人形を闇雲に吸収し、どんどん巨大化していく。その腕は既に六本まで増え、まるで巨大な蛇のように縦横無尽にのたうち回っていた。地下室の天井が破壊され、ついにその空間は一階と吹き抜けになる。書棚の本が雨のように降り注ぎ、次々と燃えていく。

　それでも尚、怪物の暴走は止まらなかった。六本の腕は紅蓮をまき散らしながら、壁や天井を破壊し、やがて図書館の二階まで打ち破ったかと思うと、屋根すらをも破壊し始めた。穴の空いた屋根から、深夜の月光が地獄のような世界に儚げに射し込んだ。

　──人形図書館が、崩壊しようとしていた。

　イヴは焦燥する。

　早く決着をつけねばこの怪物は図書館の外に出て街を襲うだろう。コアとなっているレメルソン博士さえ倒すことが出来れば、止められるかもしれない。

　しかし、既にレメルソンの身体は、体表にかき集められた人形の殻に隠されてしまっている。イヴは六本の腕をかいくぐり、何度もその殻を斬り付け続けているものの、すぐに周囲の人形が寄り集まって傷を塞いでしまう。イヴの力では、まるで火力が足りなかった。

　この怪物を倒すには、一撃でコアを打ち抜けるほどの火力が要る。

　やがてイヴは、その方法に気づく。おそらく、この身体でその火力を引き出すことは不可能ではない。

　──ただ、この身体はそれに耐えられないだろう。

　恐れ故に、一瞬でも躊躇を挟んでしまったことを、しかしイヴは恥じた。

　……何を恐れることがある。私は決着をつけるために、もう一度、この世界に繫ぎ止められたんじゃないか。

　首を振って自分を奮い立たせ、イヴが脚部の推進機関を最大戦速で出力させようとした、そのときだった。

　男の大きな雄叫びが響いた。イヴが咄嗟に目をやった先に、驚くべき光景が広がった。その男は炎に包まれた巨人の身体を生身で駆け上がり、天高く飛翔する。そしてその勢いのまま、怪物の巨大な腕の一本めがけて豪快に斬りかかった。

「ソードさん！」

　イヴが男の名を叫んだのと、その鉄の剣が炸裂したのは、ほぼ同時だった。

　銃声のような音が連続で三発。そしてぎゃりぎゃりという、鈍く太い金属の裂ける音が響く。そして次の瞬間、銃の剣ガン・ブレード『ピースメーカー』の三連射の一撃が、あの大樹のような巨人の腕を斬り落としたのだった。

　あまりに規格外な芸当に、イヴは口を開けて愕然とする。しかし、次の瞬間には慌ててその方向に向けて空を蹴った。落下していくソードの右腕を、空中で辛うじてイヴの華奢な両手が捕まえる。そしてソードを抱えたまま高く飛翔し、怪物から少し距離を取った。そこで彼はイヴを見上げて、どこか自虐的な笑みを浮かべた。

「助かったぜ、脚の骨を折るところだった」

「ソードさん、なんて無茶なことを……」

「──そりゃこっちの台詞だ」

　自分を見上げるソードの瞳には、確かな憤りがあった。しかし、その感情はイヴに向けられているようにも、或いはソード自身に向けられているようにも見えた。

「それで、奴の本体はどこだ」ソードは眼下の怪物を見やって目を細める。「頭を潰せばさすがに止まるんだろ」

「あの大きな瘤こぶになっているところです。ただ、何度斬り付けてもすぐに殻が塞がってしまって……」

　破壊するためには瞬間的な火力が必要であることを、イヴはソードに伝える。そして、それを為し得る方法も、自分がそれを為そうとしていることも、イヴは正直に話した。

「……お姉様に、ありがとうと伝えてください」

　イヴは柔らかく微笑んで、そう付け加える。反対されるであろうことは理解していた。しかし、そのときはこのままソードを図書館の外まで運び出してしまえばいい。

　だが、返ってきた言葉は、イヴの予想外のものだった。

「──面白ぇな。それ、俺にやらせろよ」

「え？」

　啞然とするイヴに対して、ソードは口元に笑みを浮かべていた。まるであの小説家のように、自信に満ちあふれた不敵な笑みである。

「で、ですが、ソードさん」

「忘れたのか」呆れたように、ソードは言う。「俺は不死身だ」

　しかし、見上げた男の目に宿っていたのは、イヴへの信頼だった。これを為し得る為には、自分の力も必要なのだ、と。

　故に、イヴは瞳に決意を宿し、こくりと頷きを返した。
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　バーダロンはニコラスの後に続き、一階の窓を突き破って人形図書館を飛び出した。それとほぼ同時に、先ほどまでいた場所に火の手が回る。壁に亀裂が入り、建物中の窓硝子が割れ始めた。

　建物から距離を取ったところで、先に脱出していたジョナサンとヴィリティスが二人を出迎えた。

「バーダロン、ニコラス、大丈夫か！」

「イヴとソードは？」

　女騎士の問いに、バーダロンは人形図書館を振り返る。

「まだ、戦っている」

　仰ぎ見る夜空は満天の星だった。満月の金色の光が世界に降り注ぎ、燃えさかる人形図書館を照らしていた。

　あの紅蓮の中で、ソードとイヴが戦っている。

　バーダロンは拳を握りしめて、唇を嚙んだ。今の彼女には、もはや祈ることしか出来ない。しかし、その先は神に対してではなかった。

「……アトラ、お願い」バーダロンは両手を胸の前で組む。「あの二人を守って」

「──何だ、あれは？」

　それに最初に気づいたのは、ヴィリティスだった。バーダも咄嗟にその方向を見やる。

　人形図書館の屋根を突き抜けて、影が一つ、満月へと向かって一直線に飛翔していた。
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　猛烈な風が、俺の全身を包んだ。

　重力の抵抗を振り切りながら、我々は空気の壁をいくつもぶち破る。イヴは俺を背後から抱きかかえながら、その両脚の機関で天高く飛翔していく。

　そして、怪物の開けた屋根の穴から、俺たちは人形図書館の外に飛び出した。我々を取り囲んでいた炎の熱気は拭い去られ、夏の夜の涼しげな空気が出迎える。しかし、その清々しさを堪能している暇は無い。イヴは俺を連れて、遙か上空の満月めがけて更に天高く飛翔していく。

「ソードさん、しっかり摑まっていてください！」

「ああ！」

　言葉は発した直後に足下へと落下していき、俺の顔に吹き付ける風がまるで吹雪のように冷たくなっていく。かつて味わったことの無い感覚に肝が冷えそうになるが、俺は歯を食いしばって耐える。気づけば、我々の右手にロアの街の絢けん爛らんな夜の灯りが見え始め、左手には月光に照らされる真西洋の水平線が見えた。

　やがて俺たちは最高高度に達し、満天の星を背に身を翻す。

　眼下、先ほど我々が飛び出してきた人形図書館は、まるで地図の上に刺した虫ピンのように小さく見えた。俺は覚悟と共に、右手で腰のピースメーカーを引き抜く。

「──ソードさん、宜しいですか？」

　イヴの問いに、俺は強く頷きを返す。覚悟は既に決まっていた。

「──ぶちかましてやろうぜ」

　そして俺たちは、先ほど飛び出してきた屋根の穴めがけて急降下を開始する。それはただの落下ではない。我々は頭を地面に向け、イヴの脚の推進機関を使ってどんどん加速していく。凍えるほどの風は、やがて痛みとなって俺の全身を切りつけ始めた。

　俺たちの目標は一点、あの怪物のコアとなっているレメルソン本体である。

　奴は人形たちの残骸を寄せ集めて作った分厚い殻で守られている。それをぶち破るために必要なのは、大砲のような瞬発的な火力だ。

　イヴの最初のアイディアは、その両脚の推進機関と重力を使って、高高度から自らをその大砲の弾としてあの怪物に打ち込む、というものだった。まさに捨て身の特攻である。彼女の身体の耐久性がどれほどなのかは分からないが、おそらく無事で済むということは無いだろう。

　だが、俺なら話は別だ。不死身の身体ならば死ぬことも無い。その上、今の俺の左腕は、鋼鉄をぶち破るのにも打って付けである。

　夏の夜を斬り裂き、俺たちは弾丸のように大地へ向けて特攻する。俺の視界では、目標となる一点を除き、世界が凄まじい速度で削れ消えていく。やがて俺たちは人形図書館の穴を抜け、再び業火の燃える地獄へと舞い戻る。

　暴れ狂う機械仕掛けの怪物が見えた瞬間、俺は叫んだ。

「今だ！」

「はい！」

　イヴは俺の身体を解き放ち、俺はさながら砲弾の如く怪物の懐へと突っ込む。奴は咄嗟にその腕の一本をもたげて防ごうとしたが、間に合う筈も無かった。

　焼け付く空気が俺の肺を満たし、やがて猛りの声となる。

　刹那、獣の豪腕がその殻に炸裂し、轟音が人形図書館を揺らした。

　幾層にも折り重なった殻はその衝撃で爆ぜるように吹き飛び、周囲に残骸を散らす。俺は全身の骨が砕ける程の激痛に耐えながら、その左腕を奴の身体の奥深くへと穿っていく。その腕の勢いが止まり、層の最後の一枚に到達したとき、俺は左手の爪をその殻に突き立てた。そしてそのまま、力任せに殻をこじ開けていく。

　その左腕を覆う鎧が、その力に耐えかねるようにバリバリと剝がれ始める。激痛に顔を顰めながらも、しかし、俺は強引に最後の殻一枚を引き剝がした。

　やがて現れた空洞の奥底に、俺を見上げる愕然とした男の顔を見た。レメルソンは憔悴し、焦点の合ってない目で、俺を見上げる。

「ア、嗚呼、アァ……」

　もはや理性すら無いのだろう。男の口からは涎よだれと共に、譫言のような言葉しか零れてこなかった。そこにあったのは、あまりにも哀れで、あまりにも無様な、一人の男の成れの果ての姿であった。

　俺は右手に握るピースメーカーの撃鉄を起こし、大きく振りかざす。

「終わりにしよう、レメルソン博士」

　俺はささやかな憐憫を胸の奥に押し込め、無慈悲にそう告げた。

「──これが、俺の受けた依頼だ」

　そして次の瞬間には。

　この夏の夜の悪夢を、俺の渾身の一閃が断ち斬った。
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　一際大きな音が、人形図書館の方から聞こえた。何かが倒れるような、重々しい音だった。

　その音に連なるようにして、ついに建物の外壁の一部が崩れ始める。内部の支柱を失ったのか、建物を構築する煉瓦が解けるようにして地に落ちていく。

　人形図書館の終しゅう焉えんだった。

　バーダロンたち四人は少し離れた場所で、その様子を見つめていた。

「イヴ、ソード……」

　バーダロンが心配そうに呟いたのと、ヴィリティスの目がそれを捉えたのは、ほぼ同時だった。

「バーダ、あれを見ろ」

　女騎士が指さした方向は、人形図書館の上空だった。一つの影が建物から飛び出し、こちらの方に飛んでくるのが見える。やがてそれは、四人の前にゆっくりと降下してくる。

　降り立ったイヴは、ぐったりしたソードの身体を抱えていた。彼の左腕はいつの間にか人間のものに戻っている。イヴはソードの身体を優しく大地に横たわらせ、駆け寄ってくるバーダロンを見上げて頷いた。

「気を失っているだけみたいです。凄く消耗していたので……」

「──レメルソンは？」

　その問いはニコラスからだった。イヴはどこか悲しげな笑みと共に、横たわるソードを見やった。

「結局、ソードさんがすべてを終わらせてくれました」

　そして、困ったような笑顔で、バーダロンに向き直る。

「私、最後まで役に立たなくて……」

　イヴの身体はボロボロだった。その腕や脚の破れた皮膚の下には、鈍く月光を反射する金属の輝きが見える。その姿が、彼女が以前のイヴではないことを物語っていた。

　誰も、言葉を発することが出来なかった。人間であることを諦め、機械仕掛けの身体になるしかなかった少女。そんな存在に、憐憫以外のどんな言葉が向けられるというのだろう。

　イヴは一同の沈黙を前に、困ったように微笑むだけだった。

「……なんだか変ですよね」と、唐突にイヴは頭を下げる。「私、死んだ筈なのに、こうして皆さんとお話ししてるなんて」

　それでも、イヴは気丈に笑顔だけは崩さない。しかしその場の誰もが、その細められた瞳の奥に哀切を感じ取っていた。

「でも、もう満足しました」そう言ってイヴは未来王に視線を向ける。「だから……」

　そのときだった。

　バーダロンはイヴのもとへ駆け寄り、その腕で強く強く、少女の身体を抱きしめた。

「──イヴ、一緒にイクスラハへ帰りましょう」

　優しく、彼女は耳元で告げる。

　イヴの口が、やがて僅かに震えながら開かれる。しかし、言葉は頭の中をぐるぐると回るだけで、声は出てこなかった。

　私はもう死んでいるんです。人間じゃないんです。私は人形なんです。

　言うべきことはいくらでもあった。しかし、それを口にすることも出来ないくらい、彼女の心はマグマのような熱量に吞み込まれていた。

　バーダロンは抱擁を解き、イヴの瞳を見つめながら、ただ一言、その言葉を告げる。

「あなたは、私の妹よ」

　イヴの瞳が、やがてその異変を察知する。それは本来、レメルソンがノーラの為に作り上げた機能であり、これまで一度もうまく機能しなかったものだった。しかし今、それは未来王の手が加えられたことにより、正常に動作し始める。

　それは、涙だった。

　イヴの瞳から、途端に大粒の涙が溢れ出した。それは自律的に止めることが出来なかった。それは嗚お咽えつとなり、彼女の全身を震わせる。

「お姉様、私……」

　顔をくしゃくしゃに歪める少女を、バーダロンは再び優しく抱きしめる。

「大丈夫、前に言ったでしょう。あなたがどんな姿になろうとも」

　バーダロンの中で、それは何一つとして変わっていない。

　あの日、一緒に回転木馬に乗った時から。

「──あなたは、私が捕まえていてあげる」

　その言葉で、イヴの心を囲む城壁が地を打つ。

　少女は姉の胸元に顔を埋め、大声を上げて泣き出した。

　イヴの泣き声は潮風に吹かれ、岬を越えて、静かに夏の夜の彼方へと溶けていった。
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　──風が俺の頰を撫でた。夏の香りがする風だった。

　ゆっくり目を開けると、見慣れぬ天井が俺を迎えた。視界の隅で、レースカーテンの端が心地よさそうに揺れている。

　やがて、見慣れた顔が俺を覗き込む。彼女は俺の瞼が開けられているのを確認して、僅かに口元を緩めた。安堵と呆れが入り混じったような、穏やかな微笑だった。

「大丈夫そうね、ソード」

　彼女が言う。俺はゆっくりと身を起こして、頭を振った。ささやかな頭痛と倦怠感、そして口の中には古い綿を詰め込まれたような不快感があった。寝台から足を下ろし、顔を顰めながら周囲を見渡す。

「……ここは、何処だ？」

「オーリアのアトリエよ。あなたは、ほとんど丸一日寝ていたのよ」

　耳を澄ますと、穏やかな小波の音が聞こえた。西向きの窓から侵入する夏の陽射しが、俺の足元に日だまりを作っている。俺ははっとしてバーダの顔を見上げた。

「イヴは？」

「大丈夫」

　そう言った後で、深い憐憫が彼女の顔を覆った。

「……今はニコラスが整備してくれてる」

　俺の脳裏に、最後に見たイヴの姿が蘇る。怪物と化したレメルソン博士と真っ向から対峙し、互角に渡り合う少女の姿。俺でさえ、あの姿が何を意味しているのかは理解出来た。人間としてのイヴの身体は、きっとあの致命傷によって機能を終えてしまったのだろう。

「気に病むな」バーダがいつもの小説家口調で言う。「あの子はすべてを受け入れて、あの姿となった。あの子の選択の結果だ」

「選択の余地が無かっただろうが」俺は自身への怒りと共に吐き捨てる。「その状況に追いやったのは、俺だ」

　バーダはそんな俺を見下ろし、しばしの沈黙の後に口を開いた。

「──イヴは後悔していなかった」

　顔を上げると、バーダは真剣な顔で俺を見ていた。

「おまえの悔恨も分かる。だが、それはあの子の選択を尊重することとは矛盾しない。違うか？」

　しばらく考え込んだ後で、俺は頷いた。その通りだった。

　苦々しい思いに、俺の左腕が疼く。思わず右手を当てる。そこには、いつも通りの俺の左腕があった。昨夜、そこを覆っていた黒い刃の鎧は、その残滓すら無かった。

「それより、おまえの身体は大丈夫なのか？」

　バーダが俺の左腕に視線を向けながら訊ねた。

「ああ、今のところは問題無さそうだ」

　俺は左手を開閉しながら、眉を寄せて答えた。疑念は残りつつも、その回答がすべてである。その左腕は、いつも通りの俺の左腕だった。

　バーダは右手を顎先に当てて、何かを考え込むような表情で、そんな俺の様子を観察していた。その口が、とある単語を呟く。

「──やはり、最愛の霊薬によるものか」

「だろうな」

　俺の不死身の身体の原因となった、禁忌の霊薬。原因はそれ以外に考えられない。そして、今回それが暴走したきっかけも、俺には見当が付いている。イヴが刺された時だ。

　バーダにもそれが分かっているのだろう。彼女は気難しげな表情で、独り言のように漏らした。

「まさか、投与された人間の精神状態が何らかの作用を起こす、というのか……」

「なぁ、バーダ」と、俺は真剣な顔を向ける。「実は話があるんだ」

　と、俺が語ろうとした、その時だった。

　部屋の入り口にオーリアの姿が現れ、俺はその話を吞み込んだ。彼女は俺の姿を見るなり、その表情を明るくさせた。

「ああ、良かった！　目が覚めたんですね、ソードさん」

　俺は吐息を漏らし、気弱に笑って見せる。

「ああ。何とかな。俺の分の朝食は残ってるか？」

「ええ。もう夕食になりそうですけど」彼女はくすくすと笑う。「あ、でもその前に──」

　と、オーリアはバーダロンの方に目をやる。

「お客様がいらっしゃったわ、バーダ」

「ああ、予想していたよ」バーダロンは疲れたような吐息を漏らした。「通してくれ、オーリア」

　オーリアは頷き、その客人とやらを呼びに退室していった。

「客だと？　そりゃいったい誰だ」

　俺の問いに、バーダは苦い顔を浮かべる。

「今回、取引した奴だよ。正直、あまり会いたくはないがな」

「──あら、それは悲しいわね」

　と、入り口の方から涼やかな女の声が響いた。バーダロンはそちらを見やり、ますます苦い顔を浮かべて、その人物の名前を呟いた。

「フェイト・モルガーナ・スタンリー……」

「そう邪険にしないでください。私はただ、今回のお礼を言いに来ただけですよ」

「ふん、多忙極めるスタンリー社の社長が、ご苦労なことだな」

　そこでバーダは俺に気づき、思い出したように口を開く。

「ああ。ソード、お前にも紹介しておこう。彼女は……」

「──そちらが、例の不死身の傭兵さんね」

　その人物の瞳が俺に向けられた、その瞬間。

　──血が、逆流するかと思った。

　何故、バーダはこの人と会話をしているのだろう。

　これは、絶対にあり得ない光景だ。

　しかし、その人物が俺に向けて浮かべた妖しい微笑が、これが揺るぎようもない現実であることを告げる。それを理解した瞬間、全身の血が沸ふっ騰とうした。

「──十年ぶりかしら」

　その言の葉が切れる前に、俺はベッドから飛び起きた。刹那の間に傍らの剣を摑み、抜ばっ剣けんしてその女に斬りかかる。バーダの驚愕の声よりも先に、室内に甲高い金属音が響いた。

　目にも留まらぬ速さであった。俺の渾身の一撃は、その女がいつの間にか手にしていた短刀で、いとも容易く受け止められていた。全身全霊の膂力に顔を歪める俺の目の前で、彼女は当時と全く同じ、涼しげな微笑を浮かべる。

　その唇が、懐かしい声を紡ぐ。

「本当に強くなったわね、アーサー」

「何故だ！」

　湧き出てくる怒りを必死に抑えながら。

「何故、あんたが生きてるんだ……！」

　俺は問いの刃を突き刺す。

「マリーン先生……ッ！」
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　その女が僅かに腕の向きを変えただけで、俺は力の方向を捻られ、バランスを崩して床を転がった。フェイト・モルガーナ・スタンリーは──いや、我が剣の師匠、マリーン・サーティーンは、そんな無様な俺を冷笑と共に見下ろしていた。

　有り得ない光景だった。この女は確かに十年前、あの夜に、死体となって転がっているのを俺は見ている。

　俺を、ペリノアを、アタヘイの子供たちを、不死の怪物にした大人たちの一人。あの街の惨劇の元凶。俺は歯を食いしばり、怨嗟の目で奴を見上げた。

　そんな俺の傍らでバーダは驚愕に目を見開いていた。

「マリーンって……たしか……」

　あの春先の旅で、あの山からイクスラハへ帰る道中、俺は彼女に語ったことがあった。俺のアタヘイの友人たちのこと、その暮らしのこと、そして、俺に剣を教えてくれた師匠のこと。誰に想像出来たというのか。まさかその師が生きていて、ユナリアの経済界を牛耳る存在になっているなどと。

「あなたの怒りは尤もだわ、アーサー」

　そう言って、彼女は手近にあった椅子に悠然と腰掛けた。

「本当は私は、あなたの前に出てくるべきでは無かったのかもしれない。でも、仕方が無かったのよ。この限られた手駒の中で、確実にトーマス・レメルソンを止められそうだったのは、あなたたちしかいなかったから」

「何を、勝手なことを……！」

　再び立ち上がり剣を構えようとする俺を、しかしバーダが制した。

「待て、ソード！」手を広げて、俺の前に立つ。「まずは話を聞こう」

「話す余地なんて無い」俺は構わず一歩前に出る。「こいつは、俺たちを地獄にたたき落とした連中の一人なんだぞ」

「そうね」と、先生は悲しげに目を伏せる。「私はあなたアーサーを導く師匠マーリンであり、あなたアーサーを滅ぼす魔女モルガーナでもある」

「だからこそ、今この場で俺が……！」

「駄目よ、ソード」バーダはその細腕で俺の身体を止める。「あなたに、彼女は殺せないわ……！」

　その確信めいた言い方に、俺は眉を寄せる。

「殺せない、だと？」

「この女が、何の策も無くおまえの前に現れると思うか」彼女はそう言って魔女を睨む。「おまえの恨みを買っていることを充分に理解した上で、だ」

　マリーン先生は、その口元に妖しげな笑みを浮かべた。それは自身を嘲っているようにも見えた。

「さすがはフォレスター先生」と、魔女は言う。「その通り、アーサーでは永劫の時をかけても、私を殺害することは出来ません。たとえ私の心臓を、その剣で貫いたとしてもね」

　そこで彼女は笑みを消し、冷酷な瞳で俺を見やった。

「でも、言ったでしょう。今の私はあなたアーサーを滅ぼす魔女モルガーナだって」

「どういう、意味だ……？」

「──あなたに私は殺せないけれど、私はあなたを殺すことが出来る」

　バーダは最初から悟っていたのだろう、俺の横で忌々しげに歯嚙みした。そして俺は戦慄と共に理解する。まさか先生は、あの霊薬を……。

　バーダはそこで、大きく息を吸い込んだ。そして、自分自身も側にあった椅子に腰を落とす。そして、じろりと対面の魔女を睨んだ。

「説明するつもりはあるらしいな」

「ええ、私は今日、その為に此処に来たのだから」

「ならば話せ」バーダは泰然自若として問う。「私にも、何よりソードにも、それを知る権利がある筈だ」

　もっとも、貴様に道理が通じるのならばな、と彼女は付け加えた。

「さて、それじゃ何から話したらいいものかしら……」と、その魔女は困ったように微笑む。「私に関しては、語るべきことが何万年分もあるのよ」

「戯れ言を」

　バーダが呆れた様子で頭を振ると、それを見た魔女はくすくすと可笑しそうに笑った。

「誇張じゃないわ。私は年数で言えば七万八千二百七十九年を生きてるの」

　突拍子も無い話に、俺とバーダは疑い深げに眉を寄せた。

　冗談めかした口調でこそあったが、彼女が口にしたその具体的な年数は、我々の間に奇妙な生々しさを残した。真偽の判断に惑う我々を楽しそうに眺めながら、魔女が続ける。

「そうね。やはり順番に、一番最初の『私』から話すべきでしょうね」

　魔女は涼しげな顔で椅子に腰を下ろし、肘掛けで頰杖をつきながら語り始める。

「改めて自己紹介をしましょう──私の本当の名前はルイ・クズミ、先端人類文化追録研究所Institute of Advanced Human Culture and Additional Record、通称ＡＨＣＡＲアーカー機関に所属する文化人類学者。そして、交差時点励起クロスホエン・コンフリクトを阻止する為にこの世界にやってきた、歴史改変者の一人よ」
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「私がこの世界にやってきたのは、正暦一八四三年の春」

　その言葉から、魔女の独白は始まった。

「私の西暦世界での年齢は三十をとうに超えていたけれど、この世界に転移したときには私の身体は五歳児くらいまで退行していたわ」

　そういえば、と俺は思い出す。あの聖女──ハヴァンディアも見た目は十四歳程度だったが、実際の年齢はもっと上だというようなことを言っていた。

「それは」とバーダが問いかける。「その転移の影響によるものか？」

　対して、魔女は静かに頷いた。

「異世界線歴史逆行は、その名の通り時間の流れに逆らう行為なの。本来であれば、十歳の子が九年前に戻ればその子は一歳になってしまう。十一年前に戻れば、存在すら消えてしまう。時間に逆らえばその肉体もその報いを受ける。それはまるで林檎が重力に逆らうことが出来ずに地に落ち続けるのと同じこと。この世の摂理なのよ」

「だが」バーダが口を挟む。「おまえたちはその林檎を宙に浮かせ続けることに成功した」

「素敵な喩えね」と魔女は楽しそうに微笑む。「その通り。人類はその時間逆行による影響を最小限に抑える技術を生み出すことに成功した。しかし、それでも限界はある。私たちの時代から手を伸ばせる歴史はせいぜいが五百年から六百年以前、即ち十九世紀程度までが上限だった。それでもギリギリのラインだったの。成功するものもいれば失敗するものもいた」

　俺は眉を顰める。

「失敗？」

「酷いときには存在が消失してしまったり、軽いものだと記憶を失ったり」

　後者については、まさにまったく同じ事例を知っていた。それを掬い上げるかのように、魔女は続ける。

「幸いなことに、私の場合はあのニコラス・テラーや──そう、聖女アトラビアンカのように、自身の記憶の喪失までには至らなかったわけだけれど」

　その名前に一瞬、バーダの表情が哀切に歪んだ。それを悟られまいとするかのように、彼女はすかさず問い返す。

「それで、貴様が転移した先がイヴィルショウ山岳地帯、つまりはアタヘイの街だったというわけか」

「ええ。もともとアタヘイの民の祖先はＡＨＣＡＲアーカー機関の人間だったから、私はすぐに受け入れられたわ。そこから、私は『最愛の霊薬』の精製に協力を始めた。その主導者であるウーゼル・トゥエルヴ博士のもとでね」

　突然口にされた親父の名前に、俺は視線をそらして舌打ちを漏らした。二度と耳にしたくない名前だった。

「やがて街には十三人の子どもたちが生まれた。私は表面上は彼らの教育係、ということになった。特に健常な肉体を育てることを重点項目とされてね」

「……そこから先は知っている」と俺は口を挟んだ。「合点がいったよ。あんたは俺たちを実験体にするために、剣の稽古をつけてたってわけだ」

　俺の脳裏にイヴの姿が過った。そうだ、俺は彼女と同じだ。奴らの計画のために育てられた実験体──言うなれば、この魔女は俺にとってのレメルソンだったのだ。

「いいえ、それは違うわ」と、しかし魔女は即答する。「『そこから先の話』をあなたが知っている筈がない。だってその回のあなたは、今のあなたと別人なんだから」

　──何だって？

　この女が何を言い出したのか、俺にはまったく分からなかった。

「アーサー、今のあなたにも本当に申し訳ないと思っているわ。でも、『最愛の霊薬』を完成させることは絶対に必要だったのよ。正確には、それを投薬されたアーサー・トゥエルヴの『王の血』がね」

「俺の血が？」

「その霊薬の一つ先の存在のためよ。不死だけではなく、不老すらをも叶える真なる完成形──『最果ての霊薬』を精製するために」

　何故か、俺の背筋に不可解な怖気が走った。俺に端を発して、何か巨大な物事が動いているような気がした。そしてそれは、おそらく俺の気の所為ではないのだ。

「不死だけではなく、不老も……」バーダがそう呟いた後で、何かに気づいたように顔を上げる。「そんな、まさか……しかし、そんな馬鹿げたことって……」

　魔女はバーダの辿り着いた答えを肯定するように、にっこりと微笑む。しかし、その微笑は人間が浮かべる類いの表情では無かった。

「あなたの血のおかげでそれは完成した。私の手によってね」

　そこにはすべてを達観し、すべてを見通すかのような、超然とした余裕が込められていた。

「私は『最果ての霊薬』を服用して、不老不死の魔女となり──」

　魔女は、宛さながら昨日の天気のことでも語るかのように、簡単に言った。

「それから、交差時点励起クロスホエン・コンフリクトまでのおよそ五百年を生きたわ」

　混乱が俺の頭蓋をけたたましく蹴り上げる。

　何だって？

　五百年を生きた？

　いったい何を──。

「何を、言ってるんだ、先生……」

　しかし、俺の切れ切れの問いかけなど構わず、彼女は続ける。

「それでも、私は大災厄を回避出来なかった。それから五百年後、あらゆるアーカイブはカオスとなり、クロノアルターは世界を蹂じゅう躙りんした。だから、もう一度、私は挑戦することにした」

　俺の隣で、バーダが口元を押さえていた。その瞳に宿るのは驚愕と──そして、畏れだった。

「不思議なことに、この歴史線と衝突した西暦世界には、ルイ・クズミが存在していなかったの。厳密なことは分からないけれど……そうね、何かしらの歴史の抑止力みたいなものが働いたのかもしれないわね。とにかく、私は交差時点励起クロスホエン・コンフリクトの混乱に紛れて、再びＡＨＣＡＲアーカーの職員となり、再び歴史線の修正者に名乗り出た。もう一度やり直すために」

　ようやく俺の理解が追い付き始め、そしてその理解は俺に絶望感のようなものを与えた。五百年を生きて、そしてもう一度やり直す──それは、つまり。

「──私は再び異世界線歴史逆行に臨み、五歳児としてアタヘイの街に転移した」

　衝撃的な話を、驚くほど穏やかな口調で、魔女は語った。

「記憶は維持出来たけれど、残念ながら転移した私は不老不死ではなかった。歴史線逆行の影響で、私の身体は『最果ての霊薬』を摂取する以前に戻っていた。だから、私は前回と同じように、再びアタヘイの街で『最愛の霊薬』の精製に協力した」

　そして、魔女は不気味なほど慈しみに満ちた目で、俺を見やった。

「アーサー、またあなたたちと出会い、あなたたちを育て、そして、失った」

「あなたは……」バーダの声が震えていた。「それを、何回、繰り返したんだ……？」

「──これが、百五十六回目よ」

　そのあまりにも膨大な数字に、言葉を失う。

　およそ五百年を、百五十六回繰り返した。

　この女が口にした七万八千二百七十九年という歳月。

　それこそが──この魔女が本当に生きてきた年数だというのか。

「五十回を超えるくらいまでは辛くて仕方が無かったけれど、百回に到達するころにはコツが摑めてきたわ」懐かしむような目で、魔女は続けた。「偏在的傾向の普遍化は行動の反復によってのみ可能である、これは一般論だけどね」

　俺は耐えられなかった。我慢がならなかった。

「なんでだ！」と、俺は叫んでいた。「なんで、百回も繰り返しておいて、あの山で、あの街で！　俺たちを救えなかったんだ！」

　マリーン先生は目を伏せる。構わず、俺は続けた。

「あんたなら救えただろう！　ペリノアも、ランスロットも、トリスタンも──十二人の子供たちを！　あの街を！　あんただったら救えたはずだ！」

「いいえ、救えなかったのよ」

　申し訳無さそうに頭を振るマリーン先生。

「私も何度も救おうとしたわ。でも、何度繰り返しても、『最愛の霊薬』の実験過程で悲劇は起きた。子供たちは怪物化し、そのたびに街は滅びた。街の人々だけでも救おうとしたこともあったけれど、下山の最中に牙持つ獣たちの襲撃にあって全滅した。信じたくはないけれど、運命の収束力、とでも言うべきなのか──とにかく、そういうルールになっているみたいなの」

「だったら、そんなクソったれた薬なんか作らなきゃ良かったんだ！」

「それは駄目よ」先ほどとは打って変わって、冷たい口調でマリーン先生は答えた。「あの実験が無ければ『最果ての霊薬』は生まれず、私は世界を繰り返すことが出来ないわ」

　その、あまりにも勝手な理屈に、俺の血が怒りに沸騰する。

「ふざけるなっ！」

　激昂に身を任せ、俺は再び彼女に斬りかかる。しかし、先ほどと同様に、小さな短剣で軽々といなされてしまった。勢いを殺せず、俺は無様に床を転がる。舌打ちと共に立ち上がろうとすると、いつの間にか目の前には、屈み込んだマリーン先生の顔があった。

　そして何故か、涙の到来が予期される瞳で、俺を見つめていた。その指先が、そっと俺の頰に触れる。

「──でも、今回だけはその運命に風穴が空いた」

　マリーン先生は慈しむような声で言う。

「これまでの百五十五回では、あなたは廃人だった」

　──何だって？

「アーサー、あなたはいつも一人で山に戻り、ペリノアに殺され続けていたのよ。お互いが寿命を迎えて果てるまで、ずっとね。幾千の夜と朝を越えて、あなたは抵抗することもなく、ただひたすらペリノアの刃を受け続ける一生を送っていた」

　俺は言葉を失った。何故かは分からない。だが、奇妙なことに、俺はその話に強烈な説得力を感じたのだ。不可思議な共感を抱いたのだ。

　──そうであったかもしれない、と。

「何度か、私はそれを止めてみたわ。でも、止めたところであなたはまるで人形のようだった。感情もなく、虚ろな瞳で、老いが不死の力を上回るまでの一生を、あなたはあの滅びた街で過ごしていた。でも、今回は違う」

　魔女は──マリーン先生は僅かに涙すら浮かべながら、目を細めて俺を見る。

「こんなことは初めてよ。あなたが、こうして此処にいることが。怒りを見せてくれていることが」

　怒りと困惑が俺の口を塞ぎ、言葉が出てこない。そこにあったのは、憎むべき魔女の顔ではなかった。あのアタヘイの街で俺たちに剣の稽古をつけてくれた、マリーン先生の優しげな顔だった。

　やめろ、と俺は内心で思う。そんな顔で、俺を見ないでくれ、と。

　そんな俺の願いを汲んだわけではないだろうが、そこでマリーン先生は立ち上がり、振り返ってバーダの方を見やった。そして、語る。

「この無限に続くかと思えた運命を砕いたのは──バーダロン・フォレスター、きっとあなたよ」

「私の……？」

　突然の指名に、バーダロンは戸惑う。

「ええ。だって、これまで私が過ごした百五十五回の歴史の中に、バーダロン・フォレスターという名の小説家は登場しなかったのですもの」

「──え？」

　啞然とするバーダを余所に、マリーン先生は続ける。

「当然、アーサーとあなたが出逢う筈も無かった。あなたと出逢えたから、アーサーは此処にいる。そして、今回の事件についても同じことが言える。これまでの百五十五回のすべてにおいて、ノーラ・レメルソンは人間の身体でこの世に蘇っていたわ」

　俺とバーダは思わず顔を見合わせた。それはつまり、これまでこの女が過ごしてきた百五十五回の世界では、イヴはノーラに身体を乗っ取られ消滅していた、ということだ。

「バタフライ・エフェクト、というのを知っているかしら」

　唐突に、マリーン先生はそんな単語を口にする。バーダは頷いた。

「……ああ、ハル・エリスの空想小説に登場した考え方だ。蝶の羽ばたきが星の裏側で嵐を引き起こすこと。つまりは、ささやかな出来事が世界のどこかで大きな出来事を引き起こすかもしれない、ということの喩えだろう」

「そう。私は今回もそのようなものだと考えているの。そもそも、これまではトーマス・レメルソンが私を裏切ることも無かった。今回の世界では、複雑な出来事が多角的に絡まってレメルソンが私を裏切ったんだ、ってね」

　バーダロンは訝しげに魔女を睨む。

「まさか、それも私が原因だと？」

「私はそう思っている。あなたという存在がこの世界に生まれたから、すべてが変わり始めたのよ」

　マリーン先生はゆっくりとバーダに歩み寄る。

「或いは私はこう考えているの──バーダロン・フォレスター、あなたはこの世界が生み出した、抑止力のような存在なのではないか、って」

「買いかぶりすぎだ」バーダロンは顔を顰めた。「私はただの小説家だ」

「だからこそ、じゃないかしら」魔女は妖しく微笑む。「この世界はきっと、あなたにこの先の物語を書いてもらいたがっているのよ」

　魔女は期待の籠もった瞳で、小説家を見つめる。

　小説家もまた、真剣な目で魔女を睨み付けていた。

　その均衡を先に破ったのは、バーダだった。彼女は呆れたように大きく溜息を漏らした。

「……貴様の誇大な妄想の話はもういい」

　対して、マリーン先生は気分を害したわけでもなく、くすくすと笑った。

「あら、残念ね。こういったフィクショナルな話はあなたの専門分野かと思ったけれど」

「浅い考察だな。私の専門分野はその先だ」そう言って、バーダはさらに一歩、マリーン先生に歩み寄る。「物語が人の心に何を残すか、だよ」

　そう告げた矢先、唐突にバーダの放った平手打ちが、その女の左頰を打った。ぱん、という主張の強い音が室内に響く。

「──これは、貴様の物語がソードに残したものへの、私からの報いだ」

　口調こそ穏やかであったが、バーダの顔には怒りがあった。

「貴様にも大層な事情があったのだろう。だが、人の尊厳を、人生そのものを踏みにじる道理を、この私は許せん。絶対にだ」

　目の前に明確な境界線を引くかのように、バーダは確固たる口調で言った。

　俺は驚きに目を見開いていたが、一方でマリーン先生はその頰を押さえながら、穏やかに微笑んでいた。

「……ええ、これは私の当然の報いよ。それでも、まだ足りないくらいだけれど」

「ああ、いっそ殺してやりたいところだが、それは出来ないようだからな」

　揶揄するような口調ではない。それはバーダの本気の言葉だった。マリーン先生は再びくすりと笑みを漏らして、今度は俺の方を振り向いた。

「アーサー、あなたも殴っていいのよ。何なら、その剣で私の心臓を貫いても構わない。それで、あなたの気が済むのなら」

　その真っ直ぐな瞳を、俺は見つめ返すことが出来なかった。自分の感情が分からなかった。故に、俺は顔を逸らすしかなかった。

「──もう、消えてくれ、先生」その言葉が、舌上に苦々しさを残す。「もう二度と、俺の前に現れないでくれ」

　俺の言葉を受けて尚、彼女が微笑を崩していないだろうことは、目を背ける俺にも分かっていた。彼女がゆっくりと我々に背を向けたのを、俺は気配で察した。

「──今日、私があなたの前に姿を現したのは、ただ一言伝えたかったからよ」

　俺は目を向けない。先生は肩越しに振り返り、俺を優しい瞳で見つめている。

「信じてくれないかもしれないけれど……アーサー、私は師として、あなたを心から愛しているわ。何度この世界を繰り返しても、ね」

　俺の心に、棘とげだらけの薔ば薇らのような言葉を残して、魔女は静かに去って行った。

　後には、夏の夕陽と、穏やかな波の音だけが残った。
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　海は穏やかに波打ち、西日を受けてきらきらと輝いていた。

　青年はイヴの手を取って、その身体を労いたわるようにゆっくりと砂浜への階段を降りる。

「大丈夫かい、イヴ」

「心配しすぎです、ニコラスさん。一人で歩けますよ」

　そう言って手を離し、少女は軽快な足取りで砂浜へと降り立った。その様子を見て、ニコラスは安堵するように吐息を漏らす。

　先程、ジャズフェラー財団のロア支局の一角を借りて、イヴの身体のメンテナンスを終えたところである。昨夜の事件で彼女の損傷はほとんど無かった。僅かに体表に人工皮膚の破損はあったが、駆動系には一切の問題も無く、人間で言うならばまさに健康そのもの、といった状態である。

　彼女の全身を覆う人工皮膚は、人間と見比べてみても殆ど遜色が無い。骨格の関節に継ぎ目があるわけでもないし、表情の変化が乏しいわけでもない。傍目から見れば、何処にでもいる十四歳の少女にしか見えないだろう。

　しかし、その中身は違う。

　レメルソン博士が造り上げたノーラドールの素体をベースに、ニコラスの持つ叡智を結集して改良した、超高性能自律式汎用自動人形。

　人間のように振る舞うことは出来る。しかしそれは、内部に埋め込まれたエジソンズレコードの演算能力が、彼女の生前の人格をほぼ一〇〇パーセント再現しているだけだ。言うなれば、このイヴはオリジナルのコピーなのである。絶命する寸前のイヴの人格をコピーしたので、以前の身体からの記憶の連続性はある。しかし、以前の身体にあったオリジナルの人格──所謂、魂のようなものは、あの身体と一緒に滅んでいる。

　エヴァンジェリン・アーシュラという人間に限りなく似た自動人形。それが現在のイヴなのだ。

　食事も排泄も必要無いが、動力源である化石燃料が尽きれば稼働が停止する。睡眠を取る必要も無く、後世に種を残すことも出来ない。そして何より、その身体は成長することも無ければ、当然、老いることも無い。

　それは正常な人間からは大きくかけ離れた有り様である。そして、その有り様を強いたのは、他ならぬニコラス自身なのだ。

　悔恨が再び胸中を襲い、思わず彼は足を止めた。そんな彼を、イヴは不思議そうに振り返る。

「どうしたんですか、ニコラスさん」

「──イヴ」

　すまない、と謝ろうとした。しかし、そこで彼女の浮かべた表情が、ニコラスにその言葉を吞み込ませた。そのあどけない笑顔を、彼は確かにかつて見たことがあった。彼の目の前で、記憶の中の少女が二重写しとなる。

「フレデリカ……」

　思わず、その名前を呟いていた。それは亡くなった義妹──ニコラス・テラーがかつて救うことの出来なかった、最愛の人の名前だった。

「ニコラスさん、私は後悔してませんよ」と、イヴは穏やかに言う。「バーダお姉様が言っていました。人間は心臓が動いているだけじゃ生きているって言わないんだ、って」

　イヴは海へ向き直り、その胸に両手を当てた。

「こう言うのは何だか可笑しいけれど、何故か私は今、本当に生きている気がするんです」

　水平線の彼方を見つめるイヴの瞳に、ニコラスは言葉を返せなかった。想うことはいくらでもあった。だが、彼はそれを口にする代わりに、ぎこちない微笑を返した。

　──ああ、そうか。

　僕は結局、彼女に笑っていて欲しかっただけなんだ。

　あの頃のフレデリカと同じように──。

　もう、何も言うまい。自分が謝ればきっと彼女のこの笑顔も曇らせてしまう。この子が幸せに笑っていられるのであれば、自分の慚愧の念などいくらでも沈黙の奥底に隠してやろう。

　そこで、イヴが無言で手を差し出した。ニコラスは少し躊躇った後で、優しくその手を取り、その手に連れられるようにして歩みを再開する。

　やがて二人は椰子の林を抜け、オーリアのアトリエがある入り江に辿り着く。その砂浜には三人の姿があった。オーリアとヴィリティス、そしてジョナサンである。

　オーリアが最初に彼らに気づき、大きく手を振った。

「イヴちゃん、こっちよ。水が気持ち良いわよ」

　オーリアとヴィリティスは、婦人用の水着を身に纏っていた。ヴィリティスはどこか気恥ずかしげに苦笑していたが、オーリアは満面の笑みを浮かべている。イヴはそこでニコラスを振り返った。期待と確認の目である。彼は吐息を漏らしながら言った。

「防水は完璧にしたつもりだ。その耐久テストも兼ねて、泳いでくるといい──その格好で泳いでも、風邪を引くことは無いしね」

　イヴは嬉しそうに頷いて、ワンピースの裾を翻しながら彼女たちのもとへ駆けていった。その後ろ姿と入れ替わるように、金髪の青年がニコラスのもとへやってくる。彼はニコラスの顔を見るなり、苦笑めいた表情を浮かべた。

「……酷い顔だ、徹夜明けだね」

「君も似たようなものじゃないか、ジョナサン」

　二人は顔を見合わせた後で、お互いに吹き出した。

　椰子の木陰で、二人は隣合って腰を下ろす。最初に口火を切ったのは、ジョナサンだった。

「一応、確認しておきたいんだけれど」どこか探るような調子で、彼は問う。「君は私の知っているニコラス・テラー、でいいのかな？」

　対してニコラスは苦笑しながら頷いた。

「今まで通りでいいよ。僕はニコラスだ、それは何も変わらない」

　そして、自分の胸元から、ペンダントトップの欠落したネックレスを取り出してみせる。

「『エジソンズレコード』に触れたとき、かつての僕の記憶が凄い勢いで蘇った。でも、それは時間が経つに連れて少しずつ他人事のように思えるようになってきたんだ。記憶を失ったわけじゃない。かつての自分の知識もちゃんとある。でも、今の僕は、やっぱり自分を今までの僕としか思えないんだよ。うまく表現出来ないけれど……」

「君の人格を上書きするほどでは無かった」

　そう言って、ジョナサンは戯けるように首を竦めてみせた。

「或いは、ニコラス・テラーとしてこれまで歩んできた濃厚な人生が、以前の記憶を上回った、とかじゃないかな」

「それはあり得るかもしれないね」

　その冗談に、ニコラスは少しだけ救われたような気がした。彼が恐れていたのは、これまでの友人との関係が崩れてしまうことだった。これから彼がしようとしている話を想えば、尚更であった。

　しばらくの沈黙の後で、ニコラスは意を決して口を開く。

「ねぇ、ジョナサン、僕は──」

「ちょうど来月、イクスラハにジャズフェラー財団の精油研究所を新設するんだ」

　ニコラスの言葉を遮り、ジョナサンは水平線を見つめながら口を開いた。いったい何の話が始まったのか、と眉を寄せるニコラスに、ジョナサンは真剣な視線を向ける。

「君にそこの所長を任せたい」

「僕に？　しかし……」

「イヴの面倒を見たいんだろう？　彼女の身体のメンテナンスをさ」

　すべてを見透かした親友の言葉に、ニコラスは数瞬の後に溜息を漏らした。

「……さすが、人をよく見ているね、ジャズフェラー社長」

「君は我が社にとって得難い人材だからね。簡単に退職なんて出来ると思ったかい？」

　悪戯っぽく笑うジョナサンを前にして、ニコラスは両手を軽く上げて見せた。

「実は退職金を目当てにしてたんだけどね」

　その冗句に、ジョナサンは可笑しそうに笑った。ニコラスは小さく吐息をついて、そっと右手を差し出した。

「……ありがとう、ジョナサン」

「礼を言われるほどのことじゃない。君だって知ってるだろう？」ジョナサンはその右手を強く握り返し、右目を瞑って見せた。「私は強欲で寛容なんだ」

　二人の間に、親密な空気が満ちた、そのときだった。

　背後の砂地を踏みしめるような音が聞こえて、二人は振り返る。そこに立っていた人物を見つけて、彼らは疑心に眉を寄せた。

「──あのー、お話し中に申し訳無いッス」

　それは、銀髪の青年だった。彼は深い赤色の瞳の上で、申し訳無さそうに眉を寄せながら二人を見ろしていた。

「……なんか、空気読んでないみたいで本当に心苦しいんですけど」

「おや、君は」と、ジョナサンがその顔を思い出す。「たしかザック、じゃなくて、ええと、ゾウ……」

「ゾウイです、ゾウイ・ミラージュ」そう言って彼は安心したように吐息を漏らした。「良かったー、忘れられていたらどうしようかと思ってました」

　胸を撫で下ろす青年に、ジョナサンは眉を寄せる。その顔には僅かな警戒が宿っている。

「それで、いったい、今さら我々に何の用だい？」

「あの、ちょっとうちの上司がですね、そちらのお兄さんと話をしたいと言ってまして」

　ゾウイの視線が向けられたのはニコラスである。ジョナサンはますます訝しげに首を捻っていたが、対して、その隣のニコラスはすべてを察した表情で頷いた。この展開は、彼のかつての記憶から予想されていたものだった。

「分かった」そう言ってニコラスは立ち上がる。「ジョナサン、悪いが彼と二人きりにしてもらえるかい？」

「大丈夫なのか？」

　心配そうに見つめるジョナサンに、ニコラスは口元を緩めて見せる。

「大丈夫だよ、たぶん、それは僕の知り合いだ」

　ジョナサンはしばらく疑り深い視線をゾウイに向けていたが、やがて諦めたように吐息をついた。そしてニコラスに、用心するように、とだけ告げて、イヴたちのいる方へと歩み去って行った。その後ろ姿を見つめながら、ゾウイは頭を搔いた。

「俺ってそんなに物騒な人間に見えるんですかねぇ」

　虫も殺せないのにな、という彼の言葉を無視して、ニコラスは右手を差し出した。

「持ってるんだろう、通信機を」

「……話が早いッスね」

　ゾウイが懐から取り出した羅針盤のような装置を受け取り、ニコラスは思考のスイッチを入れる。すると、そこに一人の少女の上半身が映し出された。

　その姿を見て、ニコラスは思わず口元を緩めた。

「──やぁ、久しぶりだね、アオイ・マキシマ博士」

「──最初からあなただと気づいていれば、いくらでも対策は練れたわ、まったく」

　虚像の中で、聖女ハヴァンディアは呆れたように溜息をついた。

「それはこっちの台詞だよ。僕の顔なら新聞に写真が載ってたこともあるだろう。君が先にコンタクトを取ってくれれば良かったんだ」

「あなたが十年若返った姿を見ても、私に分かるわけないでしょう」

「まぁ、眼鏡までかけているからね、無理も無い話か」

「……いずれにせよ、五百年ぶり、と言うべきなのかしら。久しぶりね、デイヴィッド・ダンフォース博士」

「まぁ、五百年と言っても、本来は不可逆的方向の五百年ぶりだけど。体感では僕は十五年ぶりくらいかな」

「その人の揚げ足を取るような言い方は変わってないわね。私にとっては体感で十年ぶりよ」

「今や君はこの国の聖女、か。相変わらず真面目に仕事をしているようで感心するよ。ＡＨＣＡＲアーカー機関にいた頃から、君は仕事熱心だった」

「自惚れ屋だったあなたは、今は随分とまともな社交性を身につけたようだけど」

「皮肉屋の君はあまり変わっていないようだ」

「本題に入らせてちょうだい」

「どうぞ」

「あなたが持ち込んだ超剛性大容量演算スーパーリジディティカリキュレーション記憶媒体リムーバブルメディアの所在よ。どうなったの」

「僕の管理下にある。誰にも渡すつもりは無いよ」

「……それは、我々にも、という意味かしら」

「そうだ。マキシマ、悪いが僕はもう降りる。せめてもの償つぐないに、これは僕が墓まで持って行こう」

「……はぁ、勝手なことを言うわね」

「僕一人が抜けたくらいで、別に大した影響は無い筈だ。どうせ、第七課の他の連中とはとっくに連携が取れているんだろう」

「……まぁ、いいわ。何を言ったところで、もはやあなたを規定違反で訴えることも出来ないわけだし。とにかく、『エジソンズレコード』があなたの管理下にあるなら、今回の私の心配事は終わりよ」

「その程度には僕を信頼してくれるんだね」

「それを悪用するような人間じゃない、という程度の確信はあるわ」

「君が本当に困ったときくらいは力を貸すよ、元同僚のよしみでね」

「……期待しないでおくわ」

「ああ、僕もそれを期待する」

　そして、通信が切れた。

　ニコラスは小さく笑みを零した後で、その通信機をゾウイに手渡す。彼はそれを懐に戻しながら、しげしげとニコラスを観察した。

「あのー、よく分からないんですが」とゾウイは何の気なしといった調子で訊ねる。「あんたらの目的って、いったい何なんですか？」

　ニコラスは首を左右に振って、海辺の方を見やった。そこでは一人の少女と彼の友人たちが、浅瀬で戯れながら幸せそうに笑っている。

「──少なくとも今の僕の目的は」

　どこか吹っ切れたような微笑と共に。

「ニコラス・テラーの人生そのものだよ」

　かつての未来王は、そう呟いた。





◆






　魔女が去った後で、俺たちはログハウスのポーチに出た。太陽は既に水平線にその身を沈めようとしており、橙色の光で真西洋の水面を染め上げていた。

　そんな景色を背景に、イヴが海辺でオーリアたちと楽しそうに水を掛け合っていた。ジョンまでシャツを脱ぎ、その輪の中でまるで子供のようにはしゃいでいる。ヴィリティスがそれを遠巻きに眺め、海岸線の左に目をやると、ニックがゆっくりとそんな彼らのもとに歩いていく姿が見えた。

　夕暮れの海辺に広がるその景色は、とても幸福そうなものに見えた。

「バーダ、話があるんだ」

　ポーチの木の柵に寄りかかって、俺はそう切り出した。バーダは俺の隣で、潮風に遊ばれる髪をかき上げながら、俺を振り向いた。

「何？」

「──おまえの護衛役を、解いてもらいたい」

　努めて冷静な声で、俺はそう言った。バーダはそんな俺と同じように、落ち着いた表情で俺の顔を見つめていた。

「理由を聞かせてくれる？」

　彼女の声には、怒っているような響きは無かった。俺は言葉を整理する沈黙を少し置いてから、口を開いた。

「昨夜、俺は自分を制御出来なかった」

　俺は自分の左手を見つめる。昨夜、そこに現れたものを思い出し、そして、あの赤黒い視界の中で辛うじて俺の目が見た景色を思い出す。

「俺は、おまえすら傷つけようとした」

　そのときの恐怖を、俺はしっかりと覚えていた。あのとき、俺の身体はまったく言うことを聞かなかった。目の前でバーダが腕を広げたとき、俺は消えかかる理性で必死に叫んでいた。やめろ、やめてくれ、と。

「……次にもう一度あんな状態になったら、俺は自分を止められる自信が無い」

　俺は右手で左の手首を摑んだ。気づけば、その左手は微かに震えていた。これまでの傭兵稼業で、これほどまでに恐怖を覚えたことはなかった。

　しかし、バーダはそんな俺の左手を、そっと両手で包んだ。

「──でも、守ってくれたわ」

「だから、昨夜はたまたま……」

　言いかけた言葉を、俺は吞み込む。バーダの瞳は、まるで射貫くように真っ直ぐに俺の目を見つめていた。そこに、不安や疑いの色は無い。

「私は信じてる」と、バーダは確固たる口調で言った。「次があったとしても、必ず守ってくれるって」

　俺は思わず顔を背けてしまった。バーダの口にした言葉は俺自身の願いでもある。しかし、今の俺には、それに応える自信が無かった。

「……俺よりも仕事の出来る護衛は、他にたくさんいるんだぞ」

　俺は誤魔化すように、そんな自虐を嘯いていた。自分でも、情けない笑みを浮かべていたと思う。そんな俺を見て、バーダは少し呆れたように吐息をついた。

「ねぇ、ソード」

　バーダはポーチの柵に両手をついて、夕陽に染まる水平線に目をやった。

「実はね、私はこれまで、オーリアから何度も手紙を貰っていたの。西海岸に遊びに来ないかって」

　突然、何の話が始まったのか、俺には分からなかった。しかし、そんな俺を余所に彼女は続ける。

「でも、私はいつも仕事を言い訳にして断ってたわ」

「……そりゃまた、どうしてだ？」

　俺の問い返しに、バーダは困ったように眉を寄せて、口元に悲しげな笑みを形作る。

「──西海岸に海を見に行こう、っていうのは、アトラとの約束でもあったから。何となく、彼女を置いていってしまうような気がしてたの。海を見たら、きっと悲しい気持ちになっちゃうんじゃないかって」

　その話を、俺は知っている。その約束が彼女にとってどれほど大切で、そして、その結末がどれほど悲劇的なものであったかも。

　だからこそ、俺はそれを不思議にも思っていた。

「それなら、どうして今回に限って来る気になったんだ？」

「──あなたのおかげよ」

「俺の？」

「そう」

　心当たりすらなく、俺は戸惑った。彼女はそんな俺を振り返る。

「あの春の夜、私はあなたが一歩を踏み出した瞬間を見た」

　その言葉で、俺の脳裏に思い出される光景があった。俺の両腕に、思い出される感覚があった。

　それは、ペリノアの胸を俺の剣が貫いた感覚。

　その瞬間に、確かに俺の心が抱いた決意。

「あなたの苦しんでいる声も、あなたが泣き叫んでいる声も私には聞こえていたわ。それでもあなたは、最後にはちゃんと自分の時計の針を進めた。そのときに、私は想ったのよ。私も、ちゃんと前に進むべきだって」

「……それは俺が、自分の為にしたことだ」

「そうかもしれない。でも、物語が誰かの人生を変えられるように、あなたの物語も私を変えてくれた。だから私はあの小説を書けたし、こうしてその物語の続きに手を伸ばせた。この景色は、あなたの物語から始まったのよ」

　バーダは俺の視線を促すように、それを見つめる。海と陸の狭間で、幸福そうに笑うヴィリティスを、オーリアを、ジョンを、ニックを、そしてイヴを。

「見て、あの子が笑っている」

　きらきらと夕陽を浴びる水しぶきの中で、人間であることを失った少女が、それでも笑っていた。

「これはきっと、私がかつてアトラと夢見たものの先の景色だと思うの。辛いことや、悲しいことを越えた先の景色」

　優しく微笑みながら、彼女は言う。

「──夏への扉の、その先よ」

「……これは、おまえが書いた物語だ」

「そして、あなたが私に紡がせた物語だわ」

　彼女はそこで俺を振り向いた。気恥ずかしげに目を伏せ、少し戸惑うような沈黙があった。だが、彼女は意を決したように顔を上げる。

「ねぇ、ソード。あなたはもう、私にとってはただの護衛役なんかじゃない」

　その頰が赤く染まっているのは、きっと夕陽のせいでは無いだろう。

　しかし、彼女はそれでも、その言葉を言ってくれた。

「──私は、あなたに守って欲しい」

　細さざ波なみが優しく時間を溶かしていく。海辺に響く笑い声が、俺の内側で絡まった糸を梳かしていく。そして彼女の言葉が、俺の暗い氷を解かしていく。

　もう俺の左手は、震えていなかった。そして、確信があった。

　──この手が震えることは、もう二度と無いだろう、と。

「……契約更新は高くつくぜ」

　頭を搔きながら、俺はそんな詩情も何も無い言葉を呟いていた。彼女がくすくすと笑う。その顔には、いつもの小説家、バーダロン・フォレスターが戻ってきていた。

「続刊の印税に期待するがいい」

　俺たちの間に、いつもの空気が舞い降りる。そのとき、海辺のイヴが我々に気づいて大きな声を上げた。

「お姉様、ソードさん！　一緒に泳ぎませんか」

　その声に応じるように、バーダも手を上げる。そして砂浜へ続くポーチの階段を降りながら、俺を振り返った。

「ほら、ソード、行きましょ」

　伸ばされた手を、俺の手が取る。

　誘われる先では、あの少女が幸せそうに手を振っている。悲劇を迎えた筈の少女が、それでも尚、笑っている。バーダが言ったように、きっとあの笑顔が終着点なのだろう。西へと沈む太陽を追いかけ続けた、この長い長い旅路の。

　俺たちは明日には再び鉄道に揺られ、東部への帰路につく。再び大陸を渡り、今度は東の最果てへ。今度は──昇る太陽を、迎え入れる為に。

「お姉様、ソードさん、見てください。凄く綺麗ですよ」

　イヴが、夕陽に染まる海を仰ぎながら言った。バーダロンが優しく微笑む。

「ええ、本当ね」

「まるで、世界が生まれるところみたい」

　少女の胸では、歪いびつなゴールデンリングが、それでも誇らしげに夕陽に輝いていた。


〈了〉
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